





















































































































































1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間をのぞいて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実 に発展 して きた。その結果,南 極地域観測隊並
びに極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者か ら強 く要望
された。昭和37年 国立科学博物館に極地関係の資料兼事務室が設置 されたのを皮切 りに,順 次 これが極地学課,極
地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組 されてきた。 しか し,我 が国の南極観測事業のより一層の進展
のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究センターが発展的に改組され,大 学共同利用機関 として,国
立極地研究所が創設された。
昭和48年9月29日 国立極地研究所創設。研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設置 さ
















研究系に寒地工学研究部門,資 料系にデー タ解析資料部門,事 業部に観測協力室,並 びに図書室
が設置 された。
研究系に地学研究部門,寒 冷生物学研究部門,資 料系に低温資料部門が設置された。
事業部観測協力室 に設営係 と定常観測係が設置 された。




資料系 に損石資料部門が設置され,み ずほ基地が観測施設 となった。
研究系の極地気象学研究部門が廃止 され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された。(時 限10年)
研究系 に限石研究部門,資 料系にオーロラ資料部門が設置 された。
北極圏環境研究センター と情報科学センターの2研 究施設が設置 され,資 料系のデータ解析資料部門
が廃止 された。
研究系の気水圏遠隔観測研究部門が廃止 され,極 域大気物質循環部門が設置された。総合研究大
学院大学数物科学研究科極域科学専攻が設置 され,同 大学の基盤機関 となった。
研究系に地核活動進化研究部門が設置 された。
研究施設 に南極圏環境モニ タリング研究センターが設置 された。
南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行われ,資 料系非生物資料部門が廃止 された。
北極圏環境研究センター及び南極圏環境モニ タリング研究センターの整備が行われた。
研究施設 に南極損石研究セ ンター,事 業部に環境影響企画室が設置 された。研究系の限石研究部
門(客 員部門),資 料系の阻石資料部門が廃止 された。
2.概 要
1)設 置 目的






イ)大 学院教育 に対す る協力
大学の要請 に応 じ,当 該大学の大学院における教育に協力する。
ウ)南 極観測事業
南極地域観測の中核機関として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 びに観測
成果について集中的に資料を収集,整 理,保 管,解 析,提 供 し,研 究発表を行 う。
1
3)組 織
評 議 員 会
































雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地殻 活 動 進 化研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部門
※寒冷生物学第二研究部門
※極 地 設営 工 学研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
低 温 資 料 部 門
南極 限石研究センター





















合 計 1 1 17(6)②16(6)22 29 15 37 138(12)②
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 7(5)7(5) 12 26(10)
資 料 系 1 2 2 1 6
北極 圏環 境研 究 セ ン ター 3① 3 2 8①
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3
南極圏環境モニ タリング研究セ ンター 3① 3 2 1 9①
南 極 陽 石 研 究 セ ン タ ー 2(1)1(1) 3 1 7(2)
管 理 部 18 2 20
事 業 部 9 9 37 55
図 書 室 2 2
(注)()内 は客員教官 の定 員で外数 である。○ は外 国人客員教授 で外 数であ る。
(定員の変遷)
年度 区分 所長 企画調整官 教 授 助教授 助 手 事務系職員 技術系職員 極地観測職員 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)






















































27 317 31 106(10)





56 1 1 7(5) 110(5) 15 26 17△1 31 108(10)
57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△1
17 31 108(10)
58 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△1
17 31 108(10)
59 1 1 (1)7(6)
1(1)
11(6) 15 26 16△1 31 108(10)
60 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15△1 233 109(12)
61 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15 235 111(12)
62 1 1 7(6) 11(6) 116 26 14△1 35 ll1(12)
63 1 1 7(6) 11(6) 1
17 25△1 14 35 111(12)
元 1 ユ 7(6) 11(6) 17 25 14 35 111(12)
2 1 1 29(6)⑦ 11(6)
2
19 25 14 35 115(12)①
3 1 1 9(6)① ll(6) 120 25 13△1 35 ll5(12)①
4 1 1 9(6)① 11(6) 20 126 13 35 115(12)①
5 1 1 110(6)①
1
12(6) 20 26 13 136 119(12)①









21 26 14 36 124(12)①







9 1 1 215(6)①
1
15(6) 21 26 14 36 129(12)①



















13 1 1 ①17(6)② 16(6) 22 29 △114 37 137(12)②




年度1メ 分 COE非 常勤研究員 研究支援推進員 リサ ーチ ・アシス タン ト
7 4
8 4 1 2
9 4 6 8
10 4 7 9
11 7 8 10
12 7 8 14




年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
4 821,502 942,497 1,763,999
5 882,564 1,029,598 1,912,162
6 987,415 965,428 1,952,843
7 941,169 1,764,971 2,706,140
8 1,116,867 1,105,972 2,222,659
9 991,205 2,544,962 3,536,167
10 1,188,743 3,054,733 4,243,476
ユ1 1,132,509 2,523,432 3,655,941
12 1,231,604 2,608,277 3,839,881




年度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 ユ9,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,116 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,lll,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,472 1,409,849 1,438,321
63 27,198 761,209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435
4 24,738 883,434 908,172
5 29,506 1,212,536 1,242,042
6 27,275 1,102,514 1,129,789
7 46,640 1,290.989・ 1,337,629
8 49,194 1,950,804 1,999,998
9 30,515 1,544,563 1,575,078
10 32,294 50,439 82,733
11 28,272 48,474 76,746
12 33,881 77,939 111,820
13 29,289 61,220 90,509
5
7)施 書几目又
敷 地 面 積


















II.　研 究 活 動
国立極地研究所の教官は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究グループ,気 水圏研究グループ,地 学研究
グループ,生 物学研究グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事 している。各研究グループは,
将来計画の推進 ・共同研究の進展,前 年度の研究実績等 を踏まえ,年 度 ごとの研究計画 を立案 し実行 している。平成
13年 度に行 われた研究活動 を 「研究」,「科学研究費補助金の採択状況」,「奨学寄付金受け入れ状況」「他機関 との共
同研究の状況」,「国際共同研究等」及び 「シンポジウム等」に区分 してまとめた。「研究」においては,各 研究グルー
プごとに,学 会誌等 に発表された論文や,学 会 ・シンポジウムでの口頭発表を含む各教官 ごとの研究概要を 「一般研
究」 に,所 外の研究者 との共同研究の研究課題を 「共同研究」に,科 学研究費補助金による研究課題 を 「科学研究費
補助金による研究」にまとめ,研 究の成果 として,各 々まとめた。「シンポジウム等」 では,国 立極地研究所主催の
5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測 シンポジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学シンポ
ジウム,南 極限石シンポジウム,極 域生物 シンポジウム)及 び国際EISCATワ ークショップの概要について,ま た,
共同研究の一環 として行 われた研究小集会 ・観測研究小集会 ・研究談話会について,そ の題 目等 をまとめた。















































































































(1)一 般 研 究
研 究 目 的
太陽風 と地球磁気圏 との相互作用に伴 うプラズマ運動や電磁場 は,地 球の磁力線に沿って極域電離圏に投影 される
ため,極 域電離圏は太陽風一磁気圏相互作用や磁気圏全体を監視 ・観察する最適 な窓となっている。 この宇宙の窓か
ら,ど れだけの量のエネルギーが,ど のような物理過程や経路を経て地球圏に流入 しているのか,そ して,こ のエネ
ルギーが地球環境にどの ような影響 を与えているか,を 筋道を立てて定量的に理解することを目的としている。
研 究 計 画 の 概 要
極域電離圏は,太 陽風か ら地球圏に流入したエ ネルギーがオーロラ現象に代表 される様々な電磁的相互作用によっ
て熱化 し,消 費する場 となっている。ここで熱化 されたエ ネルギーは極域中層大気のエネルギーバ ランスや運動,更
には全地球規模の大気大循環に大 きな影響を与えていると考 えられてお り,こ のエネルギーの輸送,そ れに伴う諸現
象 を様々な手段で観測 している。
具体的な研究方法 と観測手段 としては,カ スプ域の中山基地と南極点基地に設置 したオーロラ光学観測器や昭和基
地SuperDARNレ ーダーを用いて太陽風か ら供給 される電磁エネルギー流入の様相を調べ る。この電磁エネルギーは
夜側の磁気圏尾部 に輸送 ・蓄積 された後,オ ーロラ現象 として爆発的に解放 される。この過程をオーロラ帯に位置す
る昭和基地,ア イスランドやスウェーデンに設置 したオーロラ光学観測器等により観測 し,そ の動形態から現象に関
与する物理プロセスを研究する。地上観測と相補的な観測として 「あけぼの」衛星やDMSP衛 星のデータ受信が昭和
基地で行 われ,地 上観測 と併せた総合解析 を行 う。またEISCAT　 (欧州非干渉散乱 レー ダー)に 加盟機関 として参加
し,極 域電離圏,下 部熱圏大気の国際共同観測を実施する。 オーロラ現象時,極 域超高層大気に注入される膨大な工
不ルギーは電離大気 ・中層大気の相互作用 を通 じ下部熱圏から中間圏界面領域 に大規模な大気の運動,波 動 を励起す
る。これらを昭和基地に導入 した単色全天イメージャー,MFレ ーダー,ナ トリウム温度ライダー,フ ァブリーペロ
ー ドップラーイメージャーなどにより総合的に観測する
。
研 究 成 果 の 概 要
・　ALIS(Aurora　 Large　 Imaging　 System)ネ ッ トワー ク とEISCATヒーテ ィングを用 いた励起 大気光 実験が2001年10月
と2002年3月 に行 わ れ,電 子 温 度 の上 昇,酸 素原 子 の励 起,発 光 構 造 の変 動,電 子 励 起 モ デ ルの検 討 を行 い,
630nmと557.7nmの 励起 大気光 強度比 か ら励起 が30,000～60,000Kの 非熱 的電子 に由来 す る もの であ るこ とを見出
した
・中山基地 のTVカ メラで観測 され た オー ロラ と昭和基 地のHFレー ダー レー ダー を用 い て,昼 側 で発 生 した渦 構造
をもつオー ロ ラの ダ イナ ミックスの解 析研究 を行 った。 この渦構造 は,太 陽風 と地球 磁気圏 との相 互作用 を現 して
い る過 渡 的な現 象で あ るこ とを突 き止 め た。　HFレ ー ダーで みる と,こ の渦構造 の発生 領域 は電離 圏 のプ ラズマ対
流 の方 向が大 き く変化 す る領域 に対応 して いた。
'昭 和 基地 とア イス ラ ン ドとの オーロ ラ共役 点観測 に よ り
,典 型 的 なWestward　 Traveling　 Surge,オ ーロ ラブ レイク
ア ップ,大 規模脈動 オー ロラの 同時観測 デー タが得 られた。オーロ ラの大規模 構造 には良 い共役性 が認め られ たが,
微細 な形状 や動 きは非共 役的 であ った。
・ 「あけ ぼの」衛星 搭載 の紫 外 オー ロラ ・可視 オー ロラ撮像 装置 のデ ー タ,南 極 昭和基地 ・あすか基 地 におけ るオー
ロラ観測 デ ータの解 析 を通 して,オ ーロ ラサ ブス トームの発達過 程の研究 を行 った。サ ブス トームの オ ンセ ッ ト直
前 に オーロ ラ帯 の極 側境界付 近 に特 徴的 な オーロ ラが 出現 す るこ と,拡 大 相の発達 は段 階的に進行す るこ と,な ど
新 たな知見 が得 られた。
・昭和基 地 で受 信 したDMSP衛 星可視画像 デ ー タの処理・編集 お よびオ ンラ インデー タベ ース作 成 を実施 した。 高精
細の特性 を生か し,メ ソ ・ミクロスケー ルの オー ロラ動態 に着 目 して解 析 した結果,N-Sス トリーマ ー と呼 ばれ る
磁気圏サブス トームの拡大期に過渡的に出現するデ ィスクリー トオーロラがディフユーズオーロラの トーチ構造 と
時間的 ・空間的に対応して発生 している例を見いだした。さらに,粒 子観測データの解析か ら,こ うしたオーロラ
の生成 に関与するオーロラ粒子のエネルギースペク トルを同定 した。
・昭和基地でのMFレ ーダー(風 速)と ナ トリウムライダー(温 度)の 同時観測 より,ナ トリウムライダーか ら得 ら
れた南極冬季の中間圏界面温度は北極域の冬季よりも15-20度 ほど温度が低いことが示 された。南北の極域での
大気波動の果たす役割の違いなどを示唆す ると考え られる。またオース トラリアと米国が南極で運用するMFレ ー
ダーのデータと比較解析を行 って大気波動の経度構造 を探 り,半 日周期大気潮汐波 については太陽同期 しない波動
の活動度が夏季に高 まることがはっきりと示 された。
・スバルバールにおける流星レーダー観測において,シ ステムのアップグレー ドにより高いエコーレー トを実現 し,
極冠域大気潮汐波のクライマ トロジーに関する知見,た とえば半 日周期成分の夏季の変動性やその南北両極非対称
性などについて知見 を得た。また流星飛跡の拡散から得た中性温度は夏季 メソポーズ温度低下の直接観測 となった
さらにオーロラスペ クトログラフによる732/733nm酸 素イオンラインの検出 と,　EISCATレ ーダーとの比較検討が
なされた。
・　SuperDARN　 HFレ ーダーによる流星風観測を改善する為,不 等間隔パルス レーダーの生時系列取得及びデータ解
析手法を開発 し,中 間圏界面領域 における中性風の高度分布をSuperDARNレ ーダーで初めて導出することに成功
した。
・新規 に導入 したフ ァブリーペロー イメージャーを含めてオーロラ観測機器全般を担当 し,10月 中旬 までの晴天暗
夜にオーロラ光学観測を行 った。全ての観測機器 について大 きな トラブルはな く,満 足すべ きデータが得 られた。
ファブリーペローイメージャーデータの一部の解析 を進めた。
・ 「あけぼの」衛星放射線モニ ター(RDM)の1太 陽活動周期を越える長期連続 データをデータベースとして構築
し,磁 気嵐に伴 う放射線帯の大規模な構造変化 についての解析 を行った。
・理論 シ ミュレーションの新たな計算手法の開発 を行い,高 エ ネルギー粒子のエネルギー束分布の時間発展 を求める
事が出来た。そして,磁 気圏内での環電流形成 に伴 う地球磁場変動について検討 し,太 陽風 に対する磁気圏の応答
に関 し新たな知見が得 られた。
・プラズマ物理現象の素過程を明らかにする計算機実験による研究および衛星のプラズマ電磁環境の研究 を行って き
た。 これ らの研究開発により将来の大規模計算機実験技術や宇宙探査技術の進歩に寄与するもの と期待 される。
・宇宙科学研究所の小型極軌道衛星INDEXに 搭載す るオーロラカメラや,月 軌道 から地球 オーロラを観測す る
SELENE衛 星搭載のUPIITVIS装 置の設計開発を行 った。
① 江尻全機 研究主幹(併 任),研 究系超高層物理学第一研究部門教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域
科学専攻教授(併 任),工 学博士(京 都大学:1973年)
1.専 門領域:磁 気圏物理学
2.研 究課題:放 射線帯高エネルギー粒子の計算機シミュレーション,及 びオーロラと磁気圏 ダイナミックスの研究
3.研 究活動の概要と成果
磁気圏物理学で放射線帯高エネルギー粒子の振る舞いに関する研究は,磁 気嵐に伴 うプラズマシー トから環電流
領域へのエネルギー注入の過程(リ ングカレン ト形成)や 高緯度オーロラ粒子の起源,低 緯度オーロラの原因等 と
密接 に関連 し,ま た,宇 宙空間(と くに放射線帯)で の宇宙利用(通 信 ・放送衛星,気 象衛星,地 球探査衛星,ス
ペース ・ステーション等)に 対する宇宙天気 とい う観点か ら重要な研究課題である。
これまで,理 論 シミュレーションの新たな計算手法の開発を行い,高 エネルギー粒子のエネルギー束分布の時間
発展 を求める事が出来,磁 気圏内での環電流形成 に伴う地球磁場変動について検討 し,太 陽風に対する磁気圏の応
答を研究 した。 さらに,極 域電離圏と磁気圏結合系 としてのオーロラ現象という観点から,南 極点での全天オーロ
ライメージャの通年観測　(ASI-SP)　,　及び北極 におけるオーロラ立体観測(ALIS)を 通 して,オ ーロラと磁気圏の
ダイナ ミックスについても新 しい知見を得た。　ASI-SPで は極点での大気光 という観点での解析 も試みた。
4.研 究活動歴(極 地及び外国での短期 ・長期の観測,留 学,研 修 など)
アメリカ航空宇宙局(NASA)研 究員(1974-1976)
国際共同観測ロケ ット実験(グ リーンラン ド)参 加(1976)
国際共同大気球実験(ス ウェーデ ン)参 加(1980)
一10一
  A — )144R  (  37  —  )  _V& (1982)   
111114*-“* V5,  Vin (1982) 
   254eM4J0-0CRIJK  (A-14)  •iin (1983-1985) 
 30M-fg.t.1iACIIIIN  (A--N)  Vim (1988-1990) 
  ALVkri- sy VO  (i)lir'Y  s  —)  in (1991) 
 JLVX  sy  V5k  (  —)  tJQ (1994) 
 -7.A:/:/ •  A  1-MtiN.,4,t  Vtu (1995) 
 5.44745 (Al- 5 vi410)tw .T.sbtLZ ) 
   Kadokura, A., Yukimatu, A. S.,  Ejiri, M., Oguti, T., Pinnock, M. and Hairston, M. R. (2002): Detailed analysis of a 
    substorm event on June 6-7, 1989: 1. Growth phase evolution of nightside auroral activities and ionospheric 
     convectiontoward expansion phase onset. J. Geophys. Res., (accepted). 
   Kadokura, A., Yamagishi, H., Sato, N.,  Eiiri, M., Hirosawa, H., Yamagami, T.,  Torii, S., Tohyama, F., Nakagawa, M., 
    Okada, T. and Bering, E. A. (2002): Polar Patrol Balloon Experiment in Antarctica during 2002-2003. Adv. Polar 
     Upper Atmos. Res., (accepted). 
  Tsutsumi, M., Aso, T. and  Eiiri, M. (2001): Initial results of Syowa MF radar observations in Antarctica. Adv. Polar 
    Upper Atmos. Res., 15, 103-116. 
   Ebihara, Y., Eiiri, M. and Nilsson, H. (2001): Single particle simulation on the storm-time ring current formation 
     and Dst variation. Adv. Space Res., (accepted). 
  Ebihara, Y., Yamauchi, M., Nilsson, H., Lundin, R. and  Eiiri, M. (2001): Wedge-like dispersion of sub-keV  ions: 
    Particle simulation and Viking observation. J. Geophys. Res., 106, 29571-29584. 
   Gustayssom. B., Sergienko, T., Rietveld, M. T., Honary, F., Steen, A., Brandstrom, B. U. E., Leyser, T. B., Aruliah, A. 
    L., Aso, T.,  Eiiri, M. and Marple, S. (2001): First Tomographic estimate of Volume distribution of HF-pump 
    enhanced airglow emission. J. Geophys. Res., 106, 29105-29123. 
   Milan, S. E., Sato, N.,  Eiiri, M.and Moen, J. (2001) : Auroral forms and the field-aligned current structure associated 
    with field line resonances. J. Geophys. Res.,106, 25825-25833. 
  Ebihara, Y. and Eiiri, M. (2001): Reply. J. Geophys. Res., 106, 6323. 
   Ebihara, Y. and Ejiri, M. (2000): Simulation study on fundamental properties of the storm-time ring current. J. 
    Geophys. Res., 105, 15843-15859. 
   Aso, T., Steen, A., Brandstrom, U., Gustaysson, B., Urashima, A. and  Eiiri, M. (2000): Alis, a state-of-the-art optical 
    observation network for the exploration of polar atmospheric processe. COSPAR, Adv. Space Res., 26, 917-924. 
   Tsuda, T., Nakamura, T., Nomura, A., Kawahara, T. D., Nagasawa, C., Abo, M., Okano, S., Taguchi, M.and Eiiri, M. 
    (2000): Coordinated observations of the mesopause region with radar and optical techniques. COSPAR, Adv. 
     Space Res., 26, 907-916. 
  Onda, K., Ejiri, M. and Itikawa, Y. (1999): Analysis of electron auroras based on the Monte Carlo method : 
    Application to active electron arc auroras observed by the sounding rocket at Syowa Station. J. Geophys. Res., 
    104, 27991-28001. 
 Brandstrom, B. U. E., Leyser, T. B., Steen, A., Rietveld, M. T., Gustaysson, B., Aso, T. and Eiiri, M. (1999): 
    Unambiguous evidence of HF pump-enhanced airglowat auroral latitudes. Geophys. Res. Lett., 26, 3561-3564. 
  Ebihara, Y., Barabash, S. and Ejiri, M.(1999): On the global production rates of energetic neutral atoms (ENAs) 
    and their association with the Dst index. Geophys. Res. Lett., 26, 2929-2932. 
   Urashima, A., Aso, T.,  Eiiri, M., Steen, A.,  Brandstrom, U. and Gustaysson, B. (1999): Camera calibration by an 
    integration sphere for the auroral tomography observation. Adv. Polar Upper Atmos. Res., 13, 79-88. 
   Ebihara, Y. and Eiiri, M. (1999):Quantitative ring current model : Overview and comparison with observations. 
     Adv. Polar Upper Atmos. Res., 13, 1-36. 
   Ejiri, M., Aso, T., Okada, M., Tsutsumi, M., Taguchi, M., Sato, N. and Okano,  S. (1999): Japanese research project 
    on Arctic and Antarctic observations of the middle atmosphere. COSPAR, Adv. Space Res., 24, 1689-1692. 
   Taguchi, M., Ejiri M., Okano, S.,Kawahara, T., Okada, M. and Nakamura, M. (1998): Imaging observation of
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6 conjugate auroras from a lunar orbiter (extended abstract). Proc. NIPR  Symp. Upper Atmos. Phys., 12, 175-176. 
Ebihara, Y.,  Eiiri, M. and Miyaoka, H. (1998): Simulation on ring current formation: A case study of a storm on 
 February 13, 1972. Proc. NIPR  Symp. Upper Atmos. Phys., 12, 1-11. 
Ebihara, Y.,  Eiiri, M. and Miyaoka, H. (1998): Coulomb lifetime of the ring current ions with time varying 
 plasmashere. Earth Planets and Space, 50, 371-382. 
Aso, T., Ejiri, M., Urashima, A., Miyaoka, H., Steen, A.,  Brandstrom, U. and Gustaysson, B. (1998): First results of 
 auroral tomography from ALIS-Japan multi-station observations in March, 1995. Earth Planets and Space, 50, 
 81-86. 
 Eiiri, M., Okano, S., Okada, M., Taguchi, M. and Takeshita, S. (1998): All sky imager observation of aurora and 
 airglow at South Pole: System design and the initial test results (extended abstract). Proc. NIPR  Symp. Upper 
 Atmos. Phys., 11, 159-162. 
Ebihara, Y.,  Eiiri, M. and Miyaoka, H. (1998): Enhancements of differential flux of energetic particles in the inner 
 magnetosphere associated with a megnetic storm (extended abstract). Proc. NIPR Symp. Upper Atmos. Phys., 
  11, 150-153. 
Kadokura, A., Ejiri, M. and Oguti, T. (1998): Ionospheric closure of the substorm current wedge system deduced 
 from the visible auroral imager aboard AKEBONO (extendedabstract). Proc.  NIPR  Symp. Upper Atmos. Phys., 
  11, 139-142. 
Onda, K., Ejiri, M., Itikawa, Y. and Miyaoka, H. (1998): Altitude profile of electron density and oxygen green line in 
 active auroral arcs based on electron differential number flux observed by sounding rocket. Proc. NIPR 
 Symp.Upper Atmos. Phys., 11, 36-54. 
Aso, T., Ejiri, M., Urashima, A.,Miyaoka, H., Steen, A.,  Brandstrom. U. and Gustaysson, B. (1998): Auroral 
 tomography analysis of a folded arc observed at the ALIS-Japan multi-station campaign on March 26, 1995. Proc. 
 NIPR Symp.Upper Atmos. Phys., 11, 1-10. 
Tsutsumi, M., Ejiri, M., Okano, S., Sato, N., Yamagishi, H., Igarashi, K. and Tsuda, T. (1997): MF radar observations 
 of antarctic mesosphere and lower thermosphere. Proc. NIPR Symp. Upper Atmos. Phys., 10, 109-116. 
Nakagawa, M.,  Eiiri, M., Hirashima, Y., Katayose, Y., Kodama, M., Kohno, T., Kunimoto, S., Morimoto,K., Murakami, 
 H., Murakami, S., Nishimura, J., Takahashi, T., Yamagami, T., Yamagiwa, I. and Yamauchi, M. (1997): 
 Measurement ofcosmic-ray protons during Polar Patrol Balloon experiment in Antarctica. Proc. NIPR Symp. 
  Upper Atmos. Phys., 10, 91-96. 
Ebihara, Y., Miyaoka, H., Tohyama, F. and  Eiiri, M. (1997): Loss effects for energetic protons associated with a 
 magnetic storm in theinner magnetosphere. Proc. NIPR Symp. Upper Atmos. Phys., 10, 16-28. 
Onda, K., Miyaoka, H., Itikawa, Y. and  Eiiri, M. (1997): Simulation of auroral photoemission rate forthe first 
 negative band system of at 1427.8 nm using electron differential number flux observed by the sounding rocket. 
 Proc. NIPR  Symp. Upper Atmos. Phys., 10, 1-15. 
LI  (ilid-oftAM.) 
 Eiiri, M. and Ebihara, Y.(Solicited): A simulation scheme for high energy particles in the inner magnetosphere : Dst 
 and the ring current formation. The First S-RAMP Conference, SCOSTEP, Sapporo, S8-03,October 2-6, 2000. 
 Ejiri, M., Okada, M., Taguchi, M. and Okano, S.: All sky imager system at Amundsen-Scott SouthPole Station. 
 STAR Working Group, STAR Working Group, XXVI SCAR Meeting, Tokyo, July, 2000. 
Ejiri, M. and Ebihara, Y.: Prediction of ring current formation by energetic particle simulation in the inner 
 magnetosphere. NATO Advanced Study Institute on Space Storms and Space Weather Hazards, edited by A. 
  Anastasiadis, Crete, Greece, June, 19-29, 2000. 
Ejiri, M. and Ebihara, Y.: Energetic charged particle simulation in the inner magnetosphere: Ring current formation 
 and Dst variation. European Geophysical Society XXV General Assembly, Millennium Conference on Earth, 
 Planetary & Solar System Sciences, Nice, France, (ST14)April, 25-29, 2000. 
 Eiiri, M. and Ebihara, Y.: Particle simulation study on the characteristics of stormtimeDst variation. Eos Trans. 
 AGU, 80(17), Spring Meet. Supple., S297, 1999.
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E血止M.,　 Okada,　M.,　Tsutsumi,　 M.,　Taguchi,　 M.　and　Okano,　 S.:　All　sky　imager　observation　 of　aurora　and　airglow　at
　　　 South　Pole　Station:　Initial　results.　Proceedings　 of　the　25th　Annual　 European　 Meeting　 on　Atmospheric　 Studies　by
　　　 Optical　Methods,　 54-57,　1998.
7.科 学研 究費補助 金取得 状況
特 定領域研 究(B)「 北極域 にお け る中層大 気 ・熱 圏の力学 的結合」(研 究分担者)(平 成ll～16年)
基盤研 究(A)「 国際SuperDARNレ ー ダー網 による極域電磁 圏擾乱 の南北 半球比 較研究」(研 究分担者)(平 成11
～14年)
基 盤研究(B)「 南極 点 オー ロラ と熱圏 ダ イナ ミックスの観測研 究」(研 究代 表者)(平 成11～12年)
基盤研 究(B)　 「EISCATレ ー ダーに よる北 極域 の大 気圏 ・電磁 気 圏環境 変動 の研 究」(研 究分担 者)(平 成10～
12年)
基 盤研 究(A)　 「SuperDARNレ ー ダー と地上 共役 点観 測 に よる極域 電磁 圏 の南北 対 称性 の研 究 」(研 究 分担者)
(平 成9～11年)
8.講 演 な ど
電気 学会 中国支 部特別講 演(2001.4),磐 城高等 学校講 演(2001.5),核 燃 料サ イクル開発機構講 演(2001.8),第
4回 青森 ・浅 虫散歩 ジウム講 演(20019),ウ ェザ ーニュ ース講演(2002. )
9.学 会 及び社 会的活動
American　 Geophysical　 Union,　 地球 電磁気 ・地球惑 星圏学 会(評 議 員),日 本学術 会議 ・地球電磁 気学研 究連 絡委
員 会委員 ・天文 学研究 連絡委 員会委 員 ・電波 科学研 究連絡委 員会委 員
10.受 賞 な ど
日本地球 電気磁 気学 会 ・田中館賞(1979),ア メ リカ地球 物理学 連合(AGU　 :　American　 Geophysical　 Union),優
秀 論文 審査賞　(Excellence　 in　Refereeing)　 (1993),　 ア メ リカ航 空宇宙 局　(NASA　 :　The　 National　 Aeronautics　 and
SpaceAdministration)　 ・地球 ・宇 宙科 学 に対 す る功 績賞(Group　 Achievement　 Award,　Global　Geospace　 Science
(GGS)(1998))
11.他 大学等 での講義 な ど
日本女子 大学理 学部数物 科学 科講 師(非 常勤)(2001.4-2002.3),総 合研 究大学 院大学数 物科学 科極域 科学専 攻教
授(併 任)(2001.4-2002.3)
12.所 内外の 主要 な会議 委員 な ど
国立極 地研 究所 運営協 議 員会(委 員),国 立極 地研 究所 運営 会議(委 員),国 立極 地研 究所 編集 委員 会(委 員),
宇 宙科 学研 究所 ・宇宙 理学委 員会委 員 ・大 気球専 門委員 会委員,京 都 大学宙 空電波 科学研究 セ ンター運営 委員 会委
員,名 古 屋大学 太陽地球 環境研 究所 共同利 用委員 会 ・電磁気 圏専 門委員 会委員 ・北 極 レー ダ専 門委 員会委 員,東 京
工業 大学 理学部 地球惑星 科学 科外部評 価委員 ,南 極地域 観測統 合推進本 部幹事
13.研 究活 動の課題 と展望
太 陽風 と磁気 圏相互作 用の結 果 としての磁気 嵐やサ ブ ・ス トー ムに伴 う,高 エ ネルギー荷電 粒子 の運動 と放 射線
帯 の形成 は,磁 気 圏物理 学の基 本で あ り,衛 星 観測 デー タの解析 と理論 ・シ ミュ レーシ ョンに よ りその物理過 程 の
解 明 に取 り組 む。 さらに,南 極点 及 び北極 域 に於 け るオー ロラ光学観測 を通 して,電 離 圏 ・磁気 圏結合 過程 の ダイ
ナ ミックス を解 明す る。




(1)欧 州非干渉散乱　(EISCAT)　 レーダーや流星 レーダーなどの電波工学的手法による極域超高層大気 ダイナ ミッ
クスの研究





(1)北 極 域のEISCATレ ー ダー に よる極域 電磁 圏熱 圏大気 ダイナ ミックス研 究 として,　EISCATレ ー ダーの長期 間
連 続観 測 デー タの解析 が な され た。 また,北 極 との対 比 のため の南極HFレ ー ダー に よるPMSEの 検 出 につ い て
検 討 した。
(2)大 気 光 ・オー ロラ光学観測 につ いては,ロ ングイヤ ビンに置か れた オーロ ラ大気 光 スペ ク トログ ラフに よ り検
出 された酸素 イオン732/733nmの 輝線 の検討 が な され,一 方ALISとEISCATヒ ーテ ィング を用 いた大気光 の励起
観測 と トモ グラ フ ィ解析 等 が進 め られ,　HF帯 電波 に よる電子 加熱 と酸素 原子 の励起 の時 空構造 とその変動,モ
デ ル との比較 な どが行 わ れた。
(3)流 星 レー ダー に よる極域 中 間圏 ・下部熱 圏大 気 ダ イナ ミ ックス連続 観測 を行 い,10月 以 降,シ ス テ ムの ア ッ
プグ レー ドや ソフ トウェアの改 良が図 られ,高 いエ コー レー トの実 現が な され た。流星 レー ダー による平均東西
流 が,春 か ら夏 にか けてcircumpolar　 vortexの 崩壊 に伴 い西風 か ら東風 に移行 す る こ とをは じめ極 域 中間圏界
面付 近の循環 の様 相が得 られ た。 また,潮 汐波動 成分 は,一 日周期 成分 が,夏 季 は安定 したエ バ ネ ッセ ン トモー
ドが卓越す る一方,冬 季 は振 幅 が小 さ くな り,ま た半 日周期成分 は夏季 に変動 が大 きく,予 測 され る ノンマ イグ
レーテ ィング成分 の存在 と矛盾 しないが南 極 との比較 か ら両半球 非対称性 が あ るこ とな どが 明 らか に され た。 ま
た,飛 跡 の拡散 か らの温度 の推定,大 気 の動的安 定度 な どの解析 が行 われた。
4研 究活動歴
オー ス トラリア アデ レー ド大 学,　VisitingResearchFellow　 (1980)
ア メ リカ ・ハ ーバー ド大 学　 ResearchAssociate　 (1980-1981)
ス ウェーデ ン国立 スペ ー ス物理研 究所,文 部省 短期在外研 究員(1995-1996)
5.学 術論 文
_Aso　T.　(2001):　A　study　on　the　Arctic　upper-atmospheric　 tide　by　EISCAT　 radar　-Re㏄nt　 results　and　prospects-,
　　　 Mem.　 National　Institute　of　Polar　Research,　 Spec.　Issue,　54,　43-48.
慨 エ.　(2001):　An　Overview　 on　the　Study　 of　Large-　scale　Atmospheric　 Waves　 in　the　Arctic　Mesosphere　 and　Lower
　　　 Mesosphere　 and　Lower　 Thermosphere　 by　the　EISCAT　 and　Associated　 Observations　 (Extended　 Abstract),
　　　　Tohoku　 Geophys.　 J.　(Sci.　Repts.　Tohoku　 Univ.　Ser.　5),　36(2),　248-249.
　　 Tsutsumi,　 M.,　Aso,　T.,　Ejiri,　M.　(2001):　Initial　results　of　Showa　 MF　 radar　observations　 in　Antarctica,　 Adv.　Polar
UpperAtmos.Res.,15,103-116.
　
△_so1二.,　 Steen,　 A.,　 Bradstr6m,　 U.,　 Gustavsson,　 B.,　Urashima,　 A.　 and　 Ejiri,　 M.　 (2001):　 Optical　 observation　 network
　 　 　 for　the　 exploration　 of　polar　 atmospheic　 processes,　 COSPAR,　 Adv.　 Space　 Res.,　 26(6),　 917-924.
む
　 　 Gustavsson,　 B.,　Sergienko,　 T.,　Rietveld,　 M.　 T.,　Honary,　 F.,　Steen,　 A.,　Bradstr6m,　 B.　U.　 E.,　Leyser,　 T.　B.,　Arulia,　 A.,
　 　 　 Aso　 T.,　Ejiri,　 M.　 and　 Marple,　 S.　(2001):　 First　 tomographic　 estimate　 of　volume　 distribution　 of　HF-pump　 enhanced
　 　 　 airglow　 emission,　 Accepted　 for　publication　 in　J.　Geophys.　 Res.,　 106(Al2),　 29105-29123.
阯 』[.,　Steen,　 A.,　BradstrOm,　 U.,　Gustavsson,　 B,　Urashima,　 A.　and　 Ejiri,　 M.　 (2000):　 ALIS,　 a　state-of-the　 art　optical
　 　 　 observation　 network　 for　the　 exploration　 of　polar　 atmospheric　 processes,　 Adv.　 Space　 Res.,　 24(6),　 917-924.
虹 エ.　(2000).　 Penetration　 of　the　 non-migrating　 atmospheric　 diurnal　 tide　 into　 polar　 latitudes,　 Adv.　 Polar　 Upper
Atmos.Res.,14,138-145.
む
　 　 Hedin,　 M.,　 HaggstrOm,　 1.,　Pellinen-Wannberg,　A.,　Andersson,　 L,　 BradstrOm,　 U,　 Gustavsson,　 B,,　Steen,　 A.　 Westman,
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7.科 学研究費補助金取得状況
特定研究B(2)「 北極域 における中層大気 ・熱圏の力学的結合」研究代表者(平 成11～14年)
基盤研究(B)「 南極点オーロラと熱圏ダイナ ミックスの観測研究」(研 究分担者)(平 成11～13年)
8.講 演など
9.学 会及び社会的活動
地球電磁気 ・地球惑星圏学会 会員,運 営委員
American　Geophysical　Union　 会員
国際EISCAT科 学連合 評議員







国立極地研究所運営協議員会委員,国 立極地研究所運営会議委員,国 立極地研究所編集委員会委員,国 立極地研
究所北極科学研究推進特別委員会委員,国 立極地研究所非干渉散乱 レーダー委員会幹事,総 合研究大学院大学評議
員,総 合研究大学院大学企画調査 会委員,総 合研究大学院極域科学専攻委員会幹事,日 本学術会議宇宙空間研究連
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絡委員会委員,日 本学術会議極地研究連絡委員会委員,名 古屋大学太陽地球環境研究所共同利用委員会委員,名 古
屋大学太陽地球環境研究所北極 レーダー専門委員会委員
13.研 究活動の課題 と展望
EISCATレ ーダーや流星 レーダー,MFレ ーダーなどと,こ れに呼応するオーロラ ・大気光の地上光学観測によ
り,中 層大気から熱圏に広がる超高層大気における種々のスケールの波動擾乱の消長 と波動 を介 した大気各層の結
合,さ らに長期的には下層大気の温暖化に繋が る中層大気の寒冷化など,広 汎な領域で相互に複雑に絡み合った極
域中層 ・超高層大気環境 とその変動過程について研究 を行いたい。極域超高層はまた,太 陽風磁気圏相互作用によ
り,オ ーロラをは じめとするさまざまな電磁気現象が生起する開放 された複雑系であ り,レ ーダーと地上光学観測
の連携 により,オ ーロラ現象や太陽擾乱の電離圏 ・熱圏,中 層大気への影響について考究する。
③ 佐藤 夏雄 ・情報 科学 セ ン ター長(併 任),教 授,総 合研 究大 学 院大学数 物科 学研究 科極域 科学専 攻教授(併 任),
理学†専士(東 京大学 ・1979年)
1.専 門領域:磁 気圏物理 学
2.研 究課 題:
(1)　SuperDARNレ ーダー と可視 オーロ ラに よる極域電磁 圏擾乱 の研究
(2)オ ー ロラ現 象の南 北半球比 較研究
3.研 究活 動の概 要 と成 果
(1)カ ス プ域 に位 置 す る中 国中 山基地 のTVカ メ ラで観 測 され た オー ロラ と,昭 和 基地 のSuperDARNレ ー ダー を
用 いて,昼 側 で発 生 した渦構造 をもつ オー ロラの ダ イナ ミックスの解析研 究 を行 った。 この渦構造 は,太 陽風 と
地球 磁気 圏 との相 互作用 を現 して い る過 渡的 な現象 であ る こ とを突 き止 めた。　HFレ ー ダーで み ると,こ の渦構
造 の発生 領域 は電 離圏 の プラズマ対流 の方向 が大 きく変化す る領域 に対 応 してい た。 また,オ ーロ ラ全体像 の大
規 模 な動 きは,　HFレ ー ダーか ら観 測 され た対 流方 向 と良 く一 致 してい た。 この渦構 造の発 生原 因 としては,沿
磁 力線電 流不安定性 や ケル ビ ンヘル ムホ ルツ不 安定性 な どが考 え られ る。
(2)昭 和 基地 とア イスラ ン ドは,オ ーロ ラ帯 で共役点観 測が可 能 な地球 上 で唯一の位 置関係 にあ る。 この利 点 を活
用 して,オ ーロ ラ動形 態の南 北半球 の対称性 ・非対称 性 の比 較観測 か ら,オ ー ロ ラの発 生機構 を観測 的 に解 明す
るこ とを 目的 に してい る。2000年9月30日 に観測 された絶好 の 共役点 オー ロラ同時観 測 イベ ン トで は,典 型 的
なWestward　 Traveling　 Surge,　 オー ロラ ブレ イクア ップ,大 規 模脈動 オーロ ラ,オ メガバ ン ドな どが南 北半球 で
同時 に観測 され,そ の詳細 な比較解 析 を進 めた。 また,　FAST衛 星 が大規模 脈動 オー ロラの発 生 して い る昭和 基
地 の真上付 近 を通過 し,絶 好 の衛 星 地 上 同時観測 デ ー タが得 られた。 この イベ ン トも英 国 の レス ター大 学 と協
力 しなが ら解析 を始め た。
4.研 究活動歴
第15次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1973-1975)
仏 国 ケルゲ ー レン基地(交 換科 学者)参 加(1977)
ソ連 マ ラジ ョー ジナや基地(交 換 科学 者)参 加(1979-1980)
第22次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1980-1982)
第29次 南極 地域観 測隊(夏 隊)参 加(1987-1988)
第34次 南 極地域観 測隊(越 冬隊)参 加(1992-1994)
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　 　 　 magnetometer　network　 near　 Syowa　 Staion,　 Antarctica,　 J.　Geomag.　 Geoelectr.,　 49,　 ll97-1207.
　 　 Yang,　 H.,　 Liu,　 R.　and　 _Sato　 N.　 (1997):　 Intensity　 correction　 in　all-sky　 image　 projection　 transform,　 Chinese　 Science
Bulletin,42,8,700-703.
　 　 Yang,　 H.,　Liu,　 R.,　Huang,　 D.,　Kikuchi,　 M.,　Minatoya,　 H.,　_Sato　 N.,　and　 Tian,　 W.　 (1997):　 An　 all-sky　 auroral　 video　 image
　 　 　 arlalyzing　 system,　 Acta　 Geophysica　 Sinica,　 40,　5,　606-615.
Saka,　 0.,　 Watanabe,　 0.,　 Shinohara,　 M.,剛.,　 Yamagishi,　 H.,　 Kadokura,　 A.　and Reeves,　 G.　 D.　 (1997):　 A
　 　 　 modulation　 of　Pc.　 3　amplitude　 and　 associated　 auroral　 precipitation,　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,　 10,
160-164.
　 　 Nishitani,　 N.,　Ogawa,　 T.,　_Sato　 N.,　Yamagishi,　 H.,　Yukimatu,　 A-S.　 and　 Watanabe,　 M.　 (1997):　 Averaged　 pattern　 of
　 　 　 ionosheric　 echo　 region　 and　 convection:　 Initial　results　 from　 the　Syowa　 Staion　 HF　 radar,　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper
Atmos.Phys.,10,42-49.
　 　 Angelopuolos,　 V.,　 Coroniti,　 R　 V.,　Kennel,　 C.　 F,　 Kivelson,　 M.　 G.,　 Walker,　 R.　J.,　Russell,　 C.　T.,　 McPherron,　 R.　 L.,
　 　 　 Sanchez,　 E.,　Meng,　 C.-1.,　 Baumjohann,　 W.,　 Reeves,　 G.　 D.,　Belian,　 R.　 D.,　_Sato　 N.,　Friis-Christensen,　 E.,　Sutcliffe,
　 　 　 P.　R.,　Yumoto,　 K.　and　 Harris,　 T.　(1997):　 Correction　 to　 "Multipoint　 analysis　 of　bursty　 bulk　 flow　 events:　 1.　April　 l1,
1985,J.Geophys.Res.,102,A1,211-212.
6.口 頭 発 表
　 　 _Sato　 N.,　Murata,　 Y.,　Yamagishi,　 H.,　Yukimatu,　 A.　S.,　Watanabe,　 M.,　Yang,　 H.,　Liu,　R.,　Lester,　 M.,Villain,　 J-P.　and
　 　 　 Rich,　 F.J.:　Optical　 and　 SuperDARN　 signature　 associated　 with　 SC/SI　 ,　SuperDARN　 2000　 Workshop　 and　 Annual
　 　 　 Meeting,　 Beechworth,　 Australia,　 May　 2000.
　 　 ,S...,,.."=ato　N.　and　 Saemundsson,　 T.:　Geomagnetically　 Conjugate　 Auroras　 between　 Syowa　 Station　 and　 Iceland,　 SCAR
　 　 　 STAR　 Workshop,　 Tokyo,　 July　2000.
　 　 _Sato　 N.,　Murata,　 Y.,　Yamagishi,　 H.,　Yukimatu,　 A　 S.,　Kikuchi,　 M.,　Watanabe,　 M.,　Makita,　 K.,　Yang,　 H.,　Liu,　R.　and
　 　 　 Rich,　 F.　J.:　Sudden　 Enhancement　 of　Optical　 Aurora　 and　 SuperDARN　 HF　 Radar　 Echoes　 associated　 with　 the　 Solar
　 　 　 Wind　 Negative　 Pressure　 Impulse,　 AGU　 Fall　Meeting,　 California,　 USA,　 December　 1999.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)(海 外 学 術 調 査)「 太 陽 活 動 極 大 期 に お け る オ ー ロ ラ微 細 構 造 の 南 北 半 球 対 称 性 ・非 対 称 性 の
研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成13～16年 度)
二 国 間 交 流(日 英 科 学 協 力 事 業 共 同 研 究)「 日 英 大 型 短 波 レ ー ダ ー に よ る 極 域 電 磁 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 南 北 半 球
比 較 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成13～14年 度)
基 盤 研 究 　(A)　 (1)　 「EISCATレ ー ダ ー を 用 い た 国 際 共 同 実 験 に よ る 超 高 層 大 気 の 研 究(研 究 分 担 者)(平 成12～
15年 度)
基 盤 研 究(A)(2)「 国 際SuperDARNレー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研 究 代 表 者)(平
成11～14年 度)
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 中 層 大 気 ・熱 圏 の 力 学 的 結 合 」(研 究 分 担 者)(平 成ll～16年 度)
8.講 演 な ど
気 象 大 学 校 特 別 講 演,2001.11
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
米 国 地 球 物 理 学 協 会 会 員,地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 会 員
10.受 賞 な ど
日 本 地 球 電 気 磁 気 学 会 ・田 中 館 賞(1982),米 国 宇 宙 セ ン タ ー(NASA)・グ ル ー プ 研 究 賞(1998)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど




国立極地研究所運営協議員会(委 員),国 立極地研究所運営会議(委 員),国 立極地研究所宙空喜門委員会(幹 事),
国立極地研究所北極科学研究推進特別委員会(委 員),名 古屋大学太陽地球環境研究所運営協議員会(委 員),名 古
屋大学太陽地球環境研究所北極 レー ダー専門委員会(委 員),総 務省地球環境保全国際委員会委会(委 員),　SCAR
STAR作 業委員会(日 本代表)
13.研 究活動の課題 と展望
SuperDARNレ ーダーを用いた観測研究では,昭 和基地SENSU　 HFレ ーダーの共役点視野であるレーダーを担当
する英国レスター大学 との協力関係が より深 くなっている。また,南 極側 レーダーに関しては,英 国南極調査所や
フランス宇宙機構 などとの共同観測 も進展 している。 さらに,中 国中山基地での日中共同観測 も順調に進んでいる
ので,日 本が得意 とする可視オーロラとSuperDARNレ ーダーとの同時観測 に関する研究成果が一層進展するもの
と期待 している。 さらに,衛 星観測やEISCATレ ーダー,ヒ ータ実験等 とを組み合わせての観測 を実施することに
より,太 陽風エネルギーと地球磁気圏 との相互作用や,そ のエネルギーの流入 ・輸送,さ らには,地 球環境に及ぼ
す影響などについても明らかに したい。また,オ ーロラの共役性研究に関 しては,い まだに未解決で不可思議 な現
象である脈動オーロラの発生機構の解明やオメガバ ンドの生成機構解明に努力 したい。
④ 山 岸 久 雄 研 究 系 超 高 層 物 理 学 第 一 研 究 部 門 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 教 授(併 任),
工 学 博 士(京 都 大 学:1988年)
1.専 門 領 域:超 高 層 物 理 学
2.研 究 課 題:電 波 を 用 い た 電 離 圏 ・磁 気 圏 現 象 の 観 測 的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 極 昭 和 基 地,及 び 北 極 域 ア イ ス ラ ン ドで の 過 去10数 年 に わ た るELF帯 電 磁 放 射 強 度 デ ー タ の 統 計 的 解 析 を 行
い,太 陽 活 動 度 依 存 性,夏 冬 半 球 非 対 称 性,週 末 に お け る 放 射 強 度 の 減 少 な ど の 特 性 を 得 た 。 ま た,南 極 大 陸 無 人
多 点 観 測 計 画 の 一 環 と し て 流 星 飛 跡 を 用 い た パ ケ ッ ト通 信 実 験 を 静 岡 大 学 と 共 同 で 計 画 し,南 極 昭 和 基 地 と 中 山 基
地 の 間 で 通 信 実 験 を 開 始 し た 。 ま た 南 極 周 回 気 球 搭 載 のELF/VLF帯 波 動 観 測 器 に つ い て 富 山 県 立 大 学 と 共 同 で 検
討 を行 い,観 測 器 の 基 本 設 計 を 行 っ た 。
4.研 究 活 動 歴
第19次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1977-1979)
第26次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1984-1986)
ド イ ツ ・マ ッ ク ス プ ラ ン ク 大 気 物 理 研 究 所(客 員 研 究 員)研 究(1990年)
第36次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1994-1995)
第38次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
5.学 術 論 文
山 崖 久 雄,菊 池 雅 行,佐 藤 夏 雄,長 野 勇,　 Th.　 Saemundsson　 (2002):昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド地 磁 気 共 役 点 長 期
観 測 か ら 得 ら れ たELF/VLF放 射 の 太 陽 活 動 依 存 性,季 節 変 化,日 変 化 及 び 週 末 効 果,南 極 資 料,46(1),1-
14頁.
　 　 Nishino,　 M.,　YamaRishit　 H..　Sato,　 N.,　Liu,　R.,　Hu,　 H.,　Stauning,　 P.　and　 Holtet,　 J.　A.　 Conjugate　 features　 of　daytime
　 　 　 absorption　 associated　 with　 specific　 changes　 in　the　 solar　 wind　 observed　 by　inter-hemispheric　 high-latitude
　 　 　 imaging　 riometers,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　14,　76-92,　 2000.
　 　 Yamagishi.　 H.,　Fujita,　 Y.,　Sato,　 N.,　Nishino,　 M.,　Stauning,　 P.,　Lui,　 R.　and　 Saemundsson,　 T.:　Interhemispheric
　 　 　 conjugacy　 of　aurora　 poleward　 expansion　 Observed　 by　 conjugate　 imaging　 riometers　 at　～67　and　 75-77　 invariant
　 　 　 latitude,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　14,　12-33,　 2000
　 　 Nishino,　 M.,　Gorokov,　 N.,　Tanaka,　 Y.,　Yamagishi　 H.　and　 Hansen,　 T.　Probe　 experiment　 characterizing　 30-MHz　 radio
　 　 　 wave　 scatter　 in　the　high-latitude　 ionosphere,　 Radio　 Sci.,　34,　NO.4,　 883-898,　 1999.
　 　 Hirashima,　 Y.,　Shimobayashi,　 H..　Yamagishi.　 H.,　Suzuki,　 H.,　Murakami,　 H.Yamada,　 A.,　Yamagami,　 T.,　Namiki.　 M.　and
　 　 　 Kodama,　 M.MHD　 wave　 characteristics　 inferred　 from　 correlations　 between　 X-rays,　 VLF　 and　 ULFs　 at　Syowa
　　 　 　Station,　 Antarctica　 and　 Tjornes,　 Iceland(L～6),　 Earth　 Planets　 Space,　 51,　33-41,　 1999.
　 　 Yamagishi.　 H.,.　Fujita,　 Y　Sato,　 N　 Stauning,　 P..　Nishino,　 M　 and　 Makita,　 K.　Conjugate　 features　 of　aurorals　 observed
－20一
　 　 　 by　TV　 cameras　 and　 imaging　 riometers　 at　auroral　 zone　 and　 polar　 cap　 conjugate-pair　 stations,　 ed.　by　J.　Moen　 et　al.
　 　 　 Netherlands.　 Kluwer　 A.　P.,　289-300,　 1998.
6.口 頭 発 表
山 崖 久 雄,菊 池 雅 行,佐 藤 夏 雄,長 野 勇,Th.Saemundsson,昭和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド地 磁 気 共 役 点 に お け る
ELF八iLF放 射 の 電 離 層 日照 効 果,週 末 効 果,第llO回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 講 演 会(福 岡)
,2001年ll月
　 Y・m・gi・hi・ 　H・,　S・t・,　N・,　N・g・n・ ・　1・　・nd　 Saemundss・n,　 Th.　 Week・nd　 dec・ea・e　 and　 ・unlit　 i・n。 、ph。,e　 effect　 f。und　 in
ELF/VLFemissionsobservedatgeomagneticallyconjugatestations
,IAGA総 会,2001年8月20～31日,ハノ イ
　　　　　　 h'　H.,　Sato,　N.,　Nishino,　M.,　Stauning,　 P.　and　Liu,　R.,　Interhemispheric　 conjugacy　 of　auroral　poleward
　　 　 expansion　 observed　 by　conjugate　 imaging　 riometers　 at　67　and　 75-77　invariant　 latitude,　Western　 Pacific
　　　 Geophysical　 Meeting,　Tokyo,　June　27-30,　2000
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
科学技術 総合研 究委託 費,地 域先導研 究 「地域 産業 の発展 に寄与 す る電磁 波技術 に関す る研究」(平 成11～13年,
研究代 表者 長野 勇 ・金沢大学 教授)
一 般研 究(基 盤研 究A2)「 国際SuperDARNレ ー ダー網 に よる極 域電 磁圏擾 乱 の南北 半球比 較研 究」(平 成11～
14年,研 究代 表者 佐 藤夏 雄)
日英 科学協 力事 業共 同研 究 「日英大 型短波 レー ダー に よる極域 電磁 圏 ダイナ ミックスの南 北半球 比較研 究」(平
成13～14年,研 究代表者 佐藤 夏雄)
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社会 的活動
American　 Geophysical　 Union,　地球電磁気 ・地球 惑星圏学 会会員
10.受 賞 な ど
米 国宇宙 セ ンター(NASA)・ グループ研究賞(1998)
1ユ.他 大学等 での講義 など
12.所 内外 の 主要 な会議 委員 な ど
国立 極地研 究所共 同研 究委 員会委 員,国 立極地研 究所宙 空事 門委 員会委 員,国 立 極地研 究所南極 圏環境 モ ニ タリ
ング研 究セ ンター運営 委員 会委員,国 立極 地研 究所情 報科学 セ ンター運営 委員会委 員,国 立 極地研 究所非 干渉散 乱
レー ダ委員 会委 員,名 古屋 大学 太陽 地球環 境研 究所 共同観 測情報 セ ンター運営 委員 会委員
,第18期 目本学術 会議
電波 科学研 究連絡 委員 会H分 科会委員
13.研 究活 動の課題 と展望
南 極大 陸 にお ける無 人多点観測技 術 の発 展 の レビュー よ り,今 後必 要な基盤技 術 と して遠隔 デー タ通信,投 下方
式 に よる設 置,極 省 電力設計 が必 要で あ るとの 認識 に達 した。 これ に沿 った技術 開発 を今 後進 め,広 範 囲 にわた り
大 きな 自由度 で観測 機 を設 置で き,そ の後 の保守 が不要 な無人観 測装置 の開発 を 目指 したい。流 星バ ース ト通信 は
上記遠 隔 デー タ通信 の一 つ と して位置付 け られ,オ ー ロラ帯で のス ポラデ ィックE層 によ る多重 反射,D層 による
電 波吸 収 が通信路 に及 ぼす影響 が今 後の 実験 デー タの解析 に よ り明 らか に され る。南 極周 回気 球実験 は平 成14年
度 に国内で の インテ グ レー シ ョン,総 合試験 を経 た後,昭 和 基地 か ら放球 され る予定 であ る。気球3基 の編 隊飛行
に よ り磁気 圏境界 領域現 象の時 間空 間変 動の特性 が詳 し く明 らか にされる見込 みであ る。
⑤ 宮岡 宏 情報科学センター助教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助教授(併 任),理 学博
士(東 北大学:1982年)
1.専 門領域:磁 気圏電離圏物理学
2.研 究課題:オ ーロラの構造 とダイナ ミックスに関する研究
3.研 究活動の概要 と成果
オーロラは,地 球磁気圏尾部や内部磁気圏内のホッ トプラズマが磁気圏一電離圏結合系を介 し極域電離層(コ ー
ル ドプラズマ)と の強い相互作用の結果生成するグローバルスケールの可視現象である。 したがって,そ の空間構
造や時間変動 には,磁 気圏内の粒子加速や散乱過程,磁 気圏一電離圏相互作用に関する重要な情報 を含んでいる。
本研究課題では,こ うしたオーロラ生成機構に関する情報を抽出 ・定量化することを目的 として,昭 和基地で受信
したDMSP衛 星の可視画像データ　(OLS)を 用い,従 来の高々度衛星では明瞭に撮像 ・識別で きなかったメソ ・ミ
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クロスケ ールの オー ロラ動態 に注 目 して解析 を行 った。そ の結果,N-Sス トリーマ ー と呼 ばれ る磁 気圏 サ ブス トー
ムの拡 大期 に過 渡的 に出現す るデ ィス ク リー トオーロ ラが デ ィフユーズ オーロ ラの トーチ構造 と時 間的 ・空間的 に
対応 して発生 して い る例 を見い だ した。 これは,磁 気圏尾部 にお ける局所 的 ・バ ース ト的高速 プラス流が 内部磁気
圏 におけ る高 エ ネルギー電子 の ピ ッチ角散乱 や粒子 降下 に強 く関係 してい る ことを示唆 す る もの といえ る。さ らに,
粒子観 測 デー タの解析 か ら,こ う したオ ーロラの生成 に関与す るオー ロラ粒子 のエ ネルギー スペ ク トル を同定 した。
なお,昭 和 基地で取 得 した これ らのDMSP衛 星画像 デー タをすべ て外 部か らネッ トワー ク経 由で検 索 ・利 用可能 な
オ ンライ ンデー タベー ス として編 集登録 した。
4.研 究活動 歴
米 国 ・ジ ョンズホ プキ ンス大 ・応用物理 学研究所(短 期在研)(1985-1986,3ヶ 月)
第28次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1986-1988)
第40次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1998-2000)
5.学 術論 文
Yokoyama,　 N.,　Kamide,　 Y.　and　Mivaoka.　 H.　(1998):　The　 size　of　the　auroral　belt　during　 magnetic　 storms,　A皿.
Geophysicae,16,566-573.
　 　 Onda　 K.,　Ejiri,　 M.,　 Itikawa,　 Y.　and　 Mivaoka.　 H.　 (1998):　 Altitude　 profile　 of　electron　 density　 and　 oxygen　 green　 line　 in
active　 auroral　 arcs　 based　 on　 electron　 differential　 number且ux　 observed　 by　 sounding　 rocket,　 Proc.　 NIPR　 Symp.
　 　 Upper　 Atmos.　 Phys.,　 ll,　36-54.
　 Aso,　 T.,　Urashima,　 A.,　Ejiri,　 M.,　 Mivaoka,　 H.,　Steen,　 Ake.,　 Brandstr◎m,　 U　 and　 Gustavsson,　 B.　(1998):　 First　 results　 of
　 　 　 auroral　 tomography　 from　 ALIS-　 Japan　 multi-station　 observations　 in　March,　 1995,　 Earth　 Planets　 and　 Space　 50,　63-
80.
　 　 Ebihara　 Y.,　 Ejiri,　 M.　 and　 Mivaoka、 　H.　 (1998):　 Coulomb　 lifetime　 of　 the　 ring　 current　 ions　 with　 time　 varying
　 　 　 plasmasphere,　 Earth　 Planets　 and　 Space,　 50,　371-382.
　 　 Ebihara　 Y.,　Ejiri,　 M.　 and　 Mivaoka.　 H.　 (1998):　 Enhancements　of　 differe tial　 flux　 of　energetic　 particles　 in　the　 inner
　 　 　 magnetosphere　associated　 with　 a　magnetic　 storm,　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,　 ll,　 150-153.
6.口 頭 発 表
　 　 Mivaoka.　 H.　 and　 Ejiri,　 M.:　 Low-latitude　 aurora　 on　 October　 20-21,　 1989:　 An　 interpretation　 with　 magnetospheric
　 　 　 particle　 simulation.　 International　 Conference　 on　 Magnetic　 Storms,　 Rikubetsu,,　 Japan,　 October　 6-8,　 1994.
Mivaoka,　 H.,　Oya,　 H.,　Morioka,　 A.,　Fuk皿ishi,　 H.　and　 Mukai,　 T.:　Wave　 -particle　 interactiosof　 broadband　 electrostatic
　 　 　 waves　 and　 electron　 beams　 observed　 by　 Akebono　 (EXOS-D)　 in　the　 polar　 magnetosphere,　 Auroral　 Plasma
　 　 　 Dynamics　 Workshop,　 Univ.　 of　Victoria,　 Canada,　 1991.6.17.
　 　 Mivaoka、 　H.,　Hirasawa,　 T.,　Yumoto,　 K.　and　 Tanaka,　 Y.:　Low　 latitude　 aurorae　 on　October　 21,　1989.　 1,　Japan　 Academy,
　 　 　 Tokyo,　 Japan,　 March　 l2,　1990.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(A)「 国 際Super　 DARNレ ー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 気 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研 究 分 担 者)(平
成11～14年 度)
基 盤 研 究(B)「 太 陽 活 動 極 大 期 に お け る オ ー ロ ラ 微 細 構 造 の 南 北 半 球 対 称 性 ・非 対 称 性 の 研 究 」(研 究 分 担 者)
(平 成13～16年 度)
8.講 演 な ど
「南 極 の 自 然 と 観 測 隊 一 地 球 環 境 研 究 と 南 極 環 境 保 全 一 」,甲 府 市 自 治 会 館,20019.14.
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
American　 Geophysical　 Union,地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 科 極 域 科 学 専 攻 助 教 授(併 任)(2001.4-2002.3)
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
総 合 研 究 大 学 院 大 学 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 実 施 委 員 会 委 員





オーロラは地球規模のラージスケールな現象であるが,一 方,極 めて早い時間変動 と微細構造 を内包する。 この
特性がオーロラ現象を解明するにあたり,衛 星あるいは地上観測のみからでは不確定性がつ きまとう原因となって
いる。　DMSP衛 星による高精細オーロラ画像 と併せ,昭 和基地全天カメラにより同時撮像 した地上観測画像 を用い
た高時間分解能のオーロラ解析が本質的に重要であ り,今 後重点的に取 り組みたい。これにより,衛 星画像か ら判
明 したオーロラス トリーマー とトーチ構造 との因果関係についてもより定量的な実証が可能となる。
⑥ 佐藤 薫 北極圏環境研究セ ンター助教授,理 学†専士(京 都大学:1991年)
気水圏研究 グループにも所属。内容については気水圏グループを参照。
⑦ 田 ロ 真 南極 圏環境 モニ タ リングセ ンター助教授,博 士(理 学)(東 北大学:1995年)
1.専 門領域:専 門領 域:超 高層大気 物理学
2.研 究課題:地 上 及び飛翔 体か らの分光撮像 観測 に よる超高 層大気物 理学 の研 究
3.研 究 活動 の概 要 と成果
第42次 日本 南極 地域 観測 隊 越冬 隊員 と して引 き続 き南 極昭 和基 地 にて超 高層 大気 及 び地磁 気 の観 測 を行 った。
新 規 に導 入 した フ ァブ リーペ ロー イ メー ジ ャー を含 め てオー ロ ラ観 測機器 全般 を担 当 し,10月 中旬 まで の晴天 暗
夜 にオー ロ ラ光 学観測 を行 った。 全 ての観測 機器 につ いて大 きな トラブルは な く,満 足 すべ きデー タが得 られた。
フ ァブ リーペ ロ ー イメー ジャー デー タの一部 の解析 を進め た。 月 に一回地磁 気絶 対観 測 を実施 した。2002年2月
に43次 隊員へ 観測項 目を引 き継 いだ。
4.研 究活 動歴
第42次 南極 地域観 測隊(越 冬隊)参 加(2000.11-2002.3)
5.学 術論 文
エ幽.,F皿abashi,　G.,　Watanabe,　 S.,　Takahashi,　 Y.　and　Fukunishi,　 H.　(2000):　Lunar　albedo　at　hydrogen　 Lyman
αby　the　NOZOMI/UVS,　 Earth　Planets　Space,　52,　645-647.
ユ螂M.,　 Fukunishi,　 H.,　Watanabe,　 S.,　Okano,　 S.,　Takahashi,　 Y.　and　Kawahara,　 T.　D.　(2000):　Ultraviolet　imaging
　　　 spectrometer　 (UVS)　 on　board　the　NOZOMI　 spacecraft:　Instrumentation　 and　initial　results,　Earth　Planets　Space,
52,49-60.
6.口 頭 発表
且 ⊆L真,江 尻全機,岡 野 章一,昭 和基 地 におけ る熱 圏風 ・温 度観測 用新 フ ァブ リーペ ロー イメー ジャーの開発,
第24回 極域 にお ける電離圏磁 気圏総 合観測 シンポジ ウム,2000年8月.
里 ⊆L真,船 橋 豪,渡 部重 十,高 橋幸 弘,福 西 浩,の ぞみ搭載UVSに よって測 定 され た月の紫外 領域 アルベ ド,
第106回 地球電磁気 ・地球 惑星 圏学会,1999年ll月.
7.科 学研 究 費補助金 取得状 況
8.講 演 など
9.学 会及 び社 会的活動
地球電 磁気 ・地球惑 星圏学 会,日 本気象 学会,　ArnericanGeophysicalUnion
第42次 日本南極 地域観 測隊(越 冬 隊)参 加(2000.11-2002.3)
10.受 賞 な ど
11.他 大学 等 での講義 な ど
12.所 内外 の主 要 な会議 委員 な ど
13.研 究活 動 の課題 と展 望
昭和基 地 にて得 られた フ ァブ リーペ ロー イメージ ャー デー タを解析 し,風 速及 び温度分布 を導 出す る。 ライダー
や レー ダーに よるデ ー タ と合わせ て,オ ー ロ ラ活動 が極域 熱圏 大気 ダイナ ミクス に及 ぼす影響 を研究 す る。 また,
月探 査衛 星搭載 プラズマ イメー ジ ャーの 開発 を進 める と ともに,熱 圏大気 ダイナ ミクスの解 明 に主 眼 をお いた次世
代 の オー ロラ ・大気光観 測装 置 を考案 す る。
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「あけぼの」衛星搭載の紫外 オーロラ ・可視 オーロラ撮像装置のデータ,南 極昭和基地 ・あすか基地における
オーロラ観測データの解析を通 して,オ ーロラサブス トームの発達過程の研究を行った。サブス トームのオンセ ッ
ト直前 にオーロラ帯の極側境界付近 に特徴的なオーロラが出現すること,拡 大相の発達は段階的に進行すること,
など新たな指摘 を行った。 また,2002年 ～2003年 に実施 される南極周回気球実験 に搭載 される観測装置の設計 ・
製作 を進めた。
4.研 究活動歴







学 術 論 文
Yang,　 H.,　 Sato,　 N.,　 Makita,　 K.,　 Kikuchi,　 M.,　 Kadokura,　 A.,　 Ayukawa,　 M.,　 Hu,　 H.　 Q.,　 Liu,　 R.　 Y.　and　 Haggstrom,　 1.
　 (2000):　 Synoptic　 observation　 of　 auroras　 along　 the　 postnoon　 oval:　 a　survey　 With　 al1-sky　 TV　 observations　 at
　 Zhongshan,　 Antarctica.　 J.　Atmosph.　 Solar-Terr.　 Phys.,　 62,　 787-797.
Kadokura.　 A.,　 Ejiri,　 M.　 and　 Oguti,　 T.　 (1998):　 Ionospheric　 closure　 of　the　 substorm　 current　 wedge　 system　 deduced
　 from　 the　 visible　 auroral　 imager　 aboard　 AKEBONO　(Extended　 abstract).　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,
ll,139-142.
口 頭 発 表
Kadokura.　 A.,　Yukimatu,　 A.-S.　 and　 Ejiri,　 M.:　 Stepwise　 evolution　 of　auroral　 substorm　 observed　 by　 meridian　 scanning
　 photometers　 at　Syowa　 and　 Asuka　 stations.　 Sixth　 International　 Conference　 on　 Substorms　 (ICS-6),　 March　 25-29,
　 2002,　 Univ.　 of　Washington,　 Seattle,　 U.S.A.
Kadokura、 　A.,　 Aso,　 T.,　 Sato,　 N.,　 HaggstrOm,　 1.,　van　 Eyken,　 A.,　 Brekke,A.,　 Lorentzen,　 D.　 A.,　 Moen,　 J.,　Rees,　 D.,
　 Syrjasuo,　 M.,　 Sandholt,　 P.　E.,　 Hayashi,　 K.,　 Smith,　 R.　W.,　 Mukai,　 T.　 and　 Carlson,　 C.W.:　 Coordinated　 study　 on　 the
　 electrodynamics　around　 the　 most　 poleward　 arc　 system　 of　 the　 double　 oval　 configuration　 in　 a　substorm　 with
　 EISCAT,　 satellites　 and　 ground-based　 observations.　 The　 10th　 International　 EISCAT　 Workshop,　 July　 23-27,　 2001,
　 NIPR,　 Tokyo,　 Japan.
Kadokura.　 A.,　 Aso,　 T.,　Sato,　 N.,　 Haggstr6m,　 1.,　van　 Eyken,　 A.,　 Brekke,　 A.,　 Lorentzen,　 D.　 A.,　 Moen,　 J.,　Rees,　 D.,
　 Syrjasuo,　 M.,　 Sandholt,　 P.　 E.,　Hayashi,　 K.,　 Smith,　 R.　W.,　 Mukai,　 T.　 and　 Carlson,　 C.W.:　 Coordinated　 study　 on　 the
　 electrodynamics　around　 the　 most　 poleward　 arc　 system　 of　 the　 double　 oval　 configuration　 in　a　substorm　 with
　 EISCAT,　 satellites　 and　 ground-based　 observations.　 The　 first　 S-RAMP　 conference,　 October　 2-6,　 2000,　 Sapporo,
　 Japan.
Kadokura.　 A.,　Ejiri,　 M.,　 Kaneda,　 E.,　Yamamoto,　 T.,　Oguti,　 T.　 and　 Pinnock,　 M.:　 Substorm　 growth　 phase　 signature
　 observed　 with　 the　 Halley　 HF-radar.　 International　 SuperDARN　 Workshop,　 July　 7-10,　 1998,　 Tokyo,　 Japan.
Kadokura、 　A.,　Ejiri,　 M.,　 Kaneda,　 E.,　Yamamoto,　 T.,　Oguti,　 T.　 and　 Pinnock,　 M.:　 A　case　 study　 of　a　substorm　 occurred
　 on　 June　 6-7,　 1989.　 International　 Conference　 on　 Substorms-4　 (ICS-4),　 March　 9-13,　 1998,　 Lake　 Hamana,　 Japan.
科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
研 究 基 盤 研 究(A)「 国 際SuperDARNレ ー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研 究 分 担 者)(平
成ll～14年)
科研費特定領域(B)「 北極域における中層大気 ・熱圏の力学的結合」(研 究分担者)(平 成11-16年)
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8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会 的活動
American　 Geophysical　 Union,　 地球 電磁気 ・地球惑 星圏学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主 要 な会議 委員 な ど
13.研 究 活動 の課題 と展望
地上 にお ける オーロ ラ観測 を中心 と して,オ ーロ ラサ ブス トームの研 究 を引 き続 き行 う。 さらに,南 極 周回気球
(ポ ー ラーパ トロールバ ルー ン(PPB))実 験 計画 を中心 的に進め,搭 載 され る電場観 測装 置,電 離層 全電子 数観
測装 置 の設計 ・製作 を進 め る。
⑨ 行松 彰 研究系 超高 層物理学 第一研 究部 門助 手,総 合研 究大学 院大学数物 科学研究 科極域 科学専攻 助手(併 任),
修 士(理 学)(京 都 大学:1991年)
1.専 門領域:磁 気 圏物 理学,超 高層 大気物 理学
2.研 究 課題:
大型短 波 レー ダーに よる極域 超高層 大気 の研 究,及 び,放 射 線帯高 エ ネルギー粒子 の振 る舞 い に関す る研究
3.研 究活 動の概 要 と成 果
SuperDARN　 HFレ ー ダー によって,昼 間側電離 圏で は様 々 な現 象が観測 され る。特 に近年,高 時 間 ・高空 間分解
能観 測 に よって,新 しい現象 や知見が 得 られつつ ある。我 々は,観 測 ビー ムの掃 引法 を工夫 す るこ とによって,特
定 の ビーム において も広 域視野 にお いて も高 時間分解 能観測 が可能 とな る観測 モ ー ドを開発 して きた。 これに よ り
とらえ られ た と考 え られ る昼 間側 カス プ域 近 傍 で のFTE　 (flux　transfer　 events)　 ・　TCV　 (travelling　 convection
vorteces)　 ・　LCR　 (lobe　cell　reconnection)等 の現 象 につ いて,更 に詳細 な研究 を行 い,太 陽風 動圧 や惑 星間空 間磁
場 の変動 に対 す る磁 気圏 ・電離 圏の応答 につ いて,新 たな知見 を得 た。 また,全 く新 しい試み と して,こ れ まで行
わ れてい た,不 等 間隔マ ルチパ ルス に よるACF(自 己相 関関数)ス ペ ク トル観測 手法 に よって得 られた流星 エ コ
ー と考 え られ るデー タを用 いた,中 間圏界 面領域 の 中性 風観測 を改善 した。 これ まで捨 てて いたすべ ての生1,Q.デ
ー タを取得 し,詳 細 に解析 す るこ とに より,1)マ ルチパ ル ス観測 デ ー タか ら,シ ングルパル ス観 測の様 な生時 系
列 を抽 出す る新 しい手 法 を考案 し,か つ,2)こ の新 しい手法 を用い て,近 距 離エ コー か ら真 のunderdense流 星
エ コーのみ を取 り出 して精密 な中性 風 と高度 情報 を得 るこ とに成功 し,こ の領域で非 常 に重 要 な風速場 の高度分布
をSuperDARNレ ー ダーで初 めて得 る こ とに成功 した。 また,科 学 衛 星EXOS-D(「 あ けぼの」)搭 載の放 射線 帯 モ
ニ ター装置(RDM)の 観測 に関 して,東 京工業 大地球 惑 星学科 との 共 同で,こ れ まで に取 得 され,或 いは現 在 も
取得 され,宇 宙 科学研 究所 に蓄積 され続 けてい る膨 大 なデー タの組織 的なデ ー タベ ース構築(SDB(Scientific　 Data
Base)を 含 む),及 びその解析 を引 き続 き推 し進 め た。1996年 度 か ら地磁 気異常 地域(SAA)直 下の ブ ラジルにおけ
る,放 射線帯粒子降下及びその影響 を調査す る為の地上観測 も拓殖大学及びブラジル宇宙科学研究所(INPE)　 と
の 共同で 開始 し,大 きな磁 気嵐時 の放射線 粒子 の振 る舞 い に関す る共 同研 究 も引 き続 き進 めて いる。
4.研 究活動歴
第30次 南 極地域 観測 隊(あ す か基地 越冬隊)参 加(1988-1990)
米 国ユ タ州立大 学,　NOAA/NGDC,コ ロ ラ ド大学,ジ ョンズホ プキ ンス大学 応用物理研 究所(日 米 科学協 力事業
共 同研 究)(1995.1-19953)
英 国南極調査 所(BAS)(日 英 科学協力事 業 共同研 究)(1996.2-19963及 び1996.5.-1996.6.)
ブラ ジル(国 際学術研 究)(1996.12お よび1997.8)
5.学 術論 文
　 　 Sakanoi,　 T.,　Fukunishi,　 H.,　 Okano,　 S.,　Sato,　 N.,　Yamagishi,　 H.,　 and　 Yukimatu.　 AS.　 (2002):　 Dynamical　 coupling　 of
　 　 　 neutrals　 and　 ions　 in　the　 high　 latitude　 F-region:　 Simultaneous　 FPI　 and　 HF　 radar　 observations　 at　Syowa　 station,
　 　 　 Antarctica.　 J.　Geophys.　 Res.,　 in　press.
　 　 Matsuoka,　 H.,　 Yukimatu　 A.S.,　 Yamagishi,　 H.,　 Sato,　 N.,　 Sofko,　 G.J.,　 Fraser,　 B.J.,　 Ponomarenko,　P.,　and　 Goka,　 T
　 　 　 (2002):　 Coordinated　 observations　 of　Pc3　 pulsations　 near　 cusp　 latitudes.　 J.　Geophys.　 Res.,　 in　press.
Ogawa,　 T.,　 Nishitani,　 N.,　 Sato,　 N.,　Yamagishi,　H.,　 and　 Yukimatu、 　A.S.　 (2002):　 Upper　 mesosphere　 su㎜erechoes
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 detected with the Antarctic Syowa HF radar. Geophys. Res. Lett., in press. 
   (2002)  :  SuperDARN )41 Fq- &AM' ACF t.M3 U.1471; YIJ ffjTV fp1.4E 41- 
 (SuperDARN studies of polar upper atmosphere physics with high temporal resolution ACF measurements and 
 raw  time series analysis). -11-tiS*'4-1*-± liFft3Z, 2002.1. 
Hosokawa, K., Iyemori, T.,  Yukimatu,  A.S., Sato, N., Sugino, M. (2001): Source of plasma irregularities in the 
 subauroral F region as observed by the SuperDARN radars. Proc. 2001 Asia Pacific-Radio Science Conference, 
  p.346. 
Hosokawa, K.,  Yukimatu,  A.S., Iyemori, T., and Sato, N. (2001): Sources of field-aligned irregularities in the 
 subauroral F region as observed by the SuperDARN radars. J. Geophys. Res., 106, 24713-24731. 
 Yukimatu, A.S., Yamagishi, H., and Sato, N. (2001): New sounding modes for SuperDARN HF radars. Adv. Polar 
 Upper Atmos. Res., 15, 135-145, 2001.9. 
Ogawa, T., Nishitani, N., Sato, N., Yamagishi, H., and  Yukimatu, A.S. (2001): Implications of statistics of near-range 
 Doppler velocity observed with the Syowa East HF radar. Adv. Polar Upper Atmos. Res., 15, 82-102. 
Makarevitch, R.A., Ogawa, T., Igarashi, K., Koustov, A.V., Sato, N., Ohtaka, K., Yamagishi, H., and  Yukimatu, A.S. 
  (2001): On the power-velocity relationship for 12- and 50- MHz auroral coherent echoes. J. Geophys. Res., 106, 
 15455-15469. 
Koustov, A.V., Andre, D., Igarashi, K., Sato, N., Yamagishi, H., and Yukimatu, A.S. (2001): Observations of 50-MHz 
 and 12-MHz auroral coherent echoes at Antarctic Syowa station. J. Geophys. Res., 106, 12875-12887. 
Sato, N., Murata, Y., Yamagishi, H., Yukimatu, A.S., Kikuchi, M., Watanabe, M., Makita, K., Yang, H., Liu, R., and 
 Rich, F.J. (2000): Enhancement of optical aurora triggered by the solar wind negative pressure impulse (SI-), 
  Gophys. Res. Lett., 28, 1, 127-130. 
Hosokawa, K., Yukimatu,  A.S., Iyemori, T., and Sato, N. (2000): Characteristics of Solar Flare Effect in the high-
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7.科 学研 究費補助 金取得 状況
基 盤研究(B)「 太 陽活動極 大期 にお ける オー ロラ微 細構 造 の南北半 球対 称性 ・非対 称性 の研 究」(研 究分 担者)
(平 成13～16年 度)
日英科学協 力事 業 共同研 究 「日英大型 短波 レー ダー に よる極域 電磁 圏 ダ イナ ミックスの南北 半球比 較研 究」(研
究分担 者)(平 成13～14年 度)
特 定領域研 究(B)「 北 極域 におけ る中層 大気 ・熱圏の力 学的結 合」(研 究分担 者)(平 成11～16年 度)
基盤研究(A)「 国際SuperDARNレ ー ダー網 による極域電磁 気 圏擾乱 の南北半 球比較研 究」(研 究分担 者)(平 成
11～14年)
基盤研 究(B)「 南極 点 オーロ ラ と熱 圏 ダ イナ ミックスの観測研 究」(研 究 分担 者)(平 成11～12年 度)
基盤研 究(B)(国 際学術 研究)　 「EISCATレ ー ダー による北極域 の大気 圏 ・電磁 気圏環境 変動 の研究 」(研 究 分担
者)(平 成10～12年 度)
基盤研 究(A)(国 際学術研 究)　「SuperDARNレ ー ダー と地 上共役 点観測 による極 域電磁 圏 の南北対 称性 の研究 」
(研 究分担 者)(平 成9～11年 度)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活 動
地球 電磁気 ・地球 惑星 圏学会(会 員),米 国地 球物理学 連合(AGU)(会 員)
10.受 賞 な ど
11.他 大学 等での講 義 な ど
総合研 究大学 院大学数 物科学 科極域科学 専攻助 手(併 任)(2001.4-2002.3)
12.所 内外 の主 要 な会議 委員 な ど
13.研 究 活動 の課 題 と展 望
マ ルチパ ルス法 を用い た短 波 レー ダーの生 時系列解析 手法 の開発 は,こ れまでのACF観 測 とは全 く異 な る新 し
い解析 手法 の確立 を意 味す る。 ひ とつの応 用 として流 星風観 測の改 良 を行 ったが,こ れ をSuperDARNレ ー ダー網
全体 に広 げる こ とに よ り,近 年注 目 され ている熱圏 ・中 間圏 の研 究 に大 きな貢 献がで きる もの と期待 され る。また,
流 星エ コー以外 へ の応用 も今後 進 めたい。特 に最 近昭和 短波 レー ダー に よ り,　SuperDARNで 初め て捉 え られ たP
MSEに 応 用す る こ とでPMSEの 解 明に貢献 で きる もの と期待 され る。 また,電 離層 エ コー につい て,こ れ まで
のACF観 測 では,カ ス プ域やopen-close境 界領域 の特定 の試みが 活発 に行 わ れて きたが,生 時 系列 を詳細 に解析
す るこ とで,極 域 電離 圏一磁気 圏全体 にお けるマ ッピ ング,及 び領 域 間結 合(相 互作 用)の 研 究 や,　FTE等 の諸現
象の研究 などに大 きな貢献が で きる可 能性 を孕 んで お り,今 後 その可 能性 を追究 してゆ く予定 であ る。 また,放 射
線 帯 にお ける高エ ネルギー粒子 の振 る舞い に関 して も,磁 気 嵐 に伴 う大規模 な構造 変 化 につ いて活発 に議 論 され て
い るが,高 エ ネル ギー粒子 と背景場 及び波動,更 に低 エ ネルギー粒子 との相 互作用 につい ての物理素 過程 の解明が
極め て重要 であ り,観 測,理 論 両面 か らそ の ダイナ ミクス を追 究 してゆ く。
⑩ 菊池雅行 研究系超高層物理学第一研究部門助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),
†専士(理 学)(東 北大学:1993年)
1.専 門領域:プ ラズマ物理学
2.研 究課題:飛 翔体技術 を応用 した地上観測ネットワークの構築
3.研 究活動の概要と成果
超高層の地上観測において,遠 隔地データの即時取得及び監視 に対す る要求は以前に増 して増大 している。気象
の分野では,防 災か らの必要性 によりすでに大規模な計観測網が整備 されている。一方で超高層地上観測は,必 要
とされる地点が気象観測 に比べて少な く,か つセンサーの種類 も気象定常観測に比較 して多様である。 このため信
頼性が高 く単価の低い観測網 を作成 ・維持することが困難であった。 また電磁現象の観測に必要なサ ンプリングレ
ー トは,一 般に気象データに比較 して高いため記録系の流用は困難である。
この問題を打開するため,す でに飛翔体に用いられている数100Hzの サンプリングレー トのデータを扱 う技術 を
地上観測に応用する。今年度は月周回衛星(SELENE)の 開発 に関わ り,プ ラズマ イメージャ(UPI)の 組込制御系の
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5.学 術論文
　 　 Yang,　 H.,　Sato,　 N.,　Makita,　 K,　 Kikuchi　 M.,　 Kadokura,　 A.,　Ayukawa,　 M.,　Hu,　 H.,Q.,　 Liu,　 R,　 Y.,　Haeggstroem,　 1.
　 　 　 (2000):　 Synoptic　 observations　 of　auroras　 along　 the　 tnoon　 oval:　 a　survey　 with　 all-sky　 TV　 observations　 at
　 　　 　Zhongshan,　 JATP,　 62,　787-797
　 　 Murata,　 Y.,　Sato　 N.,　Yamagishi,　 H.,　Yukimatu　 A.　S.,　Kikuchi　 M.,　Makita　 K,　 Ogawa　 T.,　Yang　 H.,　Liu,　R.,　Walker,　 D.
　 　 　 (2000):　 Simultaneous　 quasi-periodic　 optical　 and　 HF　 radar　 signatures　 observed　 in　the　postnoon　 sector,　 Adv.　 Polar
　 　 　 Upper　 Atom.　 Res.,　14,　34-44
　 　 Ayukawa,　 M,　 Makita,　 K.,　Sato,　 N.,　Kikuchi　 M.,　Yang,　 H.,　Liu,　R.,　Hu,　 H.　(1999):　 Aurora　 morophology　 in　the　dayside,
　 　　 　Chinese　 Jou.　 Polar　 Sci.,　Vol.　10,　No.　2,　95-100,
　 　 Makita,　 K.,　Kikuchi　 M.,　Sato,　N.,　Ayukawa,　 M.,　Wnag,　 X.,　Yang,　 H.,　and　 Liu,　R.　(1998):　 Postnoon　 aurora　 observed　 at
　 　 　 Zhongshan　 Station,　 Antarctica　 -　A　case　 study　 -,　Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.　 11,　19-27.
　 　 Yang　 Hui-Gen,　 Liu　Rui-Yuan,　 Huang　 De-Hong,　 Kikuchi　 M.,,　Minatoya　 H.,　Sato　 N.　and　 Tian　 Wei,　 (1997):　 An　 all-sky
　 　 　 auroral　 video　 image　 analyzing　 system,　 Acta　 Geophysica　 Sinica,　 140　(5).　p.606-615.
6.口 頭 発 表
劃 也推 五,中 村 正 人,田 口 真,岡 野 章 一,江 尻 全 機,　 SELENE　 UPI制 御 シ ス テ ム の 開 発,第24回 極 域 に お け る
電 離 圏 磁 気 圏 総 合 観 測 シ ン ポ ジ ウ ム,2000.08
菊 池 雅 行,中 村 正 人,田 口 真,岡 野 章 一,江 尻 全 機,　SELENE　 UPI　 Gimbal　 system,地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同
大 会,2000.06
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
奨 励 研 究(A)「 ネ ッ ト ワ ー ク 透 過 型 地 上 観 測 制 御 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 開 発 」(研 究 代 表 者)(平 成13年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
SCS運 営 委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
孤 立 系 と し て 動 作 す る 観 測 器 の 設 計 に は,電 力 ・構 造 ・熱 の 解 析 が 不 可 欠 な 要 素 と な る 。 有 限 要 素 法 に よ る 筐 体
の 構 造 解 析 と そ の 実 測 と の 比 較 に よ り ,輸 送 手 段 の 制 限 の あ る 地 上 ・航 空 機 観 測 に 応 用 可 能 な,軽 量 な 筐 体 の 設 計
手 法 の 理 論 と 実 験 の 比 較 を 行 う 。 ま た 飛 翔 体 に 用 い ら れ て い る 組 込 制 御 機 器 の 設 計 手 法 の 応 用 に よ り ,省 電 力 で 信
頼 性 の 高 い 観 測 制 御 装 置 の 開 発 を 行 う 。





「南極点全天光学観測お よびINDEX衛 星観測 によるオーロラ発光機構の研究」
「飛翔体プラズマ電磁環境の研究」
3.研 究活動の概要 と成果:
磁気圏プラズマ物理の素過程 とオーロラ発光現象等の大規模現象は,複 雑な非線形 プラズマ過程 によって関連づ
けられる。これまでの,観 測データや計算機実験だけでは不十分であった部分をより詳細かつ精密に観測,実 験す
一29一
るこ とに より自己無 撞着 な磁 気圏 の描 像 に迫 るこ とが 目標 であ る。
光 学観測 は,高 い波 長,空 間分解能 を持 った観測 を行 うこ とによ りオー ロラ発 光過程 の研 究 に結 びつ く。 また,
衛星 観測 に よってオー ロ ラ帯 上空 にお ける オーロ ラ発光 の原因 とな る振 り込み粒子計 測 と組み合 わせ る ことに よ り
オーロ ラ発 光の 因果 関係 を よ り深 く解明す るこ とが 可能 となる。
これ らの観 測 デー タを支 え る背 景 と して,プ ラズマ物理現 象の素 過程 を明 らか にす る計算 機実験 による研 究 お よ
び衛 星の プ ラズマ電 磁環境 の研究 を行 って きた。 これ らの研 究 開発 によ り将 来の大規 模計算 機実験技 術 や宇宙探査






　　 Okada　 M　and　Matsumoto,　 H.　(2001):　Electromagnetic　 Particle　Simulation　 with　Unstructured-Grid　 Model,　ulation,
　　　 Proc.　of　7th　Spacecraft　 Charging　 Technology　 Conference,　 ESA-ESTEC,　 The　Netherlands,　 ESA　 SP-476,　521-524
　　 Ueda,　 H.　0.,　Makata,　 N.,　Murata,　 T.,　Usui,　 H.,　Okada　 M.,　Ito,　K.　(2001):　 An　Object-Oriented　 Design　 of
　　 　Electromagnetic　 Wave　 Simulator　 for　Multi　Schemes,　 IEICE　transactions　 on　electronics,　E84-C,　7,　967-972
6.口 頭発 表
　　Okada　 M.,　Ejiri,　M.,　Taguchi,　 M.,　and　Okano,　 S.:　Energy　 Separation　 event　observed　 with　all-sky　imager　 at　South
　　　 Pole　Station,　The　First　S-RAMP　 conference,　 SCOSTEP,　 Sapporo,　 Sl3-P11,　 0ctober　 2-6,　2000
　　0kada　 M.,　Ejiri,　M,　Okano,　 S.　and　Taguchi,　 M.　Day-side　 Aurora　 Observation　 with　the　Monochromatic　 All-sky
　　　Imager　 at　Amundsen-Scott　 South　Pole　Station,　WPGM,　 Tokyo,　SP32B-03,　 June,　27-30,　2000
置旧ユ推 齪,江 尻 全機,坂 野井 健,岡 野 章一,平 原 聖:INDEX衛 星 にお ける衛星近傍 の プラズマ環境 シ ミュ レー
シ ョン,第110回 地球電 磁気 ・地球惑 星圏学 会2001年11月22日 か ら25日
村 田健 史,　NurdiyanaAGhani,臼 井英 之,上 田裕 子,国 里 雅斑,松 本 紘:宇 宙 プラズマ計算機 シ ミュ レーシ ョン
の問題解 決環境 の提案:第110回 地球電磁 気 ・地 球惑星 圏学会2001年11月22日 か ら25日
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会2001年11月22日 か ら25日
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
基盤研 究(B)「 太 陽活 動極 大期 にお け るオー ロ ラ微細 構造 の南 北半球 対称 性 ・非 対称 性 の研 究」(研 究分担 者)
(平 成13～16年 度)
特定 領域研 究(B)「 北 極域 におけ る中層大気 ・熱圏 の力学的結 合」(研 究分担 者)(平 成11～16年 度)
基盤 研究(A)「 国際SuperDARNレ ー ダー網 による極域電磁 気 圏擾乱 の南北半球 比較研 究」(研 究分担 者)(平 成
11～14年)
基盤研 究(B)「 南極点 オーロラ と熱圏 ダイナ ミックスの観測研究」(研 究分担 者)(平 成11～12年 度)
基 盤研 究(A)(国 際学術 研究)　 「SuperDARNレ ー ダー と地上共 役点観測 に よる極域 電磁 圏の南 北対称性 の研 究」
(研 究分担 者)(平 成9～!l年 度)
8.講 演 など:
(財)未 来研 究所 第三 回 ネッ トワー ク管理 部会 「昭和基地 にお ける ネ ッ トワー ク管理」(2001年3月14日)
9.学 会及 び社 会的活動
地球 電磁気 ・地球 惑星圏 学会会 員,同 学 会宇宙飛 翔体研 究会会員,同 学 会 プラズマ粒子 シ ミュ レー シ ョン研 究 会
会員,ア メ リカ地球物 理連 合(AGU)会 員,電 子情 報通信 学会会員,情 報処 理学会 会員
10.受 賞 な ど:
11.他 大 学等 での講義 等:
12.所 内外 の主要 な会議 委員 な ど
広報 委員 会委員
13.研 究 活動 の課題 と展望
MHD方 程式 系 で記述 され る大規模 磁気 圏構造 の なかで,プ ラ ズマ の運動 論的 な振 る舞 いが重 要 な役 割 を担 って
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いることが予想 されるようになり,シ ミュレーションを行 ううえにおいてMHDシ ミュレーシ ョンと粒子 シミュレ
ーションの連携がますます重要になりつつある。情報 ネットワーク技術の進歩 により,両 者の連携 にも可能性が見
えは じめ具体的な活動が開始 されつつある。極域における超高層観測デー タの蓄積 とともに,シ ミュレーション解
析 と有機的に連携することにより,地 球磁気圏の大規模構造 と非線形プラズマ物理の素過程の双方においてシ ミュ
レーション技術の進歩が期待 される。
⑫ 堤 雅 基 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士
(工 学)(京 都 大 学:1995年)
1.専 門 領 域:大 気 物 理 学
2.研 究 課 題:電 波 お よ び 光 学 観 測 に 基 づ く 中 層 大 気 力 学 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
極 域 の 中 間 圏 か ら 上 の 大 気 領 域 は,温 度 の よ う な 基 本 的 な 物 理 量 の 値 さ え 定 量 的 に 未 知 の 点 が 多 い 。 ま た 最 近 に
な り レ ー ダ ー 観 測 が 徐 々 に 行 わ れ る よ う に な っ て き た 風 速 場 に も,重 力 波 の 果 た す 役 割 や 経 度 方 向 の 大 規 模 風 速 場
の 構 造 な ど,未 解 明 の 問 題 が 多 々 あ る 。 ま ず 昭 和 基 地 で 同 時 観 測 を 行 っ たMFレ ー ダ ー(風 速)と ナ ト リ ウ ム ラ イ
ダ ー(温 度)を 主 に 用 い て 解 析 を 進 め た 。 ナ ト リ ウ ム ラ イ ダ ー か ら 得 ら れ た 南 極 冬 季 の 中 間 圏 界 面 温 度 は,北 極 域
の 冬 季 よ り も15-20度 ほ ど 温 度 が 低 い こ とが 示 さ れ た 。 南 北 の 極 域 で の 大 気 波 動 の 果 た す 役 割 の 違 い な ど を 示 唆
す る と 考 え ら れ る 。 ま た オ ー ス ト ラ リ ア と 米 国 が 南 極 で 運 用 す るMFレ ー ダ ー の デ ー タ と 比 較 解 析 を 行 っ て 大 気 波
動 の 経 度 構 造 を 探 り,半 日 周 期 大 気 潮 汐 波 に つ い て は 太 陽 同 期 し な い 波 動 の 活 動 度 が 夏 季 に 高 ま る こ と が は っ き り
と 示 さ れ た 。 こ れ に 関 連 し,前 年 度 末 よ り北 極 ス バ ー ル バ ル 諸 島 に て 麻 生 教 授 を 中 心 に 運 用 して い る 流 星 風 レ ー ダ
ー の デ ー タ と の 比 較 も 開 始 し た
。 さ ら に,経 度 方 向 に 広 が る 極 域 流 星 風 速 観 測 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 に 向 け て,行 松 助
手 と と も にSuperDARN　 HFレ ー ダ ー を 用 い た 時 系 列 デ ー タ 解 析 手 法 の 開 発 を 行 な い,良 好 な 流 星 風 デ ー タ の 取 得
を 可 能 に し た 。 ま た,南 極 点 中 層 大 気 中 の 大 気 波 動(特 に 大 気 重 力 波)に つ い て は こ れ ま で 研 究 が ほ と ん ど進 ん で
い な い 。 ナ ト リ ウ ム 大 気 光 に よ る 大 気 波 動 研 究 を提 案 し ,次 年 度 の 観 測 準 備 を 行 な っ た 。
4.研 究 活 動 歴
日 本 学 術 振 興 会 の 「海 外 の 中 核 的 研 究 拠 点 へ の 派 遣 研 究 者 」 と し て オ ー ス ト ラ リ ア ・ア デ レ イ ド大 学 に 滞 在
(1996,1-10月)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1998-2000)
5.学 術 論 文
　 　 Tsutsumi.　 M.,　Aso,　 T.　and　 Ejiri,　M.　(2001):　 Initial　results　 of　Syowa　 MF　 radar　 observtions　 in　Antarctica,　 Advances　 in
　 　 Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research,　 15,　103-116.
　 　 Kawahara,　 T.　D.,　Kitahara,　 T.,　Kobayashi,　 R,　 Tsutsumi、 　M.,　 Saito,　 Y.　and　 Nomura,　 A.　(2001):　 First　 mesopause
　 　 temperature　 measurements　 using　 sodium　 lidar　observations　 in　the　 Antarctic　 region,　 Advances　 in　Polar　 Upper
　 　 Atmosphere　 Research,　 15,　23-31.
　 　Nakamura,　 T.,　Tsuda,　 T.,　Maekawa,　 R.,　Tsutsumi,　 M.,　Shiokawa,　 K.　and　 Ogawa,　 T.　(2001):　 Seasonal　 variation　 of
　 　 graVity　 waves　 with　 various　 temporal　 and　 horizontal　 scales　 in　the　MLT　 region　 observed　 with　 radar　 and　 airglow
imaging,Adv.SpaceRes.,27(10),1737-1742.
　 　Buriti,　 R　 A.,　Nakamura,　 T.,　Tsuda,　 T.,　Fukao,　 S.,　Tsutsumi　 M.,　Takahashi,　 H.　and　 Batista.　 P.　P.　(2000):　 Mesopause
　 　 temperature　 observed　 by　airglow　 OH　 spectra　 and　 meteor　 echoes　 at　Shigaraki　 (34.9N,　 136.1E),　 Japan,　 Adv.　 Space
Res.,26(6),1005-1008.
　 　Tsutsumi.　 M.,　Holdsworh,　 D.,　Nakamura,　 T.　and　 Reid,　 1.(1999):　 Meteor　 observations　 with　 a　MF　 radar　 Journal,　 Earth
PlanetsSpace,51,691-699.
　 　Ejiri,　M.,　Aso,　 T.,　Okada,　 M.,　Tsutsumi、M.,　 Taguchi,　 M.,　Sato,　 N.　and　 Okano,　 S.　(1999):　 Japanese　 research　 project　 on
　 　 Arctic　 and　 Antarctic　 observations　 of　the　middle　 atmosphere,　 Adv.　 Space　 Research,　 24,　1689-1692.
　 Kobayashi,　 K.,　Kitahra,　 T.,　Kawahara,　 T.　D.,　Saito,　Y.,　Nomura,　 A.,　Nakamura,　 T.,　Tsuda,　 T.,　Abo,　 M.,　Nagasawa,　 C.
　 　 and　 Tsutsumi　 M.　 (1999):　 Simultaneous　 measurements　 of　dynamical　 structure　 in　the　 mesopause　 region　 with
　 　 　lidars　and　 MU　 radar,　 Earth　 Planets　 Space,　 51,　731-739.
　 Nakamura,　 T.,　Tsuda,　 T.,　Fukao,　 S.,　Takahashi,　 H.,　Batista,　 P.P.,　Buriti,　 RA.,　 Tsutsumi　 M.,　Ishii,　M.,　Igarashi,　 K.,
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　 　 　 Fukunishi,　 H.,　Yamada,　 Y.,　Nomura,　 A.,　Kawahara,　 T.D.,　 Kobayashi,　 K.,　Nagasawa,　 C.,　Abo,　 M.　and　 Taylor,　 M.J.
　 　 　 (1997):　 Studies　 of　the　MLT　 region　 using　 the　MU　 radar　 and　 simultaneous　 observations　 with　 OH　 spectrometer　 and
　 　 　 other　 optical　 instruments,　 Adv.　 Space　 Research　 19,　643-652.
　 　 Tsutsumi　 M.,　Ejiri,　M.,　Okano,　 S.,　Sato,　 N.　Yamagishi,　 H.,　Igarashi,　 and　 Tsuda,　 T.　(1997):　 MF　 radar　 observations　 of
　 　 　 Antarctic　 mesosphere　 and　 lower　 thermosphere,　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atomonphere
Physics,10,109-116.
　 　 Nakamura,　 T.,　Tsuda,　 T.　and　 Tsutsumi　 M.　 (1997):　 Development　 of　an　 external　 interferometer　 for　meteor　 Wind
　 　 　 observation　 attached　 to　the　MU　 radar,　 Radio　 Science,　 32,　1203-1214.
6.口 頭 発 表
　 　 Tsutsumi　 M.,　Aso,　 T.,　Ejiri,　M.,　Taguchi,　 M.,　Sato,　 N.,　Yamagishi,　 H.,　Yukimatu,　 A.　S.,　Okada,　 M.,　Takeshita,　 S.,
　 　 　 Nomura,　 A.,　Kawahara,　 T.　D.,　 Kitahara,　 T,　and　 Hall,　 C.:　Recent　 Multi-Instrument　 Mesopause　 Region
　 　 Measurements　 made　 in　Antarctica,　 Invited,　 CEDAR/SCSTEP　 Workshop,　 Longmont,　 Colorado,　 USA,　 June,　 2001.
　 　 Tsutsumi　 M.,　Aso,　 T.,　Okano,　 S.　and　 Ejiri,　M.:　A　new　 MF　 radar　 at　Syowa　 station,　 Antarctica,　 2nd　 SPARC　 general
　 　 　 assembly,　 Mar　 del　Plata,　Argentina,　 November　 6-10,　2000.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 中 層 大 気 ・熱 圏 の 力 学 的 結 合 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年 度)
基 盤 研 究(B)「 南 極 点 オ ー ロ ラ と 熱 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 観 測 研 究 」(研 究 分 担 者)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 広 報 委 員 会 委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
MFレ ー ダ ー と ナ ト リ ウ ム ラ イ ダ ー か ら,大 気 潮 汐 波 と 大 気 重 力 波 の 風 速 ・温 度 変 動 を 抽 出 し,波 動 の 構 造 や 伝
播 特 性 に つ い て 解 析 を 進 め る こ と が 重 要 で あ る 。 さ ら にSuperDARN　 HFレ ー ダ ー を 利 用 し た 改 良 型 流 星 風 観 測 を
SuperDARNコ ミ ュ ニ テ ィ の 全HFレ ー ダ ー に 応 用 し,こ れ ま で に な い 広 域 風 速 観 測 ネ ッ トワ ー ク を 構 築 す る こ と が
急 が れ る 。 ま た 地 理 的 特 異 点 で あ る 南 極 点 で の 大 気 光 に よ る 大 気 波 動 観 測 か ら,重 力 波 の 伝 播 特 性 を 探 り,南 極 に
お け る 大 気 波 動 の 励 起 源 の 推 定 な ど を 行 な う 。
⑬ 海老原 祐輔 研 究系 超高層物 理学 第一研究 部 門助 手,† 専士(理 学)(総 合研究大 学院大 学:1999年)
1.専 門領域:磁 気圏物 理学
2.研 究 課題:磁 気圏高 エ ネルギ ー荷電 粒子 の ダイナ ミクスに関す る研 究
3.研 究 活動 の概要 と成果
地球 磁気 圏 は荷電 粒子 を効 率 的に捕捉す る自然 界 において は極 めて稀 有 な領域 であ る。そ こに捕 捉 され た荷電 粒
子の エ ネルギー は磁 場の持 つエ ネルギ ーに匹敵 す るた め,荷 電粒 子の ダイナ ミクス を知 るこ とは重要 であ る。極 域
オー ロラ帯 の磁力線 は ま さにこれ ら荷電粒 子 のエ ネルギーが集 中 してい る領域 に繋が ってお り,極 域電 離圏 の諸現
象 を理解 す る上 で不 可避 の領域 であ る。 当該年 度は,計 算 機 シ ミュ レー シ ョンに よ り得 られ た磁 気圏 高エ ネルギ ー
粒子 のエ ネル ギー分布 と人工衛 星で得 られ たそれ とを比 較す る こ とに よ り,地 上の磁場 観測 だけで は得 られない詳
細 な磁 気 嵐現象 の理解が進 んだ。
4.研 究活動 歴
グ リー ンラン ド観測(1996)
ス ウェーデ ン国立宇宙物 理研 究所研究(1999-2001)
アメ リカ合衆 国南極点 基地参 加(2001)
5.学 術論 文
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これまでの研究で,磁 気嵐における磁気圏荷電粒子のダイナ ミクスは第ゼロ近似 として従来か ら用い られている
双極子磁場モデル とVolland-Stern型 電場モデルで概ね説明がつ くことがわかっている。今後は,人 工衛星で明 ら
かになった荷電粒子分布の微細構造 など従来のモデルでは説明することが困難 な現象をは じめ,放 射線帯 を担 う。




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
麻 生 武 彦 国立極地研究所 ・教授 南北両極からみた電磁気圏 と中層大気の結合
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
塩 川 和 夫 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助教授
超高層大気イメージングシステムを用いた熱圏 ・中間
圏大気ダイナ ミクスの研究
柴 崎 和 夫 國學院大學文学部 ・教授 極域における中性大気変動の様相
菊 池 崇 (独)通信総合研究所 ・研究主管 SuperDARNに よる磁気圏電場発達過程の研究
島 倉 信 千葉大学大学院自然科学研究科 ・教授
導波管効果を伴う磁気圏VLF波 動の電離層透過域推定
法の開発
野 村 彰 夫 信州大学工学部 ・教授 Na共 鳴 ドップラーライダーによる南極中間圏界面付
近の大気観測
三 澤 浩 昭 東北大学大学院理学研究科 ・助教授
22年周期を考慮 した磁気圏嵐郡と太陽諸現象の電磁的
因果関係
國 武 学 (独)通信総合研究所 ・主任研究員
EISCATレ ーダな どによる極域大気潮汐波,プ ラネタ
リ一波の研究
久保田 実 (独)通 信総合研究所 ・研究員 大気光光学装置の絶対光度較正
臼 井 英 之 京都大学宙空電波 科学研究 セ ンター ・助教授 粒子モデル計算機シミュレーションによる地球磁気圏電子 プラズマ波動の研究
中 村 正 人 東京大学大学院理学系研究科 ・助教授 酸素イオン撮像用薄膜水素吸収セルの開発
森 岡 昭 東北大学大学院理学研究科 ・教授 共役点観測及び衛星に基づ くブラックオーロラの研究
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 上層雲放電 とELF放 射
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・教授
SuperDARNレ ー ダー に よる極域 電磁 気 圏 プ ラズマ の
研 究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
南 繁 行 大阪市立大学工学部 ・助教授 超低周波大気波動の伝搬機構に関する研究
巻 田 和 男 拓殖大学工学部 ・教授 昼側 オー ロラの ダイナ ミックス
松 尾 敏 郎 京都大学大学院情報学研究科 ・助
手 極冠域 に於けるオーロラとプラズマ波動 に関する研究
中 川 道 夫 大阪市立大学大学院理学研究科 ・助教授
オーロラX線 の発生機構 と高エネルギー粒子加速の研
究




飯 島 健 九州大学大学院理学研究院 ・教授 SuperDARNを 活 用 した太 陽風 ・磁 気 圏 ・電離 圏 カ ッ
プリ ングの研 究
西 野 正 徳 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助教授
リオメータ,　HFレ ー ダ共役点データ等 による極域磁
気圏電離圏擾乱の解明の研究
五十嵐 喜 良 (独)通信総合研究所 ・主任研究員 VHFレ ーダとHFレ ー ダの比較観測による極域電離圏
ダイナ ミックスに関する研究
湯 元 清 文 九州大学大学院理学研究院 ・教授 地上多点 と人工衛星観測 に基づ くオーロラとPi2地 磁
気脈動 に関する研究
吉 川 顕 正 九州大学大学院理学研究院 ・助手 発散性 ホール電流 を考慮 したオーロラ現象同定 に関す
る理論的研究
福 西 浩 東北大学大学院理学研究科 ・教授 AGOと 昭和基地広帯域磁力計観測による極域脈動現象の解析
利根川 豊 東海大学工学部 ・教授 SuperDARNを 用 いたULF波 動 の研 究
小 川 英 夫 大阪府立大学総合科学部 ・教授 極域における大気微量成分の ミリ波観測
家 森 俊 彦 京都大学大学院理学研究科 ・教授 極域プラズマ対流と磁気嵐時の非対称地磁気擾乱を作り出す磁気圏電流系の関係
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者
麻 生 武 彦 ・教 授 北極域 における中層大気 ・熱圏の力学的結合 13～14 江 尻 全 機
岡 野 章 一
佐 藤 夏 雄





岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
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研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 国際Super　 DARNレ ー ダー網 に よる極域 電磁 気 圏11～14 江 尻 全 機
擾乱の南北半球比較研究 麻 生 武 彦




岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
海老原 祐 輔
竹 下 秀
岡 野 章 一
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 太陽活動極大期におけるオーロラ微細構造の南北 13～16 江 尻 全 機




岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
竹 下 秀
岡 野 章 一
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者






研 究 目 的
極域は地球の冷源域 として,地 球規模の気候 ・環境 システムにおいて重要な役割を果た している。南極氷床は地球
上の淡水の90%を 占め るなど,両 極の雪氷圏は地球規模の水循環や海面水位変動に大 きな影響 をもっている。南極
大陸を取 り囲み,北 極海を埋める海氷域 は,大 気 と海洋を遮る役割 をはたし,底 層水の形成,ひ いては海洋深層循環
に関っている。極域の大気は,著 しい低温 と強い極渦の発達で特徴付けられ,海 洋 とともに,中 ・低緯度 と極域 との
間で熱や物質を運ぶ役割を果たしている。このような大気 雪氷一海洋 ・海氷システムの素過程お よびその関連を明 ら
か にし,さ らには極域が重要な鍵 となっている地球規模環境変化を解明することを研究の目的 としている。
研 究 計 画 の 概 要
・南極における大気 中物質の変動,発 生 ・吸収および輸送過程を,大 気循環場 との関連で捉えてい く。現地では,地
上,高 層観測,船 上観測の他,新 しくリモー トセンシングによる大気エアロゾル,雲 の観測 を開始 し,ま た専用観
測船や白鳳丸航海による観測を実施 した。また,大 気微量成分のモニタリングを継続 し,長 期の変動 を究明してい
る。その他,衛 星デー タ,客 観解析 データの解析 も進めると共に,将 来の南極における大型大気 レーダの可能性を
検討 した。
・北極域大気の対流圏,成 層圏における温室効果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動を明らかにし,そ の原因とな
る輸送や生成 ・消滅過程の解明をはか り,南 極域 と対比 しつつ,放 射効果 などを通 じた気候への影響 を評価 してい
る。対流圏エアロゾル と放射の航空機 ・地上総合観測結果の解析 を進め ると共に,年 度末には北極海横断の航空機
大気観測を実施 した。
・南極における過去の気候 ・環境変動の解明を目的として
,ド ームふ じの深層氷床 コアと南極の多点浅層雪氷 コアの
分析を実施 した。
・北極域雪氷圏の気候 ・環境変動を明らかにするため,北 極域 とその周辺において氷河観測,積 雪試料の分析,及 び
雪氷コア解析を実施 した。
・南大洋における海洋循環 と海氷消長過程の解明を目的として
,衛 星画像や現地観測データの解析,イ ン ド洋区の海
洋調査を実施 した。また,「 しらせ」船上の海氷観測を継続するための手法確立に向けて諸準備を進めた。
研 究 成 果
・昭和基地 を中心 とした航空機観測の結果や新たに開始 した小型 ライダー,ス カイラジオメータの観測結果か ら,対
流圏の雲,エ アロゾルの分布特性 を明らかに したと共 に,極 成層圏雲(PSCs)の 重力波による生成の検知 に成功
した。
・昭和基地での一酸化炭素モニ タリングを開始 し,南 極域における一酸化炭素の季節変化,年 々変化に関する知見が
得 られた。 さらに,数 日周期の不規則な濃度変動が観測された。
・白鳳丸船上で,ラ ジオゾンデによる中部太平洋南北スキャン観測 を実施 し,熱 帯収束帯起源の重力波等,海 洋上重
力波を捉 えることに成功 し,力 学特性の緯度分布を明らかにできた。
・北極域対流圏エアロゾル,特 に春季の濃いエアロゾル層 をなす 「北極ヘイズ」を含み,そ の化学組成の解析 から,
吸収性のあるスス粒子の挙動,そ の形態である外部混合と内部混合の様態を明らかにした。
・北極ニーオルスン基地で採取 された大気試料 を用いて,CO、,CH、 濃度,CO2同 位体比の観測を継続実施す ると共に,
O/N、比,N、0,SF、 濃度(以 上東北大),CH,炭 素同位体比(東 北大,極 地研)の 分析 を開始 した。
・再解析気候データを用いて,極 域成層圏の短周期(2日 以下)波 動の力学特性,季 節変動,南 北の違いを明 らかに
した。 この波動 は極域 と中緯度の大気境界である極渦周辺に捕捉 されてお り,オ ゾン等大気微量成分の物質輸送に
寄与する可能性があることがわかった。
・3回 の氷期一間氷期サイクルを含む ドームふ じコアの解析結果か ら
,氷 期における陸海域環境変動(特 に,海 洋微
生物起源物質MSAと 陸域起源物質)と 気候変動に関 して新 しい知見を得た。 また,南 極多点浅層雪氷コアの分析
により,過 去数百年の酒養量の時間 ・空間変動の解明に重要な火山シグナルの同定を含 む高精度年代決定を行 うこ
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とがで きた。
・ロシア,ア ルタイ山脈において表層雪氷 コアを掘削 し,解 析を開始 した。その結果,夏 期の融雪が激 しい場所にお
いて もダス トや花粉等の季節変動が保存 されてお り,年 代決定に使用できることが分かった。また,シ ベ リアの広
域 において採取 した積雪試料中の重金属を分析 し,そ の沈着量の広域分布を求めた。一方,カ ナダ,マ ウントロー
ガンの氷河 において標高の異なる多点で ピッ ト観測を実施 し,積 雪量が標高4200メ ー トルを超 えると急激に減少
することを見いだ した。
・南極 リーセルラルセン半島先端の水温構造 と海氷動態 を解析 した結果,グ ンネルスバ ンク斜面域の南極沿岸流の蛇
行 に伴 う深層水の影響がポリニアの形成,維 持に寄与 していることがわかった。
・南極 リュツォ ・ホルム湾の定着氷域では海氷流出が頻発 してお り,氷 盤を沖 に輸送す る南風の頻度が流出発生に影
響 していることがわかった。
① 藤 井 理 行 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー 長(併 任),教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 球 科 学 専 攻 教 授
(併 任),理 学 博 士(名 古 屋 大 学:1981年)
1.専 門 領 域:雪 氷 気 候 学
2.研 究 課 題:極 域 雪 氷 コ ア に よ る 過 去 の 気 候 ・環 境 変 動 の 復 元 と 変 動 メ カ ニ ズ ム,及 び 雪 氷 圏 変 動 に 関 す る 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 極 氷 床 ドー ム ふ じ 氷 床 深 層 コ ア の 基 本 解 析 を 共 同 研 究 と し て 進 め,過 去32万 年 間 に お け る 陸 海 域 環 境 変 化 を
明 ら か に し た 。 特 に,氷 期 の 寒 冷 期 に 増 大 す る ダ ス トフ ラ ッ ク ス は,海 洋 微 生 物 起 源 の メ タ ン ス ル ホ ン 酸 フ ラ ッ ク
ス と 同 期 せ ず,陸 域 起 源 の ダ ス トが 海 洋 微 生 物 の 栄 養 塩 と し て の 役 割 を 果 た し て い な い 可 能 性 を 明 ら か に し た 。 ま
た,メ タ ン ス ル ホ ン 酸 フ ラ ッ ク ス の 増 大 期 が,酸 素 同 位 体 が 示 す 気 温 の 上 昇 期 に 一 致 し て い る こ とが 多 く,海 洋 微
生 物 活 動 に は ダ ス トで は な く 海 洋 中 深 層 水 の 湧 昇 が 寄 与 し て い る 可 能 性 を 明 ら か に し た 。
4.研 究 活 動 歴
第18次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1976-1978)
第25次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1983-1985)
第32次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1990-1992)
英 国 ・ハ レ ー 基 地(交 換 科 学 者)参 加(1981-1982)
ス イ ス 連 邦 工 科 大 学(短 期 在 外 研 究 員)留 学(1986)
ス バ ー ル バ ル 氷 河 調 査 参 加(1987,1993)
グ リ ー ン ラ ン ド雪 氷 調 査 参 加(1989)
グ リ ー ン ラ ン ド氷 床 深 層 コ ア 掘 削 参 加(1992,2000)
ネ パ ー ル ヒ マ ラ ヤ 氷 河 調 査 参 加(1994)
第37次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1995-1997)
シ ベ リ ア 積 雪 調 査 参 加(1999,2000,2001)
ロ シ ア ア ル タ イ 山 脈 氷 河 調 査 参 加(2000,2001)
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 El Chichon by glaciological and satellite methods. Antarctic Record, 42, 121-130. 
 Fuiii, Y. and Watanabe, 0. (1998): Global climate change and deep ice core drilling at Dome Fuji, Antarctica. 
 Korean Journal of Polar Research, 8, 155-162. 
Ikegawa, M., Kimura, M., Honda, K., Makita, K., Motoyama, H.,  Filth, Y. and Itokawa, Y. (1998): Spring peaks of 
 major and trace elements in snow at Asuka Station, east Antarctica. Mem. Natl Inst. Polar Res., Spec. Issue, 52, 
 135-148.
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Matoba,　 S.,　Nishikawa,　 M.,　Watanabe,　 O.　and　 EF虹tL)(i　Y.　(1998):　 Determination　 of　trace　 elements　 in　an　Arctic　 ice　core
　 　 　 by　ICP/MS　 with　 a　desolvating　 micro-concentric　 nebulizer.　 Journal　 of　EnVironmental　 Chemistry,　 8,　421-427.
　 　 Dome-F　 Deep　 Ice　Coring　 Group　 (1998):　 Deep　 ice　core　 drilling　 at　Dome　 Fuji　and　 glaciological　 study　 in　east　 Queen
　 　 　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Annals　 of　Glaciology,　 27,　333-337.
　 　 Dome-F　 Ice　Core　 Research　 Group　 (1998):　 Preliminary　 stdies　 on　palaeoclimate　 signals,　 recorded　 in　the　 ice　core
　 　 　 from　 Dome　 Fuji　Station,　 east　Queen　 Maud　 Land　 ,　Antarctica.　 Annals　 of　Glaciology,　 27,　338-342.
Ikegawa,　 M.,　Kimura,　 M,　 Honda,　 K.,　Makita,　 K.,　E]虹ptLY.　and　 Itokawa,　 Y.　(1997):　 Springtime　 peaks　 of　trace　 metals　 in
　 　 　 Antarctic　 snow.　 Environmental　 Health　 Perspectives,　 105,　6,　654-659.
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池 川 雅 哉,木 村 美 恵 子,本 多 和 人,巻 田 和 男,本 山 秀 明,屈 起 圭理 丘,糸 川 嘉 則(1997):南極 雪 中 の 微 量 元 素.
　 　 　 Biomedical　 Research　 on　Trace　 Elements,　 8,　1,　29-35.
　 　Watanabe,　 0.,　E　 y.,　Motoyama,　 H.,　Furukawa,　 T.,　Shoji,　 H.,　Enomoto,　 H.,　Kameda,　 T.,　Narita,　 H.,　Naruse,　 R,,
　 　 　 Hondoh,　 T.,　Fujita,　 S.,　Mae,　 S.,　Azuma,　 N.,　Kobayashi,　 S.,　Nakawo,　 M.　and　 Ageta,　 Y.　(1997):　 A　preliminary　 study
　 　 　 of　ice　core　 chronology　 at　Dome　 Fuji　Station,　 Antarctica.　 NIPR　 Symp　 Polar　 Meteorol.　 Glaciol.,　 ll,　9-13.
Nishikiori,　 M,　 Kawamura,　 K.　and　 E虹 エ.　(1997):　 Distributions　 and　 historical　 records　 of　aliphatic　 carboxylic　 acids
　 　 　 in　the　H15　 ice　core　 from　 Antarctica.　 NIPR　 Symp　 Polar　 Meteorol.　 Glaciol.,　 11,　76-86.
　 　 Fujita,　 K.,　Nakawo,　 M.,　E　 Y.　and　 Paudyal,　 P.　(1997)　 :　Changes　 in　glaciers　 in　Hidden　 Valley,　 Mukut　 Himal,　 Nepal
　 　 　 Himalayas,　 from　 l974　 to　1994.　 Journal　 of　Glaciology,　 145,　583-588.
6.口 頭 発 表
E里 並_エ.,　 Kohrlo,　 M.,　 Kamiyama,　 K.,　Motoyama,　 H.,　Matoba,　 S.,　Igarashi,　 M.,　and　 Watanabe,　 0.:　Microparticle
　 　 　 concentration　 change　 during　 past　 330　 ka　recorded　 in　Dome　 Fuji　ice　core,　 Antarctica.　 International　 Symposium
　 　 　 on　Ice　Cores　 and　 Climate.　 Kangerlussuaq,　 19-23　 August,　 2001.
　 　E　 y.,　Watanabe,　 0.,　Kamiyama,　 K.,　Motoyama,　 H.,　Furukawa,　 T.,　Kohno,　 M.,　Matoba,　 S.　and　 Igarashi,　 M.　:Climate
　 　 　 and　 Terrestial-Marine　 Environment　 during　 past　 320k　 years　 recorded　 in　Dome　 Fuji　 Ice　Core.　 China-Japan
　 　 　 International　 Symposium　 on　Polar　 Glaciology,　 Shanghai,　 China,　 12-16　 September　 2001.
　 　 Eu　 Y.,　Kamiyama,　 K.,　Motoyama,　 H.,　Goto-Azuma,　 K.,　Igarashi,　 M.,　Shoji,　 H.,　Kameda,　 T.,　Narita,　 H.　and
　 　 　Watanabe,　 O.:　NAO　 and　 AO　 signals　 recorded　 in　Greenland　 and　 Svalbard　 ice　cores.　 International　 Workshop　 on
　 　 　 The　 ILTS　 Research　 Project　 "Atmosphere-Biosphere-Cryosphere　Interactions　 in　the　 Cold　 Terrestrial　 Region,
　 　 　 Sapporo,　 4-5　December,　 2001.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 気 候 ・環 境 変 動 の 研 究 」 領 域 代 表 者(平 成11～16年)
基 盤 研 究(B)「 雪 氷 コ ア 解 析 に 基 づ く広 域 エ ア ロ ゾ ル の 光 学 的 厚 さ と放 射 強 制 力 の 変 動 」(研 究 代 表 者)(平 成
12～14年)
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 に お け る 気 候 ・環 境 変 動 の 研 究 」 研 究 計 画 「環 北 極 雪 氷 雪 氷 コ ア に よ る 比 較 環 境 変
動 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
基 盤 研 究(A)「 北 極 エ ア ロ ゾ ル ・雲 と の 相 互 作 用 お よ び そ の 気 候 影 響 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～
13年)
基 盤 研 究(B)「 雪 氷 コ ア 解 析 に よ る 大 気 汚 染 物 質 の 長 距 離 輸 送 と堆 積 過 程 の 解 明 」(研 究 分 担 者)(平 成11～13
年)
基 盤 研 究(B)「 雪 氷 層 へ 混 入 す る 諸 物 質 の 堆 積 安 定 化 機 構 の 解 明 」(研 究 分 担 者)(平 成11～13年)
基 盤 研 究(C)「 気 候 シ ス テ ム に お け る 雪 氷 の 役 割 」(研 究 分 担 者)(平 成13年)
8.講 演 な ど
「南 極 の 氷 」,　WATARIUM美 術 館 講 演 会,(2001.8)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 委 員 会 専 門 委 員,日 本 学 術 会 議 国 際 学 術 協 力 事 業 研 究 連 絡 委 員 会WCRP専 門 委 員 会










文部科学省(科 学官),文 部科学省大学院拠点形成支援経費選定委員会委員,総 合科学技術会議温暖化 イニシア
ティブ委員,総 合地球環境学研究所運営協議委員会委員,北 海道大学低温科学研究所研究プロジェク ト計画評価委
員会委員,ベ ルギー南極観測プログラム雪氷分野評価委員会委員,国 立極地研究所運営協議員会委員,国 立極地研
究所運営会議委員,国 立極地研究所編集委員会委員
13.研 究活動の課題 と展望
南極 ドームふ じ深層 コアの解析 を進め,陸 海域環境変動の実態 とその変動メカニズムを研究す る。また,北 極域
で進行する温暖化の実態 を過去数十年の気候データを用いて明らかにするとともに,地 域性や季節依存性,経 年変
化を研究するとともに,北 極域の雪氷コアデータを用いてその変動の地域特性や北極振動 との関連 を研究する。
② 山内 恭 図書室 長(併 任),南 極圏環 境 モニ タ リング研 究 セ ンター教授,総 合研 究大 学院大 学数物 科学研 究 科
極域 科学専 攻教授(併 任),理 学博士(東 北 大学:1978年)
1.専 門領域:大 気物 理学,極 域気候 学
2.研 究 課題:極 域大気 の放射 収支,大 気 ・物 質循環,雲 ・海 氷気候 の研 究
3.研 究 活動の概 要 と成果
雪氷 面上の大気 の放 射特性,海 氷 一大気の相 互作用,温 室効果 気体 やエ アロゾル ・雲 の変動 と大気循環 との 関 り,
その放 射効果,気 候影響 を さ ぐる観 測 的研 究 を南極,北 極域 で の地上観 測,気 球,航 空機,船 舶等 を使 った観測,
人工 衛星 による リモ ー トセ ンシングデー タの解析 に よ り進 めて いる。 特 に今年 度 は,北 極対流 圏エ ア ロゾル と放射
総 合観測(ASTAR2000)として ドイツ と共 同で実施 した航 空機 観測結果 の解析 を進 め,北 極ヘ イズ とい う汚 染度
の高いエ ア ロゾルの振 る舞い を明 らか に し,引 き続 き,北 極海横 断航空機 大気観測(AAMPO2)を 年度 末 に実 施 し
た。 また,南 極 内陸 ドー ムふ じ観 測拠 点 の気 候 特性 や 北極 広 域 の気候 分布特 性 を検 討 した 。 その他,人 工 衛 星
NOAAの 赤外 画像 デー タか ら南極域 の雲 の分布特性 の導 出 を進 めてい る。
4.研 究活動 歴
第20次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1978-1980)
ア メリカ ・大気 科学研究 セ ンター　(NCAR;短 期 在外研 究員)(1982)
アメ リカ ・アム ンゼ ンス コ ッ ト南 極点基 地(交 換 科学者)(1985)
第28次 南 極地域観 測隊(越 冬 隊)参 加(1986-1988)
アメ リカ ・　NASA/ラ ング レー研究 セ ン ター　(NRC客 員研 究員)(1992-1993)
第38次 南 極地域観 測隊 長 ・越冬 隊長(越 冬隊)(1996-1998)
北極 対流 圏エ アロゾル と放 射総合観 測(ASTAR2000)(2000年3～4月)
北極 海横 断航 空機大 気観測(AAMPO2)(2002年3月)
5.学 術論 文
　　Higashi,　T.,　Kanao,　 M.,　Motoyama,　 H.　and　Yamanouchi.　 T.　(2001):　Gravity　observations　 along　the　traverse　routes
　　　 from　Syowa　 Station　to　Dome　 Fuji　Station,　East　Antarctica.　Polar　Geoscience,　 14,　226-234.
　　Osada,　K.,　Hara,　K.,　Kido,　M.,　Kai,　H.,　Yamanouchi　 T.,　Hashida,　 G.,　Matsunaga,　 K.　and　Iwasaka,　 Y.　(2001):　Sulfate
　　　 depletion　in　snow　over　sea　ice　near　Syowa　 Station,　Antarctica,　in　relation　to　the　origin　of　sulfate　depleted　sea　salt
　　　 aerosol　particles　in　winter.　Polar　Meteorol.　 Glaciol.,　15,　21-31.
　　Kuji,　M.,　Kikuchi,　N.,　Hirasawa,　 N.　and　Yamanouchi　 T.　(2001):　A　method　 of　cloud　field　detection　 over　Antarctica
　　　 during　the　polar　night　using　AVHRR　 data.　Polar　Meteorol.　 Glaciol.,　15,　114-123.
山王L恭(2001):環 北極 気候比較 にお け るスバ ールバ ルの気候特性,南 極資 料,45,329-352.
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6Morimoto, S., Aoki, S. and Yamanouchi, T. (2001): Temporal variations of atmospheric  CO2 concentration and 
 carbon isotope ratio in Ny-Alesund, Svalbard. "Environmental Research in the Arctic  2000", Mem.  Natl. Inst. 
  Polar Res., Spec. Issue, 54, 71-80. 
 Yamanouchi, T. and Herber, A. (2001): Plan of Arctic field campaign ASTAR2000 (Arctic Study of Tropospheric 
 Aerosol and Radiation). "Environmental Research in the Arctic  2000", Mem. Natl. Inst. Polar Res., Spec. Issue, 
 54, 101-106. 
Yamanouchi, T., Hirasawa, N., Kadosaki, G. and Hayashi, M. (2000): Evaluation of AVHRR cloud detection at Dome 
 Fuji Station, Antarctica. Polar Meteorol. Glaciol., 14, 110-116. 
Fukamachi, Y., Wakatsuchi, M., Taira, K., Kitagawa, S., Ushio, S., Takahashi, A., Oikawa, K., Furukawa, T., Yoritaka, 
 H., Fukuchi, M. and Yamanouchi, T. (2000): Seasonal variabiility of bottom water properties off Adelie Land, 
 Antarctica. J. Geophys. Res., 105, 6531-6540. 
Hirasawa, N., Nakamura, H. and Yamanouchi, T. (2000): Abrupt changes in meteorological conditions observed at 
 an inland Antarctic station in association with wintertime blocking formation. Geophys. Res. Lett., 27,  1911-1914. 
Ihsida, K., Ohshima, K. I., Yamanouchi, T. and Kanzawa, H. (1999): MOS-1/lb MESSR observations of the Antarctic 
 sea ice: Ice bands and ice streamers. J. Oceanography, 55, 417-426. 
Yamanouchi, T., Hirasawa, N. and Hayashi, M. (1999): Report of observation project on "Atmospheric Circulation 
 and Material Cycle in the Antarctic" by JARE-38. Polar Meteorol. Glaciol., 13, 159-164. 
Yamanouchi, T., Wada, M., Fukatsu, T., Hayashi, M., Osada, K., Nagatani, M., Nakada A. and Iwasaka, Y. (1999): 
 Airborne observation of water vapor and aerosols along Mizuho route, Antarctica. Polar Meteorol. Glaciol., 13,  22-
 37. 
Muramoto, K., Kubo, M., Saito, H. and Yamanouchi, T. (1998): Classification of polar satellite data using minimum 
  distance method. Mem. Natl Inst. Polar Res., Spec. Issue, 52, 149-157. 
Kubo, M., Saito, H., Muramoto, K. and  Yamanouchi, T. (1998): Cloud extraction from polar satellite data using 
 modified Mahalanobis classifier. Polar Meteorol. Glaciol., 12, 97-103. 
Yamanouchi, T. (1997): Radiation in the Antarctic, Proceedings of the International Radiation Symposium 
  "Current Problems in Atmospheric  Radiation"
, 19-24 August 1996, Fairbanks, Alaska, W. L. Smith and K. 
  Stamnes eds., Deepak Publishing, 7-10. 
Murata, A. and  Yamanouchi. T. (1997): Distribution characteristics of clouds over East Antarctica in 1987 
 obtained from AVHRR, J. Meteorol. Soc. Jpn, 75,  81-93. 
Yamanouchi, T. and Charlock, T. P. (1997): Effects of clouds, ice sheet and sea ice on the earth radiation budget in 
 the Antarctic, J. Geophys. Res., 102, 6953-6970. 
Ogino, S., Yamanaka, M.D., Kaneto, S., Yamanouchi T. and. Fukao.  S (1997): Meridional distribution of short-
 vertical-scale fluctuations in the lower stratosphere revealed by cross-equatorial ozonsonde observations on 
  "Shi
rase". Proc. NIPR Symp. Polar Meteorol. Glaciol., 11, 199-210. 
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 Yamanouchi, T. and Herber, A.: Climate impact of the Arctic aerosols based on ASTAR 2000 (Arctic Study of 
 Tropospheric Aerosol and Radiation) field campaign. The Second Wadati Conference on Global Change and the 
 Polar Climate. Tsukuba, Japan, March 7 - 9, 2001. 
 Yamanouchi, T.: The Role of the Antarctic in Global Change Research. SCAR Special Lecture, XXVI SCAR, Tokyo, 
 Japan,  10-21 July, 2000. 
Yamanouchi, T. and Herber, A.: Forthcoming Arctic field campaign ASTAR 2000 (Arctic Study of Tropospheric 
  Aerosol and Radiation). Sec.  Int. Symp. Environment Res. in the Arctic, Tokyo, 2000. 
 Yamanouchi, T.: Observation of polar clouds and aerosols for radiation budget and climate study. 1st  Int' 1 
 Workshop on Spaceborne Cloud Profiling Radar, Tsukuba, Japan, 24-26 January 2000. 
Yamanouchi, T. and Hirasawa, N. (1999): Cloud climatology at the interior of Antarctica. "Radiation and clouds 
  in polar regions",  MI08-IAMAS/IUGG, Birmingham, U. K., 21-22 July 1999. 




特定B(2)北 極環境(計 画研究)「 北極対流圏 ・成層圏物質の変動 と気候影響」(研 究代表者)(平 成11～16年
度)
基盤A(2)(旧 国際学術)「 北極エ アロゾル とオゾン ・雲 との相互作用およびその気候影響に関する研究」(研 究
代表者)(平 成11～13年 度)
基盤B(2)「 雪氷コア解析 に基づ く広域拡散エアロゾルの光学的厚 さと放射強制力の変動」(研 究分担者)(平 成
12～14年 度)(代 表藤井理行)
基盤B(2)「 小型気球搭載用超小型成層圏大気サンプリングシステムの開発」(研 究代表者)(平 成10～12年 度)
8.講 演等
























第24回 南極条約協議国会議 日本代表団員(ロ シア ・サンク トペテルスブルク)
13.研 究活動の課題 と展望
新 しい観測手法 として,無 人航空機や小型大気採集システムの開発を進め,ま た広域の雲の鉛直分布 を観測する
ためのライダー ・雲 レーダ搭載衛星システムや大気の流れの鉛直構造把握のための大型大気 レーダの実現につとめ
る。極域大気現象 ・気候の理解のために客観解析データの解析や領域気候モデルの南極 ・北極域への適用をめざし
ている。







た周 囲の環境 が物質 の形態 を決定 してい る。 また水 圏で は熱 エ ネルギーの流 れ に伴 って物質 が移動 し,移 動 中の環
境 の物 理的 ・化学 的条件 に応 じて物 質 はその形態 を変 えてい く。 したが って熱エ ネルギ ーの流 れ と物 質移動 ・物 質
の形態 の変化 とは密接 な関係 を持 ってい る。 この ような過程 が地球水 圏 におけ る物 質循 環像 を決定 して いる。 ここ
で 周囲 の環境 に対 して化学 的 に安 定 な保 存性物 質,ま た化学 的 に不安 定 な非保 存性物 質 は,物 質 を取 り巻 く物理
的 ・化学的環境 を反 映す る。物質 の化学 的解析 か ら物 質 の存 在す る動 的 な化学的環境 を明 らか にす るこ とを検討 し
た。
4.研 究活動歴
第26次 南 極地域 観測隊(越 冬 隊)(1984-1986)
第33次 南 極地域 観測隊(越 冬 隊)(1991-1993)
第43次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)(2000-2003)
5.学 術 論文
撞 山主査,五 十 嵐誠(2000):極 域 各種水試料 中の低 濃度HTO測 定の ための電解 濃縮 を含め た液体 シ ンチ レーシ ョ
ン法 の検 討.南 極資料,44,83-96.
飯塚 芳 徳,五 十嵐誠,渡 辺幸 一,鉋 ⊥L茎立,渡 辺興亜(2000):ス バ ールバル諸 島 アウス トフ ォンナ氷 帽頂上 にお
け る融解 に よる積雪 中化学 主成分 の流 出.雪 氷,62,245-254.
　 　Igarashi,　M.,　Kamivama.　 K.　and　Watanabe,　 O.　(2001):　Stable　oxygen　 isotope　ratio　 observed　 in　the　precipitation　at
　　　Ny-Alesund　 in　Svalbard.　Mem.　 Natl　Inst.　Polar　Res.,　Spec.　Issue,　54,　169-182.
　 　Fujii,　Y.,Kamivama、 　K.,Shoji,　 H.,Narita,　 H.,Nishio,　 F.,Kameda,　 T.　and　Watanabe,　 0.　(2001):　210-year　 ice　core
　　　records　 of　dust　storm,　 volcanic　 eruptions　 and　 acidification　 at　Site-J,　Greenland.　 (Second　 International
　　　Symposium　 on　Environmental　 Research　 in　the　Arctic　and　Fifth　Ny-Alesund　 Scientific　Seminor)　 Mem.　 Natl　Inst.
　　　Polar　Res.,　Spec.　Issue,　54,　March,　209-220
6.口 頭発 表
裡 山圭五,西 尾文彦,　Han　Jiankang　 (2000)　:中 国東毘嵩地域 の氷 河中の物 質の特異 的 な消 長,2000年 度 日本雪氷
学 会全 国大 会,2000.10.1-10.5,加 賀.
i里山差上,西 尾文彦(2000):中 国東毘 嵩地域 の降水,日 本 陸水 学 会第65回 大会,2000年9月,福 岡.
7.科 学研 究 費補助金 取得状 況
特定 領域研 究(B)「 環 北極雪氷掘 削 コア による比 較環境 変動研究」(平 成ll～16年)
基盤 研究(C)「 極域 の雪氷試料 か ら解析 す る気候 ・環境 変動 の基礎的手 法 に関す る研 究」(平 成12～14年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社会 的活動
日本雪氷 学会(理 事,1999・2000年 度)
10.受 賞 な ど
11.他 大学 での講義
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
国立極 地研究所 編集委 員会委 員
13.研 究活 動の課題 と展 望
極域 は地球水 圏 におけ る熱エ ネルギ ーの収束域 であ り,同 時 に熱 エ ネルギーの移流 に伴 う物 質 の収 束域 で もあ る。
その ため地球上 の さ まざまなロー カルな環境 が極域 に集 中す る。特 に極域 雪氷 圏で は大気 中の物 質が 降雪 に伴 って
地 表 に移動 し積 雪 と して固定 ・保存 され る。 その ため積 雪試料 中 には直接 的 な大 気情報 が時 間的変動 を含め て記録
され てい る。 さらに積 雪が蓄積 し氷河 ・氷床 を形成す る中で,氷 河 ・氷床 中には過去 の積 雪試料 が雪氷 試料 として
保 存 され る。 したが って雪氷試 料 は,他 の環境試 料(海 洋堆積物 試料 や地質試料)中 と比 較 して直接 的な大気情 報
を保持 してい る ことに特徴が あ る。大気 中の非 保存性物 質 は,保 存性物 質 に対 して地球 上の環境 要 因に大 きく影響
され てい る。雪 氷試料 は非保存性 物質 を雪氷環 境 として比較 的安定 して保存 してい るため,大 気 環境 の時間変動 を
確 認 で きる唯 一の手段 であ る。 例 えば生 物活動 と関係 す る過去 の大気 中の酸化 能力 な ども推定 す るこ とが可能 とな
ろ う。
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④ 伊藤 一 北極圏環境研究センター助教授,理 学博士(京 都大学:1979年)
1.専 門領域:海 洋雪氷学
2.専 門課題:地 球水循環 における要素としての海氷の挙動
3.研 究活動の概要と成果
北極海の海氷状況規定 に際 して,ユ ーラシア大陸を北行ずる大河川から供給 される大量の淡水の果たす役割を研











(課題)調 査地域では,観 測開始が遅 く,資 料取得の期間が短い。
(展望)間 接的に欠損資料 を補填する手法を探っている。
⑤ 和田 誠 研究系地球物理学研究部門助教授,理 学博士(名 古屋大学:1987年)
1.専 門領域:大 気物理学
2.研 究課題:極 域大気中の水蒸気,雲 降水 とエアロゾルの研究
3.研 究活動の概要と成果
水蒸気,雲,降 水は水(H,0)の 相変化であるが,気 象,気 候現象にそれぞれ異なった影響を与 える。またエア
ロゾルは それ独 自で も気候,環 境変動 に影響 を与 えるが,雲 の形成発達 に関与す る。現在 これ らの量の観測 を行
い,相 互の関連,分 布,移 動,変 化過程の研究を行 っている。平成13年 度 は南極観測で2000年 に得 られたデータ
の解析 と太陽が戻って くる北極域の早い春の飛行機観測を実施 した。 日本の南極観測隊による南極対流圏の,特 に
地上のエアロゾル観測 は1970年 代の終 わり頃精力的に実施 されているが,そ の後あま り進展 していない。今回の
データを現在整理中であるが,過 去の結果の再検証 と新たな知見を得 るよう努力中である。特に2000年 は冬以外
の期間の6.5km高 度まで,内 陸300kmま でのエイ トケン粒子(粒 径0.2um以 下の粒子)の データが取れてお り,内
陸のエアロゾル粒子の起源を研究す ることを考 えている。現在得 られている結果 としては,4月,8月,9月(5月







　 Nishita,　 C.,　Osada,　 K,　 Hara,　 K.,　Kido,　 M.,　Wada　 M.,　 Shibata,　 T.　and　 Iwasaka,　 Y.　(2001):　 Number-size　 distributions　 of
　 　 　 atmospheric　 aerosol　 particles　 (10<Dp<365nm)　at　Ny-Alesund,　 Norwegian　 Arctic.　 Polar　 Meteol.　 Glaciol.,　 15,　67-
77.
Yam・n・u・hi,T・,W・d・M・,Fuk・t・u ,T・,H・y・ ・hi,M・,0・ad・,K.,N・g・t・ni,M.,N・k・d・,A.・ndIw・・ak・,Y.(1999)、
　 　 hi・b・ ・n・　・b・e・vati・n　 ・f　w・t・ ・　vap・ ・　and　 ae・ …　 1・　al・ng　 Mi・uh… 　 ut・,　Ant・ ・cti・a.　P・1・ ・　M・t・ ・1.　Glaci。1,　 13,　22.
37.
　 W・d・M・ ・ndK・ni・hi,H・(1998)・A・tudy・fp・ecipit・ting・1・ud・cl・・et・f・ ・nt・u・ingmi…wave・adi。m,t,y、nd
　 　 　 radar　 in　Svalbard,　 Arctic.　 Atmos.　 Res.,　 49,　253-265.
　 Wada　 M.　 and　 Igarashi,　 M　 (1998):　 Atmospheric　 observations　 of　liquid　 water　 in　 cloud　 and　 of　chemical　 species　 in
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　 　 　aerosols　 and　 gases　 near　 the　ground　 and　 in　fallen　snow　 at　Svalbard,　 Arctic.　 Atmos.　 Res.,　46,　383-389.
　 Konishi,　 H.,　Wada　 M.　 and　 Endoh,　 T.　(1998):　 Seasonal　 variations　 of　cloud　 and　 precipitation　 at　Syowa　 Station,
　　 　 Antarctica.　 Annal.　 Glaciol.,　27,　597-602.
6.口 頭 発 表
幽,猪 原 哲,芝 治 也:南 極 昭 和 基 地 付 近 の エ イ トケ ン 粒 子 の 高 度 分 布 第24回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム
(2001.11)
幽,猪 原 哲,芝 治 也:南 極 昭 和 基 地 内 陸 間 の エ ア ロ ゾ ル 航 空 機 観 測.日 本 気 象 学 会 秋 季 大 会,2001.10
幽,猪 原 哲,芝 治 也:南 極 で の 航 空 機 に よ る エ ア ロ ゾ ル 計 数 観 測.エ ア ロ ゾ ル 科 学 技 術 検 討 会,2001.7
　
　 Wada　 M.,　 Asuma,　 Y.　and　 Ogitani,　 N.:　 Observation　 of　 clouds　 and　 precipitation　 at　Ny-Alesund,　 Svalbard　 and　 recent
　 　 airborne　 observation　 over　 the　 Norwegian　 Sea.　 Polar　 Low　 Workshop,　 European　 Polar　 Low　 Working　 Group,　 1998.
6.
　 Wada　 M,　Hashida,　G.,　Morimoto,　 S.,　Aoki,　S.　and　Yamanouchi,　 T.:　Overview　 of　observations　 of　clouds,　precipitation
　　　and　atmospheric　 minor　constituents　 at　the　Japanese　 Ny-Alesund　 Observatory.　 3rd　NySMAC　 meeting,　 1997.4.
7.科 学研 究 費補助 金取得状 況
特定 研究B2:「 北極 対流圏 ・成層 圏物質 の変動 と気 候影響」(研 究分担者)(平 成11,12,13年)
基盤研 究A2:「 北 極 エ アロゾ ル とオゾ ン ・雲 との相 互作 用及 びその気 候影響 に関す る研 究」(研 究分 担者)(平
成11,12,13年)
基盤研 究A:「 北半 球の気 候 に影響 を与 え る ノル ウェー海 周辺で の水蒸 気 ・降水 ・気象擾 乱 の研 究」(研 究 分担
者)(平 成13年)
基盤研 究B2:「 小 型気球 搭載 用超小型 成層圏 大気サ ンプリング システムの 開発」(研究分担 者)(平 成11,12,13年)
国際 学術研究:「 北 極低気 圧の発 達過程 とノル ウェー海上 の水循環 に関す る研 究」(研 究分担 者)(平 成11,12年)
国際学術研 究:「 北極域 にお ける温室効果 気体の変 動 と循 環の研究」(研 究分担 者)(平 成11,12年)
基 盤研究A2:「 ス ピッツベルゲ ン上空 の北 極成層 圏雲の形 態 と不均 一反応 の調査研 究」(研究 分担者)(平 成11年)
8.講 演 な ど
第2回 太 陽 ・地 球 ・生態 系 と時間治療研 究会 シ ンポ ジウム講演(2001.11)
開発技術研 究 会特別講 演(2001.12)
9.学 会 及び社 会的活動(当 該年 の役職,南 極観測 隊 な どを含 む)
学会:日 本気 象学 会,日 本雪 氷学 会,日 本 エア ロゾル学会,　AmericanMeteorologicalSociety
10.受 賞 な ど
11.他 大 学等 の講義 な ど
総 合研 究 大学院大 学数物 科学科極域 科学専 攻助教授(2001.4-2002.3)
12.所 内外 の主要 な会議 委 員 など
13.研 究活 動の課題 と展望(当 該年)
南 極 で収録 したデ ー タの整理,解 析 を進 め,新 たな事 実 を見 つけ る とと もにその原 因 を考察 す る。特 に,大 気場
と水蒸気,雲,エ アロゾルの 関連 を考 察す る。 さ らに水 蒸気 か ら雲 そ して 降水 が形成 され る ときの エ アロゾルの 関
与 についての研 究 を進 め る。 また極球 の これ らの量 の見積 も りを,大 気場 の違い な どを考慮 して見積 も り,気 候 に
及 ぼす 影響 を見積 もる ことが 出 きるための デー タセ ッ トの作成 をお こな う。
さ らに北極 ニ ーオル ス ンでモ ニ タリング的 に収録 しているエ アロ ゾル,降 水の デー タが 集 ま りつつあ る。 これ ら
の デー タか ら,水 蒸 気量 の多い極域(ニ ー オル ス ン)の 時 間変動 のデ ー タを整理 し,南 極 昭和基 地のモ ニ タリ ング
デー タ と対比 しなが ら,考 察す る。2001年3月 に行 われ た北 極横断航 空機観測 デー タの解析 を進 める。
⑥ 塩原匡貴 南極圏環境モニ タリング研究セ ンター助教授,理 学博士(東 北大学:1987年)
1.専 門領域:大 気物理学
2.研 究課題:極 域エアロゾルの放射特性 と気候影響に関する観測研究
3.研 究活動の概要 と成果
リモー トセンシング手法 と現場観測手法 により,エ アロゾルの物理特性,化 学特性 を調べ,エ アロゾルが放射過
程 を通 して極域の気候形成 に及ぼす影響を調べ る。本年度は,第42次 南極地域観測隊によ り昭和基地 において
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2001年1月 か ら 開 始 し た マ イ ク ロ パ ル ス ラ イ ダ ー 観 測 で 検 出 さ れ た 極 成 層 圏 雲(PSC)に 関 す る 解 析 を 行 っ た 。 そ
の 結 果,　 PSC生 成 と 慣 性 重 力 波 と の 関 係 を 示 す 力 学 的 構 造 が 明 ら か に さ れ た 。 ま た,2002年3月 の 北 極 海 横 断 飛 行
観 測 　 (AAMP　 O2)　 に 合 わ せ て 実 施 さ れ た ス バ ー ル バ ル 諸 島 ニ ー オ ル ス ン で の 地 上 観 測 に 参 加 し,エ ア ロ ゾ ル の 光 学
特 性 観 測 を 行 っ た 。
4.研 究 活 動 歴
第25次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1983.11-1985.3)
米 ・航 空 宇 宙 局GSFC　 (米NRC招 聴 研 究 員)研 究(1991.8-1992.7)
ド イ ツ ・AWI(短 期 在 外 研 究 員)研 究(1998.12-1999.3)
第42次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(2000.11-2001.3)
5.学 術 論 文
　 　 Shiobara.　 M.,　 Yabuki,　 M.,　 Kobayashi,　 H.,　 Shibata,　 T.,　Yamanouchi,　 T.,　 (2001):　 Micro-pulse　 lidar　 measurements　for
　 　 　 cloud　 and　 aerosol　 in　the　 Arctic　 and　 Antarctica.　 Proc.　 Nagasaki　 Workshop　 on　 Aerosol-Cloud　 Radiation　 Interaction
　 　 　 and　 Asian　 Lidar　 Network,　 27　 -　29　 November　 2001,　 Nagasaki,　 Japan,　 32-35.
　 　 Shiobara.　 M.,　 (2000):　 Arctic　 cloud　 and　 aerosol　 observations　 using　 a　Micro-pulse　 Lidar　 in　Svalbard.　 Proc.　 lst　Int'　 l
　 　 　 Workshop　 on　 Spaceborne　 Cloud　 Profiling　 Radar,　 Tsukuba,　 Japan,　 24-26　 January,　 179-182.
　 　 Uchiyama,　 A.,　 Asano,　 S.,　Shiobara、 　M.　 and　 Fukabori,　 M.　 (1999):　 Ground-based　 cirrus　 observation:　 1.　Observation
　 　 　 system　 and　 results　 of　frontal　 cirrostratus　 clouds　 on　 June　 22　 and　 30,　 1989.　 J.　Meteor.　 Soc.　 Japan,　 77,　513-532.
　 　 Shiobara.　 M.,　 Fujii,　 Y.,　Morimoto,　 S.,　Asuma,　 Y.,　Yamagata,　 S.,　Sugawara,　 S.,　Inomata,　 Y.,　Watanabe,　 M.　 and　 Machida,
　 　 　 T.　 (1999):　 An　 overview　 and　 prelimirlary　 results　 from　 the　 Arctic　 Airborne　 Measurement　Program　 l998　 camp ign.
　 　 　 Polar　 Meteorol.　 Glaciol.,　 13,　99-110.
　 　 Philipona,　 R.,　Frohlich,　 C.,　 Dehne,　 K,　 DeLuisi,　 J.,　Augustine,　 J.,　Dutton,　 E.,　 Nelson,　 D.,　 Forgan,　 B.,　Novotny,　 P.,
　 　 　 Hickey,　 J.,　Love,　 S.P.,　 Bender,　 S.,　McArthur,　 B.,　 Ohmura,　 A.,　 Seymour,　 J.H.,　 Foot,　 J.S.,　 Shiobara.　 M.,　 Valero,
　 　 　 RP.J.　 and　 Strawa,　 A.W.　 (1998):　 The　 Baseline　 Surface　 Radiation　 Network　 pyrgeometer　 round-robin　 calibration
　 　 　 experiment.　 J.　Atmos.　 Ocean.　 Tech.,　 15,　687-696.
　 　 Kinne,　 S.,　Bergstrom,　 R.,　Toon,　 O.B.,　 Dutton,　 E.　and　 Shiobara.　 M.　 (1998):　 Clear-sky　 atmospheric　 solar　 transmission:
　 　 　 An　 analysis　 based　 on　 FIRE　 l991　 field　 experiment　 data.　 J.　Geophys.　 Res.,　 103,　 19709-19720.
　 　 Kinne,　 S.,　Ackerman,　 T.P.,　 Shiobara、 　M.,　 Uchiyama,　 A.,　 Heymsfield,　 A.J.,　 Miloshevich,　 L.,　Wendell,　 J.,　Eloranta,
　 　 　 E.W.,　 Purgold,　 C.　and　 Bergstrom,　 R.W.　 (1997):　 Cirrus　 cloud　 radiative　 and　 microphysical　 properties　 from　 ground
　 　 　 observations　 and　 in　situ　 measurements　during　 FIRE　 1991　 and　 their　 application　 to　exhibit　 problems　 in　cirrus　 solar
　 　 　 radiative　 transfer　 modeling.　 J.　Atmos.　 Sci.,　54,　2320-2344.
　 Kai,　 K.,　 Huang,　 Z.C.,　 Shiobara、 　M,　 Shen,　 M.,　 Z.　 and　 Mitsuta,　 Y.　 (1997):　 Seasonal　 variation　 of　 aerosol　 optical
　 　 　 thickness　 over　 the　 Zhangye　 oasis　 in　the　 Hexi　 Corridor,　 China.　 J.　Meteor.　 Soc.　 Japan,　 75,　 1155-1163.
6.口 頭 発 表
む
　 Shiobara、 　M,　 Yamanouchi,　 T.,　Kriews,　 M.,　Neuber,　 R.,　Herber,　 A.　and　 the　ASTAR　 2000　 Ny-Alesund　 team:　 Arctic
　 　 　 Study　 of　Tropospheric　 Aerosol　 and　 Radiation　 (ASTAR　 2000)　 -　Part　 2:　Ground-based　 measurements.　 8th
　 　 　 Scientific　 Assembly　 of　IAMAS,　 Innsbruck,　 Austria,　 10-・18　July　2001.
　 　Shiobara.　 M.,　Yamagata,　 S.,　Watanabe,　 M.,　Shibata,　 T.,　Neuber,　 R.,　Beyerle,　 G.,　Schumacher,　 R.,　Herber,　 A.,　Rairoux,
　　 　 P.　and　 Nagel,　 D.:　Haze　 layers　 and　 their　 characteristics　 observed　 over　 Spitsbergen　 during　 the　 AAMP　 l998
　 　 　 campaign.　 2nd　 Intl　Symposium　 on　Environmental　 Research　 in　the　Arctic,　 Tokyo,　 Japan,　 23-25　 February　 2000.
　 　Shiobara,　 M.,　Morimoto,　 S.,　Sugawara,　 S.,　Yamagata,　 S.,　Asuma,　 Y.,　Inomata,　 Y.,　Watanabe,　 M.,　Machida,　 T.,　Wada,
　 　 　 M.,　Yamanouchi,　 T.　and　 Fujii,　Y.　:　Preliminary　 results　 from　 the　Arctic　 Airborne　 Measurement　 Program　 (AAMP)
　 　 　 1998　 campaign.　 Intl.　Sympos.　 Polar　 Aspects　 of　Global　 Change,　 Tromso,　 Norway,　 24-28　 August　 l998.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(C)「 中 部 山 岳 地 帯 に お け る 夏 季 の 山 岳 ポ ン プ 効 果 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成13～14年)
基 盤 研 究(B)「 雪 氷 コ ア 解 析 に 基 づ く広 域 拡 散 エ ア ロ ゾ ル の 光 学 的 厚 さ と 放 射 強 制 力 の 変 動 」(研 究 分 担 者)
(平 成12～14年)
特 定 領 域 研 究(B)計 画 研 究 「北 極 域 対 流 圏 ・成 層 圏 物 質 の 変 動 と気 候 影 響 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
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基盤研究(A)「 北極エアロゾルとオゾン ・雲 との相互作用およびその気候影響に関する研究」(研 究分担者)
(平成11～13年)

















エアロゾルの気候影響には直接効果 と間接効果があ り,そ の効果の度合いは北極 と南極 とで大 きく異なることが
予想 される。そのため,両 極域での観測データを蓄積 し,特 に,間 接効果 による雲の放射特性の変化など,極 域の
エアロゾル と雲の相互作用に関する研究を行 う。 また,直 接効果についてはグローバルなエアロゾルの実態把握の
観点から,極 域 だけでなく太平洋上やアジア域でのエアロゾルの放射特性 との相違 に着目した観測 を行 う。
⑦ 本 山秀 明 研 究系 雪氷学研 究部 門助教授,理 学博士(北 海道大学:1987年)
1.専 門領域:雪 氷水 文学
2.研 究 課題:地 球規 模雪氷 圏の水循 環解 明
3.研 究活動 の概要 と成果
第42次 南 極地域 観測 隊 に気水 圏系 隊員 と して参加 した。第5期 南 極観測5カ 年計 画の5年 次 で あ り,氷 床 変動
システ ムの研 究観 測 として内陸旅行 を3回 実施 し,浅 層 コア掘削(3地 点)及 び フ ィル ンエ アサ ンプ リング(1地
点)を 行 い,旅 行 ル ー ト沿い に氷床流動 観測,降 雪 ・エ アロゾルサ ンプ リ ング,内 陸移動気象 観測,無 人気 象観測
を行 った。氷床 氷縁監視 と氷床 表面質量 収支 のモ ニ タリング と しては,氷 床氷 縁の空撮 と内陸旅行 ルー ト沿 いの雪
尺観 測 を行 った。 また第6期 計 画 と して氷床 一気候系 の変動機 構の研 究観測 が次年度 か ら開始 され るので,そ の準
備 を行 った。 す なわち第2ド ー ム観 測計画 の ための深層掘 削準 備 として浅層掘 削 ・リー ミング ・ケ ーシ ング,ド ー
ムふ じテス トフ ライ ト支援 及 び燃 料 ドラム ・液封 液 ドラム ・物資 デポを行 った。
4.研 究活 動歴
ネパ ール ヒマ ラヤ氷 河調査(1982,1986,1987)
アラス カツ ン ドラ融 雪出水調査(1988)
第31次 南 極地域観測 隊夏 隊参加(1989-1990)
グ リー ンラ ン ドGRIP,　 GISP2,　 フェアバ ンクス(短 期在外 研究 員)(1991)
第34次 南 極地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1992-1994)
スバ ールバル ・ニー オルス ン観測(1994)
スバ ールバル ・北東 島Vestfonna氷 河掘 削(1995)
グ リー ンラン ドNorth　GRIP深 層掘削(1996)
第38次 南 極地域観 測隊(越 冬隊)参 加(1996-1998)
スバ ールバル ・北東 島Austfonna氷 河掘削(1999)
グ リー ンラン ドNorth　GRIP深 層掘削(1999)
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第42次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(2000-2002)
5.学 術 論 文
Ni・hi・,F・,Fu・uk・w・,T・,H・・hid・,G・,lg・ ・a・hi,M.,K・m・d・,T.,K・hn・,M.,M・t・v・m・.H.,N・ki,K.,S・t・w,K,
　 　 　 Suzuki,　 K,　 Takata,　 M.,　 Toyama,　 Y.,　Yamada,　 T.　and　 Watanabe,　 O.　 (2002):　 Annual　 layer　 determinations　 and　 l67-
　 　 　 year　 records　 of　past　 climate　 of　H72　 ice　 core　 in　East　 Dronning　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Annals　 of　Glaciology,　 35
　　　　　　(in　press)
　 　 Motovama.　 H.,　Watanabe,　 0.,　Kamiyama,　 K.,　Igarashi,　 M.,　 Goto-Azuma,　 K.,　Fujii,　 Y.,　Iizuka,　 Y.,　Matoba,　 S.,　Narita,　 H.
　 　 ・nd　 K・m・d・,　 T・　(2001)・ 　R・gi・n・1　 ・h・・a・t・・i・ti…　 f・h・mi・al　 ・・n・titu・nt・ 　in　・u・face　 ・n・w,　 A・ctic　 c・y・ ・ph・ ・e,
　 　 　 　Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 15,　55-66.
　 　 Motovama.　 H.,　 Kamiyama,　 K.,　 Igarashi,　 M.,　 Nishio,　 F.　 and　 Watanabe,　 0.　 (2000):　 Distribution　 of　 chemical
　 　 　 constituents　 in　superimposed　 ice　from　 Austre　 Broggerbreen,　 Spitsbergen.　 Geografiska　 Annaler,　 82A,　 33-38.
　 　 Satow,　 K.,　 Watanabe,　 0.,　 Shoji,　 H.　 and　 Motovama.　 H.　 (1999)　 The　 relationship　 among　 accumulation　 rate,　 stable
　 　 　 lsotope　 ratio　 and　 surface　 temperature　 on　 the　 plateau　 of　east　 Dronning　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Polar　 Meteorology
　 　　 　 and　 Glaciology,　 13,　43-52.
T・k・h・ ・hi,S・,K・m・d・,T・,En・m・t・,H・,Shi・aiw・,T.,K・d・m・,Y.,F・jit・,S.,M・t・vam・.H.,W・t・n・b・,0.,W・idn,,,
　 　 　 G.　A.　and　 Stearns,　 C.　R.　(1998)　 Automatic　 weather　 station　 program　 during　 Dome　 Fuji　Project　 by　JARE　 in　east
　 　 　　Dronning　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Annals　 of　Glaciology,　 27,　528-534.
En・m・t・,H・,M・t・v・m・ ・H・,Shi・aiw・,T・,S・it・,T.,K・m・d・,T.,F・ ・uk・w・,T.,T・k・h・・hi,S.,K・d・m・,Y.、nd
　 　 　 Watanabe,　 0.　 (1998)　 Winter　 warming　 over　 Dome　 Fuji,　 East　 Antarctica　 and　 semiannual　 oscillation　 in　the
　 　 　 atmospheric　 circulation.　 J.　Geophys.　 Res.,　VoL103,　 No.D18,　 P23,103-23,lll.
6口 頭 発 表
杢 山 透 盟,五 十 嵐 誠,渡 辺 興 亜,永 崎 智 晴,Karlof,L.(2000):スバ ー ル バ ル 北 東 島 氷 帽 の 融 解 ・再 凍 結 過 程 に 伴
う イ オ ン 分 別,2000年 度 日本 雪 氷 学 会 全 国 大 会,10.1-10.5,加 賀.
M・t・v・m・ ・H・,A・um・,N・,Fujii,Y・,F・ ・uk・w・,T・,Fujit・,S.,En・m・t・,H.・ndW・t・n・b・,0.(2000)、An。wdeepice
　 　 　 corlng　 program　 at　Dome　 Fuji,　Antarctica,　 International　 Workshop　 on　Ice　Drilling　 Technology　 2000,　 10.30-1Ll,
　　　　 Nagaoka.
　 M・t・v・m・ ・　H・,　K・miy・m・,　 K・　・nd　 W・t・n・b・,　 O.　 (2000)　 Sea・ ・n・l　va・i・ti・n　 ・f　・h・mical　 ・・mp。nent　 in　、n。Wi。ll　 。nd
　 　 it・　ch・ng・ 　in　 qu・lity　 ・ft・・　d・p・ ・iti・n　・t　D・m・ 　Fuji　 ・t・ti・n,　A・t・ ・cti・a.　AGU　 2000　 Sp・ing　 Meeting,　 W・,hi。gt。n
　　　 DC.
7.科 学研 究費補助 金取得 状況
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社会 的活動







地球規模雪氷圏の水循環解明を中心 に研究 を進めてきた。南極を対象としては表面質量収支 とその形成過程 に関
す る研究 をおこない,北 極域を対象 としては,氷 河形成過程の研究を進めている。また氷床 ・氷河での雪氷 コア採
取のためのコア掘削技術の開発 にかかわってお り,両 極で浅層掘削 コアを採取 し,コ ア解析から古環境のシグナル
を抽出 し,ま た氷床形成機構の研究 も行 っている。最近は降雪中に含 まれる不純物が積雪中へ変質 しながら取 り込
まれる過程 に注目 している。
今後は,南 極 においてはGLOCHANTお よびITASEに 対応 し,近 年の質量収支に関する研究を,特 に氷床表
面の形成機構 に注 目して行 う。北極域においては,広 域質量収支および氷河形成のメカニズムに注目した研究 を行
う。 これ ら両極地域の研究 にあわせ,ヒ マラヤ,チ ベ ット,パ タゴニアなどを含む地球全体の雪氷圏に注 目した近
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年の水循環及び物質循環の解明を目指 し,地 球規模環境変動を解明する。
⑧ 東 久 美 子 研 究 系 地 球 物 理 学 研 究 部 門 助 教 授,工 学 †専 士(北 海 道 大 学1986年)
1.専 門 領 域:雪 氷 学
2.研 究 課 題:雪 氷 コ ア 解 析 に よ る 過 去 の 気 候 ・環 境 変 動 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
極 域 や 高 山 域 の 氷 床 ・氷 河 に は 過 去 か ら現 在 に 至 る ま で の 大 気 と積 雪 が 冷 凍 保 存 さ れ て い る か ら,極 域 や 高 山 域
の 氷 床 や 氷 河 に お い て 雪 氷 コ ア を 掘 削 ・解 析 す る こ と に よ り,過 去 の 気 候 ・環 境 変 動 を 解 明 す る こ と が で き る 。 北
極 域 は 地 球 上 で も 人 間 活 動 に よ る 温 暖 化 の 影 響 が 最 も 現 れ や す い 場 所 で あ る と 言 わ れ て お り,ま た,人 間 活 動 に よ
る 大 気 汚 染 物 質 の 影 響 を 受 け る 場 所 で も あ る 。 こ れ ま で 北 極 域 の 多 点 で 掘 削 さ れ た 雪 氷 コ ア の 解 析 を 実 施 し,過 去
数 百 年 の 気 候 変 動 の 生 じ方 は 北 極 域 で も場 所 に よ る 違 い が 大 き い こ と を 見 い だ し た 。 本 年 度 は 北 極 域 の 多 点 雪 氷 コ
ア に お け る 海 塩 成 分 濃 度 の 十 年 変 動 に 着 目 し,そ の 変 動 が 場 所 に よ っ て 異 な る こ と,ス バ ー ル バ ル や グ リ ー ン ラ ン
ド に お い て は 北 大 西 洋 振 動 の 影 響 を 強 く受 け て い る 可 能 性 が 高 い こ と な ど を 見 い だ し た 。
4.研 究 活 動 歴
米 国 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立 大 学 バ ッ フ ァ ロ ー 校 留 学(1986.6-1987及 び1989.4-1990.2)
グ リ ー ン ラ ン ド氷 床 コ ア の 化 学 解 析 に よ る 気 候 ・環 境 変 動 の 研 究
北 極 域 ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン,東 ブ レ ッ ガ ー 氷 河 に お け る 氷 河 観 測(1991.7-1991.8)
中 国 天 山 山 脈 一 号 氷 河 に お い て 氷 河 調 査 を 実 施(19919)
北 極 域 カ ナ ダ,エ ル ズ ミ ア 島 の ア ガ シ ー 氷 帽 に け る 氷 河 観 測(1992.4-1992.5)
北 極 域 ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン,ス ノ ー フ ィ エ ラ 氷 原 に お け る 雪 氷 コ ア 掘 削(1992.7-1992.8)
北 極 域 カ ナ ダ の エ ル ズ ミア 島 ア ガ シ ー 氷 帽,及 び パ フ ィ ン 島 ペ ニ ー 氷 帽 に お け る 氷 河 観 測(1994.4-1994.5)
北 極 域 カ ナ ダ の ペ ニ ー 氷 帽 に お け る 雪 氷 コ ア 掘 削(1995.4-1995.5)
北 極 域 カ ナ ダ の ペ ニ ー 氷 帽,及 び そ の 周 辺 氷 河 に お け る 氷 河 調 査(1996.4-1996.5)
中 国 西 部 タ ク ラ マ カ ン 砂 漠 周 辺 域 に お け る 河 川 の 水 質 調 査,及 び パ ミ ー ル 高 原 に お け る 氷 河 調 査(1996.10-
1996.11)
北 極 域 カ ナ ダ,デ ボ ン 氷 帽 に お け る 雪 氷 コ ア 掘 削 及 び ペ ニ ー 氷 帽 と そ の 周 辺 氷 河 に お け る 氷 河 調 査(1997.4-
1997.5)
北 極 域 カ ナ ダ の デ ボ ン 氷 帽,及 び そ の 周 辺 氷 河 に お け る 氷 河 調 査(1998.5)
第1次 中 国 北 極 観 測 隊 に 参 加(1999.7-1999.8)
グ リ ー ン ラ ン ドNGRIPに お け る 深 層 氷 床 コ ア の 現 場 化 学 解 析 に 参 加(2000.5-6)
カ ナ ダ,マ ウ ン トロ ー ガ ン に お け る 氷 河 観 測(2000.7-8)
カ ナ ダ,マ ウ ン トロ ー ガ ン に お け る 氷 河 観 測(2001.5-7)
5.学 術 論 文
　 　 ROthlisberger,　 R.,　Hutterli,　 M.　A.,　Wolff,　 E.　W.,　Mulvaney,　 R.,　Fischer,　 H.,　Bigler,　 M,　 Goto-Azuma.　 K.,　Hansson,　 M.
　 　 　 E.,　Ruth,　 U.,　Siggaard-Anderson,　 M-L,　 Steffensen,　 J.　P.　(2002):　 Nitrate　 in　Greenland　 and　 Antarctic　 ice　cores:　 a
　　 　 detailed　 description　 of　post-depositional　 processes,　 Annals　 of　Glaciology,　 35,　in　press.
　 　 Goto-Azuma　 K.,　Koerner,　 R.　M.　and　 Fisher,　 D.　A.　(2002):　 An　 ice　core　 record　 over　 the　 last　two　 centuries　 from
　　 　 Penny　 Ice　Cap,　 Baffin　 Island,　 Canada.　 Annals　 of　Glaciology,　 35,　in　press.
東 信 彦,衷 久 美 三E,樋 口 敬 二(2002)二 火 星 氷 床 と地 球 極 地 雪 氷 学.雪 氷,64,389-395.
Takata,　 M.,　Goto-Azuma.　 K.,　Ito,　Y.,　Azuma,　 N.　and　 Kanda,　 H.　(2002):　 Application　 of　laser　 induced　 breakdo㎜
　 　 　 spectroscopy　 for　determination　 of　sodium　 in　ice,　Bulletin　 of　Glaciological　 Research,　 19,　107-112.
Kang,　 J.,　Sun,　 B.,　Sun,　 J.,　Meng,　 G.,　Goto-Azuma.　 K.　(2001):　 Su㎜er　 sea　ice　characteristics　 of　the　Chukchi　 Sea.
　　　　 Chinese　 Journal　 of　Polar　 Science,　 12,　109-118.
　 　 Goto-Azuma.　 K.　and　 Koerner,　 R.　M.　 (2001):　 Ice　core　 studies　 of　anthropogenic　 sulfate　 and　 nitrate　 trends　 in　the
Arctic.J.Geophys.Res.,106,4959-4969.
墓 久 美 手(2001):極 地 の 氷 に 記 録 さ れ た 地 球 環 境 変 動 史 の 解 読.結 晶 成 長 学 会 誌,77-84.
　 　 Watanabe,　 0.,　Motoyama,　 H.,　Igarashi,　 M.,　Kamiyama,　 K.,　Matoba,　 S.,　Goto-Azuma.　 K.,　Narita,　 H.,　and　 Kameda,　 T.
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     (2001): Studies on climatic and environmental changes during the last few hundred years using ice cores from 
     various sites in Nordaustlandet, Svalbard. Mem. Natl. Inst. of Polar Res., Spec. Issue, 54, 227-242. 
   Takeuchi, N., Kohshima, S.,  Goto-Azuma, K. and Koerner, R. M. (2001): Biological characteristics of dark colored 
     material (cryoconite) on Canadian Arctic glaciers (Devon and Penny ice caps). Natl. Inst. Polar Res., Spec. Issue, 
    54, 495-506. 
   Motoyama, H., Watanabe, 0.,  Kamiyama, K., Igarashi, M., Goto-Azuma, K., Fujii, Y., Iizuka, Y., Matoba, S., Narita, H. 
     and Kameda, T. (2001): Regional characteristics of chemical constituents in surface snow, Arctic cryosphere. 
     Polar Meteorology and Glaciology, 15, 55-66. 
   Clifford, S. M., Crisp, D., Fisher, D. A., Herkenhoff, K. E., Smrekar, S. E., Thomas, P. C., Wynn-Williams, D. D., 
     Zurek, R.W., Barnes, J. R., Bills, B. G., Blake, E. W., Calvin, W. M., Cameron, J. M., Carr, M. H., Christensen, P. R., 
     Clark, B. C., Clow, G. D., Cutts, J. A., Dahl-Jensen, D., Durham, W. B., Fanale, F. P., Farmer, J. D., Forget, F., 
 Goto-Azuma, K., Grard, R., Haberle, R. M., Harrison, W., Harvey, R., Howard, A. D., Ingersoll, A. P., James, P. B., 
     Kargel, J. S., Kieffer, H. H., Larsen, J., Lepper, K.,  Malin, M. C., McCleese, D. J., Murray, B., Nye, J. F., Paige, D. 
     A., Platt, S. R., Plaut, J. J., Reeh, N., Rice, J. W. Jr., Smith, D. E., Stocker, C. R., Tanaka, K. L., Mosley-Thompson, 
     E., Thorsteinsson, T., Wood, S. E., Zent, A., Zuber, M., and Zwally, H. J. (2000): The state and future of Mars 
     polar science and exploration, Icarus, 144, 210-242. 
   Nakamura, K., Nakawo, M., Ageta, Y.,  Goto-Azuma, K. and  amiyama, K. (2000): Post-depositional loss of nitrate 
     in surface snow layers of the Antarctic Ice Sheet. Bull. Glaciol. Res., 17, 11-16. 
   Takata, M., Ito, Y.,  Goto-Azuma, K. and Azuma, N. (2000): An attempt at determination of calcium in ice by laser 
     induced breakdown spectroscopy. Bull. Glaciol. Res., 17, 37-42. 
   Sugiyama, K., Fujita, S.,Narita, H., Mae, S., Hondoh, T.,  Goto-Azuma, K., Fisher, D. A., and Koerner, R. M. (2000): 
     Measurement of electrical conductance in ice cores by AC-ECM method. In Physics of Ice Core Records, (ed. T. 
    Hondoh), Hokkaido University Press, Sapporo, 173-184. 
   Koerner, R. M., Fisher, D. A. and Goto-Azuma, K. (1999): A 100 year record of ion chemistry from Agassiz Ice Cap, 
     Northern Ellesmere Island NWT, Canada. Atmos. Environ., 33, 347-359. 
   Kang, J., Yan, Q., Sun, B., Wen, J., Wang, D., Sun, J., Men, G., Goto-Azuma, K. (1999). The Arctic sea ice, climate 
     and its relation with global climate system. Chinese J. Polar Res., Vol. 11, No. 4, 301-310, 1999. 
   Ozawa, H.,  Goto-Azuma, K., Iwanami, K. and Koerner, R. M. (1998): Cirriform rotor cloud observed on a Canadian 
    Arctic ice cap. Monthly Weather Rev., 126, 1741-1745. 
   Fisher, D. A., Koerner, R. M., Bourgeios, J. C., Zielinski, G., Wake, C., H mmer, C. U., Clausen, H. B., Gundestrup, 
     N., Johnsen, S.,  Goto-Azuma, K., Hondoh, T., Blake, E. and Gerasimoff, M. (1998): Penny Ice Cap cores, Baffin 
    Island, Canada, and the Wisconsinan Foxe Dome connection: two states of Hudson Bay ice cover. Science, 279, 
    692-695. 
   Goto-Azuma, K. (1998): Changes in snow pack and melt water chemistry during snowmelt. In Snow and Ice 
    Science in Hydrogoly (eds. M. Nakawo and N. Hayakawa), 119-133. 
   Goto-Azuma, K., Koerner, R. M., Nakawo, M. and Kudo, A. (1997): Snow chemistry of Agassiz Ice Cap, Ellesmere 
    Island, Northwest Territories Canada. J. Glaciol., 43, 144, 199-206. 
 6  . 
   Goto-Azuma, K., Koerner, R. M., Fisher, D. A. and Watanabe, 0.: Climatic and environmental histories for the last 
    two centuries from Arctic ice cores, Second Wadati Conference on Global Change and Polar Climate, Tsukuba 
    Science City, 7-9 March 2001. 
   Goto-Azuma, K., Koerner, R. M. and Fisher, D.  A.  : An ice core record over the last two centuries from Penny Ice 
    Cap, Baffin Island, Canada. International Symposium on Ice Cores and Climate, Kangerlussuaq, 19-23 August, 
    2001. 
 Goto-Azuma, K., Koerner, R. M. and Fisher, D. A. and Watanabe, 0. Temporal and spatial variations of sea-salt 
     concentrations during the last two centuries from Arctic ice cores. China-Japan International Symposium on 
    Polar Glaciology, Shanghai, 12-16 September 2001.
51
　　Goto-Azuma.　 K.,　Koerner,　 R.M.　and　Fisher,　D.A.:　Ice℃ore　chemistry　 variation　on　Penny　 Ice　Cap,　Baffin　Island,
　　　Canadian　 Arctic　over　the　last　two　centuries,　Second　 International　 Symposium　 on　Environmental　 Research　 in　the
　　　Arctic　and　Fifth　Ny-Alesund　 Scientific　Seminar,　Tokyo,　23-25　February　 2000.
　　Goto-Azuma.　 K.　and　Koerner,　 R.　M.:　Processes　 affecting　ice-core　chemical　 stratigraphy.　International　 Symposium
　　　on　Physics　of　Ice-Core　Records,　 Shikotsukohan,　 14-17　Septmeber　 l998.
7.科 学研 究費補助 金取得 状況
基盤研 究(C)「 雪 氷 コア解析 による大 気汚染物 質の長距離輸 送 と堆積 過程の解 明」(研究代 表者)(平 成11～13年)
特定領 域研究(B)「 環北極雪 氷掘 削 コア による比較環境 変動研究」(平成13年 度か ら研究代 表者)(平 成11～16年)
基盤研 究(B)「 雪 氷層へ 混入す る諸物質 の堆積安定 化機構 の解明」(研 究分担者)(平 成11～13年)
基 盤研 究(B)「 雪氷 コア解析 に基 づ く広域 拡散 エ ア ロゾル の光 学 的厚 さ と放射 強 制力 の 変動」(研 究 分担 者)
(平 成12～15年)
基盤 研 究(B)「 雪氷 コアの結 晶組織 モ デ リ ングに よる過 去 の氷床 流動 と気候 変動 の解 明」(研 究分担 者)(平 成
13年 ～15年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
日本 雪 氷学 会(雪 氷 化学 分 科 会幹 事長,編 集 委 員),日 本気 象 学 会,日 本 水文 ・水資 源 学 会,日 本物 理 学 会,
　Coordinating　 Committee　 for　the　Polar　Atmospheric　 and　Snow,　 Chemistry　 (PASC),　 International　 Global　Atmospheric
Chemistry　 (委 員),　 International　 Glaciological　 Society　 (理 事,編 集委 員),　 American　 Geophysical　 Union,
　International　Hydrological　 Association
10.受 賞 な ど
日本雪 氷学会平 田賞受 賞1998.10
11.他 大学 等での講 義等
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
北海道 大学低温 科学研 究所共 同利用委 員会委員
13.研 究活 動の課題 と展 望
北極 域 の大西 洋 セ ク ター にお いて これ まで雪 氷 コ アデー タが なか った場所 で雪 氷 コ アを掘 削 ・解析 す る とと も
に,太 平洋 セ クターにおい て も雪氷 コアの掘削 ・解析 を実施 し,北 極域 全域 におけ る過 去数百 年間の気 候 ・環境 変
動 を解 明す る。 また,南 北両極 の深層 氷床 コアの比較解析 を行 い,氷 期 一間氷期 サ イクルの メ カニ ズム とそ れ に伴
う万年 ス ケールの気候 ・環境 変動 を研 究す る。
⑨ 佐藤 薫 北極圏環境研究センター助教授 理学†専士(京 都大学:1991年)
1.専 門領域:大 気科学
2.研 究課題
a)極 域の大気波動,渦 擾乱 と地球気候への影響に関する研究
b)極 域大型大気 レーダーの開発 と科学へ応用
3.研 究活動の概要 と成果
a)本 課題の目的は,殆 ど研究 されていない極域の中小規模大気擾乱に焦点を当て,様 々な手法及び視点からその
力学的特徴,地 球気候への影響 を明 らかにすることである。今年度は,① 前年度 に引 き続 き客観解析(再 解析)
データ,人 工衛星観測データを整備,更 新 した。 これ らのデータを用いて,極 渦周辺の渦位勾配の極大域 に捕捉
される準総観規模波動の解析を行 った(冨 川喜弘氏 との共同研究),② 昭和基地にて2002年3月 にラジオゾンデ
集中観測 を行い,極 域重力波の特性 と大規模場への影響 を調べ るに十分なデータを得た。引 き続 き6,10,12月
に同様 な観測 を行い季節特性 も調べ る計画である(吉 識宗佳,木 津暢彦氏 との共同研究)。 さらに,③ 東大海洋
研 白鳳丸にて,海 洋上成層圏の世界初の南北スキャン観測 を行なった。北半球熱帯の対流活動によって発生 し,
南半球極域に向かって伝播す る大振幅重力波の検 出に成功 した(山 森美穂,荻 野慎也,高 橋憲義,冨 川喜弘 との
共同研究)。 ④2003年 にオゾンホール回復のメカニズムを調べ るオゾンゾンデ集中観測を行 う計画を立案,準 備
をはじめた。






能 な 強 力 な 測 器 で あ る 。 こ れ を 南 極 に 設 置 す れ ば,必 ず や 極 域 大 気 科 学 に 大 き な 進 歩 が も た ら さ れ る と 考 え ら れ
る 。 今 年 度 は,レ ー ダ ー の 心 臓 部 と も い え る 送 受 信 モ ジ ュ ー ル の 開 発 に 着 手 し,昭 和 基 地 の 電 波 環 境 を 調 べ る た
め の グ ラ ン ド ク ラ ッ タ ー 装 置 を 作 成 し た 。 ま た ,電 力 確 保 に 関 す る 現 在 の 技 術 動 向 を 調 べ た 。 ま た,全 日 本 的 な
研 究 組 織 作 り の た め 研 究 小 集 会 を 開 き,研 究 提 案 を 募 っ た 。 国 内 主 要 会 議 に て 計 画 の 重 要 性 に つ い て 議 論 し た
(江 尻 全 機,麻 生 武 彦,山 内 恭,佐 藤 亨,堤 雅 基 氏 と の 共 同 研 究)。
研 究 活 動 歴
米 国,　 NorthwestResearchAssociates　(外 国 人 招 聴 研 究 員)研 究(1995-1996,1998,2000)
米 国,　 NorthwestResearchAssociates　(文 部 省 短 期 在 外 研 究 員)研 究(1999)
学 術 論 文
Yoshiki,　 M.　and　 _Sato　 K.　(2000):　 A　statistical　 study　 of　gravity　 waves　 in　the　 polar　 regions　 based　 on　 operational
　　radiosonde　 data.　J.　Geophys.　 Res.,　105,　17995-18011.
鐘L玉.,　 Yamada,　 K　 and　 Hirota,　 1.　(2000):　 Global　 characteristics　 of　medium-scale　 tropopausal　 waves　 observed　 in
　 ECMWF　 operational　 data.　Mon.　 Wea.　 Rev.,　 128,　No.11,　 3808-3823.
虹K.,　 Kumakura,　 T.　and　 Takahashi,　 M.　 (1999):　 Gravity　 waves　 appearing　 in　a　high-resolution　 GCM　 simulation.　J.
Atmos.Sci.,56,No8,1005-1018.
口 頭 発 表
－S・t・　K・,　Y・m・m・ ・i,　M・,　Ogin・,　 S・,　T・k・h・ ・hi,　N・　・nd　T・mik・w・,　 Y.・　Th・ 　M・ ・idi・n・I　S・an　・f　th・　St・at・、ph。,e　Ove,
th・　Ocean　 in　2001　 (M・SSO2001)・　Int・・n・ti・n・I　Symp・ ・i・m　・n　Equ・t・ ・i・I　P・・cesse・ 　In・luding　 C・upling　 (EPIC)
,
　 Kyoto,　 March,　 2002.
虹K.,　 Tsutsumi,　 M.,　Aso,　 T.,　Sato,　 T.,　Yamanouchi,　 T.　and　 Ejiri,　M.:　The　 project　 of　Antarctic　 Syowa　 MST　 radar
　 (PANSY).　 Tokyo,　 Japan,　 July,　2001.
阯LK・ ・　T・・pi・al　t・・p・p・u・e　m・difi・ati・n　by　・qu・t・・i・l　wave・.　 SPARC　 T・・P・P・u・e　W・ ・k・h・P,　B・d　T・1・,　G・ ・m・ny,
April,2001.
_Sato　 K.:　Sources　 of　gravity　 waves　 in　the　 polar　 middle　 atmosphere.　 European　 Geophysical　 Society　 XXVI　 General
　 Assembly,　 Nice,　 France,　 March,　 2001.
地_K.:　 Layered　 disturbances　 associated　 with　 low　 potential　 vorticity　 revealed　 by　 high-resolution　 radiosonde
・b・e・vati・ninJ・p・n・2ndSPARC(St・at・・ph・・i・P・・cesse・Andth・i・R・1・inClim・t・)G・n・alAssembly
,M。,d,l
　 Plata,　Argentina,　 November,　 2000.
虹K.　 and　 Takahashi,　 M.:　Sources　 of　gravity　 waves　 simulated　 by　a　high-resolution　 GCM.　Ninth　 Conference　 on　the
　 Middle　 Atmosphere,　 Long　 Beach,　 California,　 U.SA.　 January,　 2000.
麺LK・ ・　M・dium-scal・ 　wave・ 　t・apP・d　 …　 und　 th・　mid-1・tit・d・ 　t・・p・P・u・e.　22 h　 lUGG　 G・n・ ・al　Assembly,
　 Birmingham,　 U.K.　 July,　1999.
魍K.:　 A　review　 of　recent　 observational　 studies　 of　equatorial　 gravity　 waves.　 The　 SPARC　 QBO　 workshop,　La　Jolla,
US.A.,March,1998.
_Sato　 K.,　Kumakura,　 T.　and　 Takahashi,　 M.:　 Gravity　 waves　 observed　 in　a　high-resolution　 GCM　 simulation.　Te th
　 Conference　 on　the　Middle　Atmosphere,　 Tacoma,　 Washington,　 U.S.A.　June,　1997.
科学研 究費 補助金取 得状況
基盤研 究(B)(2)「 衛 星観 測 デー タ ・客観解析 デー タに基づ く極渦 周辺擾 乱の気 候」(研 究代 表者)(平 成12～
13年 度)
特定領域研究(B)「 北極域 における気候 ・環境変動の研究」(AO5研 究分担者)(平 成12～13年 度)
特定領域研究(B)「 成層圏力学過程 とオゾンの変動お よびその気候への影響」　(BOI研 究分担者)(平 成ll～13
年度)
奨励研究(A)「 観測データに基づ く極域重力波の力学特性 と年々変動の解明」(研 究代表者)(平 成11年 度)
基盤研究(A)(2)「 新船観気象学:傾 圧波 ・中間規模波 ・重力波の力学的研究」(研 究分担者)(平 成11年 度)
8.講 演など
9.学 会及び社会的活動










日本学術会議 ・地球電磁気研連将来計画策定 ワーキンググループ(委 員)
13.研 究活動の課題 と展望
今後 も,極 域大気擾乱の力学と地球気候への影響 という視点で研究を進める。引 き続 き,気 候 データ,観 測デー
タの整備,北 極,南 極での新たな観測 を行い,こ れらのデータを用いて,大 気力学理論 を駆使 し,必 要ならば大気
モデルによる数値実験 を行い,極 域の大気擾乱の力学特性,オ ゾン等微量成分の輸送・混合過程,大 規模循環 との
相互作用を調べ る。また,大 型大気 レーダーの技術的検討を進めて,南 極 に適 したシステム設計 を進めると同時 に,
電離圏か ら対流圏に至 る広い大気領域の新たな科学の可能性を考察する。
⑩ 平 沢 尚彦 情 報科 学 セ ンター助 手,総 合研 究大学 院大 学数物 科学 科極域 科学専 攻助手(併 任),学 術 修士(筑 波
大学:1986年)
1.専 門領域:気 象 学
2.研 究課題:極 域 大気雪 氷圏 におけ る水 の循 環 とそれ に関わ る大気 現象
3.研 究活 動の概 要 と成果
冬 季 の南極域 の対流 圏大気 には,成 層 圏か ら続 く極渦 が安定 して現 れ る。総観 規模擾 乱の発 達が頻繁 に起 こる傾
圧 帯 は,南 極大 陸氷床 の外側,南 緯55度 付近 を中心 に大 陸 を取 り巻 い てい る。低緯 度側 と高緯 度側 との間で熱 や
水 を効 率的 に混 合す る総観規模 擾乱が,南 極 内陸域 に影響 を及ぼ しに くい環境 であ る。そ の中で,時 々起 こ るブロ
ッキ ング現 象 が極 渦 を壊 し,そ れ に関連 して大 陸の外 側 の低緯 度大 気 を内 陸 まで持 ち込 む こ とを見 出 した。1997
年6月 に発現 した明瞭 なブ ロ ッキ ング現 象 は,亜 熱帯 領域 を波 元 とす るロス ビー波 の伝播 が引 き起 こ して お り,そ
の波 元の形成 には更 に低緯度 側の熱帯 域の対 流活動 が影響 してい る ことを考 察 した。
NOAA,　 MOSの 衛星 デー タの アー カ イブ と一次 処理 を行 い,南 極 大陸上 の雲検 出アル ゴリズ ムの検討 を行 った。
4.研 究活動 歴
ノル ウ ェー ・ス ピ ッツベルゲ ン域 大気観 測参加(1996.3)
第38次 南極地 域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1996-1998)
ノル ウェー ・ス ピ ッツベル ゲ ン域大気 観測参加(1999.3)
ノル ウェー ・ス ピ ッツベル ゲ ン域大気 観測参加(2000.4)
5.学 術論 文
　　 Kuji,　M,　Kikuchi,　N.,　Hirasawa　 N.　and　Yamanouchi,　 T.　(2001):　A　study　of　cloud　variation　over　Antarctica　 using
　　　 remote　 sensing　data.　Polar　MeteoroL　 GIaciol.,　15,　114-123.
'1:尚z(2000):ドームふ じ観測 拠点 にお ける風 向測定値 のエ ラー と補 正。南極資 料,Vol.44,No.3,249-264.
　　 Hirasawa　 N.,　Nakamura,　 H.　and　Yamanouchi,　 T.　(2000):　Abrupt　 changes　 in　meteorological　 conditions　 observed　 at
　　　 an　inland　Antarctic　station　in　association　With　Wintertime　 blocking　formation.　Geophys.Res.Lett.,　 27,　1911-1914.
'ノこ 尚z・ 木津暢 彦(1999):気 温急変 時 にお け る高層 ゾ ンデのア ネロ イ ド気圧計 のエ ラー について.天 気,46,
141-146.
6.口 頭発 表
'7;晋z(極 地研),大 塚 清敏(大 林 組),中 村 尚(東 大/地 球 フロ ンテ ィア),林 政彦(福 岡大 ・理),山 内 恭
(極 地研):南 極 内 陸 に形 成 された ブ ロ ッキ ン グ高 気 圧 の解消 過 程.極 球 気水 圏 シ ンポ ジ ウム,24,東 京,
2001年11月.
'ノこ 晋z,中 村 尚,山 内 恭:冬 季南 極域 の ブロ ッキ ングに関与 した ロス ビー波 の励起 源 に関す る考 察.日 本気
象学会秋季 大会,岐 阜,2001年10月.
一54一
　　Hirasawa　 N.　and　Yamanouchi,　 T.:　Prelimlnary　 results　of　observatlon　 of　longwave　 radiation　at　Dome　 Fuji　statlon,
　　　 Antarctica.　 IUGG　 XXII　General　 Assembly,　 MIO8　 :　Radiation　and　clouds　in　polar　regions,　22　July　1999.
7.科 学研 究費補助 金取得 状況
特定研 究(B):「 北極 域対流 圏 ・成層 圏物 質の変動 と気候影響」(研 究分担 者)(平 成11～16年 度)
基盤研 究A2:「 北極 エ アロ ゾル とオゾ ン ・雲 との相互作 用 及びそ の気候影 響 に関す る研 究」(研 究 分担者)(平
成11～13年)
基盤研 究B2:「 小 型気球 搭載用 超小型成 層圏大 気サ ンプ リングシステ ムの開発」(研 究分担 者)(平 成11～13年)
国際学術研 究:「 北極 域 におけ る温室効 果気体 の変動 と循環 の研 究」(研 究 分担者)(平 成11,12年)
基 盤研 究A2:「 ス ピ ッツベ ルゲ ン上空の北極 成層圏雲 の形態 と不均 一反応 の調査研究」(研究 分担 者)(平 成ll年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社会 的活動
日本 気 象学会 会員(同 学会講演 企画委 員,極 域 寒冷域研 究連絡 会委員)
10.受 賞 な ど
ll.　他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
極域 の水循 環 を理 解す るため に,特 に,大 気惑 星境界層 の観測 を展 開 した い。 季節変化 及 び 日変化す る境 界層 の
構造 を把 握 し,自 由大気 との水 ・物 質 のや り取 りを明 らか にす るため に,大 気 惑 星境界 層上 面の 上 の高度2000m
程度 まで の係 留気球 ゾ ンデ によ り,多 層 の連続 的 な観測 を行 う。 また,無 線 コ ン トロールの小 型無 人飛行 機 を利 用
した観 測 では,よ り高高度 の3次 元 的 な観測 或 いは係 留で は行 えない重量 の測 定機等 の利用 を可能 にす るで あ ろう。
氷点 下80℃ の環境 で正常 に作動 す る観測 設備 を 目標 とす る。
南極 観測 におけ る航 空機 の効 率的 な利用 に よって,夏 期 間,冬 期 間の観 測 を分け て集約 的 に行 うこ とを企画 し,
季節別 の南極 氷床 の酒養 ・消耗過程 を明 らか にす る こ とを 目指す。 また,電 源の改 良 な どをとお して,無 人観測基
地 を実現 したい。
極域 全体 の理解 をす るため には,全 球客 観解析 デー タの利 用が不 可欠で あ り,ロ ス ビー波 に代表 され る惑 星波 の
関わ り方や,水 循環 を駆動 す る大気循 環 を引 き起 こす機構 を研 究 したい。大気 循環 を引 き起 こす機構 の 中で根 本 的
な項 は放 射効 果 であ るが,衛 星 による極域 にお ける雲域検 出 と雲 の有 無 に よる放射収 支へ の影 響 の研 究 を進 め た
いo





地球規模の気候変動に応答 して,南 極氷床が どのように変動するかを明らかにするためには,南 極氷床の質量収
支に関わる諸過程が気候変化に対 してどのように応答す るかを明らかにする必要がある。本研究では特に南極氷床
表面において雪の堆積が数年間にわたって中断する現象 に着目して,氷 床 コアの年代 を決定する際に重要となる氷
床表面での年層の欠唇頻度 との関係 を調べた。氷床沿岸から ドームふ じ頂上へ至る観測ルー ト沿いで,氷 床表面形
態分布か らみた堆積中断域 と堆積が活発な地域 と過去7年 間の各年の堆積量を比較 し,堆 積中断域では堆積が活発
な地域 に比べ て約2倍 の頻度で年層の欠唇が発生 していることを明らかにした。堆積中断域 と堆積が活発な地域が
交互 に存在 しているような斜面下降風域において採取 された氷床 コアでは,氷 床 の流動 を考慮す ると,約30～
60%の 年層が消失 している可能性があることを明 らかに した。
4.研 究活動歴
第29次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1987-1989)
第33次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1991-1993)
第36次 南極地域観測隊(夏 隊)参 加(1994-1995)





第40次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1998-2000)
学 術 論 文
Suzuki,　 T.,　Iizuka,　 Y.,　Furukawa　 T.,　Matsuoka,　 K.,　Kamiyama　 K.　 and　 Watanabe,　 0.　 (2001):　 Regional　 distribution　 of
　 chemical　 tracers　 in　 snow　 cover　 along　 the　 route　 from　 S16　 to　 Dome　 Fuji　 Station,　 east　 Dronning　 Maud　 Land,
　 Antarctica.　 Polar　 Meteorol.　 GlacioL,　 15,　133-140.
Fukamachi,　 Y.,　Wakatsuchi,　 M,　 Taira,　 K.,　Kitagawa,　 S.,　Ushio,　 S.,　Takahashi,　 A.,　Oikawa,　 K.,　Furukawa.　 T.,　Yoritaka,
　 H.,　 Fukuchi,　 M.　 and　 Yamanouchi,　 T.　 (2000):　 Seasonal　 variability　 of　bottom-water　 properties　 off　Adelie　 Land,
　 Antarctica.　 J.　Geophys.　 Res.,　 105,　 6531-6540.
Watanabe,　 K.,　 Stow,　 K.,　 Kamiyama,　 K.,　 Motoyama,　 H.,　 Furukawa、 　T.,　 Watanabe,　 O.　 and　 Narita,　 H.　 (2000):　 ECM
　 profile　 on　 the　 S25　 core　 and　 its　relationships　 with　 chemical　 compositions.　 Bull.　 Glacier　 Res.,　 17,　17-22.
Fujita,　 S.,　Maeno,　 H.,　Uratsuka,　 S.,　Furukawa.　 T.,　Mae,　 S.,　Fujii,　 Y.　and　 Watanabe,　 O.　 (1999):　 Nature　 of　radio　 echo
　 layering　 in　the　 Antarctic　 ice　sheet　 detected　 by　 a　two-frequency　 experiment.　 J.　Geophys.　 Res.,　 104,　 13013-13024.
Enomoto,　 H.,　 Motoyama,　 H.,　 Shiraiwa,　 T.,　 Saito,　 T.,　 Kameda,　 T.,　 Furukawa.　 T.,　 Takahashi,　 S.,　Kodama,　 Y.　and
　 Watanabe,　 O.　 (1998):　 Winter　 warming　 over　 Dome　 Fuji,　 East　 Antarctica　 and　 semiannual　 oscillation　 in　 the
　 atmospheric　 circulation.　 J.　Geophys.　 Res.,　 23,103-23,111.
Kameda,　 T.,　 Takahashi,　 S.,　 Enomoto,　 H.,　 Azuma,　 N.,　 Shiraiwa,　 T.,　 Kodama,　 Y.,　 Furukawa.　 T.,　 Watanabe,　 0.,
　 Weidner,　 G.　A.　 and　 Stearns,　 C.　R.　 (1997):　 Meteorological　 observations　 along　 a　traverse　 route　 from　 coast　 to　Dome
　 Fuji　 Station,　 Antarctica,　 recorded　 by　 automatic　 weather　 stations　 in　 1995.　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Meteorol.
Glaciol.,11,35-50.
Kameda,　 T.,　Azuma,No.,　 Furukawa.　 T.,　Ageta,　 Y.　and　 Takahashi,　 S.　(1997):　 Surface　 mass　 balance,　 sublimation　 and
　 snow　 temperatures　 at　Dome　 Fuji　 Station,　 Antarctica,　 in　1995.　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Meteorol.　 GlacioL,　 ll,　24-
34.
Watanabe,　 0.,　Fujii,　 Y.,　Motoyama,　 H.,　 Furukawa.　 T.,　Shoji,　 H.,　 Enomoto,　 H.,　 Kameda,　 T.,　Narita,　 H.,　 Naruse,　 R.,
　 Hondoh,　 T.,　Fujita,　 S.,　Mae,　 S.,　Azuma,　 N.,　 Kobayashi,　 S.,　Nakawo,　 M.　 and　 Ageta,　 Y.　(1997):　 A　preliminary　 study
　 of　ice　core　 chronology　 at　Dome　 Fuji　 Station,　 Antarctica.　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Meteorol.　 Glaciol.,　 ll,　9-13.
前 野 英 生,浦 塚 清 峰,神 山 孝 吉,五 皿 晶 雄,渡 辺 興 亜(1997).ア イ ス レ ー ダ に よ る 白 旗 氷 河 流 域 の 氷 床 基 盤 と 内
部 構 造 の 観 測.雪 氷,59,331-339.
Furukawa,　 T.　 and　 Young,　 N.　 W.　 (1997):　 Comparison　 of　 microwave　 backscatter　 measurements　with　 observed
　 roughness　 of　the　 snow　 surface　 in　East　 Queen　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Proceedings　 of　the　 3rd　 ERS　 Symposium　 on
　 Space　 at　the　 service　 of　our　 Environment,　 Florence,　 Italy,　 14-21　 March　 1997,　 ESA　 Publication　 ESA　 SP-414　 Volume
II,803-808.
口 頭 発 表
Furukawa、 　T.:　Snow　 surface　 condition　 from　 the　 coast　 to　 Dome　 Fuji　 and　 its　re旦ation　 with　 hiatus　 phenomenon　in
　 snow　 surface　 layers,　 Antarctica.　 China-Japan　 International　 Symposium　 on　 Polar　 Glaciology,　 Shanghai,　 China,　 12-
　 16　September　 2001.
古 川 晶 雄,鈴 木 利 孝,松 岡 健 一,福 崎 順 洋,本 山 秀 明,渡 邉 興 亜:南 極 白 旗 流 域 に お け る 氷 床 変 動 観 測.第23
回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム,国 立 極 地 研 究 所,東 京,2000年11月29日 ～30日.
古 川 晶 雄,鈴 木 利 孝,松 岡 健 一,改 井 洋 樹,渡 邉 興 亜:第40次 南 極 観 測 隊 雪 氷 観 測 概 要.2000年 度 日 本 雪 氷 学
会 全 国 大 会,加 賀 市,2000年10月1日 ～5日.
Furukawa.　 T.　and　 Young,　 N.　W.:　 Comparison　 of　microwave　 backscatter　 measurements　with　 observed　 ro ghn ss　 of
　 the　 snow　 surface　 in　East　 Queen　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 Third　 ERS　 Symposium　 on　 Space　 at　the　 service　 of　our
　 Environment,　 Florence,　 Italy,　 14-21　 March　 l997.
科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況













南極氷床表面においては,数 年間にわたって堆積が中断するような堆積中断域は,斜 面下降風が加速 されるよう
な氷床表面の急傾斜の場所に発達 している。表面地形は基盤の凹凸を反映 した ものであるので,基 盤地形 もまた氷
床表面の堆積量分布 を決める要素の一つである。この堆積中断域の分布が,南 極氷床表面の質量収支と,南 極氷床
か ら得 られる雪氷 コアの年代決定にどれだけ影響を及ぼすかを,氷 床流動の影響を考慮 して定量的に明 らかにする
必要がある。 これは,氷 床の規模が変化 した際に,氷 床表面の質量収支分布がどの ように変化するかを明 らかにす
る上で重要な情報 となる。
⑫ 牛 尾 収 輝 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士
(理 学)(北 海 道 大 学:1994年)
1.専 門 領 域:極 域 海 洋 学
2.研 究 課 題:沿 岸 ポ リ ニ ア の 物 理 過 程,南 大 洋 中 層 循 環 の 実 態 と そ の 変 動 機 構,南 極 東 ド ロ ン ニ ン グ ・モ ー ド ラ ン
ド沖 の 海 氷 消 長
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
1999年 か ら2001年 ま で の 間 に 南 極 地 域 で 取 得 し た 海 洋 ・海 氷 観 測 デ ー タ に つ い て,衛 星 画 像 と 合 わ せ て 解 析 し
た 。 昭 和 基 地 西 北 西 沖 の リ ー セ ル ・ラ ル セ ン 半 島 先 端 グ ン ネ ル ス バ ン ク 上 に 形 成 さ れ る ポ リ ニ ア(海 氷 域 の 開 水 面
ま た は 疎 氷 域)の 水 温 分 布 の 特 徴 か ら,南 極 沿 岸 流 の 北 方 へ の 蛇 行 に 伴 う,暖 深 層 水 の 挙 動 や 対 流 混 合 の 影 響 が ポ
リ ニ ア 形 成 に 寄 与 し て い る こ とが 推 測 さ れ た 。 ま た 南 大 洋 で 稼 動 し て い る 中 層 フ ロ ー トか ら の 送 信 デ ー タ を モ ニ タ
ー し ,海 洋 循 環 場 の 特 徴 を 調 べ た 。 そ の 結 果,南 東 イ ン ド洋 海 嶺 付 近 に お い て 顕 著 な 北 向 き の 流 れ が 観 測 さ れ,海
水 や 熱 の 南 北 交 換 に 寄 与 す る 海 域 と な っ て い る こ と が わ か っ た 。 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 定 着 氷 野 が 過 去5年 間,連
続 流 出 して い る 現 象 に 注 目 し て,氷 盤 の 動 き と 風 系 の 関 連 を 調 べ た 結 果,秋 季 か ら 初 冬 に か け て 南 寄 りの 風 の 吹 く
頻 度 が,平 年 と 比 べ て 高 い 傾 向 に あ る こ と が わ か っ た 。 ま た,平 成14年2月 に 計 画 さ れ た,南 極 海 の 観 測 準 備 を 進
め た 。 オ ー ス ト ラ リ ア 南 方 の 東 経140度 海 域 に お け る 係 留 観 測 の 流 速 計 保 守 ・整 備 を 中 心 に 行 な っ た。
4.研 究 活 動 歴
第31次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1989-1991)
米 国 ワ シ ン ト ン 大 学 海 洋 学 部 及 び ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所
(文 部 省 長 期 在 外 研 究 員)研 究(1994-1995)
第64次 海 鷹 丸 南 極 海 観 測 参 加(1996)
第41次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1999-2001)
5.学 術 論 文
　 　 Massom,　 R.　A.,　Eicken,　 H.,　Haas,　 C.,　Jeffries,　 M.　0.,　Drinkwater,　 M.　R.,　Sturm,　 M.,　Worby,　 A.　P.,　Wu,　 X.,　Lytle,　 V.　1.,
　 　 　Ushio　 S.,　Morris,　 K.,　Reid,　 P.　A.,　Warren,　 S.　G.,　and　 Allison,　 1.　(2001):　 Snow　 on　Antarctic　 sea　ice.　 Reviews　 of
Geophysics,39,3,413-445.
　 　 Ohshima,　 K.　1.,　Kawamura,　 T.,　Takizawa,　 T.,　Ushio　 S.　and　 Miyakawa,　 T.　(2000):　 Current　 variability　 under　 landfast
　 　 　 sea　ice　in　LUtzow-Holm　 Bay,　 Antarctica.　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 105,　17121-17132.
　 　 Chiba,　 S.,　Hirawake,　 T.,　Ushio　 S.,　Horimoto,　 N.,　Satoh,　 R.,　Nakajima,　 Y.,　Ishimaru,　 T.　and　 Yamaguchi,　 Y.　(2000):　 An
　 　 　 overview　 of　the　 biologica1/oceanographic　 survey　 by　 the　 RTV　 Umitaka-Maru　 III　off　Adelie　 Land,　 Antarctica　 in
　 　 　 January-February　 l996.　Deep-Sea　 Research　 II　47,　2589-2613.
　 　 Fukamachi,　 Y.,　Wakatsuchi,　 M.,　Taira,　 K.,　Kitagawa,　 S.,　Ushio　 S.,　Takahashi,　 A.,　Oikawa,　 K.,　Furukawa,　 T.,　Yoritaka,
　 　 　 H.,　Fukuchi,　 M.　 and　 Yamanouchi,　 T.　(2000):　 Seasonal　 variability　 of　bottom　 water　 properties　 off　Ad61ie　 Land,
　 　 　 Antarctica.　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 105,　6531-6540.
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　 　 Ushio　 S.,　Takizawa,　 T.,　Ohshima,　 K.　1.　and　 Kawamura,　 T.　(1999):　 Ice　production　 and　 deep-water　 entrainment　 in
　　 　　shelf-break　 polynya　 off　Enderby　 Land,　 Antarctica.　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 104,　29771-29780.
　 　 Kawamura,　 T.,　Ohshima,　 K.　1.,　Takizawa,　 T.　and　 Ushio　 S.　(1997):　 Physical,　 structural,　 and　 isotopic　 characteristics
　 　 　 and　 growth　 processes　 of　fast　sea　 ice　in　LUtzow-Holm　 Bay,　 Antarctica.　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 102,
3345-3355.
主 星 吸 塵 ・滝 沢 隆 俊 ・大 島 慶 一 郎 ・河 村 俊 行(1997):リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 沿 岸 ポ リ ニ や 域 に お け る 海 氷 生 産 と 対
流 混 合.南 極 資 料,41,329-334.
6.口 頭 発 表
　 　 Ushio　 S.:　Thermal　 structure　 of　the　 coastal　 polynya　 formed　 off　Riiser-Larsen　 Peninsula,　 Antarctica.　 2nd
　 　　 International　 Conference　 on　the　Oceanography　 of　the　Ross　 Sea　Antarctica　 (Naples),　 2001.10.10
主 星 、取 運:頻 発 す る 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 海 氷 流 出.2001年 度 日 本 雪 氷 学 会 全 国 大 会(帯 広),2001.10.3
主 星 吸 塵 ・深 町 康:南 大 洋 の 海 氷 変 動 と底 層 水 形 成1999年 度 日本 海 洋 学 会 春 季 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「南 極 海 と 地
球 環 境 」(東 京),1999.3.27
主 星 取 運 ・山 内 恭 ・高 橋 晃:1997年 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 海 氷 の 大 規 模 流 出.1998年 度 日 本 雪 氷 学 会(塩 沢),
1998.10
主 星 収 埋 ・及 川 幸 四 郎 ・深 町 康 ・大 島 慶 一 郎 ・若 土 正 曉:中 層 フ ロ ー トに よ る 南 大 洋 の 海 洋 循 環 の 観 測.1998
年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会(京 都),1998.9.28
　 　 Ushio　 S.,　Nakajima,　 Y.　and　 Wakatsuchi,　 M.:　 Characteristics　 of　sea　 ice　variations　 and　 oceanic　 structures　 in　the
　 　 　 Antarctic　 Divergence　 off　Wilkes　 Land.　 1997　 Joint　 Assemblies　 of　IAMAS-IAPSO,　 Earth-Ocean-Atmosphere
　 　 　 Forces　 for　Change　 (Melbourne),　 1997.7
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 海 洋 動 態 と 生 態 系 変 動 の 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～13年)
特 別 研 究 促 進 費(2)「 南 極 海 に お け る 海 洋 環 境 の 中 長 期 的 変 動 に 関 す る研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～13年)
8.講 演 な ど
姫 路 市 立 書 写 中 学 校 平 成13年 度 講 演 会(2001.10.26)
三 鷹 市 教 育 セ ン タ ー 科 学 講 演 会(2002.2.23)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 雪 氷 学 会(会 員),日 本 海 洋 学 会(会 員),　 AmericanGeophysicalUnion　(会 員)
10.受 賞 な ど.
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
第41次 南 極 地 域 観 測 で 取 得 し た 現 地 観 測 デ ー タ の 詳 細 な 解 析 と 共 に,過 去 の 海 洋 観 測 デ ー タ お よ び 衛 星 画 像 も
集 約 し,イ ン ド洋 区 の 海 洋 構 造,特 に ケ ル ゲ レ ン 海 台 斜 面 域 の 海 洋 場 の 実 態 と そ の 変 化 を 明 ら か に す る 。 ま た 南 極
底 層 水 形 成 の 主 要 な 海 域 の 一 つ で あ る,ア デ リ ー ラ ン ド沖 の 海 洋 構 造 や 循 環,そ の 年 々 変 化 を 把 握 す る た め の 観 測
準 備 を 行 な う 。 さ ら に リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 海 氷 状 態 の 変 化 に 関 連 し て 過 去 の 衛 星 ・気 象 デ ー タ を 解 析 し,海 氷 流
出 の 要 因 を 解 明 す る 。




バ レンツ海,グ リーンラン ド海における大気 ・海洋間の二酸化炭素交換過程の研究の一環 として,2001年4月
にノルウェー極地研究所の研究観測船 「ランセ」　(LANCE)　 に乗船 し,表 層海洋中の二酸化炭素濃度お よび全溶存
無機炭素濃度分析用の試料採取を実施 した。1992年 に始 まる本研究プロジェク トでは,4月 のデータが欠如 して
いたが今航海により,表層海洋中の二酸化炭素濃度 に関 して4月 は冬季と同様の状態 にあることが明らかになった。
また,東 京大学 ・海洋研究所による白鳳丸KH-Ol-3次 航海(2002年1月)お よび第43次 南極地域観測隊による専
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用 観 測 船 航 海(2002年3月)に 乗 船 し,東 経140度 線 に 沿 っ た 南 大 洋 に お け る 表 層 海 洋 中 の 二 酸 化 炭 素 濃 度 お よ び
全 溶 存 無 機 炭 素 濃 度 分 析 用 の 試 料 採 取 を 実 施 し た 。
4.研 究 活 動 歴
第39次 南 極 昭 和 基 地 越 冬 隊 参 加(1997-1999)
第43次 南 極 観 測 隊(夏 隊,専 用 観 測 船)参 加(2002.2-3)
5.学 術 論 文
　 　 Aoki,　 S.　and　 Hashida　 G.　(2000):　 Observations　 of　water　 temperature　 and　 salinity　in　Ougul　 Strait,　Antarctica,　 in　l998
　 　 　 and　 investigations　 of　their　 intraseasonal,　 seasonal,　 and　 inter-annual　 variations,　 Polar　 Mteorol.　 And　 Glaciol.,　 14,
68-77.
　 　 Honda,　 H.,　Hashida　 G.,　Morimoto,　 S.,　Yajima,　 N.　and　 Nakazawa,　 T.　(2001):　 Staratospheric　 Whole　 Air　Sampling　 at
　 　 　 Antarctica　 Using　 Compact　 Grab　 Sampler,　 Proceedings　 of　the　 15th　 ESA　 Symposium　 on　 European　 Rocket　 and
Balloon　 Progra㎜es　 and　 Related　 Research,　 Biarritz,　 France,　 28-31　 May.
6.口 頭 発 表
　 　 Hashida　 G.:　Monitoring　 of　greenhouse　 gases　 at　Syowa　 Station　 and　 on　board　 R/V　 Shirase,　 Workshop　 on　chemical
　 　 　 processes　 in　the　Antarctic　 troposphere　 and　 stratosphere,　 PACA　 meeting　 o　26th　 SCAR,　 Tokyo,　 July　11,　2000.
　 　 Hashida　 G.,　Aoki,　 S.,　Morimoto,　 S.,　Nakaoka,　 S.,　Watai,　 T.,　Yoshimura,　 S.,　Nakazawa,　 T.　and　 Yamanouchi,　 T.:
　 　 　 Temporal　 and　 Spatial　 Variations　 of　Surface　 Oceanic　 CO2　 in　the　Greenland　 Sea　 and　 Barents　 Sea,　6th　International
　　　　Carbon　 Dioxide　 Conference,　 Sendai,　 October　 105,　2001.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(C)「 南 極 大 気 の 微 量 気 体 成 分 ・エ ア ロ ゾ ル 循 環 に 果 た す 南 大 洋 季 節 海 氷 域 の 役 割 に 関 す る 研 究 」(研
究 代 表 者)(平 成13～15年 度)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 気 象 学 会 会 員
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
バ レ ン ツ 海,グ リ ー ン ラ ン ド海,南 大 洋 に お け る 大 気 ・海 洋 間 の 二 酸 化 炭 素 交 換 過 程 の 研 究 に お い て は,表 層 海
洋 中 の 二 酸 化 炭 素 濃 度 の 季 節 変 化 を 明 ら か に す る た め,引 き 続 き 観 測 航 海 に 参 加 し て デ ー タ を 蓄 積 し,一 方,大
気 一 海 洋 間 二 酸 化 炭 素 交 換 量 の 定 量 的 評 価 や 季 節 変 動 メ カ ニ ズ ム の 解 明 を 目 指 す 。
⑭ 森本真司 北極圏環境研究セ ンター助手,博 士(理 学)(東 北大学:1994年)
1.専 門領域:大 気物理学
2.研 究課題:地 球表層 における温室効果気体の循環に関する研究
3.研 究活動の概要 と成果
地球表層 における温室効果気体(CO2,CH・)の 収支 を明 らかにするために,南 極昭和基地お よび北極ニーオル
スン基地において,温 室効果気体濃度及び同位体比の長期観測を国内共同研究者の協力の下に維持 し,高 精度デー
タを蓄積 した。特 に,CO、 ・CH、の炭素 ・酸素同位体比の高精度観測から,そ れ らの放出源 ・吸収源の変動 を推定
し考察 を行った。
新 しい観測 ・分析手法 として,小 型気球 に搭載が可能 な小型成層圏大気サ ンプラーの開発及び少量試料による







グ リ ー ン ラ ン ド海 ・バ レ ン ツ 海 航 海 観 測(1999)
北 極 圏 航 空 機 観 測2002(2002)
5.学 術 論 文
　 　Morimoto.　 S.,　Aoki,　 S.,　Nakanishi,　 Y.,　Wada,　 M.　and　 Yamanouchi,　 T.　(2002):　 Meteorological　 data　 at　Japanese　 Ny-
　
　 　　 Alesund　 Observatory,　 Svalbard　 in　 1999　 and　 2000.,　 NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 No.　 5,　National　 Institute　 of　Polar
　　　 　Research,　 Tokyo,　 p.　204.
　 　 Morimoto.　 S.　 ,Aoki,　 S.　and　 Yamanouchi,　 T.　 (2001):　 Temporal　 variations　 of　atmospheric　 CO2　 concentration　 and
む
　 　 　 carbon　 isotope　 ratio　in　Ny　Alesund,　 Svalbard.　 Mem.　 Natl.　Polar　 Res.,　Spec.　 Issue,　 54,　71-79.
　 　 Morimoto、 　S.,　Nakazawa,　 T.,　Higuchi,　 K.　and　 Aoki,　 S.　(2000):　 Latitudinal　 distribution　 of　atmospheric　 CO2　 sources
and　 sinks　 inferred　 byδ13C　 measurements　 from　 1985　 to　199ユ.J.Geophys.Res.,105,24315-24326.
　 　 Nakazawa,　 T.,　Morimoto.　 S.,　Aoki,　 S.　and　 Tanaka,　 M.　(1997):　 Temporal　 and　 spatial　variations　 of　the　carbon　 isotopic
　 　 　 ratio　of　atmospheric　 carbon　 dioxide　 in　the　western　 Pacific　 region,　 J.　Geophys.　 Res.,　 102,　1271-1285.
　 　 Aoki,　 S.,　Morimoto.　 S.,　Ito,　H.,　Nakazawa,　 T.,　Yamanouchi,　 T.,　Ono,　 N.　and　 Vinje,　 T.　(1997):　 Carbon　 dioxide
　 　 　 variations　 in　the　 Greenland　 Sea.　Mem.　 Natl.　Polar　 Res.,　Spec.　 Issue,　51,　299-306.
6.口 頭 発 表
　 　 Morimoto.　 S.,　Nakazawa,　 T.,　Aoki,　 S.,　Hashida,　 G.　and　 Yamanouchi,　 T.:　Temporal　 variations　 of　the　 CO2
　　　 concentration　 and　 isotope　 ratios　 observed　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica.,　 6th　 International　 CO2　 conference,
　　　　　Sendai　 Japan,　 1-5　0ctober,　 2001
　 　 Nakazawa,　 T.　and　 Morimoto、 　S.　Variations　 of　carbon　 and　 oxygen　 isotopic　 ratios　of　atmospheric　 carbon　 dioxide　 and
　 　 　 their　implications　 to　global　 carbon　 cycle.　IGAC　 International　 Symposium,　 Nagoya,　 Japan,　 11-13　 November　 1997.
　 　 Morimoto.　 S.,　Nakazawa,　 T.,　Higuchi,　 K.　and　 Aoki,　 S.:　Sources　 and　 sinks　 of　atmospheric　 carbon　 dioxide　 deduced
　 　 　 from　 its　surface　 concentration　 and　 carbon　 isotopic　 data　 using　 a　two-dimensional　 atmospheric　 transport　 model.,
　 　 　 Fifth　International　 CO2　 conferece,　 Cairns,　 Austrtalia,　 8-12　September　 1997,　 WMO,　 1997
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
奨 励 研 究(A)「 炭 素 同 位 体 比 を 用 い た 北 極 域 に お け る 大 気 中 の メ タ ン 濃 度 の 変 動 に 関 す る 研 究 」(研 究 代 表 者;
平 成13～14年)
基 盤 研 究(A)「 北 極 エ ア ロ ゾ ル と オ ゾ ン ・雲 と の 相 互 作 用 お よ び そ の 気 候 影 響 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者;平
成11～13年)
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 対 流 圏 ・成 層 圏 物 質 の 変 動 と気 候 影 響 」(研 究 分 担 者;平 成ll～16年)
8.講 演 な ど
9.学 会 お よ び 社 会 的 活 動
日 本 気 象 学 会 会 員
10.受 賞 な ど











陸上生物圏 によるCO、吸収 ・放 出に関する情報 を持つ と考えられているCO・の酸素同位体比 について,昭 和基






研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
山 内 恭 国立極地研究所 ・教授 南極大気 一海洋 一雪氷圏における物質循環の総合解析
(北極研究共通)
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
藤 井 理 行 国立極地研究所 ・教授 北極圏における大気,雪 氷,海 洋,生 態系変動に関す
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
鈴 木 勝 裕 北海道工業大学 ・教授 マイクロ波伝搬模型による衛星観測資料の解析 と雪氷
物理量の抽出
権 田 武 彦 愛知学院大学教養学部 ・教授 低温 に於ける氷結晶の発生と成長
神 沢 博 (独)国 立環境研究所 ・室長
ADEOS　 -　H衛 星搭 載極域 オゾ ン層 観測 セ ンサ ー
ILAS-Hに 呼応 した昭和基地での観測計画の検討およ
び観測データの解析
伊 藤 義 郎 長岡技術科学大学 ・助教授 レーザー誘起蛍光法に よる雪氷 コア中微量元素の連
続 ・非破壊測定法の開発
平 沢 尚 彦 国立極地研究所 ・助手 カタバ風の維持機構に関する研究
若 土 正 暁 北海道大学低温科学研究所 ・教授 南大洋における海洋循環 ・海氷変動機構の研究
畑 中 雅 彦 室蘭工業大学工学部 ・教授 南極域 を対象としたマイクロ波輝度温度画像の処理 に
関する研究
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科 ・教授 フィルンにおける微量気体成分および同位体組成の挙
動に関する研究
巻 出 義 絋 東 京 大 学 ア イ ソ トー プ総 合 セ ンター ・教授
地球温暖化 と成層圏オゾン層破壊 に係 る大気中長寿
命 ・極低濃度ハロゲン化物の分布 と濃度変動 ならびに
挙動
福 岡 孝 昭 立正大学地球環境科学部 ・助教授 南極雪氷中の火山 ・宇宙起源物質の研究
忠 鉢 繁 気象研究所 ・主任研究官 南極オゾンホールの気候学
内 山 明 博 気象研究所 ・室長 極域のエアロゾルの光学特性の放射効果
竹 内 延 夫 千 葉 大 学 環 境 リモ ー トセ ンシ ング
研 究セ ンター ・教授
ライダーなどによる極域の雲 とエアロゾルの大気構造
の研究
高 橋 正 明 東京大学気候 システム研究セ ンター ・教授 気候モデルを用いた極域中層大気力学 ・化学の研究
久 慈 誠 奈良女子大学理学部 ・助手 リモー トセ ンシ ングデー タを用いた南極域 における
雲 ・水蒸気変動の研究
藤 田 秀 二 北海道大学大学院工学研究科 ・助手
広帯域 レーダを利用 した雪氷観測技術 とデータ処理技
術の研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
山 田 知 充
北海道大学低温科学研究所 ・助教
授 極地雪氷域における堆積過程の研究
鈴 木 啓 助 信州大学理学部 ・助教授 極域における降雪およびエアロゾルの化学特性の研究
西 尾 文 彦 千葉大学環境 リモー トセ ンシング
研究センター ・教授
合成 開 口 レー ダ(SAR)デ ー タを用 いた海 氷 ・氷 河 ・
積雪 の研 究
本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所 ・教授 X線 透過お よび回折法による氷床 コアの物理構造の解
析
亀 田 貴 雄 北見工業大学 ・助教授 南極浅層コアを用いた過去数百年間の気候環境復元研究
鈴 木 利 孝 山形大学理学部 ・助教授 南極氷床か ら探 るエアロゾルの拡散過程
馬 渕 和 雄 気象研究所 ・主任研究官 気候モデルを用いた雪氷圏 一大気圏相互作用に関する研究(H)
村 本 健一郎 金沢大学工学部 ・教授
南極域衛星画像を用いた雲および氷の解力に関する研
究
立 花 義 裕 東海大学文明研究所 ・講師
亜寒帯域縁辺海における大気 一海洋 一海氷相互作用の
解明
佐 藤 薫 国立極地研究所 ・助教授 極域中層大気擾乱と物質輸送の研究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者
渡 邉 興 亜 ・所 長 氷床コアの精密年代決定を含む総合解析 13 藤 井 理 行
青 木 周 司
神 山 孝 吉
藤 井 理 行 ・教 授 北極域における環境変動機構に関する研究 13～14 山 内 恭
神 山 孝 吉
福 地 光 男
神 田 啓 史
麻 生 武 彦
伊 藤 一
山 内 恭 ・教 授 北極域対流圏 ・成層圏物質の変動 と気候影響 13～14 和 田 誠
塩 原 匡 貴
平 沢 尚 彦
橋 田 元
森 本 真 司
青 木 周 二
神 山 孝 吉 ・教 授 環北極雪氷掘削コアによる比較環境変動研究 13～14 渡 邉 興 亜
(11月 か ら東 久美 子 ・助 藤 井 理 行
教授 に変更) 東 久 美 子
古 川 晶 雄
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イ.基 盤研究(A)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈平成〉 研究所教官の分担者
山 内 恭 ・教 授 北極エ アロゾル とオゾン ・雲 との相互作用および 11～13 藤 井 理 行
その気候影響 に関する研究 和 田 誠
塩 原 匡 貴
佐 藤 薫
平 沢 尚 彦
橋 田 元
森 本 真 司
原 圭 一 郎
ウ.基 盤研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度く平成〉 研究所教官の分担者
渡 邉 興 亜 ・所 長 雪氷層へ混入する諸物質の堆積安定化機構の解明 11～13 藤 井 理 行
神 山 孝 吉
東 久美子
古 川 晶 雄
佐 藤 薫 ・助教授 衛星観測データ ・客観解析デー タに基づ く極渦周
辺擾乱の気候学
12～15 橋 田 元
原 圭一郎
藤 井 理 行 ・教 授 雪氷コア解析 に基づ く広域拡散エ アロゾルの光学
的厚 さと放射強制力の変動
12～14 山 内 恭
神 山 孝 吉
塩 原 匡 貴
東 久美子
河 野 美 香
的 場 澄 人
エ.基 盤研究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者
東 久美子 ・助教授 雪氷コア解析による大気汚染物質の長距離輸送と
堆積過程の解明
11～13 藤 井 理 行
的 場 澄 人
神 山 孝 吉 ・教 授 可溶性窒素化合物の大気圏 ・雪氷圏での動態解析 12～14 伊 藤 一
古 川 晶 雄
藤 井 理 行
古 川 晶 雄 ・助 手 極域の雪氷試料から解明す る気候 ・環境変動の基
礎的手法に関する研究
12～13 橋 田 元
河 野 美 香




研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈平成〉 研究所教官の分担者




研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度鍋 〉 研究所教官の分担者






研 究 目 的
46億 年前の太陽系惑星の形成 と進化の解明に始 まり,40億 年前以降の大陸地殻の形成発達過程,大 陸形成後の分
裂移動過程,現 在の地球環境 と密接 な関係がある第四紀など後期新生代の南極の地史を解明する。 また,現 在の南極
域の地球物理学的地域特性 を明 らかにするほか,後 氷期の地殻隆起の様式 と量 を解明する。
研 究 計 画 の 概 要
・主 に南極で採集 された阻石の地球化学的 ・鉱物学的研究 とSHRIMPを 用いた年代学的研究 により,原 始太陽系星雲
での物質進化の研究,玄 武岩質阻石の母天体初期地殻の地質史を明らかにする。
・東南極に分布する太古代か ら古生代 にわたる岩体の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究 と他の大陸での成果 を比
較す ることを通 じて,大 陸地殻の形成発達過程の解明する。
・広域的な人工地震探査や重力異常,地 磁気異常観測 と解析か ら,地 殻構造やプレー ト運動 を解明する。
・古地磁気学的 ・岩石磁気学的研究 により,諸 大陸の形成 と分裂過程 を解明する。
・露岩域 と大陸棚の地形や堆積物の研究により,南 極氷床の変動と地形発達,環 境変動などの新生代地史 を解明する。
・グローバルネットによる精密測地観測 とデータ解析によって,現 在 の南極域のジオダイナ ミクスを明 らかにし,さ
らに後氷期の地殻隆起の様式 と量 を解明する。
研 究 成 果
・太古代の超高温変成作用の証拠 とそのメカニズム,原 生代末期のテク トニクスが超大陸の形成に果たした役割な ど
明らかにした。
・25億 年前 には東南極大陸はオース トラリア大陸 と一体化 していた こと,ま た,1億3千 万年にインド亜大陸が東
南極大陸から分離 したことを明らかにした。
・南極 とイン ドおよびオース トラリアの分裂初期の過程が,南 インド洋の海底探査から明 らかにな りつつある。
・約2万 年前の最終氷期極相期 には,北 半球の氷床 とは異なり東南極氷床の拡大は顕著でなかったこと,3～4万 年
前 と約6千 年前に海水準が相対的に高かったことを,明 らかにした。
・地震活動やプレー ト運動,地 球環境変動に起因する位置変動 と重力変動の相関性 などが検出され,特 徴的な季節変
化や経年変動が明らかになりつつある。
・新種の玄武岩質限石や南極で初めて発見されたナクライト(火星限石の一種)を 記載 し,その成因について考察 した。
・玄武岩質限石中のジルコンの二次 イオン質量分析計　(SHRIMP)　 によるウラン鉛ー年代測定を系統的におこない,玄
武岩の結晶化年代やその後の熱変成作用 との関係 などを明 らかにした。
・　SHRIMPに より南極,ヒ マラヤ,ア フリカ,グ リンランドなど世界各地の造山帯のジルコンのウラン 鉛ー年代測定
をお こない,地 質発達史の タイムスケールを与えることに貢献 した。
① 森脇喜一 研究系地学研究部門教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),博 士(文
学)(広 島大学:1993年)
1.専 門領域:地 形学
2・ 研究課題:後 期新生代の南極氷床変動 と地形発達史
3.研 究活動の概要 と成果(当 該年)
南極の大陸棚:リ ュツォ ・ホルム湾の水深データ等を収集 し,1/25万 海底地形図Bathymetric　 Chart　of　LUtzow-
Holmbukta改 訂版 を編集,発 行 した。昭和基地周辺地域で採取 された海楼化石等の産地とその炭素同位体年代 など
を整理 し,国 立極地研究所のホームページで公開するデータベースの1つ として,昭 和基地付近の第四紀化石情報
を作成 した。
4.研 究活動歴
マクマー ドドライバ レー調査(1970-1971夏 季)
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第13次 南 極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1971-1972)
第15次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1973-1975)
第18次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1976-1978)
第22次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(19804982)
第26次 南 極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1984-1985)
第27次 南 極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1985-1986)
第30次 南 極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1988-1989)
ス イス連邦 工科大 学(短 期 在外研 究員)寒 冷地 の長期環境 変動の研 究(1994年)
第39次 南 極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1997-1998)
5.学 術論 文
　 　Nakada,　 M,　Kimura,　 R.,　Okuno,　 J.,　Moriwaki.　 K.,　Miura,　H.　and　Maemoku,　 H.　(2000):　Late　Pleistocene　 and　Holocene
　　　 melting　history　of　the　Antarctic　ice　sheet　derived　from　sea-level　variations.　Marine　Geology,　 167,　85-103.
盤 二 ・平川一 臣 ・中田正夫(1998):第 四紀後期 にお ける東南極 氷床の変 動 と海水準 変動.第 四紀研 究,37,
165-175.
　 　 Miura,　 H.,　Moriwaki、 　K.,　Maemoku,　 H.　 and　 Hirakawa,　 K.　 (1998):　 Fluctuations　 of　the　 East　 Antarctic　 Ice-Sheet　 margin
　 　 　 since　 the　 last　 glaciation　 from　 the　 stratigraphy　 of　 raised　 beach　 deposits　 along　 the　 S6ya　 Coast.　 Annals　 of
Glaciology,27,297-301.
　 　 Miura,　 H.,　 Maemoku,　 H.,　 Igarashi,　 A.　 and　 Moriwaki、 　K.　 (1998):　 Late　 Quaternary　 raised　 beach　 deposits　 and
　 　 　 radiocarbon　 dates　 of　marine　 fossils　 around　 LUtzow-Holm　 Bay　 (with　 explanatory　 text,　 46p.).　 Special　 Map　 Series　 of
　 　 　 　 National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 No　 6.
　 　 Maemoku,　 H.,　 Miura,　 H.,　 Saigusa,　 S.　and　 Moriwaki.　 K.　 (1997):　 Stratigraphy　 of　the　 late　 Quaternasry　 raised　 beach
　 　 　 deposits　 in　 the　 northern　 part　 of　Langhovde,　 LUtzow-Holm　Bay,　 Eas 　 Antarctica.　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 on
　　 　 　 Antarctic　 Geosciences,　 10,　178-186.
　 　 Matsuoka,　 N.,　Hirakawa,　 K.,　Watanabe,　 T.　and　 Moriwaki、 　K.　 (1997):　 Monitoring　 of　periglacial　 slope　 processes　 in　the
　 　 　 Swiss　 Alps:　 the　 first　two　 years　 of　frost　 shattering,　 heave　 and　 creep.　 Permafrost　 and　 Periglacial　 Processes,　 8,　155-
177.
鋼 喜二(1996):南 極 の 氷 床 変 動 と 地 形 発 達.地 形 学 の フ ロ ン テ ィ ア,藤 原 健 蔵 編,大 明 堂,193-215.
　 　 Matsuoka,　 N.,　Moriwaki,　 K　 and　 Hirakawa,　 K.　(1996):　 Field　 experiments　 on　physical　 weathering　 and　 wind　 erosion　 in
　 　 　 an　Antarctic　 cold　desert.　 Earth　 Surface　 Processes　 and　 Landforms,　 21,　687-699.
6.口 頭 発 表
　 　 Moriwaki.　 K,　 Miura,　 H.,　Maemoku,　 H.　and　 Igarashi,　 A.:　Map　 of　raised　 beaches　 and　 radiocarbon　 ages　 of　marine
　 　 　 fossils　 in　the　 S6ya　 Coast　 region,　 East　 Antarctica.　 8th　 International　 Symposium　 on　Antarctic　 Earth　 Sciences,
　 　 　 Wellington,　 1999.7
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日本 第 四 紀 学 会,日 本 地 形 学 連 合,東 京 地 学 協 会
10.受 賞 な ど
ll.　 他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
南 極 地 名 委 員 会 委 員,国 立 極 地 研 究 所 地 学 専 門 委 員 会 委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望







2・ 研究課題:南 極域 を中心 としたグローバル ・ジオダイナミクスの解明
3.研 究活動の概要 と成果
昭和基地におけるVLBI,　 GPS,　 超伝導重力計,広 帯域地震計,海 洋潮汐などの観測 とSAR衛 星受信を国際的な
汎地球観測網のなか に位置づけ,プ レー ト運動や氷床(形 態 ・質量)の 経年変化が上記観測量 にどのような変動 と
して現れるかの解明を中心に研究を行 っている。平成13年 度は,　VLBI観 測について現況をまとめ,解 析の促進を






.研 究 活 動 歴
第21次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1979-1981)
マ ク マ ー ド地 域 エ レバ ス 火 山 研 究(外 国 共 同 観 測)参 加(1981-1982)
カ ナ ダ 地 質 調 査 所 及 び マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学(短 期 在 外 研 究 員)研 究(1983)
マ ク マ ー ド地 域 エ レ バ ス 火 山 研 究(外 国 共 同 観 測)参 加(1984-1985)
第28次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1986-1988)
第39次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1997-1999)
学 術 論 文
　 Shibuva.　 K,　Aoki,　 S.　and　 Doi,　K　 (2001):　 JARE　 Syowa　 Station　 l1-m　 antenna,　 Antarctica,　 in　the　 International　 VLBI
Service　 for　Geodesy　 and　 Astrometry　 2000　 An皿al　 Report,　 127-130,　 NASA/TP-2001-209979,　ed.　N.　R.　Vandenberg
　 　 and　 K　 D.　Baver,　 IVS　 Coordinating　 Center,　 NASA/GSFC,　 Greenbelt,　 USA.
　 Sato,　 T.,　Fukuda,　 Y.,　Aoyama,　 Y.,　McQueen,　 H.,　Shibuva、 　K.,　Tamura,　 Y.,　Asari,　 K.　and　 Ooe,　 M.　 (2001):　 On　 the
　　　observed　 annual　 gravity　 variation　 and　 the　effect　 of　sea　surface　 height　 variations,　 Phys.　 Earth　 Planet.　 Inter.,　123,
45-63.
　 Dietrich,　 R.,　Shibuva.　 K.,　Poetzsch,　 A.　and　 Ozawa,　 T.　(2001):　 Evidence　 for　tides　 in　the　 subglacial　 Lake　 Vostok,
　　 Antarctica,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　28,　2971-2974.
小 澤 拓 ・土 井 浩 一 郎 ・浩 公 友(2000):JERS-1の 干 渉 合 成 開 口 レ ー ダ 法 を 用 い た 南 極 氷 床 流 動 ・変 形 の 検 出 ,
測 地 学 会 誌,46,43-52.
　 Shibuva.　 K,　 Kanao,　 M.　 Higashi,　 T.　and　 Aoki,　 S.　(2000):　 Installation　 and　 operation　 of　PRARE　 tracking　 antenna　 at
　 　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 Nankyoku　 Shiryo　 (Antarctic　 Record),　 44,　14-24.
Aoki,　 S.,　Ozawa,　 T.,　Doi,　K.　and　 Shibuva.　 K.　(2000):　 GPS　 observation　 of　the　sea　level　variation　 in　LUtzow-Holm　 Bay,
　　 Antarctica,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　27,　2285-2288.
Shibuva.　 K.,　Doi,　 K　 and　 Aoki,　 S.　(1999):　 Precise　 determination　 of　geoid　 height　 and　 free-air　 gravity　 anomaly　 at
　 　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 Earth　 Planets　 Space,　 51,　159-168.
Ozawa,　 T.,　Doi,　K　 and　 Shibuva.　 K.　(1999):　 A　case　 study　 of　generating　 a　digital　elevation　 model　 for　the　S6ya　 Coast
　 　 area,　Antarctica,　 using　 JERS-1　 SAR　 interferometry,　 Polar　 Geoscience,　 12,　227-239.
Nawa,　 K,　 Suda,　 N.,　Fukao,　 Y.,　Sato,　 T.,　Aoyama,　 Y.　and　 Shibuva,　 K.　(1998):　 Incessant　 excitation　 of　the　Earth's　 free
　　 oscillations,　 Earth　 Planets　 Space,　 50,　3-8.
Sato,　 T.,　Nawa,　 K.,　Shibuva.　 K.,　Tamura,　 Y.,　Ooe,　M.,　Kaminuma,　 K.　and　 Aoyama,　 Y.　(1997):　 Polar　 motion　 effect　 on
　 　 gravity　 observed　 with　 a　superconducting　 gravimeter　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 99-106,　 in　International
　 　 Association　 of　Geodesy　 Symposia,　 VoL　 ll7,　 Gravity,　 Geoid　 and　 Marine　 Geodesy,　 ed.　 Segawa　 et　al.　Springer-
　　 Verlag,　 Berlin.
口 頭 発 表
Shibuva.　 K.　and　 Aoki,　 S.:　Suinmarizing　 information　 to　update　 the　 SCAR-GGI　 permanent　 tide　gauge　 observatory
　 　 sites,　Antarctica,　 Antarctic　 Geodesy　 Symposium,　 St.　Petersburg,　 2001.7
Shibuva.　 K,　 Iwata,　 M,　 Fukuzaki,　 Y.,　Yamada,　 A.,　Aoki,　 S.,　Jike,　A.,　Kanao,　 M.,　Higashi,　 T.　and　 Doi,　K.:　GPS　 and
　 　 other　 space　 geogesy　 reference　 points　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 International　 Symposium　 on　GPS:　 application
　　 to　Earth　 sciences　 and　 interaction　 with　 other　 space　 geodetic　 techniques　 (GPS99　 Tsukuba),　 Tsukuba,　 1999.10.
科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
講 演 な ど
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社団法人 日本薬局協励会東京合同支部,南 極観測隊員の生活 と健康,2002.01.20
村上市民ふれあいセンター,講 演 と映画の会一 白い大陸か らのメッ七一ジ ,ー2002.02.22
9.学 会及び社会的活動(当 該年の役職,南 極観測隊などを含む)
測地学会評議員,会 計委員,　EPS運 営委員.











この10年,VLB,　 GPS,超 伝導重力計,重 力絶対測定,広 帯域地震計,海 洋潮汐など個々の観測 とSAR衛 星受
信の整備充実,国 際共同への位置づけを心がけてきた。今年度は特に合成開口レーダデータの氷床 ダイナミクス研
究への適用,　GRACE,　 GOCEな ど,衛 星重力 ミッションの南極域における地上検証方法の確立に力を入れたい。
③ 白 石 和 行 南 極 限 石 研 究 セ ン タ ー 長(併 任),研 究 系 地 殻 活 動 進 化 研 究 部 門 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学
研 究 科 極 域 科 学 専 攻 教 授(併 任),理 学 博 士(北 海 道 大 学:1986年)
1.専 門 領 域:地 質 学
2.研 究 課 題:大 陸 地 殻 の 形 成 発 展 に 関 す る 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
東 南 極 大 陸 地 殻 を 構 成 す る 変 成 岩,深 成 岩 類 の 分 布,相 互 関 係,鉱 物 の 種 類 や 化 学 組 成,同 位 体 年 代 な ど に 基 づ
い て,岩 石 の 成 因 や 変 成 ・変 形 作 用 の 履 歴 を 明 ら か に し,東 南 極 大 陸 地 殻 の 形 成 と変 遷 の 過 程 を 研 究 し て い る 。 特
に,パ ン ア フ リ カ ン 変 動 と ゴ ン ドワ ナ の 形 成 を タ ー ゲ ッ ト と し,南 極 大 陸 と 東 南 ア フ リ カ と の 地 質 学 的 対 比 研 究 を
進 め た 。 ま た,二 次 イ オ ン質 量 分 析 計(SHRIMPII)を 用 い たU-Pb年 代 測 定 の た め の 標 準 試 料 の 作 成 に 着 手 し た。
4.研 究 活 動 歴
第14次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1972-1974)
米 国 ・日 米 共 同 阻 石 探 査(外 国 共 同 観 測)参 加(1978-1979)
NASAジ ョ ン ソ ン 宇 宙 セ ン タ ー(短 期 在 外 研 究 員)研 究(1979)
第21次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1979-1981)
第25次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1983-1984)
第26次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1984-1985)
第31次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1989-1991)
オ ー ス ト ラ リ ア 国 立 大 学(JSPS派 遣 研 究 員)研 究(1993)
ド イ ツ ・第14次 ポ ー ラ ー シ ュ テ ル ン観 測 参 加(交 換 科 学 者)(1997)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1998-1999)
5.学 術 論 文
　 　 Shiraishi　 K.　ed.　(2001):　 Geologic　 Evolution　 of　Namaqua,　 Natal　 and　 Maud　 metamorphic　 belts.　 Memotrs　 of　National
　　　 Institute　 of　Polar　 Researach,　 Spec.　 Issue,　No.55,　 178pp.
　 　 Hokada,T.,　 Motoyoshi,　 Y.,　Hiroi,　Y,　Shimura,　 T.,　Yuhara,　 M.,　Shiraishi　 K.,　G.　H.　Grantham　 and　 M.W.　 Knoper　 (2001):
　 　 　 Petrography　 and　 mineral　 chemistry　 of　high-grade　 pelitic　gneisses　 and　 related　 rocks　 from　 Namaqualand,　 South
　 　 　 Africa.　 In:　Geologic　 Evolution　 of　Namaqua,　 Natal　 and　 Maud　 metamorphic　 belts.　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of
　　　 Polar　 Researach,　 Spec.　 Issue,　 No.55,　 105-126.
Grew,　 E.S.,　Yates,　 MG.,　 Barbier,　 J.,　Shearer,　 C.K.,　Sheraton,　 J.W.,　 Shiraishi　 K.　and　 Motoyoshi,　 Y.(2000):　 Granulite－
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　 　 　facies　 beryllium　 pegmatites　 in　the　Napier　 Complex　 in　Khmara　 and　 Amundsen　 Bays,　 western　 Enderby　 Land,　 East
　　　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 13,　1-40.
　 　Ikeda,　 Y.　and　 Shiraishi.　 K.　 (1998):　 Petrogenesis　 of　the　 tonalitic　 rocks　 from　 the　 Sor　 Rondane　 Mountains,　 East
　　 　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 11,　143-153.
　 　Motoyoshi,　 Y.　and　 Shiraishi,　 K.　eds.　 (1998):　 Origin　 and　 Evolutio　 of　Continent.　 Mem.　 Natl　 Inst　Polar　 Res.,　 Spec.
Issue53,230pp.
　 　 Shaw,　 R.,　Arima,　 M.,　Kagami,　 H.,　Fanning,　 C.M.,　 Shiraishi,K.　 ,　and　 Motoyoshi,　 Y.　(1997):　 Proterozoic　 events　 in　the
Eastern　 Ghats　 gra皿lite　 belt,　 India:　 Evidence　 from　 Rb-Sr,　 Sm-Nd　 systematics,　 and　 SHRIMP　 dating.　 Journ.
Geology,105,645-656.
　 　 Hiroi,　Y.,　Motoyoshi,　 Y.,　Ellis,　D.J.,　Shiraishi.　 K.　and　 Kondo,　 Y.　(1997):　 The　 significance　 of　phosphorus　 zonation　 in
　 　 　 garnet　 from　 high　 grade　 pelitic　rocks:　 a　new　 indicator　 of　partial　 melting.　 In　:　The　 Antarctic　 Region:　 Geological
　　　 Evolution　 and　 Processes,　 ed.　by　Ricci,　C.A.,　73-77.
Shiraishi、 　K.,　Ellis,　D.J.,　Fa皿ing,　 C.M.,　 Hiroi,　 Y.,　Kagami,　 H.　and　 Motoyoshi,　 Y.　(1997):　 Re-examination　 of　the
　 　 　 metamorphic　 and　 protolith　 ages　 of　the　 Rayner　 complex,　 Antarctica:　 Evidence　 for　the　 Cambrian　 (Pan-African)
　 　 　 regional　 metamorphic　 event:.　 In　:　The　 Antarctic　 Region:　 Geological　 Evolution　 and　 Processes,　 ed.　by　Ricci,　C.A.,
79-88.
6.口 頭 発 表
　 　Shiraishi.　 K,　 Hokada,T.,　 Misawa,　 K.　and　 Kaiden,　 H　:　Metamorphic　 ages　 of　the　 Yamato-Belgica　 Complex:revisited,
南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,国 立 極 地 研 究 所,2001.10
　 　 Shiraishi.　 K,　 Fanning,　 C.M.　 and　 Hokada,　 T.:　Timing　 of　Pan-African　 Events　 in　the　 eastern　 Dronning　 Maud　 Land,
East　 Antarctica,　 地 球 惑 星 科 学 合 同 大 会,東 京,2001.6.
　 　 Shiraishi.　 K.　Fanning,　 C.M.,　 Armstrong,　 R.　and　 Motoyoshi,　 Y.:　New　 Evidence　 of　Polymetamorphic　 Events　 of　the　 Sor
Rondane　 Mountains,　 East　 Antarctica　 国 際 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,ウ エ リ ン ト ン,1999.7
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)南 極 か ら 見 た ゴ ン ド ワ ナ 形 成 史:　 SHRIMP年 代 学 か ら の ア プ ロ ー チ(研 究 代 表 者)(平 成13
～16年)
基 盤 研 究(A)ゴ ン ドワ ナ の 集 合 ・分 裂 と マ ン トル ダ イ ナ ミ ク ス(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
基 盤 研 究(C)「 新 た な ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 復 元 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
海 上 保 安 庁 水 路 部 ・水 路 協 会,水 路130周 年 記 念 講 演 会2001.9.12
北 海 道 大 学 第2回 総 合 博 物 館 公 開 セ ミ ナ ー2002.3.15
琉 球 大 学 理 学 部 特 別 セ ミ ナ ー 「日 本 の 南 極 観 測 」20023.25
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動(当 該 年 の 役 職,南 極 観 測 隊 な ど を 含 む)
日 本 地 質 学 会 ・ 日本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会
日 本 地 球 化 学 会
日本 地 質 学 会 南 極 研 究 委 員 会 委 員
ノ ボ ラ ザ レ フ ス カ や 基 地 滑 走 路 視 察2002.1-2
10.受 賞 な ど
南 極 功 労 章 全 米 科 学 財 団,1979.7
日本 航 海 学 会 功 績 賞(平 成11年,共 同 受 賞)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 運 営 協 議 員,南 極 地 名 委 員 会 委 員,国 立 極 地 研 究 所 地 学 専 門 委 員 会 委 員,国 立 極 地 研 究 所 編 集 委
員 会 委 員,第18期 目 本 学 術 会 議 極 地 研 究 連 絡 委 員 会 委 員(幹 事),文 部 科 学 省 ・南 極 輸 送 問 題 調 査 会 委 員,南 極 の
設 営 と 行 動 に 関 す る 常 置 委 員 会 　(SCALOP)　 日 本 代 表 委 員,石 油 公 団 南 極 地 域 石 油 基 礎 地 質 調 査 委 員 会 委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
大 陸 地 殻 一 般 の 形 成 発 展 の 過 程 を 研 究 す る た め,　 SHRIMP　 IIを 用 い て 世 界 の 造 山 帯 の 岩 石 の 年 代 測 定 を 実 施 す る
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ことを目指す。当面はゴン ドワナ大陸の形成 と分裂を視野において,か って,南 極大陸 と連続 していたス リランカ
や東南アフリカなどでの野外調査 を通 じて,同 時代の各地域での地学現象 を比較検証 しつつ,始 生代一顕生代 とい
う巾広い時間軸にまたがる地殻の発展史を地球年代学的手法 により,具 体的に解明することを主眼としたい。
④ 小 島秀康 南 極 阻石研究 セ ンター教授,総 合研 究大学 院大学 数物 科学研 究科極域 科学 専攻教授(併 任),京 都 大
学 大学院理 学研究 科地球惑 星科学 専攻教授(併 任,5月 か ら)理 学博士(東 北大 学:1990年)
1.専 門領域:阻 石学
2研 究 課題:南 極陽石 の分類 学的研究
3研 究 活動の概 要 と成 果
当研 究所 が 保有 す る16700個 の南極 明 石 につい て記載 岩石 学 的研究 を進 め,順 次 分類 を行 ってい る。 この 中で
Yamato　 98阻 石 中か ら2個 目の 月限石 を見い だ した。 これ は 日本 の9番 目の 月明石 にな る。 また,YamatoOO限 石
中か ら南 極か らは初め て となるNakhliteと い う種類 の火星限石 を見 いだ した。
4研 究活 動歴
第20次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1978-1980)
第27次 南 極地 域観測 隊(夏 隊)参 加(1985-1986)
マ ックス プラ ンク研 究所(文 部 省在外研 究)研 究(1993)
第39次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1997-1999)
5.学 術 論文
TomiyamaT.,YamaguchiA.,MisawaKandKΩ近 国L旦(2002):　 Minor　 element　 chemistry　 of　low-　Ca　pyroxene　 in
　　　 Allan　Hills-77252,　an　L3-6　regolith　breccia.　Antarctic　Meteorite　 Research,　 15,　78-96.
Ninagawa　 K.,　Ota　M.,　Imae　N.　and　KΩ亘皿鉦旦.　(2002):　Thermoluminescence　 studies　of　ordinary　 chondrites　 in　the
　　　 Japanese　 Antarctic　 meteorite　 collection,　III:　Asuka　 and　Yamato　 type　3　0rdinary　chondrites.　 Antarctic　Meteorite
Research,15,ll4-121.
　 　 Kojima.　 H.　and　 Imae,　 N　 (2001):　 Meteorite　 Newsletter.　 10(1).
Kojima.　 H.　and　 Imae,　 N.　(200ユ):　Meteorite　 Newsletter.　10(2).
」澱(2001):惑 星 科 学 に お け る 南 極 阻 石 の 意 義.学 術 月 報.675.127-131.
T・ ・ad・,K・,Y・d・,T・,K・iim・H・,N・9・ ・hi,T・,N・k・mu・a,T.,M・ ・ak・mi,T.,Y・n・,H.,N・・aki,W.,N・k・mut。,Y.,
M・t・um・t・,N,K・m・t・,J・,M・ ・i,T・,N・k・i,1・,S・ ・aki,M.,It・b・ ・hi,M.,S・t・y・n・gi,T.,N・g・,K 0・aw ,T.,
　 　 　 Hiyagon,　 H.,　Mizutani,　 S.,　Fukuoka,　 T.,　Nogami,　 K.,　Ohmori,　 R.　and　 Ohashi,　 H.　 (2001):　 General　 characterization　 of
　 　 　 Antarctic　 micrometeorites　collected　 by　 the　 39th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition:　 Consortium　 studies　 of
　 　 　 JARE　 AMMs　 (III).　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 14,　89-107.
KΩ 亘理aユi.,　 Kaiden　 H.　 and　 Yada　 T.　 (2000):　 Meteorite　 search　 by　 JARE　 39th　 in　 !998-99　 season.　Antarctic　 Meteorite
Research,13,1-8.
Yada　 T.　and　 Kg亘 皿 旦 旦(2000):　 The　 collection　 of　micrometeorites　in the　 Yamato　 Meteorite　 Ice　Field　 of　Antarctica　 in
　 　 　 l998.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 13,　9-18.
Imae　 N.　andKΩ 比 延L旦.　(2000):　 Sulfide　 teXture　 of　a　unique　 CO3-chondrite　 (Y-82094)　 and　 its　petrogenesis.　Antarctic
　 　 　 Meteorite　 Research,　 13,　55-64
　 　 Koiima.　 H.　 and　 Imae,　 N.　 (2000):　 Meteorite　 Newsletter.　 9.
Fujita　 T.,　Kg血 運L旦.　 and　 Yanai　 K.　(1999):　 Origin　 of　metal-troilite　 aggregates　 in　six　 ordinary　 chondrites.　Antarctic
　 　 　 Meteorite　 Research,　 12,　19-35
Yugami　 K.,　 Takeda　 H.,　 Kg血 肥 』.　 and　 Miyamoto　 M.　(1999):　 Comparison　 of　textural　 and　 chemical　 variations　 of
　 　 　 minerals　 in　some　 primitive　 achondrites　 and　 an　 H7　 chondrite　 with　 reference　 to　their　 formation　 and　 cooling
　 　 　 histories.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 12,　117-138.
Yugami　 K.,　Takeda　 H.,　]鎚 旦,　Miyamoto　 M.　(1998):　 Moda}　 mineral　 abundances　 and　 the　differentiation　 trends　 in
　 　 　 primitive　 achondrites.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 11,　49-70.
全 島 透 塵,今 栄 直 也(1998):地 球 外 物 質 の キ ュ レ ー シ ョ ン 体 制 の 現 状 と 今 後.遊 星 人,7,1,11-17.
KΩ 」立n互 旦.,　Miyamoto　 M.　and　 Warren　 P.H.　 (1997):　 The　 Yamato-793605　 martian　 meteorite　 consortium.　Antarc c
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　 　 　 Meteorite　 Research,　 10,　3-12.
6.口 頭 発 表
eWK　 H.,　Kaiden　 H.　and　 Yada　 T.　(2001):　 Distribution　 feature　 of　the　Yamato　 98　meteorite.第64回 国 際 限 石 学 会,
ロ ー マ
K魍 旦.　(2000):　Some　 unique　achondrites　 in　the　Yamato　 98　meteorites.第25回 南極 陽石 シ ンポ ジ ウム
K血 旦.,　Kaiden　 H.　and　Yada　T.　(2000):　4100　0f　Yamato98　 meteorite　 collected　by　JARE　 39th　in　1998-99　season.第
31同 月惑 星会議,ヒ ュース トン
Yada　 T.　and　KΩ並並L旦.　(2000):　The　 collection　of　micrometeorites　 from　bare　ice　of　the　Yamato　 Mts.　in　Austral
su㎜erof1998.第31同 月鯉 会高義,ヒ ュース トン
K魍H.,　 Kaiden　H.　and　Yada　T.　(1999):　Meteorite　 search　of　JARE　 in　1998-99　 season.第24回 南極 限石 シ ンポ ジ ウ
ム
7.科 学研 究補 助金取得 状況
基盤研 究(B)(1)大 量の南 極宇宙塵 を用 いたそ の分類学確 立 にむけた研究(研 究代 表者)(平 成11～14年)
基盤研 究(B)ユ ー クラ イ ト陽石 母天体の形 成史(研 究分担 者)(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
京都 大学 ・講演2002.2.22
岩 船広域教 育情報 セ ン ター ・講演2002.3.1
北 海道大 学 ・講演2002.3.15
9.学 会 及び社会 的活 動
Meteoritical　Society,　 日本地 質学 会,日 本惑 星科学 会,日 本岩 石鉱物 鉱床学 会
10.受 賞 な ど
ll.　他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
13.研 究活 動の課題 と展望
南 極 陽石研 究 セ ンターが保有 す る16700個 の限石 の 同定 分類 を継続 して行 う。
⑤ 本 吉洋 一 研究 系地学研 究部 門教授,理 学博士(北 海道 大学:1986年)
1.専 門領 域:地 質学
2.研 究 課題:大 陸地殻物 質の岩 石学 的 ・鉱物学 的研 究
3.研 究 活動の概 要 と成 果
南 極大 陸で の フ ィール ドワー クと室 内実 験 を も とに,東 南極 大 陸 を構 成す る基 盤岩 類 の地質 学 的お よび岩 石学
的 ・鉱物 学的研 究 を進 めて きた。鉱物 の化学分析 に基 づ く形成 温度圧 力の推 定,鉱 物 反応組織 に基づ く変成履 歴 の
復 元 か ら,大 陸地殻 の形成発 達過程 の解明,ま た,東 南 極 ナ ピア岩体 を例 に,超 高温 変成条件 下 におけ る造 岩鉱物
の鉱物 学的特性 の研究 に も取 り組 んで きた。
4.研 究 活動歴
第23次 南極 地域観 測隊(夏 隊)参 加(1981～1982)
第24次 南極 地域観 測隊(夏 隊)参 加(1982～1983)
ポス ト ドクター フェ ロー(1987～88,オ ー ス トラリア)
オース トラ リア南極 隊参加(1987～88)
文部 省在外研 究(1990,カ ナ ダ,オ ー ス トラリア)
第33次 南 極地域観 測隊(越 冬隊)参 加(1991～1993)
日本 学術振 興会研 究者派遣 プログ ラム(1996～97,オ ース トラ リア)
第40次 南 極地域 観測隊(夏 隊)参 加(1998～1999)
第42次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(2000～2002)
5.学 術論文
　　 Hiroi,　Y.,　Grew,　 E.S.,　Motovoshi.　 Y.,　Reacor,　D.R.,　Rouse,　 R.C.,　Matsubara,　 S.,　Yokoyama,　 K.,　Miyawaki,R.,　 McGee,
　　　 J.J.,　Su,　S.-S.,　Hokada,T.,　 Furukawa,　 N.　and　Shibasaki,　H.　(2002):　Ominelite,　 (Fe,　Mg)Al3BSiO,　 (Fe2+　analogue　 of
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　 　 　 grandidierite),　 a　new　 mineral　 from　 porpyritic　 granite　 in　Japan.　 American　 Minera}ogist,　 87,　160-170.
　 　 Motovoshi.　 Y.　and　 Hensen,　 B.J.　(2001):　 F-rich　 phlogopite　 stability　 in　ultra-high　 temperature　 metapelites　 from　 the
　 　 　 Napier　 Complex,　 East　 Antarctica.　 American　 Minera}ogist,　 86,　1404-1413.
　 　 Harley,　 S.L.　and　 Motovoshi、 　Y.　(2000):　 Al-zoning　 in　orthopyroxene　 in　a　sapphirine　 quatzite:　 evidence　 for　>1120° 　 C
　 　 　 UHT　 metamorphism　 in　the　 Napier　 Complex,　 Antarctica,　 and　 implications　 for　the　 entropy　 of　sapphirine.
　 　 　 Contributions　 to　Mineralogy　 and　 Petrology,　 138,　293-307.
盤 二(1998):東 南 極 ナ ピ ア 岩 体 の 超 高 温 変 成 作 用:総 説.地 質 学 雑 誌,104,794-807.
　 　 Motovoshi.　 Y.　and　 Ishikawa,　 M.　 (1997):　 Metamorphic　 and　 structural　 evolution　 of　granulites　 from　 Rundvagshetta,
　 　 　 LUtzow-Holm　 Bay,　 East　 Antarctica　 The　 Antarctic　 Region:　 Geological　 Evolution　 and　 Processes,　 ed.　by　C.A.　 Ricci,
　 　 　 Terra　 Antarctica　 Publication,　 Siena,　 65-72.
6.口 頭 発 表
　 　 Motovoshi.　 Y.　and　 Hensen,　 B.J.:　Stability　 of　F-phlogopite　 in　UHT　 metamorphic　 rocks　 from　 the　 Napier　 Complex:
revisited.　 第19回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,東 京,1999.
　 　 Motovoshi.　 Y.:　Ultra-high　 temperature　 (UHT)　 metamorphism　 in　the　 East　 Antarctic　 shield.　 6th　Seoul　 International
　 　 　 Symposium　 on　Antarctic　 Science,　 Seoul,　 1999.
　 　 Motovoshi.　 Y.　and　 Ishikawa,　 M.:　 Metamorphic　 and　 structural　 evolution　 of　the　 LUtzow-Holm　 Complex,　 East
　 　 　 Antarctica.　 7th　International　 Symposium　 on　Antarctic　 Earth　 Sciences,　 Siena,　 1995.
　 　 Motovoshi.　 Y.,　Arima,　 M.　and　 Hensen,　 B.J.:　Experimental　 study　 on　the　stability　 of　osumilite　 in　KMAS:　 The　 Napier
　 　 　 Complex　 revisited.　 6th　International　 Symposium　 on　Antarctic　 Earth　 Sciences,　 Ranzan,　 1991.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
(研 究 分 担 者):パ ン ア フ リ カ ン 変 動 と ゴ ン ドワ ナ 形 成(研 究 代 表 者:白 石 和 行)1997-1999
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 地 質 学 会 編 集 委 員,日 本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会
10.受 賞 な ど
第23回 山 崎 賞(1997年)
11.他 大 学 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
ナ ピ ア 岩 体 に 代 表 さ れ る 超 高 温 変 成 作 用 に つ い て,そ こ に 産 出 す る 鉱 物 共 生,反 応 組 織 を 精 密 に 解 析 し,超 高 温
条 件 に 至 っ た 要 因,さ ら に は そ の 後 の 変 成 履 歴,岩 石 の 部 分 溶 融,微 量 元 素 の 挙 動 の 解 明 な ど に 取 り組 む 。 こ れ ら
に つ い て の 検 討 か ら,地 殻 深 部 で の さ ま ざ ま な プ ロ セ ス の モ デ ル 化 を 目 指 す 。
⑥ 船木 實 研究系地学研究部門助教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助教授(併 任),理 学
博士(東 北大学:1983年)
1.専 門領域:岩 石磁気学
2・ 研究課題:南 極大陸を中心 とす るゴンドワナ大陸の古地磁気学的 ・岩石磁気学的研究,お よび限石の岩石磁気学
的研究
3.研 究活動の概要 と成果
JARE42　 (夏隊)で 採集 した,南 極,エ ンダー ビーランド,リ ーセル ・ラルセ ン山周辺の岩石(39億 年の地殻)
について,変 成縞状鉄鉱床　(meta-BIF)　 の特徴 と磁気異常 との関係を調べた。その結果,　meta-BIFの 主要元素は
磁鉄鉱 と石英の二成分で,全 岩組成の95%以 上を占める。磁鉄鉱粒子は数 ミクロンから数cmで,石 英粒子周辺に
連続 して存在 している。　meta-BIF中 の磁鉄鉱は縞状鉄鉱床中の赤鉄鉱粒子が変成 され磁鉄鉱 にな り,そ れが流動
や部分溶解 した可能性が明 らかになった。また,自 然残留磁化 と帯磁率は共にきわめて大 きく,Q比 は1前 後で,
大きな磁気異常がmeta-BIFに よりもたらされることが明らかになった。
陽石の磁気学的研究では,超 高速衝突による衝撃 により除石の磁化がどのように変化するか銅一コバル ト合金を
用いて調べ た。その結果,5,10,20GPaの 衝撃で消磁 された試料は,外 部磁場の大 きさや方向と無関係に,衝
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撃 に 対 し直 角 方 向 に 磁 化 す る こ とが 明 ら か に な っ た 。 こ の こ と は 磁 化 し て 無 い 限 石 で あ っ て も,衝 撃 で 磁 化 す る 可
能 性 を 示 し て お り,阻 石 磁 気 学 の 研 究 に と っ て 重 要 な 知 見 と考 え ら れ る 。
4.研 究 活 動 歴
第16次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1974-1976)
マ ク マ ー ド基 地(1977-78夏 季)
マ ク マ ー ド基 地(1978-79夏 季)
マ ク マ ー ド基 地(1980夏 季)
第25次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(ユ983-1984)
モ ー ソ ン 基 地 ・デ イ ビ ス 基 地(1987夏 季)
第30次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1988-1989)
デ ュ モ ン デ ュ ル ビ ル 基 地(1991-92夏 季)
第35次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(19934995)
第42次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(2000-2001)
5.学 術 論 文
酒 井 英 男,魅 實,佐 藤 友 紀,瀧 上 豊,酒 井 治 孝,広 岡 公 夫(1997):イ ン ド亜 大 陸 の ラ ジ マ ー ル ヒ ル と マ ハ ナ
デ ィ 地 溝 帯 に お け る 古 地 磁 気 研 究 と40Ar/39Ar年 代 一 ゴ ン ドワ ナ 大 陸 の 復 元 一.地 質 学 雑 誌,103,192-202.
　 　 Sakai,　 H.,　Funaki、 　M.,　Sato,　 T.　Rao,　 V.,　Takigami,　 Y.　Sakai,　 H.　and　 Hirooka,　 K.　(1997):　 Paleomagnetic　 study　 of
　 　 　 Rajmahall　 trap　 in　India-discussion　 of　geomagnetic　 dipole　 moment　 and　 reconstruction　 of　Gondwanaland-,　 Proc.
　 　 　 NIPR.Symp.　 Antarct.　 Geosci.,　 10,　68-78.
魅 實,酒 井 英 男(1997);南 極 のDirt-ice層 の 持 つ 自 然 残 留 磁 気.日 本 雪 氷 学 会 誌,59,95-100.
　 　 Funaki、 　M.　 and　 Danon,　 J.　(1998):　 Characteristics　 of　natural　 remanent　 magnetization　 of　Nova　 Petr　 polis　 iron
　　 　 meteorite　 (II).　Antarct.　 Meteorites　 Research,　 ll,　189-201.
魅 實(1998):宇 宙 塵 を 南 極 氷 床 か ら磁 気 的 検 出 す る 試 み.地 球 化 学,32,225-232.
Funaki.　 M.,　T皿yi,　 L,　Orlicky,　 O.　and　 Porubcan,　 V.　(2000):　 Natural　 remanent　 magnetization　 of　Rumanova　 chondrite
　 　 　 (H5)　 acquired　 by　the　shock　 metamorphsms　 S3.　Antarct.　 Meteorite　 Res.,　 13,　78-92.
　 　 Ishikawa,　 N.　and　 Funaki.　 M.　 (2000):　 Paleomagnetic　 study　 of　the　mount　 Riiser-Larsen　 area　 in　Enderby　 Land,　 East
　　　 Antarctica.　 Polar　 Geosciences,　 13,　135-144.
　　 Orlicky,　 0.,　Funaki.　 M.,　 Gevolani,　 G.　Porubcan,　 V.　and　 Tunyi,　 1.　(2000):　 Dominant　 carriers　 of　the　 remanent
　 　 　 magnetism　 (RM)　 and　 basic　 magnetic　 properties　 of　the　Fermo　 H-chondrite.　 Contributions　 to　Geophys.　 Geodesy,
30,227-240.
Ozima,　 M.　 and　 F皿aki.　 M.　 (2001):　 Magnetic　 properties　 of　hemoilmenite　 single　 crystals　 in　Haruna　 dacite　 pumice
　 　 　 revealed　 by　the　Bitter　 technique,　 with　 special　 reference　 to　self-reversal　 of　thermoremenent　 magnetization.　 Earth
PlanetsSpace,53,111-119.
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　 　 M.　 Funaki,　 N　 Ishikawa,　 T.　Matsuda,　 A.　Yamazaki　 and　 P.　Dolinsky:　 Earth　 science　 studies　 at　Mt.　 Riiser-Larsen,
　 　 　 Amundsen　 Bay,　 Enderby　 Land,　 Antarctica　 by　the　42nd　 Japanese　 Antarctic　 Expedition　 under　 the　SEAL　 Pr()ject.
第21回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム.(October,2001)
　 　 Funaki.　 M.　 and　 Ogishima,　 T.):　Magnetic　 properties　 of　4　rocks　 collected　 from　 King　 George　 Island.　 Seoul,　 Korea.
(May,2001)
　 　 Funaki、 　M.　and　 Wasilewski,　 P.　:　A　relation　 of　magnetization　 and　 sulfidation　 in　the　 parent　 body　 of　Allende　 (CV3)
　　 　 carbonaceous　 chondrite.　 The　 62nd　 Annual　 Meeting　 of　Meteoritical　 Society.　 Johannesburg,　 South　 Africa.　 (July,
1999)
　　 Funaki、 　M.,　 Tunyi,　 1.,　Orlicky,　 0.　and　 Pobubcan,　 V.　:　Stability　 of　natural　 remanent　 magntization　 and　 shock
　 　 　 remagnetization　 of　Rumanova　 (H5)　 chondrite24th　 Symposium　 on　Antarcitc　 meteorites.　 (June　 l999)
　 　 Funaki.　 M.,　Syono,　 Y.　and　 Yamauchi,　 T.　:　Shock-induced　 magnetization　 (SIM)　 at　10　and　 20GPa　 on　 Gibeon　 iron
　 　 　 meteorite.　 New　 trends　 in　geomagnetism　 paleo,　 rock　 and　 enVironmental　 magnetism,　 6th　biennial　 Castle　 Meeting.











南極大陸を中心 とするゴン ドワナ構成大陸から岩石試料を収集 し,古 地磁気学 ・岩石磁気学的手法によりゴン ド
ワナやロデニア,そ れに初期地球の大陸と地球磁場の進化を明らかにす る。また,限 石の岩石磁気学的研究におい
ては衝撃磁気の本質を明 らかにし,衝 撃が限石の自然残留磁気にどのような影響を与えているかを調べる。そ して,
その結果を発展 させ,阻 石母天体の磁場環境 と熱史を明 らかにする。
⑦ 三 澤 啓 司 南 極 限 石 研 究 セ ン タ ー 助 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 教 授(併 任),学
術-博 士(神 戸 大 学:1988年)
1.専 門 領 域:宇 宙 化 学
2.研 究 課 題:分 化 し た 阻 石 の 年 代 学 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果:
熱 変 成 度 の 異 な る 玄 武 岩 質 ユ ー ク ラ イ ト に つ い て,ジ ル コ ン の ウ ラ ン 鉛ー 年 代 測 定 を 系 統 的 に お こ な っ た 。 ジ ル
コ ン の ウ ラ ン 鉛ー 年 代 と ユ ー ク ラ イ トの 熱 変 成 度 と に は 相 関 が な く ,ジ ル コ ン の ウ ラ ン 鉛ー 系 は 玄 武 岩 の 結 晶 化 年 代
を 保 持 し て い る こ と が あ き ら か に な っ た 。
ヒ マ ラ ヤ 超 高 圧 変 成 岩 体,ナ ピ ア 変 成 岩 体 の ジ ル コ ン の ウ ラ ン 鉛ー 年 代 測 定 を お こ な い,変 成 の タ イ ム ス ケ ー ル
に 制 約 を 与 え た 。
4.研 究 活 動 歴:
ア メ リ カ 合 衆 国 地 質 調 査 所(留 学)Yamatoお よ びAsuka月 限 石 の 同 位 体 年 代 学 研 究(1991年1月～1992年3月)
ア メ リ カ 合 衆 国 地 質 調 査 所(共 同 研 究)　 Yamato火 星 陽 石 の 同 位 体 年 代 学 研 究(1996年8月 ～10月)
ア メ リ カ 合 衆 国 地 質 調 査 所(短 期 在 外 研 究 員)同 位 体 年 代 学 研 究(1998年6月 ～8月)
オ ー ス トラ リ ア 国 立 大 学(研 修)二 次 イ オ ン 質 量 分 析 計 の 保 守 研 修(1999年5月 ～6月)
ア メ リ カ 合 衆 国 地 質 調 査 所(共 同 研 究)標 準 ジ ル コ ン の 年 代 評 価(2002年3月)
5.学 術 論 文:
　 　 Morikawa　 N.,　Misawa　 K.,　Kondorosi　 G,　 Premo　 W.　 R.,　Tatsumoto　 M.　 &　Nakamura　 N.　 (2001):　 Rb-Sr　 isotopic
　 　 　 systematics　 of　lherzolitic　 shergottite　 Yamato　 793605.　 Antarct.　 Meteorite　 Res.　 14,　47-60.
三 こ 敢 戸(2001):Denverでの 同 位 体 地 球 化 学 ・年 代 学 研 究:立 本 光 信 †専 士 を 偲 ん で.地 球 化 学,35,121-138.
　 　 Misawa　 K.　&　Fujita　 T.　(2000):　 Magnesium　 isotopic　 fractionations　 in　barred　 olivine　 chondrules　 from　 the　 Allende
　 　 　 meteorite.　 Meteoritics　 &　Planet.　 Sci.　35,　85-94.
　 　 Misawa　 K,　 Yamazaki　 F.,　Ihira　N.　&　Nakamura　 N.　(2000):　 Separation　 of　rare　 earth　 elements　 and　 strontium　 from
　 　 　 chondritic　 meteorites　 by　miniaturized　 extraction　 chromatography　 for　elemental　 and　 isotopic　 analyses.　 Geochem.
J.34,11-21.
　 　 Premo　 W.　 R.,　Tatsumoto　 M,　 Misawa　 K.,　Nakamura　 N.　&　Kita　N.　T.　(1999):　 Pb-isotopic　 systematics　 of　lunar　 highland
　　　 　rocks　 (>3.9　 Ga):　 Constraints　 on　early　 lunar　 evolution.　 International　 Geology　 Rev.　 41,　95-128.
三 浬 聲 亘L　(1998)　 :　Thermal　 Ionization　 Mass　 Spectrometryの 現 状 と 問 題 点:小 惑 星 か ら の サ ン プ ル を 手 に す る 前
に.遊 ・星 ・人,7,29-44.
　 　 Misawa　 K.,　Nakamura　 N.,　Premo　 W.　 R.　&　Tatsumoto　 M.　 (1997):　 U-Th-Pb　 isotopic　 systematics　 of　lherzolitic
　 　 　 shergottite　 Yamato-793605.　 Antarct.　 Meteorite　 Res.　 10,　95-108.
6.口 頭 発 表:
　 　 Misawa　 K.　&　Yamaguchi,　 A.　(2001):　 Zircon　 in　eucrites:　 Occurrence,　 possible　 origin,　and　 U-Pb　 isotopic　 systematics.
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　　　　32nd　Lunar　 Planet.　Sci.　Conf.,　Houston.
Misawa　 K.　&　Yamaguchi,　 A.　(2001):　U-Pb　isotopic　systematics　 of　zircons　from　basaltic　eucrites.　(2001)　64th　An皿aI
　　　 Meeting　 of　Meteoritical　Society,　Vatican.
　　 Misawa　 K.,　Yamazaki,　 F.,　Sekine,　T.　&　Nakamura,　 N.　(2000)　 Incorporation　 of　radiogenic　 lead　components　 into
　　　 plagioclase　during　shock　metamorphism.　 31st　Lunar　Planet.　Sci.　Conf.,　Houston.
三澤 啓司,山 口 亮(2000):HED母 天体の形 成史2000年 度 日本 地球化学 会年会,山 形大学,山 形
三 浬聲 亘L(1999):太 陽系初期 の1000万 年1999年 度 日本 地球化 学会年 会,工 業技術 院地 質調査所,つ くば
7.科 学研 究費補 助金取得 状況:
基盤Bユ ー クライ ト阻石母 天体の形 成史(平 成13年 ～平 成15年,研 究代 表者)
基盤B南 極 か ら見 た ゴン ドワナ形成 史:　SHRIMP年 代 学か らの アプローチ(平 成13年 ～16年,研 究分担 者)
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社会 的活動:
American　 Geophysical　 Union,　 The　Meteoritical　Society,　 日本 地球化 学会,日 本 惑星科 学会
10.受 賞 な ど:
1989年 日本地 球化学 会奨励賞
11.他 大学 等で の講 義 な ど:
神 戸大 学大学 院 自然科 学研 究 科地球惑 星科学専 攻(2001年5集 中講義)
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど:
「安全 の手引 き」作成 ワー キ ンググルー プ
総 合計 画特別委 員会 独 立行 政法 人像検 討分 科会委員
総研 大 ジ ャーナル編集 委員
13.研 究活 動の課題 と展望:
長 半 減期核 種 をもちい たジル コ ンの ウラ ン 鉛ー 同位 体 系で は,ユ ー ク ライ トの熱 変成過 程 の詳細 な タ イム スケ ー
ル を規定 で きない こ とが あ きらか にな った。 したが って消滅核 種(26Al-26Mg,53Mn-53Cr系)をもちい た年代 学
研究 に本 格的 に取 りか か らな くては な らない。
⑧ 野 木義 史 研 究系地 学研 究部 門助教授,博 士(理 学)(神 戸 大学:1992年)
1.専 門領域:固 体地球物 理学
2.研 究課 題:ゴ ン ドワナ分裂過 程 と現在 の南極 プ レー トの進化 に関す る研 究
3.研 究活動 の概 要 と成 果
南 イ ン ド洋海域 で使 用可 能 なデー タを用 いて,初 期 の ゴ ン ドワナ分 裂過程 とそれ に伴 う海 洋底 拡大 過程 に関す る
研究 を行 った。 衛星高 度計 デー タの短波 長 の重 力異常 か ら海 洋底の構造 物 を検 出す る新 たな技 法 に よ り,西 エ ン ダ
ビー海盆 で,過 去 に活 動 した海嶺軸 と推 定 され る構造物 を検 出で きた。 これに よ り,西 エ ンダビー海盆の新 た な海
底拡 大過程 の推 定 を行 った。
また,東 京 大学 海洋研 究所 の 白鳳 丸 によるKHO1-3次 航海 に乗船 し,1998年 に発 生 した南 極 巨大地震 震央近 傍 お
よび オース トラ リアー南極 デ ィス コー ダ ンス ・ゾー ンにお ける,マ ルチ ナロー ビーム音響測深 に よる海底地 形 お よ
び重 力異 常,地 磁 気異 常 のマ ッピングを行 った。
4.研 究活動 歴
第30次 南極 地域観測(夏 隊)参 加(1988-1989)
国際深 海掘削計 画　(ODP)　 Leg143次 航 海 参加(1992)
BASジ ェー ムズ クラー クロス号JRO9航 海 参加(1995)
イギ リス ・BAS(短 期在 外研 究員)研 究(1998)
第37次 南極 地域観測(越 冬 隊)参 加(1995-1997)
5.学 術 論文
　　 Terada,　 K.,　Fukuda,　 Y.　and　ptN　 Y　(2001):　 Detection　 of　seafloor　structures　 off　the　Gunnerus　 ridge.　 Polar
Geoscience,14,235-243.
　 　 Wakino,　 S.,　Funaki,　M.　and　UtN　 Y　(2001):　 Magnetic　 survey　in　Ongul　Strait,　LUtzow-Holm　 Bay,　East　Antarctica.
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　　　　 Nankyoku　 Shiry6　 (Antarctic　 Record),　 45,　43-49.
岨and　 Kaminuma,　 K　 (1999):　 Vector　 magnetic　 anomalies　 in　the　 West　 Enderby　 Basin.　 Korean　 Journal　 of
　　　　 Polar　 Research,　 10,　117-124.
　 　 Kobayashi,　 R.,　Kaminuma,　 K.,　WtN　 Y　and　 Kanao,　 M.　 (1999):　 A　great　 earthquake　 in　the　Antarctic　 Plate　 on　March
　　　　 25,　1998.　 Korean　 Journal　 of　Polar　 Research,　 10,　109-ll5.
　 　 Kaminuma,　 K.,　Kobayashi,　 R.,　UtN　 Y　 and　 Kanao,　 M.　 (1999):　 Aftershock　 activity　 of　the　great　 earthquake　 in　the
　　　　 Antarctic　 plate.　 Polar　 Geoscience,　 12,　183-191.
　 　 UtN　 Y　 and　 Kaminuma,　 K.　(1999):　 Measurements　 of　vector　 magnetic　 anomalies　 on　board　 the　icebreaker　 Shirase
　 　 　 and　 the　magnetization　 of　the　 ship.　 Annali　 di　Geofisica,　 42,　161-170.
　 　 Negishi,　 H.,　WtN　 Y　 and　 Kaminuma,　 K.　(1998):　 An　 intraplate　 earthquake　 that　occurred　 near　 Syowa　 Station,　 East
　　　　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 ll,　32-41.
　 　 Aoyama,　 Y.　,　UtN　 Y　,　Kaminuma,　 K.　and　 Nagao,　 T.　(1998):　 Preliminary　 report　 of　electromagnetic　 soundings　 on　East
　　　　 Ongul　 Island,　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 ll,　49-60.
　 　 Kubo,　 A.,　UtN　 Y　and　 Kaminuma,　 K.　(1998):　 Systematic　 deviations　 of　earthquake　 slip　vectors　 from　 NUVELl　 at　the
　　　　 Australia-Antarctica　 and　 Pacific-Antarctica　 plate　boundaries.　 Polar　 Geoscience,　 ll,　61-75.
麩 義 史,金 尾 政 紀,神 沼 克 伊(1998):第37・38次 南 極 地 域 観 測 隊 に お け る 南 イ ン ド洋 海 山 調 査.南 極 資 料,
42,81-90.
6.口 頭 発 表
虹,　 Terada,　 K.,　Seama,　 N.　and　 Fukuda,　 Y.　 Seafloor　 spreading　 evolution　 in　the　West　 Enderby　 Basin,　 Southern
　 　 　 Indian　 Ocean.　 American　 Geophysical　 Union　 2001　 Fall　Meeting,　 San　 Francisco,　 December　 10-14,　 2001.
　 　 UtN　 Y　 and　 Seama,　 N.　 Seafloor　 spreading　 history　 in　the　 Enderby　 Basin,　 Southern　 Indian　 Ocean.　 American
　 　 　 Geophysical　 Union　 2000　 Fall　Meeting,　 San　 Francisco,　 December　 15-19,　 2000.
　 　 NNgg1,_):.Y　and　 Livermore,　 R.A.　 Vector　 magnetic　 anomalies　 in　the　east　Scotia　 Sea.　 American　 Geophysical　 Union　 l999
　 　 　 Fall　Meeting,　 San　 Francisco,　 December　 13-17,　 1999.
　 　 UtN　 Y　 and　 Kaminuma,　 K.:　Magnetic　 anomalies　 in　the　 Enderby　 Basin,　 Southern　 Indian　 Ocean.　 8th　 International
　 　 　 Symposium　 on　Antarctic　 Earth　 Sciences,　 Wellington,　 1999.
　 　 UtN　 Y　and　 Kaminuma,　 K.　 Magnetic　 anomalies　 in　the　Southern　 Indian　 Ocean.　 American　 Geophysical　 Union　 l999
　 　 　 Spring　 Meeting,　 San　 Francisco,　 May　 31-　June　 4,　1999.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(C):新 た な ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 復 元(平 成13～15年,研 究 代 表 者)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会,日 本 地 震 学 会,日 本 海 洋 学 会,　 AmericanGeophysicalUnion
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
10DP暫 定 サ イ トサ ー ベ イ パ ネ ル(iSSP)委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
こ れ ま で の 成 果 と 今 後 の 観 測 を 継 続 す る こ と に よ り,新 た な ゴ ン ドワ ナ 復 元 を 行 い,大 陸 分 裂 の メ カ ニ ズ ム の 解
明 お よ び ホ ッ ト ス ポ ッ ト と の 関 係 を 明 ら か に し て い く。 ま た,南 極 巨 大 地 震 震 央 の デ ー タ を 解 析 し,こ の 地 震 の 原
因 の 追 及 す る と と も に 現 在 の 南 極 プ レ ー トの 進 化 を 明 ら か に して い く。
⑨ 土井浩一郎 南極圏環境モニ タリング研究セ ンター助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手
(併任),博 士(理 学)(京 都大学:1992年)
1.専 門領域:測 地学
2.研 究課題:干 渉合成開口レーダーによる氷床変動の検出と氷床変動 に伴 う地殻変動および重力変化の研究
3.研 究活動の概要 と成果
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南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 内 の 海 氷 上 で 実 施 し たGPS観 測 デ ー タ を 用 い て 海 面 高 を10cmよ り 良 い 精 度 で 決 定 す る
こ と が で き た 。 ま た,南 極 氷 床 を 観 測 し た 合 成 開 口 レ ー ダ ー デ ー タ に 干 渉 処 理 を 施 し,氷 床 表 面 形 状 と 氷 床 の 流 動
の 分 離 を 行 な っ た 。 そ の 他,氷 床 上 で 観 測 し たGPSデ ー タ の 解 析 や 超 伝 導 重 力 計 デ ー タ の 解 析 を行 な っ た 。
4.研 究 活 動 歴
第41次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1999-2001)
5.学 術 論 文
小 澤 拓,土 井 浩 一 郎,澁 谷 和 雄(2000):JERS-1の干 渉 合 成 開 口 レ ー ダ ー を 用 い た 南 極 氷 床 流 動 ・変 形 の 検 出,
測 地 学 会 誌,46,43-52.
土 井 浩 一 郎,澁 谷 和 雄,野 木 義 史,小 澤 拓(1999):南 極 ・昭 和 基 地 で 受 信 さ れ たERS-1/2タ ン デ ム ・ ミ ッ シ ョ
ン か ら得 ら れ た 干 渉SAR画 像,測 地 学 会 誌,45,351-354.
小 澤 拓,十 井 浩 一 郎,澁 谷 和 雄(1999):干 渉 合 成 開 口 レ ー ダ か ら 得 ら れ た 東 南 極Zubchatyy棚 氷 の 海 洋 潮 汐 に よ
る 変 形,測 地 学 会 誌,45,165-179.
　 　 Ozawa,　 T.,　Doi　 K.　and　 Shibuya,　 K.　(1999):　 A　case　 study　 of　generating　 a　digital　elevation　 model　 for　the　 Soya　 Coast
　 　 　 area,　Antarctica,　 using　 JERS-1　 SAR　 interferometry,　 Polar　 Geosci.,　 12,　227-239.
　 　 Doi　 K.,　Ozawa,　 T.　Shibuya,　 K.　Nakagawa,　 H.　Omura,　 M.　 and　 Koike,　 K.　(1998):　 Preliminary　 Study　 to　Generatea
　 　 　 DEM　 of　Amundsen　 Bay,　 Antarctica　 by　Interferometric　 SAR,　 Polar　 Geosci.,　 11,　14-22.
DΩLK,　 Shibuya,　 K.,　Ozawa,　 T.　and　 Nakagawa,　 H.　(1998):　 SAR　 Data　 Acquisitions　 at　Syowa　 Station　 in　Antarctica,
　 　 　 International　 Association　 of　Geodesy　 Symposia,　 ll9,　529-534.
6.口 頭 発 表
十 井 浩 一 郎,瀬 尾 徳 常,リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 内 で のGPSを 用 い た 海 面 高 測 定,日 本 測 地 学 会,札 幌,2001年10月
Ozawa,T.,⊇ ΩL【,　 and　 Shibuya,　 K.　Ice　Flow　 Around　 the　 Soya　 Coast　 Area　 Derived　 from　 Three-Pass　 JERS-1　 SAR
　 　 　 Interferometry,　 2000　 1EEE　 International　 Geoscience　 and　 Remote　 Sensing　 Symposium,　 Hawaii,　 July　24-28,　 2000.
　 　 Ozawa,　 T.,　Doi　 K　 and　 Shibuya,　 K.　 Application　 of　SAR　 interferometry　 to　DEM　 generation　 of　Antarctica,　 IUGG99,
　 　 　 Birmingham,　 July　 18-30,　 1999.
DΩ 止,　 Ozawa,　 T.,　Shibuya,　 K,　Nakagawa,.H.,　 Omura,　 M.　and　 Koike,　 K.　An　 Attempt　 to　Generate　 Digital　 Elevation
　 　 　 Model　 of　Antarctica　 by　 Interferometric　 SAR,　 1998　 1EEE　 International　 Geoscience　 and　 Remote　 Sensing
　 　 　 Symposium,　 Seattle,　 July　6-10,　1998.
　 　 DgLK.,　 Shibuya,　 K.,　Ozawa,　 T.　and　 Nakagawa,　 H.　SAR　 Data　 Acquisition　 at　Syowa　 Station　 in　Antarctica,　 IAG
　 　 　 Scientific　 Assembly,　 Rio　de　Janeiro,　 September　 3-9,　1997.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(C)「 南 半 球 のVLBI網 と 日 本 列 島 を 結 ぶ 長 大 基 線 に よ る 測 地 実 験 」(研 究 分 担 者)(平 成10～12年)
基 盤 研 究(C)「 人 工 衛 星 合 成 開 口 レ ー ダ 干 渉 法 に よ る 遠 隔 地 地 形 モ デ ル の 作 成 お よ び そ の 検 証 」(研 究 代 表 者:
平 成9～11年,研 究 分 担 者:平 成12年)(平 成9～12年)
基 盤 研 究(B)「 超 伝 導 重 力 計 南 北 両 半 球 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 地 球 深 部 ダ イ ナ ミ ク ス の 研 究 」(研 究 分 担 者)(平
成9～11年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 測 地 学 会(評 議 員),国 際 測 地 学 協 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 等
高 知 大 学 理 学 部 集 中 講 義(2002年2月)
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
測 地 学 研 究 連 絡 会 地 殻 変 動 ・海 水 準 小 委 員 会 委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
合 成 開 口 レ ー ダ ー デ ー タ に 干 渉 法 を 適 用 し て 得 ら れ る 氷 床 表 面 形 状 の 時 間 変 化 を 調 べ る 。 ま た,超 伝 導 重 力 計 デ
ー タ と 気 圧 の グ ロ ー バ ル デ ー タ を 用 い て ,気 圧 変 化 に 対 す る 重 力 応 答 の 時 間 変 化 に つ い て 調 べ る 。
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⑩ 金尾政紀 研究系地学研究部門助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),博 士(理
学)(京 都大学:1996年)
1.専 門領域:固 体地球物理学
2.研 究課題:大 陸リソフフェアの構造 と進化過程の研究
3.研 究活動の概要と成果
地球進化過程における表層部岩石圏のダイナ ミクスを議論す る上で,大 陸 リソスフェアの構造 とその形成過程の
研究は重要である。これまでは特 に昭和基地を中心 とする東南極エ ンダービーラン ド～ ドローニングモー ドランド
域の,太 古代 ～古生代の各岩体の沿岸～大陸氷床部における現在の構造 を,波 形 インバージ ョン等の地震学的手法
を中心に各種地球物理学的解析 を行 った。また表層地質やマ イクロテクトニクス研究,及 び室内高圧実験 による岩
石鉱物学的物性の研究結果と照 らし合わせ,大 陸深部を構成する岩石の物理的化学的特徴 を検討 した。 さらに地殻
深部の地震反射面の形状やその生成モデルを,岩 石の変形や流動 との関係で考察 し,ゴ ンドワナ超大陸形成,及 び
分裂 に伴う大陸成長過程を解明 している。
4.研 究活動歴
第33次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1991-1993)
第38次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1996-1998)
5.学 術論文
　 　 Kanao　 M.　 (1997):　 Variations　 in　the　 crust　 structure　 of　the　 LUtzow-Holm　 Bay　 region,　 East　 Antarctica　 using　 shear
　 　 　 wave　 velocity.　 Tectonophysics,　 270,　43-72.
　 　 Kanao　 M.,　Kubo,　 A.,　Hiramatu,　 Y.　and　 Shibutani,　 T.　(1997):　 Crustal　 Heterogeneity　 and　 Anisotropy　 for　Shear　 Waves
　 　 inth・LUt・ ・w-H・lmB・yR・gi・n,E・ ・tAnt・ ・cti・abyth・B…db・ndT・1・・ei・mi・Wavef・ ・m・.In・C.A.Ricci(,d.)
　　　　The　 Antarctic　 Region:　 Geological　 Evolution　 and　 Processes,　 1135-1141.
金 星 攻 紐(2000):南 極 大 陸 の 特 徴 と 地 下 構 造,日 本 エ ネ ル ギ ー 学 会 誌,79,1119-1135.
金 星 政 起(2001):東 南 極 盾 状 地 か ら み た 大 陸 進 化 形 成 史,東 京 大 学 地 震 研 究 所 彙 報,76,3-12.
6.口 頭 発 表
金 星政 起 ・　SEAL計 画 ジ オ ト ラ ン セ ク ト グ ル ー プ(2001):東 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 岩 体 を 中 心 と し た 学 際 的 構 造
研 究 に よ る 地 殻 進 化 過 程,地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会2001年 合 同 大 会 予 稿 集KO-006.
　 　 Kanao　 M.,　Shibutani,T.　 and　 Kubo,A.　 (2000):　 Shear　 velocity　 models　 of　the　lithosphere　 by　portable　 and　 parmanent
　 　 　 broadband　 stations　 in　Antarctic　 margins,　 AGU　 Spring　 2000　 Meeting　 S51A-05,　 Washington,　 USA.
　 K・n・ ・　M・,　T・ut・ui,　T・,　Mu・ak・mi,　 H・,　Miy・m・ ・hi,H・,　T・d・,　S.,　Y・n・gi・aw・,　M.,　Mint・,T.,　 K・minum・,K.,　 Shibuy。,K.,
　 　 　 Shiraishi,　 K.　and　 SEAL　 Geotransect　 Group　 (2000):　 Deep　 Seismic　 Refraction　 Experiments　 in　1999　 0n　the　Mizuho
　 　 　 Plateau,　 East　 Antarctica:　 The　 SEAL　 Project,　 9th　 International　 Symposium　 on　 deep　 seismic　 profiling　 on　the
　 　 　 continents　 and　 their　margin　 (SEISMIX-2000)　 CAC-2,　 UIVik,　Norway.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 地 震 学 会,日 本 火 山 学 会,日 本 測 地 学 会,米 国 地 球 物 理 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
地 球 物 理 学 研 連 ・固 体 地 球 グ ロ ー バ ル 観 測 ネ ッ ト ワ ー ク小 委 員 会 委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
地 球 史 に お け る 大 陸 成 長 過 程 と現 在 の グ ロ ー バ ル ・ ダ イ ナ ミ ク ス を 研 究 す る た め ,極 域 の 長 期 間 に 渡 る 地 震 学 的
諸 デ ー タ を 活 用 す る 。 特 に,昭 和 基 地 を 中 心 と し た モ ニ タ リ ン グ 観 測 デ ー タ を 中 心 に 解 析 し,地 球 表 層 の ダ イ ナ ミ
ク ス と そ の 下 の マ ン トル ・核 の 異 方 性 ・不 均 質 構 造 と の 関 係 を ,汎 地 球 的 な プ ル ー ム テ ク トニ ク ス 研 究 に 関 連 し て
考 察 す る 。 ま た,超 大 陸 の 離 散 集 合 過 程 と そ の 履 歴 を 詳 細 に 紐 解 くた め,受 動 的 ・能 動 的 震 源 に よ る 大 陸 リ ソ フ フ
ェ ア 部 分 の 構 造 解 析 を 合 わ せ て 行 う 。
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⑪ 今 栄 直 也 南 極 限 石 研 究 セ ン タ ー 助 手,博 士(理 学)(京 都 大 学:1994年)
1.専 門 領 域:陽 石 学,鉱 物 学
2.研 究 課 題:原 始 太 陽 系 星 雲 で の 固 体 物 質 の ガ ス と の 相 互 作 用 の 研 究,火 星 限 石 ナ ク ラ イ トの 鉱 物 学 的 研 究,南 極
阻 石 の 産 状 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
第41次 南 極 地 域 観 測 隊 で 実 施 し た,や ま と 山 脈 地 域 で の 陽 石 探 査 お よ び と っ つ き 岬 周 辺 の 裸 氷 帯 で の 宇 宙 塵 採
集 の 結 果 を 論 文 に ま と め た 。 ま た,採 集 し た 陽 石 の 中 か ら 南 極 限 石 と し て は 初 め て と な る ナ ク ラ イ トが3つ 見 つ か
っ た 。 ナ ク ラ イ ト は 火 星 に 由 来 す る 限 石 と し て 知 ら れ て い る 。 こ の 陽 石 の 一 つ は,南 極 エ コ ン ド ラ イ ト と し て は 最
大 で あ り,多 様 な 研 究 手 法 が 可 能 で あ る 。 今 後,研 究 を さ ら に 進 め る 。
4.研 究 活 動 歴
第41次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1999-2001)
5.学 術 論 文
　 　 _lmae　 N　,　Iwata,　 N.　and　 Shimoda,　 Y.　(2002):　 Search　 for　Antarctic　 meteorites　 in　the　bare　 ice　field　around　 the　Yamato
　 　 　 Mountains　 by　JARE-41.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 15,　1-24.
　 　 Iwata,　 N.　and　 __lmae　 N　 (2002):　 Antarctic　 micrometeorite　 collection　 at　a　bare　 ice　region　 near　 Syowa　 Station　 by
　 　 　 JARE-41　 in　2000.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 15,　25-37.
　 　 _lmae　 N　 and　 Kojima,　 H.　(2000):　 Sulfide　 textures　 of　a　unique　 CO3-chondrite　 (Y-82094)　 and　 its　petrogenesis.
　　 　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 13,　56-65.
_lmae　 N　 and　 Kojima,　 H.　(2000):　 On　 the　 relationship　 between　 troilite　anψor　 magnetite　 ri㎜ed　 FeNi　 metals　 and
　 　 　 subtype　 in　CO3　 chondrites.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 13,　66-78.
　 　 Noguchi,　 T.,　_lmae　 N　,　Nakamura,　 Nozaki,　 W.,　 Terada,　 K.,　Mori,　 T.,　Nakai,　 1.,　Kondo,　 N.,　Sasaki,　 M.,　Murakami,　 T.,
　 　 　 Fukuoka,　 T.,　Nogami,　 K.,　Oomori,　 R.　and　 Ohashi,　 H.　(2000):　 A　consortium　 study　 of　Antarctic　 micrometeorites
　 　 　 recovered　 from　 the　Dome　 Fuji　Station.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 13,　270-284.
エ皿L,　 Nakamuta,　 Y.　and　 Shinoda,　 K.　(1999):　 An　 experimental　 study　 of　hydrous　 mineral　 formation　 by　reaction
　 　 　 between　 forsterite　 and　 water　 vapor.　 Proceedings　 of　the　Japan　 Academy,　 75,　Ser.　B,　229-234.
　 　 Nakamura,　 T.,　_lmae　 N　,　Nakai,　 1.,　Noguchi,　 T.,　Yano,　 H.,　Terada,　 K.,　Murakami,　 T.,　Fukuoka,　 T.,　Nogami,　 K.,　Ohashi,
　 　 　 H.,　Nozaki,　 W.,　 Hashimoto,　 M.,　 Kondo,　 N.,　Mastuzaki,　 H.,　Ichikawa,　 O.　and　 Ohmori,　 R.　(1999):　 Antarctic
　 　 　 micrometeorites　 collected　 at　the　Dome　 Fuji　Station.　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 12,　183-198,　 1999.
6.口 頭 発 表
　 　 _lmae　 N　,　Okazaki,　 R.,　Kojima,　 H.,　and　 Nagao,　 K:　 The　 first　Nakhlite　 from　 Antarctica.　 Lunar　 and　 Planetary　 Science
　 　 　 Conference,　 XXXIII,　 Houston,　 NASA　 LPI,　USA,　 2002,　 March　 ll-15,　 2002.
墨,岩 田 尚 能:第41次 南 極 地 域 観 測 隊 に お け る 限 石 探 査 ・宇 宙 塵 採 集,鉱 物 学 会 年 会,2001.9.28-10.1.
　 　 _lmae　 N　 and　 Iwata,　 N.:　Search　 of　Yamato　 meteorites　 in　2000.　 64th　 Meteoritical　 Society　 Annual　 Meeting,　 Vatican,
September10-14,2001.
エ瓜蝿,　 Noguchi,　 T.,　Nakamura,　 T.,　and　 Nozaki,　 W.　 (1999):　 X-ray　 microprobe　 analyses　 of　Antarctic
micrometeorites　 from　 the　 Dome　 Fuji　 Station.　 Antarctic　 Meteorites　 XXIV,　 50-52.第24回 南 極 阻 石 シ ン ポ ジ ウ ム,
June1-3,1999.
エ_mae　N　 and　 Shinoda,　 K.　(1998):　 An　 experimental　 study　 of　hydrous　 mineral　 formation　 reaction　 between　 enstatite
　 　 　 and　 water　 vapor.　 61st　 Meteoritical　 Society　 Meeting,　 Dublin,　 July　27-31,　 1998.
　 　 _lmae　 N　 and　 Kojima,　 H.　(1997):　 On　 the　 relationship　 between　 opaque　 mineral　 assemblages　 and　 subtype　 in　CO3
chondrites.　 第22回 南 極 阻 石 シ ン ポ ジ ウ ム,JunelO-12,1997.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 大 量 の 南 極 宇 宙 塵 を 用 い た そ の 分 類 学 確 立 に む け た 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～14年)
基 盤 研 究(B)「 ユ ー ク ラ イ ト陽 石 母 天 体 の 形 成 史 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
9学 会 及 び 社 会 的 活 動





13.研 究活動の課題 と展望(当 該年)
ナクライ トに見 られる含水鉱物は,地 球落下後形成 されたのではな く,阻 石母天体(火 星表層)で 形成 されたこ
とが組織の特徴か ら明瞭である。この含水鉱物の形成の物理化学的条件 を今後明らかにするために,限 石その もの
の組織観察 ・化学分析に加えて,熱 力学計算や再現実験を併用 し,研 究を行 ってい く。
⑫ 三 浦 英 樹 研 究 系 地 学 研 究 部 門 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士(理
学)(東 京 都 立 大 学:1995年)
1.専 門 領 域:地 形 学 ・第 四 紀 地 質 学
2.研 究 課 題:
南 極 氷 床 縁 辺 域 に お け る 新 生 代 の 高 精 度 環 境 復 元 に 関 す る 研 究
地 球 表 層 環 境 変 動 史 に お け る 南 極 氷 床 変 動 の 役 割 に 関 す る 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果(当 該 年):
南 極 大 陸 の 沿 岸 山 地 ・海 岸 の 地 形 地 質 学 ・地 球 化 学 的 証 拠 と,隆 起 海 浜 堆 積 物,貝 化 石 か ら 得 ら れ た 相 対 的 海 水
準 変 動 に 基 づ く新 し い 第 四 紀 後 期 の 南 極 氷 床 変 動 像 を 明 ら か に し た 。 さ ら に,こ の 結 果 か ら南 極 氷 床 と 北 半 球 氷 床
の 挙 動 の 比 較 を行 い,第 四 紀 ～ 現 在 の 南 極 氷 床 変 動 を 制 約 す る 原 因 に つ い て 考 察 し た。
4.研 究 活 動 歴:
第37次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1995-1996)
第38次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1998-1999)
米 国 ・オ ハ イ オ 州 立 大 学 ・バ ー ド極 地 研 究 セ ン タ ー 研 究 員(文 部 科 学 省 長 期 在 外 研 究 員)(2001-2002)
5.学 術 論 文
三"'廿 壷(2002):第 四 紀 の 南 極 氷 床 変 動 と古 海 洋 ・古 気 候 変 動.月 刊 地 球,17 ,1-7.
三'tiPtrei(2002):第四 紀 研 究 史 に お け る 南 極 氷 床 変 動 研 究 の 位 置 づ け 一 氷 床 コ ア ・陸 上 ・大 陸 棚 ・深 海 底 堆 積
物 の 記 録 と 時 空 間 分 布 か ら一.月 刊 地 球,17,8-15.
三 こ'一 挫,前 杢 英 明,吉 永 秀 一 郎,高 田 将 志,Zwartz,D.P.(2002):南極 沿 岸 地 域 の 完 新 世 の イ ベ ン トー 隆 起
海 浜 地 形 と 放 棄 さ れ た ペ ン ギ ン ル ッ カ リ ー 一.月 刊 地 球,17,23-30.
ヨ'+養,前 杢 英 明,瀬 戸 浩 二,五 十 嵐 厚 夫(2002):リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 周 辺 の 隆 起 海 浜 堆 積 物 か ら 見 た 第 四
紀 後 期 の 南 極 氷 床 変 動 と古 環 境.月 刊 地 球,17,37-43.
三 こ'+壷,高 田 将 志,Zwartz,D.P.(2002):東南 極,エ ン ダ ビ ー ラ ン ド,リ ー セ ル ・ラ ル セ ン 山 周 辺 の 第 四 紀
氷 床 変 動 の 証 拠 と古 環 境.月 刊 地 球,17,51-57.
∋ 　i[IEtsi　,奥 野 淳 一,中 田 正 夫,瀬 戸 浩 二,五 十 嵐 厚 夫,高 田 将 志,前 杢 英 明(2002):海洋 酸 素 同 位 体 ス テ ー
ジ3に お け る 南 極 氷 床 縁 辺 部 の 融 解 の 可 能 性 一 第 四 紀 後 期 の 両 半 球 氷 床 の 挙 動 と 原 因 一.月 刊 地 球,17,65-
69.
　 　 Ishikawa,　 M.,　Hokada,　 T.,　Ishizuka,　 H.,　Miura　 H.,　Suzuki,　 S.,　Takada,　 M.　and　 Zwartz,　 DP.　 (2000):　 Geological　 map　 of
　 　 　 Mount　 Riiser-Larsen　 (with　 explanatory　 text,　36p).　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar
　　　 Research,　 Sheet　 37.
　 　 Nakada,　 M.,　Kimura,　 R.,　Okuno,　 J.,　Moriwaki,　 K.,　Miura　 H.　and　 Maemoku,　 H.　(2000):　 Late　 Pleistocene　 and　 Holocene
　 　 　 melting　 history　 of　the　Antarctic　 ice　sheet　 derived　 from　 sea-level　 variations.　 Marine　 Geology,167,　 85-103.
　 Hirakawa,　 H.,　Moriwaki,　 K,　 Yoshida　 ,　Y.　and　 Miura　 H.　 (1999):　 Geomorphological　 map　 of　Wast　 Ongul　 and　 West
　 　 　 Ongul　 Islands.　 Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 No.　 7.
　 Takahashi,　 H.A.,　Wada,　 H.,　Nakamura,　 T.　and　 Miura　 H.　(1999):　 14C　anomaly　 of　freshwater　 algae　 in　Antarctic　 coastal
　　　 ponds　 and　 lakes.　Polar　 Geoscience,　 11,　262-276.
　 　 Miura　 H　,　Maemoku,　 H.,　Igarashi,　 A.　and　 Moriwaki,　 K.　(1998):　 Distribution　 of　the　raised　 beach　 deposits　 and　 marine
　 　 　 fossils　with　 radiocarbon　 dates　 around　 the　LUzow-Holm　 Bay　 region,　 east　Antarctica　 (with　 explanatory　 text,　46p).
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　 　　 Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 No.　6.
　 　 Miura、 　H.,　Moriwaki,　 K,　 Maemoku　 ,　H.　and　 Hirakawa　 ,　K.　(1998):　 Fluctuations　 of　the　 East　 Antarctic　 ice-sheet
　 　 　 margin　 since　 the　 last　glaciation　 from　 the　 stratigraphy　 of　raised　 beach　 deposits　 along　 the　Soya　 coast.　 Annals　 of
Glaciology,27,297-301.
　 　 Miura.　 H.,　Maemoku,　 H.,　Seto,　 K.　and　 Moriwaki,　 K　 (1998):　 Late　 Quaternary　 East　 Antarctic　 melting　 event　 in　the
　 　 　 S6ya　 Coast　 region　 based　 on　stratigraphy　 and　 oxygen　 isotopic　 ratio　of　fossil　molluscs.　 Polar　 Geoscience,　 11,　262-
276.
　 　 Zwartz,　 D.P.,　Miura.　 H.,　Takada,　 M.　and　 Moriwaki,　 K.　(1998):　 Holocene　 lake　sediments　 and　 sea-level　 change　 at　Mt.
　　　　 Riiser-Larsen.　 Polar　 Geoscience,　 ll,　249-259.
Takada,　 M.,]魎 上L　and　 Zwartz,　 D.P.　 (1998):　 Radiocarbon　 and　 thermoluminescence　 ages　 in　the　Mt.　Riiser-Lar en
　　　　area,　Enderby　 Land,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 11,　239-248.
Saigusa,　 S.,　M岨,　 Maemoku,　 H.　and　 Hirakawa,　 H.　(1998):　 Preliminary　 reports　 of　rock　 glaciers　 at　the　foot　of　Mt.
　　　　Riiser-Larsen　 in　Enderby　 Land,　 East　 Antarctica.　 Antarctic　 Records,　 42,　168-178.
　 　 Maemoku,　 H.,　Miura.　 H.,　Saigusa,　 S.　and　 Moriwaki,　 K.　(1997):　 Stratigraphy　 of　the　 Late　 Quaternary　 raised　 beach
　 　 　 deposits　 in　the　 northern　 part　 of　Langhovde,　 LUtzow-Holm　 Bay,　 East　 Antarctica.　 The　 Proceedings　 of　NIPR
　 　 　 Symposium　 Antarctic　 Geoscience,　 10,　178-186.
6口 頭 発 表
　 　 Miura.　 H.,　Maemoku,　 H.,　Takada,　 M.　Okuno,　 J.,　Nakada,　 M.　Igarashi,　 A.　and　 Moriwaki,　 K.:　Late　 Quaternary　 glacial
　 　 　 history　 and　 relative　 sea-level　 change　 around　 Lutzow-Holm　 Bay　 and　 Mt.　Riiser-Larsen　 regions.　 AGU　 fall　meeting,
SanFrancisco,USA,2001.12.9-14.
　 　 Igarashi,　 A.,　Miura、 　H.,　Kato,　 M.　and　 Hart,　 C.:　Discovery　 of　potentially　 Pre-Quaternary　 deposits　 on　ice-free　 area　 of
　 　 　 LUtzow-Holm　 Bay　 -Evidence　 of　amino-acid　 geochronology　 and　 biochronology,　 ANTOSTRAT　 meeting,　 Erice,
Italy,2001.9.8-14.
　 　 Miura.　 H.,　Seto,　 K.,　Igarashi,　 A.,　Maemoku,　 H.,　Takada,　 M.　and　 Moriwaki,　 K.:　Late　 Quaternary　 East　 Antarctic　 Ice-
　 　 　 sheet　 melting　 event　 around　 the　 LUtzow-Holm　 Bay　 and　 Mt.　Riiser-Larsen　 region,　 ANTOSTRAT　 meeting,　 Erice,
Italy,20019.8-14.
　 　 Miura、 　H.,　Maemoku,　 H.,　Takada,　 M,　 Okuno,　 J.,　Nakada,　 M.　and　 Moriwaki,　 K.:　Late　 Quaternary　 glacial　history　 and
　 　 　 relative　 sea-level　 change　 around　 LUtzow-Holm　 Bay　 and　 Mt.　Riiser-Laresen　 regions,　 ANTEC　 workshop,　 Siena,
Italy,2001.7.5-11.
　 　 Miura.　 H.,　Seto,　 K.,　Igarashi,　 A.,　Maemoku,　 H.,　Takada,　 M.　 and　 Moriwaki,　 K.:　Late　 Quaternary　 East　 Antarctic
　 　 　 melting　 event　 in　the　 Soya　 Coast　 region　 based　 on　 stratigraphy　 and　 oxygen　 isotopic　 ratio　of　fossil　molluscs.　 EUG
　 　 　 Spring　 meeting,　 Strasbourg,　 France,　 2001.4.8-12.
　 　 Miura』.:　 Late　 Quaternary　 stratigraphic　 relationships　 between　 Antarctic　 ice　history　 and　 inflows　 of　CDW　 derived
　 　 　 from　 NADW　 pulse.　 ANDRILL　 meeting,　 Oxford,　 UK,　 2001.4.3-7.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
奨 励 研 究(A)「 放 棄 さ れ た ペ ン ギ ン ル ッ カ リ ー 遺 物 を 用 い た 第 四 紀 後 期 の 南 極 沿 岸 の 環 境 変 動 の 研 究 」(研 究 代
表 者)(平 成12～13年)
総 合 研 究 大 学 院 大 学 共 同 研 究 「前 近 代 日 本 に お け る 景 観 の 形 成 と 変 容 に 関 す る 総 合 的 研 究 」(研 究 分 担 者:三 浦
英 樹)(平 成11～13年 度)
基 盤 研 究(C)「 日 本 列 島 に お け る 岩 石 氷 河 と そ の 古 環 境 学 的 意 義 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成9～11年)
8.講 演 な ど
9学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 地 質 学 会,日 本 地 理 学 会,東 京 地 学 協 会,日 本 第 四 紀 学 会(編 集 委 員),日 本 土 壌 肥 料 学 会,日 本 ペ ド ロ ジ
ス ト学 会,日 本 植 生 史 学 会,日 本 地 形 学 連 合,日 本 堆 積 学 会,日 本 火 山 学 会,ア メ リ カ 地 球 物 理 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
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13.研 究活動の課題 と展望
地球表層環境変動史の重要な要素である南極氷床変動史をより詳細 ・高精度に明 らかにし,海 洋循環,大 気循環
などの地球表層 システムの変動に果た してきた南極氷床 ・南大洋の役割,お よび非活動的大陸縁辺域での地殻の隆
起 ・沈降運動 と地球表層物質の侵食 ・運搬 ・堆積 との相互作用を解明する研究を行なう。これらの研究のために以
下の3点 を今後特 に強 く推進する必要があると考えている。
1)氷 床底 プロセスを意識 した陸上,海 底の氷河地形地質の堆積学的 ・氷河構造地質学的な野外調査 と広範囲 ・高
密度での試料採取
2)凍 土,海 氷環境下での堆積物の音響層序学的調査 と試料の掘削技術の開発 ・改良 と広範囲 ・高密度での試料採
取
3)他 の地質学的イベ ントとの対比が可能な高精度でクロスチェ ック可能な多様な年代測定手法の適用 ・開発





(1)極 度 に強い熱変成作用を受 けた小惑星起源の玄武岩(ユ ークライ ト)EET90020の 地球化学的 ・鉱物学的研究
か らその熱史と放射年代 と比較 し,ユ ークライ ト母天体初期地殻の地質史を明らかに しようとした。
(2)新 種の玄武岩質明石(Northwest　 Africa　O11)の 岩石組織,全 署組成,酸 素同位体組成か ら,そ の成因につい
て考察 した。
4.研 究活動歴
オース トラリア国立大学(研 修)二 次 イオン質量分析計の保守研修(1999年5月 ～6月)
5.学 術論文
　 Y・m・gu・hi・ 　A・,　T・yl・ ・,　G・　J・,　K・il　 K,　 Fl・ss,　 C・,　C…　 a・,　G.,　Nyqui・t,　 L.　 E.,　B・g・ ・d,　D.　 D.,　 Garri・ ・n,　D.,　 Ree・e,　 Y.,
　 　 　 Wiesmann,　 H.,　 and　 Shih,　 C.-Y.　 (2001):　 Post-crystallization　 reheating　 and　 partial　 melting　 of　eucrite　 EET90020　 by
　 　 　 impact　 into　 the　 hot　 crust　 of　asteoid　 4Vesta　 ～4.50　 Ga　 ago.　 Geochim.　 Cosmochim.　 Acta,　 65,　3577-3599.
　 　 Yamaguchi.　 A.　 and　 Sekine,　 T.　 (2000):　 Monomineralic　 mobilization　 of　plagioclase　 by　 shock:　 an　 experimental　 study.
　 　　 　 Earth　 Planet.　 Sci.　 Lett.,　 175,　 289-296.
　 　 Yamaguchi.　 A.,　Scott,　 E.　R.　D.,　and　 Keil,　 K.　(1999):　 Origin　 of　a　unique　 impact-melt　 rock　 -　the　 L-chondrite　 Ramsdorf.
　 　 　 Meteor.　 Planet.　 Sci.,　34,　49-59.
　 　 Yamaguchi.　 A.,　Taylor,　 G.　J.,　and　 Keil　 K　 (1998):　 Origin　 of　unusual　 impact　 melt　 rocks,　 Yamato-790964　and　 -790143
　 　 　 (LL-chondrites).　 Antarct.　 Meteor.　 Res.,　 ll,　18-31.
　 　 Yamaguchi　 A.,　 Taylor,　 G.　J.,　and　 Keil,　 K.　 (1997):　 Metamorphic　 history　 of　the　 eucritic　 crust　 of　4Vesta.　 J.　Geophys.
Res.,102,13381-13386.
　 　 Yamaguchi　 A.,　 Taylor,　 G.　 J.,　and　 Keil,　 K.　 (1996):　 Global　 crustal　 metamorphism　of the　 eucrite　 parent　 body.　 Icarus,
124,97-112.
6.口 頭 発 表
　 　 Yamaguchi.　 A,　 Misawa,　 K,　 Haramura,　 H.,　 Kojima,　 H.,　 Clayton,　 R.　 N.,　 Mayeda,　 T.　 K.,　and　 Ebihara,　 M:　 Northwest
　 　 　 Africa　 Oll,　 a　new　 basaltic　 meteorite.　 Meteor.　 Planet.　 Sci.　 36,　A228,　 Rome,　 August　 28　 -　September　 1,　2001.
　 　 Yamaguchi.　 A.:　Spinels　 in　basaltic　 eucrites:　 Implication　 for　crystallization　 and　 metamorphic　 history.　 Meteor.　 Planet.
　 　 　 Sci.　 35,　A174,　 Chicago,　 August　 28　 -　September　 1,　2000.
　 　 Yamaguchi.　 A.,　 Sekine,　 T.,　and　 Mori　 H,:　 Shock　 experiments　 of　synthetic　 eucrite　 with　 various　 initial　 temperatures.
　 　 　 Lunar　 Planet.　 Sci.　Conf.　 31,　#1149,　 Houston,　 March　 13-17,　 2000.
　 　 Yamaguchi.　 A.　 and　 Sekine,　 T.:　Shock　 moblization　 of　plagioclase:　 An　 experimental　 study.　 Antarct.　 Meteorites　 23,
177-178,Tokyo,June10-12,1998.
　 　 Yamaguchi.　 A.,　Taylor,　 G.　 J.,　and　 Keil,　 K.:　Not　 all　eucrites　 are　 monomict　 breccias.　 Lunar　 Planet.　 Sci.　 28,　 1601-1602,
　 　 　 Houston,　 March　 l7-21,　 1997.
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7.科 学研究補助金取得状況
奨励研究(A)「 玄武岩質阻石母天体の熱史 と年代学」(平 成12-13年)








太陽系形成初期,地 球の月や分化 した陽石母天体地殻の岩石は,熱 変成作用や隅石の衝突による衝撃変成作用の
ため,あ るいは,衝 突 した限石 と表層物質が混合 したため,そ の岩石組織や化学組成が変化 したと考えられる。今
後,ユ ークライ トとメソシデライトと呼ばれる分化 した阻石や月高地の岩石の変成過程 を,岩 石学的あるいは地球
化学的に明らかにするつ もりである。また,そ れ らの限石の親鉄元素含有量や鉄ニッケル相などの化学組成やか ら,
どのようなタイプの阻石が衝突 したか も解明する。
⑭ 青木 茂 南極 圏 環境 モ ニ タ リング研 究 セ ン ター助 手,総 合研 究大 学 院大学 数物 科学研 究 科極域 科 学専 攻助手
(併任),博 士(理 学)(九 州 大学:1995年)
1.専 門領域:海 洋物理 学
2.研 究 課題:海 洋 中 ・長周期 変動 と地殻変動 の観測 的研 究
3.研 究 活動 の概 要 と成 果
南大 洋 は,地 球 規模気 候 シス テムの 中の重要 な要 素 を構 成す る と同時 に,固 体 地球の 変動 に大 きな影響 を持 つ。
GPS干 渉 測位 を利用 した新 たな観 測手 法 に より,昭 和 基地の 海底 圧力計 が季節 変動以 下の時 間規模 で もつ誤 差の評
価が 明 らか にな った。 これ に もとづ き,昭 和 基地 で得 られ た水 位 デー タの時 間変動 につい て解 析 を進 め,特 に海洋
の季節 変動 がDORIS　 ・　GPSに よ り得 られた鉛直 地殻変 動 に影響 を与 え る可 能性 を調べ た。 同時 に広域 にお け る水
位変動 を調べ るため,他 基地 デー タの情報 を収 集 し,解 析 を開始 した。 また昭和基地 沖 にお け る海水位 変動 は,沖
側の流速構 造 の変化 と密接 に結 びつ いてい る。　SARデ ー タを用い て氷 山の移動 を調べ,海 洋流 速構造 を推定 す るの
に有効 であ る ことを確 認 した。南 大洋 の海洋構二進の理解 と長期 変動 の把 握 を目的 と して,沿 岸域 を含 む東経140度
線 上の海 洋観測 に参加 した。
4.研 究活動 歴
第39次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1997-1999)
オー ス トラ リア ・タスマニ ア大 学(研 修)研 究(2000)
第43次 南極地域 観測 隊(夏 隊同行者)参 加(2002)
5.学 術 論文
宣 並(2001):南 極域 の海面 変動 と地 殻変動一観測 の現 状 と課題 一,月 刊 地球,号 外35,149-156.
　　Aoki　 S.,　Ozawa,T.,　 Shibuya,K.　 and　Masuyama,A.　 (2001):　Ocean　 tide　observed　 with　differential　GPS　 technique　 in
　　　 LUtzow-Holm　 Bay,　Antarctica.　J.　Geod.　Soc.　Japan,　47,　181-186.
宣 上 皮(2000):南 極海 の環境 変動,日 本 エ ネルギ ー学 会誌,79,1050-1053.
　　Aoki　 S.,　Ozawa,T.,　 Doi,K,　 and　Shibuya,K　 (2000):　GPS　 observation　 of　the　sea　level　variation　in　LUtzow-Holm　 Bay,
　　　　Antarctica.　Geophys.　 Res.　Lett.,　27,　2285-2288.
　　Aoki　S.,　and　Hashida,G.　 (2000):　Observations　 of　water　temperature　 and　salinity　in　Ongul　 Strait,　Antarctica,　in　l998
　　　 and　investigations　of　their　intraseasonal,　seasonal,　and　interannual　 variations,　Polar　Meteorol.　 GlacioL,　14,　68-77.
　　Aoki　S.(1997):　Trends　 and　interannual　 variability　of　surface　layer　temperature　 in　the　Indian　sector　of　the　Southern
　　　 Ocean　 observed　 by　Japanese　 Antarctic　Research　 Expeditions.　 J.　Oceanogr.,　 53,　623-631.
6.口 頭 発表
宣 亙 茂,小 澤 拓,土 井浩 一郎,渋 谷和 雄:合 成 開口 レー ダを用 いた東南 極沿 岸 にお け る氷 山の漂流 の観測 と予
想 され る海 洋表層流 の影響,日 本海洋 学会,東 京,2002年3月28日
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Aoki　 S.,　Bindoff,N.L　 and　 Church,J.　 :Multi-decadal　 changes　 of　 water　 masses　 in　 the　 Indian　 and　 Southern　 Ocean.
The　 WOCE/CLIVAR　representativeness　and　 variability　 workshop
,　Fukuoka,　 Octユ8-22,2000.
Aoki　 S.,　Ozawa,T.,　 Shibuya,K.　and　 Masuyama,A.:Ocean　tide　 observed　 with　 differential　 GPS　 technique　 in　LUtzow-
　 Holm　 Bay,　Antarctica.　 The　 14th　 International　 Symposium　 on　Earth　 Tides　 (ETS2000),　 Iwate,　 Aug.　 28-Sep.1,2000.
Aoki　 S.,　Ozawa,　 T.　 Doi,　 K.　 and　 Shibuya,　 K:　 GPS　 observation　 of　 the　 sea　 level　 variation　 in　the　 LUzow-Holm　 Bay
,
　 Antarctica　 International　 Symposium　 on　 GPS　 /　Application　 to　 Earth　 Sciences　 and　 interaction　 with　 other　 space
　 geodetic　 techniques,　 Tsukuba,　 Oct.　 18-22,　 1999.
Aoki　 S:　Multi-decadal　 warming　 trends　 of　subsurface　 temperature　 in　the　 Indian　 sector　 of　the　 Southern　 Ocean　 :
　 Large-scale　 variability　 in　the　 Southern　 Ocean　 -　patterns,　 mechanisms　 and　 impacts,　 British　 Antarctic　 Survey,
　 Cambridge　 (U.K.),　 Aug.7,　 1999.
7.科 学研究補助金取得状況
基盤(B)「 絶対重力計及び超伝導重力計の連携 による経年的重力変化の精密観測」(研 究分担者)(平 成11～13
年度)
特別研究促進費 「南極海における海洋環境の中長期的変動に関する研究」(研 究分担者)(平 成11年 度～13年 度)










CLIVAR/CliC　Southern　Ocean　Panelメ ンバー ・データリプリゼ ンタテ ィブ
13.研 究活動の課題 と展望
昭和基地を中心 として,よ り広域における水位変動の空間特性 を調べ,大 気変動 などとの関連性 を明 らかにす る。
その上で,そ うした海洋 ・大気変動が地殻や重力に与え得る影響を評価する。昭和基地沖における流速構造の把握
においてSARデ ータが有効であ ることが示 されたが,よ り広域におけるデー タについて解析を広げる。その一環
として,　SARデ ータに加えて他のリモー トセ ンシング技術の利用についても検討する。今年度実施 した東経140度
線上の海洋観測データについて,デ ータセ ットの整備を行 ない,長 周期変動の検出などを中心に解析 を進める。
⑮ 海 田 博 司 南 極 阻 石 研 究 セ ン タ ー 助 手 ・修 士(理 学)(東 京 大 学:1996年)
1.専 門 領 域:鉱 物 学 ・陽 石 学
2.研 究 課 題:限 石 の 岩 石 鉱 物 学 的 お よ び 宇 宙 化 学 的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
二 次 イ オ ン 質 量 分 析 装 置 を 用 い た 同 位 体 年 代 測 定 を 行 っ て い る 。 特 に ,ユ ー ク ラ イ ト阻 石 中 の ジ ル コ ン の ウ ラ
ン ー 鉛 年 代 か ら ユ ー ク ラ イ ト限 石 母 天 体 で の 火 成 活 動 は 太 陽 系 形 成 直 後 に 起 こ っ た こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た,
南 極 限 石 の 初 期 分 類 も 行 っ て お り,第39次 南 極 観 測 隊 に よ っ て 発 見 さ れ た 限 石 の ひ と つ,Yamato983885の岩 石 鉱
物 学 的 研 究 の 結 果,こ の 陽 石 は 月 起 源 で あ る こ と が 分 か っ た 。
4.研 究 活 動 歴
第39次 日本 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1997-1999)
5.学 術 論 文
　 　 Lee,　 J.　H.,　Yoshikawa,　 A.,　Kaiden　 H.,　Fukuda,　 T.,　Yoon,　 D.　H.　and　 Waku,　 Y.　(2001):　 Growth　 and　 characterization　 of
　 　 　 Al203-based　 Y3AlsOi2,　 ZrO2　 binary　 and　 ternary　 eutectic　 fibers.　J.　Korean　 Assoc.　 Cryst.　 Growth,　 11,　170-175.
　 　 Lee,　 J.　H.,　Yoshikawa,　 A.,　Kaiden　 H.,　Lebbou,　 K.,　Fukuda,　 T.,　Yoon,　 D.　H.　and　 Waku,　 Y.　(2001):　 Microstructure　 of
　 　 　 Y203　doped　 Al203/ZrO2　 eutectic　 fibers　 grown　 by　the　micro-pulling-down　 method.　 J.　Cryst.　 Growth,　 231,　179-185.
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6.
K()jima,　 H.,　 Kaiden.　 H.　 and　 Yada,　 T.　 (2000):　 Meteorite　 search　 by　 JARE-39　 in　 1998-99　 season.　 Antarct.　 Meteorite
Res.,13,1-8.
Kaiden.　 H.,　Mikouchi,　 T.　 and　 Miyamoto,　 M.　 (1998):　 Cooling　 rates　 of　olivine　 xenocrysts　 in　the　 EET79001　 shergottite.
　 Antarct.　 Meteorite　 Res.,　 ll,　92-102.
Kaiden.　 H.,　 Mikouchi,　 T.,　Nomura,　 K.　and　 Miyamoto,　 M.　 (1997):　 Chemical　 zoning　 of　olivines　 in　the　 Yamato-791717
　 CO3　 chondrite.　 Antarct.　 Meteorite　 Res.,　 10,　181-190.
口 頭 発 表
三 澤 啓 司 ・ 山 口 亮 ・遊 里 壇 亘:ユ ー ク ラ イ ト ジ ル コ ン の ウ ラ ン ー 鉛 同 位 体 系,2001年 度 日 本 地 球 化 学 会 第48回
年 会,学 習 院 大 学,東 京,2001.10.18-20
Kaiden.　 H.,　Yoshikawa,　 A.,　 Lee,　 J.　H.,　 Durbin,　 S.　D.,　 Fukuda,　 T.　 and　 Waku,　 Y.:　Growth　 by　 the　 micro-pulling-down
　 method　 and　 high-temperature　properties　 of　AhO3/RE:Y3Al5012　 fiber　 crystals.　 The　 lst　Asian　 Conference　 on　 Crystal
　 Growth　 and　 Crystal　 Technology,　 Sendai,　 Japan,　 August　 29-September　 l,　2000.
Kaiden.　 H.,　Yoshikawa,　 A.,　Hasegawa,　 K.,　Durbin,　 S.　D.,　Fukuda,　 T.　and　 Waku,　 Y.:　Growth　 of　AhO3/RE3Alr,Oi2　 eutectiC
　 crystal　 by　 pulling-down　 method　 and　 its　high-temperature　properti s;　 Th 24th　 Annual　 Cocoa　 Beach　 Conference
　 and　 Exposition:　 An　 International　 Conference　 on　 Engineering　 Ceramics　 and　 Structures,　 Florida,　 USA,　 January　 23-
28,2000.
進 旦 壇 亘L・ 三 河 内 岳 ・宮 本 正 道:カ ン ラ ン 石 の 冷 却 速 度:非 平 衡 コ ン ド ラ イ トの 場 合,第30回 宇 宙 研 月 惑 星 シ
ン ポ ジ ウ ム,宇 宙 科 学 研 究 所,神 奈 川,1997.8.7-9.
Kaiden.　 H.,　 Mikouchi,　 T.　 and　 Miyamoto,　 M.:　 Cooling　 rates　 of　oliVine　 xenocrysts　 in　the　 EET79001　 shergottite;　 The
　 22nd　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteorites,　 Tokyo,　 Japan,　 June　 lO-12,　 1997.
Kaiden.　 H.,　 Mikouchi,　 T.,　Nomura,　 K.　 and　 Miyamoto,　 M.:　 Chemical　 zoning　 of　olivines　 in　CO3　 and　 LL3　 chondrites;
　 The　 21st　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteorites,　 Tokyo,　 Japan,　 June　 5-7,　 1996.
7.科 学研究費補助金取得状況
基盤研究(B)「 ユークライト限石母天体の形成史」(研 究分担者)(平 成13～15年)









二次 イオン質量分析装置 を用いた同位体年代測定 を引 き続 き進める。具体的には,時 間スケールをより詳細 に議
論す るために半減期の短い消滅核種 を用いる。特に,こ れまで始原的限石に しか確認されていなかった消滅核種で




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
森 脇 喜 一 国立極地研究所 ・教授 東南極リソスフェアの構造 と進化
小 島 秀 康 国立極地研究所 ・教授 南極阻石の精密分類お よびその総合カタログの作成
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イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
瀧 上 豊 関東学園大学法学部 ・助教授 エ ンダービーランドの年代学,岩 石磁気学的研究
松 枝 大 治 北海道大学総合博物館 ・教授 東南極およびスリランカ産変成炭酸塩岩の流体包有物
と安定同位体の比較研究
木 多 紀 子 (独)産 業技術 総合研究所 ・主任研
究官 限石の変成度と同位体年代に関する研究
廣 井 美 邦 千葉大学理学部 ・教授 リュツォ ・ホルム岩体 における岩石の部分融解過程の
研究
大 村 誠 高知女子大学生活科学部 ・助教授 衛星リモー トセンシングによる南極域の トポグラフィ
お よび環境変動観測の高精度化
有 馬 眞 横浜国立大学大学院環境情報研究院 ・教授 ナ ピア岩体の熱構造発達史の解明
市 川 香 九州大学応用力学研究所 ・助教授 昭和基地沖 における海面高度の季節変動




平 川 一 臣 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・教授
南極氷床の変動 と氷河地形,氷 底堆積物および関連す
る諸問題
松 岡 憲 知 筑波大学地球科学系 ・助教授 永久凍土斜面の形態 とプロセスの解析
伊勢崎 修 弘 千葉大学理学部 ・教授 ケ ルゲ レ ン ・ホ ッ トス ポ ッ トとゴン ドワナ分 裂過程 に
関す る研究
酒 井 英 男 富山大学理学部 ・助教授 南極 ・南極海 ・イン ド亜大陸の資料 に基づ くゴン ドワ
ナの古地理 ・古環境 と分裂過程の研究
小山内 康 人 岡山大学教育学部 ・助教授 エ ンダービーラン ド・ナピア岩体における深部地殻物
質の形成 ・発展過程
三 浦 英 樹 国立極地研究所 ・助手 南極陸棚上の海底堆積物掘削方法の開発と古海洋 ・古
環境変動解析のための分析項目の検討
伊 藤 潔 京都大学防災研究所 ・助教授 人工地震探査によるリュツォ ・ホルム岩体の地殻構造
の研究
高 田 将 志 奈良女子大学文学部 ・助教授 南極地域の第四系年代測定に関する研究
佐 藤 忠 弘 国立天文台 ・助教授 氷床地域における重力の時間変化




瀬 川 爾 朗 東海大学海洋学部 ・教授 航空重力測定の極域への応用に関する調査研究
永 井 寛 之 信州大学理学部 ・教授 南極産帽鉄の衝撃 と磁性の相関について




石 塚 英 男 高知大学理学部 ・教授 東南極ナピア岩体の構造発達史の解明
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
佐 藤 高 晴 広島大学総合科学部 ・助教授 石油公団が採取した堆積物を用いた,磁 気的性質を指標とする南極域の環境変化の研究
藤 巻 宏 和 東北大学大学院理学研究科 ・教授 南極普通限石中の金属相に含まれる白金属元素ついて
■
中 村 智 樹 九州大学大学院理学研究院 ・助手 南極宇宙塵の鉱物化学的研究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.基盤研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者
小 島 秀 康 ・教 授 大量の南極宇宙塵を用いたその分類学確立にむけ
た研究
11～14 野 口 高 明
今 榮 直 也
白 石 和 行 ・教 授 南極か ら見たゴンドワナ形成史:　SHRIMP年 代学
か らのアプローチ
13～16 三 澤 啓 司
山 口 亮
三 澤 啓 司 ・助教授 ユークライ ト陽石母天体の形成史 13～15 小 島 秀 康
今 榮 直 也
山 口 亮
海 田 博 司
イ.基 盤研究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈平成〉 研究所教官の分担者
野 木 義 史 ・助教授 新たなゴンドワナ大陸の復元 13～15 船 木 實
白 石 和 行
ウ.奨 励研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度く平成〉 研究所教官の分担者
山 口 亮 ・助 手 玄武岩質阻石母天体の熱史と年代学 12～13




研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者





(1)一 般 研 究
研 究 目 的
極域の極めて厳 しい自然環境 に対 して,生 物がいかに適応 して生命を維持 し,生 態系を構成 しているかを明 らかに
することを基本課題 とした。極域の陸上生物,海 洋大型動物,海 洋低次生産者の3分 野を対象 として,地 球規模の環
境変動 に対 して どのような応答をしているかその機構について研究する。
研 究 計 画 の 概 要
・極域の陸上生物学の研究では,海 洋性南極キ ングジョージ島の生物相の とりまとめ,大 陸性南極に位置す る昭和基
地周辺の湖沼生態系 に,焦点 を絞って解析を行 なう。
・土壌,湖 沼,氷 床中の微生物研究の解析法について研究する。
・海洋大型動物が,各 々の生活の場である海洋にいかに適応 し,ど う振 る舞っているのかを明 らかにす るために,ア
ザラシ類やペンギ ン類の潜水行動について解析する。また,環 境変動に対する応答性 として,ペ ンギン類,ウ ミス
ズメ類などの繁殖生態,採 餌戦略について研究する。
・海洋生物 では,南 極海 インド洋区における海洋構造 と高生物生産海域の研究 を明 らかにするとともに、昭和基地近
傍の沿岸域で季節海氷下におけるアイスアルジーの光合成活性などの解析,及 び北極海域での一次生産 ・沈降過程
について観測する。
研 究 成 果
・極域の陸上生物学の研究では,キ ングジョージ島で採取 された線虫群集の夏季における垂直分布パ ターンを解析 し
た。 コケ群落の温度変化に応 じて日周変化することが理解 された。 コケ群落の生育状態や餌 としてのバクテリアの
分布 といった温度以外の環境要因も考慮する必要がある。また,昭 和基地周辺の露岩域 に点在する湖沼底に生育す
る水生群類の分類 と繁殖構造 に関する遺伝的解析を進めた他、土壌 ・湖沼 ・氷床中の微生物研究の解析方法などフ
ィージビリスタデ ィーを行った.北 極ではこれまでに実施 してきたスバールバル諸島との比較研究 として,カ ナダ
北極のエルズ ミア島の氷河後退域生態系 について,地 形学,植 生学,生 理生態学的研究を行 った。
・海洋大型動物であるアザラシ類やペ ンギ ン類の潜水行動 について解析 した
。アザラシは降下時に鰭の動 きを停止 し
沈降 し,一 方,ペ ンギ ンは浮上時に鰭の動 きを停止 し,浮 力を用いて受動的に浮上 していることがわかった。それ
ぞれの動物が,生 理的 ・物理的制約の元,エ ネルギー効率を最適化する様式で潜水 を行っていると考えられる。 ま
た,環 境変動 に応答 して,ペ ンギン類,ウ ミスズメ類などが繁殖生態,採 餌戦略を変化 させていることを明らかに
した。
・海洋生物 では南極昭和基地への往復航路中における
,基 礎生産の時空間分布の研究,南 極海イン ド洋区における海
洋構造 と生産海域の研究,日 豪共同による動物 プランク トンのモニタリング観測,南 大洋JGOFS国 際研究計画に
おける沈降フラックス観測の係留実験等を行 った。南極昭和基地で受信 した海色衛星デー タを処理 し,ク ロロフィ
ルの水平分布画像を解析 し,定 着氷域のアイスアルジ ,ー植 物 プランク トンの光吸収特性お よび光合成との関係に
ついて研究を行 った。北極海においてはカナダとの国際共同ポリニア観測計画 において,ノ ースウオーターポリニ
アにおける夏季の植物プランク トン光合成,北 海道サロマ湖の季節海氷 に発達するアイスアルジー,お よびまた、
低温環境下での光合成生産にとってキサン トフィルサ イクルを中心 とした光合成の強光制御機構の関与について研
究 した。




南極の コケ群落には線虫類が生息 し,こ れらの線虫類は夏季には3　cmま でのコケの上層 に,冬 季には下層 に多
く見 られ,種 により季節的な垂直移動を示すものが知 られている。キングジ ョージ島における線虫群集は夏季にそ
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れ それ種 に固有の垂 直分布パ ター ンを示 し,コ ケ群落 の温度 変化 に応 じて このパ ター ンは 日周変化 す る観察結 果が
得 られ た。 しか し線 虫群集 の分布生態 を解 明す るため には,コ ケ群落 の生育状 態や餌 と してのバ クテ リアの分布 と
い った温度以外 の環境 要因 も考慮す る必 要が あ る。
4.研 究活動歴
オー ス トラリア モー ソ ン,デ イ ビス基地(交 換科学 者)夏 隊参加(1974-1975)
第17次 南 極観測 隊 夏 隊参加(1975-1976)
第19次 南 極観測 隊 越冬 隊参加(1977-1979)
第24次 南 極観測 隊 夏 隊参 加(1982-1983)
米 国 パ ーマー基地(交 換科 学者)夏 隊参加(1984)
第28次 南 極観測 隊 越冬 隊参加(1986-1988)
中国 長城 基地(外 国共 同観 測)で の観測 に参加(1988)
カナ ダ エ ルズ ミア島 にお け る北極 圏生物観 測 に参加(2001)
5.学 術論 文
　　mpOh　ama　 Y　and　Shimada,　 K.　(1998):　Ecological　survey　of　collembolans　 in　King　George　 Island,　maritime　 Antarctic.
　　　　Edaphologia,　 60,　23-35.
6.口 頭発 表
Kito,　K.　and血:　 Taxonomy　 and　ecology　 of　terrestrial　nematodes　 IMng　 in　the　Maritime　 and　Continental
　　　 Antarctic.　 Scientific　Conference　 on　Biodiversity　in　the　Antarctic.　 Instituto　Antarctico　 Chileno,　Santiago,　Dec.,　8,
2000.
7.科 学研 究費補 助金取 得状況
特定 領域研究(B)研 究分担 者 北極 ツ ン ドラ環境変動 の研究(平 成11年 ～16年)
8.講 演 な ど
9.学 会お よび社会 的活動
日本 動物学 会,日 本生態学 会,日 本 土壌動物 学会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委員 な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
陸上の生物 を考 え る とき,南 極域 は他 の大陸域 か ら隔 離 され てい るのが第一 の特徴 として挙 げ られ る。 また多 く
の場 合,個 々の南 極の露 岩域 は氷床 に よって隔 て られ,限 られ た小 さな領域 を占め るに過 ぎない。 この ような条件
は中緯度 の大洋 中 にみ られ る島々の生物 相 との類似 性が 指摘 され,露 岩域 にお け る生物 相の起源 お よび種 の分 化 は
大洋 島 にお ける この種 の研 究 と類似 の場 とな りうるこ とを示 してい る。 その よ うな研 究 のため には南極域 の地 史的
な条件 を考慮 しつつ,生 物 体 を構 成す る分子情報 を解析 して進め てい く必 要が ある。
② 内藤靖彦 企画調整官,教 授,農 学博士(東 京大学:1971年)
1.専 門領域:海 洋生態学
2.研 究課題:海 洋大型動物の行動 ・生理 ・生態学
3.研 究活動の概要と成果
イルカやアザラシ(哺 乳類)・ ペ ンギ ンやウミガラス(鳥 類)・ ウミガメ(爬 虫類)・ サケやヒラメ(魚 類)な
どの海洋大型動物が,各 々の生活の場である海洋にいかに適応 し,ど う振 る舞 っているのかは,実 はあまりわかっ
ていない。これら大型動物の海洋における行動範囲は,水 平的には数千キロメー トル,鉛 直的には数百 メー トルに
もお よぶ。 しかしなが ら,こ れらの動物の野外環境下における観察は,海 表面や陸上にいる間のごく一部に限定さ
れて しまう。非束縛環境下において,こ れ らの動物の行動や生理状態 を把握するために,小 型の記録計(デ ータロ
ガー)の 開発 をこれまで進めてきた。センサーの多様化により,得 られるパ ラメータは,当 初の深度 と温度か ら,
心電 ・脳波 ・電気伝導度 ・遊泳速度 ・加速度 ・地磁気 ・画像へ と増えつつある。また,デ ータロガーの小型化によ






研 究 活 動 歴
学 術 論 文
Ropert-Coudert,Y.,Kato,A.,Baudat,J.,Bost,C.-A.,LeMaho,Y.and魍(2001):　 Time/depth　 usage　 of　Adehe
　　pengulns;　 an　 approach　 based　 on　 dive　 angles.　 Polar　 Bio1.,　 24(6),　 467-470.
Charrassin,　 J・-B・,　K・t・,　 A・,　H・nd・i・h,　 Y・,　S・t・,　K.,囎,　 Ancel,　 A.,　 B・ ・t,　C.-A.,　 G・uthier-Clerc,　 M.,　 R。P,,t.
　 Coudert　 Y.　 and　 Le　 Maho,　 Y.　 (2001):　 Feeding　 behaviour　 of　 free-ranging　 penguins　 (Aptenodytes　 patagonicus)
　 determined　 by　 oesophageal　 temperature.　 Proceedings　 of　the　 Royal　 Society　 of　London,　 Series　 B.,　268,　 1-7
Yoda,　 K,魍 エ,　Sato,　 K,　 Takahashi,　 A.,　Nishikawa,　J.,　Ropert-Coudert,　Y.,　Kurita,　 M　 and　 LeMaho,　 Y.　 (2001):　 A
　 new　 technique　 for　monitoring　 the　behaViour　 of　free-ranging　 Adelie　 penguins.　 Journal　 of　Experimental　 Biology,
204,685-690.
R・P・ ・t-C・ud・ ・t,Y・,K・t・,A・,B・ud・t,J・,B・ ・tC-A,L・M・h・,Y.・nd皿(2001)・ 　Feeding　 ・t・at・gi,、　。f　f,ee.
　 ranging　 Adeie　 penguins,　 Pygoscelis　 adeliae,　 analysed　 by　multiple　 data　recording.　 Polar　 Biol.,　24(6),　 460-466.
Kato,A,Wata皿ki,　 Y.　and　 Naito　 Y.　(2001):　 Foraging　 and　 breeding　 performance　 of　Japanese　 cormorants　 in　relation
　　to　preytype.　 Ecological　 Research,　 16(4),　 745-758.
直 藤 董 彦(監 修).(2001):極地 の 哺 乳 類 ・鳥 類.桜 桃 書 房.
都 木 靖 彰 ・乙 部 弘 隆 ・田 中 秀 二 ・内 藤 靖 彦.(2001):三 陸 沿 岸 域 に 回 帰 し た サ ケ の 行 動 地 球 環 境.6(1),69-77.
内 藤 靖 彦.(2001):特 集 海 産 哺 乳 動 物 の 潜 水 科 学(は じ め に).勇 魚,35,1-3.
Ropert-Coudert,　 Y.,　Kato,　 A.,　Baudat,　 J.,　Sato,　K.,　Bost,　 C.-A.,　Le　Maho,　 Y.　and　 Naito..　 Y.　(2002):　 Swim　 speed　 of　free
・anging　 Ad・i・ 　p・nguin・,　 Pyg・ ・celi・　ad・liae,　・nd　・el・ti・n　t・　th・　maximum　 d・pth　 ・f　dive・.　 J.　AVi・n　 Bi・L,　33(1),
95.99.
Akamatsu,　 T・,　wang,　 D・,　wang,　 K,　 wei,　 z.,　zhao,　 Q.　and魍(2002):　Diving　 behaviour　 of　freshwater　 finless
　 porpoises　 (　Neophocaena　 phocaenoides　 )　in　an　 oxbow　 of　the　 Yangtze　 River,　 China　 ICES　 Journal　 of　Marine
　　Science,　 59.
内 藤 靖 彦(指 導).(2002):し ぜ ん(ペ ン ギ ン).キ ン ダ ー ブ ッ ク2.
口 頭 発 表
内 藤 靖 彦:ウ ェ ッ デ ル ア ザ ラ シ か ら得 ら れ た 画 像 デ ー タ に よ る 南 極 定 着 氷 下 の 餌 生 物 定 量 的 測 定 法 に つ い て.
日 本 水 産 学 会 春 季 大 会,April,4,2001.
Sato,　 K.,　Mitani,　 Y.,　Kusagaya,　 H.　and魍 エ:　Maternal　 teaching　 of　Weddell　 seals　beneath　 the　Antarctic　 sea　ice.
VIII　SCAR　 Int・m・ti・n・I　Bi・1・gy　Symp・ ・ium・　V・ij・　Universit・it,　Am・t・ ・d・m,　th・　N・th・ ・1・nd・,　Aug.,　 27　-　S。pt.,　1,
2001.
Mit・ni,　 Y・,　S・t・,　K・　・nd　 N・it・ ・　Y・・　Deep　 di・ing　 b・havi・u・ 　・f　f・ee-ranging　 W・dd・ll　 ・eal・　in　・el・ti・n　t。　P,ey
abund・nce・ 　VIII　SCAR　 Int・・n・ti・n・I　Bi・1・gy　Symp・ ・ium・　V・lj・ Uni・ …　 it・it,　Am・t・ ・d・m,　th・　N・th・ ・1・nd・.　Aug.,
27-Sept.,1,2001.
R・p・ ・t-C・ud・ ・t,Y・,K・t・,A・,魍,B・・t,C・A・・ndL・M・h・,Y.・Feeding・t・at・gi… 　 fAd・lieandkingP。nguin,.
VIII　SCAR　 Int・・n・ti・n・I　Bi・1・gy　Symp・ ・ium・　V・ij・　Universit・it,　Am・t・ ・d・m,　th・　N・th・ ・1・nd・.　Aug.,　 27　-　S・pt.,　1,
2001.
R°P・ ・t-C・ud・ ・t,Y・,K・t・,A・ ・nd魍B・eedingP・pul・ti・ninAd・li・p・nguin…k・・i・ nea・Sy・w・St。ti。n
,
LUt・ ・w-H・lm　 B・y,　Ant・ ・cti・a・　VIII　SCAR　 Int・ ・n・ti・n・I　Bi・1・gy　Symp・ ・ium.　V・ij・　Unive・ ・it・it,　Am・t,・d。m,　 th。
　 Netherlands,　 Aug.,　 27　-　Sept.,　 1,　2001.
T・k・h・ ・hi,A・,W・t・nuki,Y・,S・t・,K・,K・t・,A・,Ni hik・w・,J.・nd迦⊥F・ ・agingec・1・gy・fAd・li・p。nguin、in。
f・・t・ea-icea・ea・b・havi・ ・al・d・pt・ti・nt・envi・ ・nm・nt・lva・i・bility.VIIISCARInt・・n・ti・n・IBi・1・gy
　 Symposium.　 Vrlje　Universiteit,　 Amsterdam,　 the　Netherlands,　 Aug.,　 27　-　Sept.,　 1,　2001.





研究代表者 北極におけるポリニア域の生態系変動 平成9年 ～13年
研究代表者 さけ科魚類の回遊行動 と水温環境変動への行動的,生 理的対応 平成11年 ～12年
研究分担者 高度生物情報収集 システムを用いた極域中 ・深層生態学の研究 平成11年 ～13年
(B)研 究分担者 北極ツン ドラ環境変動の研究 平成11年 ～16年
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特別研究促進費 研究分担者 南極海における海洋環境野中長期変動 に関する研究 平成ll年 ～13年
8.講 演 など
東海大学海洋研究所主催 「東海大学海洋研究所記念講演会」(2001.7),琉 球大学熱帯生物圏研究センター主催
「テレメータによる野生動物の行動解析」(2001.9),い さな会主催 「クジラと科学技術」(2001.10),地 球環境財団
主催 「野生 と技術のコミュニケーションー環境科学 とIT」(2001.10)
9.学 会及び社会的活動







大型動物が海洋環境で生きてい くということは,複 雑な環境の中で,結 果 として生存 に効果を有すると判断 して
行動の選択がなされているということである。ある判断はほとんど自動的になされるであろうし,あ る判断は複雑
な情報の処理 と生理的律則によりな されると考えられる。 これらの現象は,室 内の実験系ではな く野外の自然系
の中で とらえることによ り,初 めて全体像の理解が進むと考えられる。そこで,自 然環境下における動物の行動 ・
生理 ・生態情報を,同 時的に,複 数の対象動物から,微 細に計測できるシステムのさらなる開発が必要 とされる。
③ 神 田啓 史 資 料 主幹(併 任),資 料系 生物系 資料部 門教授,総 合研 究大学 院大学 数物科 学研究 科極 域科学 専攻 教
授(併 任),理 学博士(広 島大 学:1975年)
1.専 門領域:植 物分 類学
2.研 究課題:北 極 ツ ン ドラ域 の生態 系変動
3.研 究活動 の概要 と成果
北 極 スバ ー ルバ ル諸 島 にお け る陸 上生物 分野 では今 日まで に延 べ30名 の研 究者 が調査 ・観測 を実施 した。 一方,
これ まで にア ラス カ,北 極 カナ ダ,シ ベ リアで の調査 は断片的 に行 われて きたが,来 年度 か らは 日本が観 測拠点 を
か まえ て,本 格 的観 測 を実施 す る予 定で あ る。平 成13年 度 は7月,カ ナ ダ北 極 におい て,氷 河 末端域 の植生 学的,
生理 生態学 的研 究が なされた。 と くに植生 学の分野 で は氷 河後退域 におけ る種子植 物 と蘇 苔類 の遷移過程 につ いて
調査 した。最 終的 に アクセル ・ハ イベ ルグ島の エ クスペ デ ィシ ョン ・フ ィヨル ド,ホ ワ イ ト氷河,エ ルズ ミア島の
オーブ ロヤ ー湾,ク リーガー山脈氷 河群,ウ ェーバー氷河 を候補地 と して選 び,各 地で取得 したデー タ,資 料 の解
析 を行 った。
4.研 究活動歴
在外 研究員 短期(英 国,フ ランス)(1976)
第19次 南 極地域観 測隊(夏 隊)参 加(1977-1978)
交換 科学 者チ リ隊(夏 隊)参 加(1978-1979)
交換 科学者 オー ス トラ リア隊(夏 隊)参 加(1979-1980)
第24次 南 極地域観 測隊(越 冬 隊)参 加(1982-1984)
第29次 南極地域観 測隊(越 冬 隊)参 加(1987-1989)
第37次 南極地域観 測隊(夏 隊)参 加(1995-1996)
スバ ールバル諸 島氷河後退域 の生態 調査(1994-2000)
日独露 シベ リア調査 団参加(1995)
カ ナダエル ズ ミア島氷河後 退域の生態 調査(2001)
5.学 術論文
鮎 川恵理 ・伊村 智 ・裡且 聲 史(2001):南 極 ラ ングホ ブデ雪鳥沢 におけ る蘇類 の繁殖 体バ ンク南極 資料,45(3),
320-328.
　　Minami,　 Y.,　Okitsu,　 S.,　Kanda　 H.,　Valentina,　 Y,　C.　and　 Sergei　 Y.　G.　(2001):　 Occurrence　 of　bryophytes　 on




　　Inst.　 Polar　 Research,　 Spec.　 Issue,　 54,　87-493.
Hoshino,　 T.,Tojo,　 M,　 Kanda.　 H.　 and　 Tronsmo,　A.M.(2001).　 Ecological　 role　 of　fungal　 infections　 of　moss　 carpet　 in
　 Svalbard.　 Environmental　 Research　 in　the　 Arctic　 2000:　 Mem.　 Natl.　 Inst.　 Polar　 Research,　 Spec.　 Issue,　 54,　507-513.
Hoshino,　 T.,　 Tojo,　 M.,　 B.　 Chen.　 And　 Kanda.　 H.　(2001).　 Ecological　 Impact　 of　Phytopathgenic　fungi　 in　Antarctic
　 terrestrial　 flora,　 Folia　 Fac.　 Sci.　 Nat.　 Univ.　 Masarykianae　 Brunensis,　 Geographia,　 25,　95-102.
Un・n・,T・Imu・a,S・・ndK・nd・ ・H・(2001)・C・1・nyf・ ・m・nd・h・ ・tm・ ・ph・1・gy・fS・ni・ni・un・in・t・(H・dw.)L。e、k。
　 growing　 in　different　 water　 conditions　 in　the　 high　 arctic,　 Spitsbergen,　 Svalbard.　 Bryol.　 Res.,　 8(1),1-6.
神 田 啓 史(2001):南 極 の 生 物 環 境 と 自 然 最 近 の 極 域 研 究 。 学 術 月 報 ,54(2),142-147.
El・t・ ・,　J・　S・・b・d・,　 J・　・nd　 K・nd・ ・　H・　(2001)・ 　C・nt・ ・ll・d　・nvi・ ・nm・nt・l　 pl・tf・ ・m　u・ed　 in　t・mp・ ・atu・e　 m・nipul。ti。n
　 study　 of　a　stream　 periphyton　 in　the　 Ny-Alesund,　 71　 Svalbard.　 Nova　 Hedwigia　 ,　Beiheft　 123,　 63-75.
Kubeckova,　 K.　 Elster,　 J.　and　 Kanda.　H.　 (2001).　 Periphyton　 ecology　 of　glacierl　 and　 snowmelt　 stream,　Ny-Alesund,
　 Svalbard:　 presence　 of　mineral　 particles　 in　water　 and　 their　erosive　 actiVity.　Nova　 Hedwigia,　 Beiheft　 l23,　141-172.
神 田 啓 史 他.(2000):改 訂 ・ 日 本 の 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生 物 .一 レ ッ ドデ ー タ ブ ッ ク ー.9植 物H(維 管 束
植 物 以 外),429pp.(蘇 苔 類:神 田 啓 史,岩 月 善 之 助,古 木 達 郎,19-204),環 境 庁 自 然 保 護 局 野 生 生 物 課 編 集,
自 然 環 境 研 究 セ ン タ ー 発 行)
大 谷 修 司,巣 山 弘 介,神 田 啓 史(2000).昭 和 基 地 周 辺 に お け る 土 壌 藻 類 お よ び 土 壌 微 生 物 に よ る 環 境 モ ニ タ リ ン
グ.南 極 資 料,44(3),265-276.
Bekku,　 Y.,　Kume,　 H.,　Nakatsubo,　 T.,　Masuzawa,　 T.,　Kanda.　 H.　 nd　 Koizumi　 (1999).　M crobial　 biomass　 in　relation　 to
　 prlmary　 successlon　 on　arctic　 deglaciated　 moraines.　 Polar　 Bioscience,　 12,　47-53.
Hoshino,　 T.,　Tojo,M.,　 Okada,　 G.,　Kanda.　H.,　Ohgiy ,　 S.　and　 Ishizaki,K.A　 (1999).　 filamentous　 fungus,　 Pythium
ultimum　 T・・w　va・・　ultimum,　 i・・1・t・d　f・・m　m・ ・ib・nd　m・ss　 c・1・ni・・　f・・m　Svalb・ ・d
,　n・・th・m　 i・1・nd　・f　N・ ・w・y.,
　 Polar　 Bioscience,　 12,　68-75.
Imura,　 S.,Bando,　 T.,　Saito,　S.,　Seto,　 K.　and　 Kanda、 　H.　(1999):　 Benthic　 moss　 pillars　in　Antarctic　 lakes.　 Polar　 Biology,
22,137-140.
Elster,　 J.,　Lukesova,　 A.,　Svoboda,　 J.　Kopecky,　 J.　and　 Kanda　 H　 (1999):　 Diversity　 and　 abundance　 of　soil　algae　 in　the
　 polar　 desert,　 Sverdrup　 Pass,　 central　 Ellesmere　 Island.　 Polar　 Record,　 35(194),　 231-254.
Okitsu,　 S.　Minami,　 Y.　and　 Kanda.　 H.　(1998):　 Relationship　 between　 plant　 ourrences　 and　 surface　 conditions　 on
・ecently　 d・glaci・t・d　m・ ・aine　at　 Ny-Al・ ・皿d,Svalb・ ・d,Arcti・N・ ・w・y.P・ ・c.NIPRSymp.P。1。,Bi。L,11,119.
127.
Aoki,　 M.,　Nakano,　 T.,　Kanda.　 H.　and　 Deguchi,　H.(1998):　 Photobionts　 isolated　 from　 Antarctic　 lichens.　 J.　Mar.
Biotechnol.,6,39-43.
鮎 川 恵 理,伊 村 智,神 田 啓 史(1998):南 極 雪 鳥 沢 の 土 壌 環 境 と植 生 分 布,蘇 苔 類 研 究,7(4),109-115.
Seppelt,　 R.D.,　 Lewis　 Smith,　 RJ.　and　 Kanda.　 H.(1998):　 Antarctic　 bryology:　 Past　 achievements　 and　 new　 perspectives.
J.HattoriBot.Lab.,84,203-239.
Minami,　 Y.,Okitsu,　 S.　Kanda.　 H.　(1998):　 Relationship　 between　 plant　 community　 and　 topographic　 factor　 on　the
　 moraine　 at　deglaciated　 Arctic　 Terrain　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard.　 Bull.　Fac.　Agr.　 Tamagawa　 Univ.,　37,　21-30.
K_anda　 H.　and　 Komarkova,　 V.　(1997):　 Antarctic　 terrestrial　 ecosystems.　In.　F.E.　Wielgolaski　 (Editor),　 Ecosystems　 of
　 the　world,　 3A.　Polar　 and　 alpine　 tundra.　 Elsevier,　 Amsterdam,　 721-761.
口 頭 発 表
神 田 啓 史 ・工 藤 栄 ・伊 村 智.南 極 露 岩 域 湖 沼 底 に 群 生 す る コ ケ 坊 主.第48回 目本 生 態 学 会,熊 本,200L3.
Kanda.　 H.,　Imura,　 S.,　Minami,　 Y.　and　 Kojima,　 S.　Flora　 and　 vegetation　 of　deglaciated　 area　 in　Ny-Alesund,　Svalvard.
　 Sec.　Int.　Symp.　 Environ.　 Res.　 Arct.　Tokyo,　 2000.2.
Imura,　 S.　and　 Kanda.　 H.　Moss　 tussocks　 at　the　 bottom　 of　lakes　 in　the　 vicinity　 of　Syowa　 Station.　VII　 SCAR
　 International　 Biol.　Symp.　 Christchurch,　 1998.8.
科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)研 究 代 表 者 ツ ン ド ラ 生 態 系 の 多 様 性 と 地 球 環 境 変 化 の 相 互 作 用 平 成ll年 ～13年
特 定 領 域 研 究(B)研 究 代 表 者 北 極 ツ ン ド ラ 環 境 変 動 の 研 究 平 成11年 ～16年
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基盤研究(A)研 究分担者 北極 におけるポリニア域の生態系変動 平成9年 ～11年
8.講 演など
咲 くやこの花館(大 阪市)「 極地の植物」4月21日
南極教室(松 戸市)12月25日
9.学 会及び社会的活動






国立極地研究所広報委員会(委 員長),国 立極地研究所運営協議員会(委 員),国 立極地研究所編集委員会委員,
国立極地研究所共同研究委員会委員,生 物 ・医学専門委員会委員,ITEX(国 際ツンドラ実験計画)日 本代表
13.研 究活動の課題 と展望
北極スバールバル諸島における陸上生物分野の研究ではツンドラ生態系の物質循環モデルを中心テーマ として実
施 してきた。スバールバルでの研究ではむしろ二酸化炭素は吸収の段階であった。 しかしながら、キ ョクチヤナギ、
カギハ イゴケを代表 とする植物群落,環 境条件は地域 によって大 きく異なっているため,今 後は より広い地域で異
なった分類群 を用いたデータも追加する必要がある。一方、カナダ北極での生態系調査では予備調査 を実施 し,本
調査 に向けて十分な成果が上がった。来年度はエルズミア高才ーブローや湾地域の調査 に焦点を絞 って,氷 河後退
域 における地形,植 生,繁 殖、生理生態学的研究を実施する目処が立 った。
④ 福地光男 南極圏環境モニタリング研究センター長(併 任),教 授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科
学専攻教授(併 任),水 産学博士(北 海道大学:1976年)
1.専 門領域:極 域海洋生態学
2.研 究課題:極 域海洋基礎生産時空間変動の研究及び,沈 降フラックス変動の研究
3.研 究活動の概要 と成果
南極,昭 和基地への往復航路上における海洋プランク トン標本や観測データを解析 し,海 洋基礎生産の時空間分
布の研究を行 っている。南極海インド洋区における海洋構造 との関連において特徴的な生産海域の研究を行 ってい
る。 また,日 豪共同による動物プランク トンのモニタリング観測 を実施 してお り,国 際シンポジウムで成果が高 く
評価 された。更に,南 大洋JGOFS国 際研究計画 に一環 として同区における沈降 フラックス観測の係留実験 を実施
してお り,季 節的及び経年的な変動傾向を研究 している。 これ らの成果は国内の関連学会 ・シンポジウムのみなら
ず,諸 外国で開催 された国際学会やシンポジウムにおいても発表 している。
一方北極海においてはカナダとの国際共同ポリニア観測計画の成果をとりまとめている。海氷 に覆われた海域の









米国 ・アラスカ大学海洋研究所 との共同研究 ベーリング海 ・チュクチ海航海(1988-1989)
第33次 南極地域観測隊長 兼 越冬隊長(1991-1993)






Tanimura,　 A.,　 Hoshiai,　 T.,　 Fukuchi.　 M.　(2002):　 Change　 in　 habitat　 of　 the　 sympagic　 copepod　 Paralabidocera
　 Antarctica　 from　 fast　 ice　to　seawater.　 Polar　 Biol.,　 25,　667-671.
Igarashi,　 A.,　 Numanami,　 H.,　 Tsuchiya,　Y.　and　 Fukuchi.　 M.　 (2001):　 Bathymetric　 distribution　 of　fossil　 foraminifera
　 within　 m・ ・in・ 　・edim・nt　 …　 e・　f・・m　 the　 ea・t・m　 p・ ・t　・f　LUt・ ・w-H・lm　 B・y,　 E・ ・t　Ant・ ・ctica,　 。nd　 it、
　 paleoceanographic　implications.　 Marine　 Micropaleontology,　42　 (3/4),　 125-162.
T・k・u・hi,1・,W・t・n・b・,K・,T・nimu・a,A・・ndF・ku・hi.M(2001)・Assembl・g…　 fnec・ ・ph・g・u・anim・1・ ・ffE・d。,by
　 　Land,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Biol.,　 24,　650-656.
Chib・,　 S・,　1・him・ ・u,　T・,　H・ ・i・,　G・W・ 　・nd　 Fuku・hi・ 　M(2001)・ 　Sp・ti・-t・mp・ ・al　va・i・bility　 ・f　…　 pl・nkt・n　 ・・㎜unity
　 structure　 off　east　 Antarctica(　 90　 to　160° 　 E).　Mar　 Ecol　 Prog　 Ser　 Vol.　 216,　 95-108.
Su・uki,　 H・,　S・ ・aki,　 H・　・nd　 Fuku・hi・ 　M・(2001)・ 　Sh・ ・t-t・・m　 va・i・bility　 i・　th・ 　flux　 ・f　・apidly　 ・inking　 P。,ti,1,、 　in　th。
　 Antarctic　 marginal　 ice　zone.　 Polar　 Biol　 24,　697-705.
Fukuchi.　 M(2001):　 Global　 climate　 change　 and　 polar　 marine　 plankton.　Bull.　 Plankton　 Soc.　 Japan,　 48(1),　 41-50.
Ohshima,　 K.　 1.,　Yoshida,　 K.,　Shimoda,　 H.,　Wakatsuchi,　M.,　 Endoh,　 T.　 and　 Fukuchi.　 M.　 (1998):　 Relationship　 between
　 the　 upper　 ocean　 and　 sea　ice　during　 the　 Antarctic　 melting　 season.　 J.　Geophysical　 Reseach,　 103,　 NO.C4,　 7601-
7615.
Od・t・,T・,Im・i,K・・ndFuku・hi ・M・(1998)・Ch・ ・a・t・・i・ti…f・t・nd・ ・dm・th・d・ ・fN・ ・pacn・tt・winginth,high
　 　latitude　 sea　 area.　 Bull.　 Plankton　 Soc.　 Japan,　 45(1),　 1-8.
Fukuchi.　 M,　 Legendre,　 L.　 and　 Hoshiai,　 T.　 (1997)　 :The　 Canada-Japan　SARES　 project
,　on　 the　 first-year　 ice　 of
S…　 ma-k・ 　1・g・・n　(N・ ・the・n　 H・kkaid・
,　J・p・n)　 and　 ・f　Res・lut・ 　Passag・ 　(C・n・di・n　 High　 Ar・ti・).　 J.　M、,.　 Sy、t.,　 11
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口 頭 発 表
Fuku・hi・M,Kud・h,S・,T・u・hiy・,Y・ ・ndS・t・,K .・Autu㎜ ・IIcealg・lbl・ ・m・tth・first-yea・iced,v。1。P。dnea,
　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 -　Studies　 on　 the　 growth　 environments　 and　 photosynthesis　 -.　 The　 8th　 International
　 Symposium　 on　 Antarctic　 Science.　 Korea　 Ocean　 R　&　D　Institute,　 Ansan,　 Korea,　 May,　 28-30,　 2001
Fuku・hi・M・,　 T・un・ ・　Od・t・,　S・kae　 Kud・h　 &　T・ ・u　Hi・aw・k・.・　JARE m・ ・in・　bi・1・gy　p・・9・am　 .it、　a,hi,v,m。nt　 。nd
　 near　 future　 program　 The　 8th　 International　 Symposium　 on　Antarctic　 Science.　 Korea　 Ocean　 R　&　D　Institute,
Ansan,Korea,May,28-30,2001
Hosie,　 G.W.,　 Fukuchi.　 M.,　 and　 Kawaguchi,　S.:　 Continuous　 Plankton　 Recorder　 Survey　 of　 the　 Southern　 Ocean.
SymP・ ・ium・nth・Occa・i・n・fth・70thAnniversa・y・fth・C・ntinu・u・Pl・nkt・nRec・d。・Su,vey。fth。N。,th
　 Atlantic.　 Edinburgh,　 Aug.,　 7,　2001
H・ ・i・,G・W・,Fuku・hi・M・,K・w・gu・hi,S・,R・id,P・C・,Kit・h・ ・n・・,J.,Um・d・,H.,T・k・h・・hi,K,Hi・aw・k・,T.,Od。t,,
T・,　T・nimu・a,　 A・,　T・d・,　T・　・nd　 Kud・h・ 　S・・　Th・ 　J・p・n-A・ ・t・ali…　 ll・b・ ・ative　 S　・uth・ ・n　O・ean　 CPR　 ,u,vey、
　 results　 of　the　 first　 year.　 VIII　 SCAR　 International　 Biology　 Symposium.　Antarctic　 Biology　 in　a　Global　 Context.
　 Vrije　 Universiteit,　 Amsterdam,　 The　 Netherlands　 Aug.,　 27　-　Sept.,　 1,　2001.
Takahashi,　 K.T.,　 Kawaguchi,　S.,　Kobayashi,　 M.,　 Hosie,　 G.W.,　 Fukuchi　 M　 and　 Toda,　 T.:　 Continuous　 Plankton
　 Recorder　 (CPR)　 observation　 in　the　 Southern　 Ocean　 during　 1999/2000　 Kaiyo　 Maru　 cruise.　 VIII　 SCAR
Int・ ・n・ti・n・I　Bi・1・gy　 Symp・ ・ium・　 Ant ・cti・　Bi・1・gy　 in　・　Gl・b・I　 C・nt・ 雄.　V・ij・　Unive・ ・it・it,　Am、t。,d。m,　 Th。
　 Netherlands,　 Aug.,　 27　 -　Sept.,　 1,　2001.
Sampei,　 M.,　 Sasaki,　 H.,　 Hattori,　H.　 and　 Fukuchi.　 M.:　 Sedimentation　 processes　 of　biogerlic　 particles　 in　the　 NOW
　 Polynya　 in　spring　to　summer・ 　International　Polynya　 Symposium　 2001,　Quebec,　 Canada.　 September　 2001.
科 学研 究 費補助 金取得状 況
特 別研 究促 進費(2)「 南極 海 におけ る海洋環境 の中長期 的変動 に関す る研究」(研 究代表 者)(平 成11～13年)
特定 領域研 究(B)(2)「 北極域 海洋動態 と生態 系変動 の研 究」(研 究代 表者)(平 成11～15年)
基盤研 究(C)「 南極海 と地球環境 に関す る総 合的研究」(研 究代 表者)(平 成12年)
基盤研 究(B)(2)「 高度 生物情報 収集 システム を用 いた極域 中深層 生態学 の研 究」(研究代表者)(平 成11～13年)
研 究 成果公 開促 進 費 「南極 海植物 プ ランク トンデー タベ ース」(研 究代表者)(平 成 ユ0年)
研 究 成果公 開促 進 費 「南極 海植物 プ ランク トンデ ー タベ ース」(研 究代表者)(平 成11年)
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8.講 演 な ど
白岡町立青 義中学校 ふ る さと講演 会(2001.10),八 潮 市立八 幡 中学 校第2学 年PTA活 動講演 会(2001.11),栃
木 県上都 賀地 区教 職員協議 会連絡 会教育 講演 会(2001.12)
9.学 会 及び社 会的活動
日本 海洋学 会,日 本 プ ランク トン学 会,日 本水 産学会,米 国 陸水 海洋学 会
10.受 賞 な ど
米 国 ゴー ドン ・リサ ーチ コ ンファ レンス(極 域 海洋科学),デ ィスケー シ ョンリーダー賞(1997年3月)
11.他 大学 で の講 義 な ど
12.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
生物 ・医学 専 門委 員会,企 画調 整会議,編 集委 員会,運 営 会議,運 営 評議 会,　SCAR　 Working　 Group　 of　Biology,
Group　 of　Specialists　on　Environmental　 Affairs　and　Conservation,　 Joint　Co㎜ittee　 of　Antarctic　 Data　Management,
Stee「ing　Committee　 of　Ecology　 of　Anta「ctic,　Sea　Ice　Zone,　Planning　 GrouP　 of　Southern　 Ocean　 JGOFS,　 CCAMLR日 本
代 表 メ ンバ ー委 員,AOSB日 本代 表委員
13.研 究 活動 の課題 と展 望
南北 両極海 にお ける海洋生 産の 中長 期 的なモニ タリング観測 の実施 及 び,地 球規模環 境変動 との 関連 の解析 が大
きな研 究課題 であ る。 プラ ンク トン現 存量測 定 な どのい くつかの具体 的 な観測 項 目につい ては国際 的共 同観測 体制
が整 いつつ ある。
⑤ 渡 邊 研 太 郎 資 料 系 生 物 系 資 料 部 門 助 教 授,農 学 博 士(東 京 大 学:1988年)
1.専 門 領 域:海 洋 生 態 学
2.研 究 課 題:海 洋 低 次 生 産 過 程 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 極 昭 和 基 地 で 受 信 し た 海 色 衛 星 デ ー タ を 処 理 し,　 NASAと の 契 約 に 沿 っ てGSFCへ 送 る と と も に,研 究 室 で 更
に 処 理 し て ク ロ ロ フ ィ ル の 水 平 分 布 画 像 を 得 た 。 こ れ に よ り昭 和 基 地 北 方 の 海 氷 域 に 出 現 す る グ ル ー ミ ン グ の,春
か ら 秋 に か け て の 経 時 変 化 を 概 観 し た 。 定 着 氷 縁 北 の フ ロ ー リ ー ドで 起 き る グ ル ー ミ ン グ が2001年1月 下 旬 に 観 察
さ れ た ほ か,よ り 北 の グ ン ネ ル ス バ ン ク 域 の 季 節 海 氷 域 で2000年3月 中 頃,比 較 的 広 範 囲 に わ た る グ ル ー ミ ン グ が
確 認 さ れ,海 底 地 形 と の 関 連 が 推 察 さ れ た 。
こ の ほ か,前 年 の 昭 和 基 地 越 冬 中 に 生 物 の モ ニ タ リ ン グ 観 測 と して 行 っ た ペ ン ギ ン セ ン サ ス デ ー タ を 解 析 し,昭
和 基 地 周 辺 の ア デ リ ー ペ ン ギ ン 集 団 営 巣 地 で は 個 体 数 が 増 加 傾 向 で あ る こ と が 推 察 さ れ た 。 ま た,こ れ ま で 報 告 さ
れ て い な か っ た 場 所 に も小 規 模 な ル ッ カ リ ー が で き か け て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。
4.研 究 活 動 歴
第22次 南 極 観 測 隊 夏 隊 参 加(1980-1981)
第24次 南 極 観 測 隊 越 冬 隊 参 加(1982-1984)
CHINARE-5長 城 基 地 で 共 同 観 測 参 加(1988-1989)
ANARE　 Aurora　 Australis観 測 航 海 参 加(1992)
第35次 南 極 観 測 隊 越 冬 隊 参 加(1993-1995)
在 外 研 究(米 国 他;1998)
第40次 南 極 観 測 隊 夏 隊 参 加(1998-1999)
第41次 南 極 観 測 隊 越 冬 隊 長(1998-2001)
5.学 術 論 文
　 　 Takeuchi,　 1.　,　Watanabe.　 K.,　Tanimura,　 A.　and　 Fukuchi,　 M.　 (2001):　 Assemblages　 of　necrophagous　 animals　 off
　　　　 Enderby　 Land,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Biol.,　24,　650-656.
　 　 Ikeya,　 T.,　Kashino,　 Y.,　Kudoh,　 S.,　Imura,　 S.,　Watanabe.　 K.　and　 Fukuchi,　 M.　(2000):　 Acclimation　 of　photosynthetic
　 　 　 properties　 in　psychrophilic　 diatom　 isolated　 under　 different　 light　intensities.　 Polar　 Bioscience,　 13,　43-54
　 　 Hirawake,　 T.,　Odate,　 T.,　Kudoh,　 S.,　Watanabe,　 K.,　Fukuchi,　 M.,　 Ishikawa,　 A.　and　 Washiyama,　 N.　 (1998):
　 　 　 Relationships　 between　 absorption　 coefficient　 and　 some　 oceanographic　 parameters　 in　the　 southern　 ocean:
　 　 　 Results　 of　measurement　 with　 a　continuous　 surface　 seawater　 monitoring　 system　 on　board　 Ocean.　 Ocean　 Optics
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　 　 　 XIV,　 SPIE,　 Bellingham.　 (CD-ROM)
　 　 Saito,　 R.,　 Kudoh,　 S.,　Sato,　 T.,　 Watanabe.　 K.　 and　 Fukuchi,　 M.　 (1998):　 Composition　 of　sinking　 particles　 collected
under　 fast　 ice　 near　 Syowa　 Station,　 East　 Antarctica,　in　early　 spring　 and　 early　 su㎜er,　 1994.　 Antarctic　 Rec.,　 42
(3),252-268
　 　 Takeuchi,　 1.　and　 Watanabe　 K.　 (1998):　 Respiration　 rate　 and　 swimming　 speed　 of　the　 necrophagous　amphipods
　 　 　 Eurythenes　 gryllus　 from　 Antarctic　 deep-water.　 Mar.　 Ecol.　 Progr.　 Ser.,　 163,　 285-288.
　 　 Takeda,　 S.　and　 Watanabe.　 K.　 (1997):　 Growth　 response　 of　Antarctic　 phytoplankton　 to　iron　 enrichment.　 Proc.　 NIPR
　 　 　 Symp.　 Polar　 Biol.,　 10,　 14-24.
　 　 Marchant,　 H.　J.,　Watanabe.　 K　 and　 Kawachi,　 M.　 (1996):　 Marine　 snow　 in　Antarctic　 coastal　 waters.　 Proc.　 NIPR　 Symp.
PolarBiol.,9,75-83.
6.口 頭発表
渡邉班 太郎,平 言睾享,福 地 光男:昭 和 基地 での海色衛 星観測.第24回 極域 生物 シンポジウム.2001.12.6,7.
橋 渡史典,菓 子 野康浩,佐 藤 和彦,梅 田晴子,濱 田千昭,工 藤 栄,平 言睾 享,渡 邉 延太郎,福 地光男:南 極海
にお け る植物 プラ ンク トンの 色素 分布1999/2000年 の南極 海 イ ン ド洋 区にお ける珪藻 群集 の水 平 分布.第24
回極域生物 シ ンポ ジウム.2001.12.6,7.
渡 邉遡,吉 田二教,加 藤 明子:昭 和 基地 周辺 での航 空機 によるペ ンギ ンセ ンサ ス.第24回 極 域生物 シ ンポ
ジウム.2001.12.6,7.
五味泰 史,梅 田晴子,濱 田千 昭,渡 邉班太郎,福 地光男,谷 口 旭:1999/2000年 の南極 海 イ ン ド洋 区 にお け る
珪藻群 集の水 平分布.第24回 極域 生物 シ ンポ ジウム.2001.12.6,7.
平 課 享,小 達 恒夫,渡 辺 唖太郎,福 地光男:海 色 セ ンサーOTCSお よびSeaWiFSに よって推 定 され た南 大 洋
にお ける クロ ロフ ィルa濃 度の検証.第22回 極 域生物 シンポジ ウム.1999.12.2,3.
並 木光行,小 達恒 夫,こ 廿'刀石 、},平 言睾 享,石 川 輝,鷲 山直樹,福 地 光男:光 学 的 プラ ンク トンカウ ンター
(OPC)を 用 い た南 大 洋 イ ン ド洋 区 表 層 に お け る懸 濁 粒 子 の 分 布 解析.第21回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウム.
1998.12.3,4.
渡 辺班太郎,小 達恒 夫,福 地光男:第38次 南極観測 航海 で受 信 した地球観測 衛星 「み ど り」 のDTL/OCTS画 像.
第20回 極域 生物 シンポジ ウム.1997.12.4,5.
7.科 学研 究費補助 金取得状 況
特 定領域研 究(B)(2)「 北極 域海 洋動態 と生態系変動 の研究」(11208203)研 究 分担 者
8.言 苺演 な ど
Special　Lecture　 at　the　General　 Meeting　 of　the　International　 Society　for　Medical　 Gases　 (国連 大学;2001.527),極
地研 究振興 会 ミッ ドウ ィン ターの夕べ(2001.620),親 子 ふ じ大 学(2001.7. 5),エ デ ンの園(2001.8.28),南 極観
測,講 演 と映 画の 会(20019.23),自 由学園普通 科 ・高 等科 ・学 部(2001.109)
9.学 会及 び社 会的活動
日本 海洋学 会,日 本水 産学 会,日 本 プ ラ ンク トン学会(和 文誌編 集 委員),日 本藻類 学会,米 国藻類学 会,国 際
珪 藻学 会,日 経 エ コロジー,ナ シ ョナル ジオグ ラフ ィック 日本版取 材 な どメデ ィア対応5件
10.受 賞 な ど
11.他 大学 での講義 など
東 京大学 大学 院新 領域 創成科学研 究 科非常勤講 師,東 京大学大 学院農学 生命科 学科の外 国人留学 生 に対 す る,南
極地 域の生物 に関 す る特 別講義
12.内 外 の主 要 な会議 委員 な ど
企 画調 整会議 委 員,共 同研 究委 員会幹 事,第24回 極 域生物 シ ンポ ジ ウム コン ビー ナ,ー地 球科 学技術 フ ォー ラ
ム委 員
13.研 究 活動 の課題 と展 望
南 極昭和 基 地周 辺の 海色 衛星 リモ ー トセ ン シングデ ー タに よ り南 極 海域 の基礎 生 産の 時 ・空 間変動 を概 観 した
が,ト ゥル ースデ ー タが得 られて いない ため推 定値 の精度 は確 定で きてい ない。南極 の高緯度 海域 で の クロロフ ィ
ル濃度 推定 を よ り精 度 良 く行 うため,モ ニ タ リング観 測 か らの デー タを利用 し,検 証 を併行 して行 う必 要が あ る。
また,よ り広範 囲の南大 洋で の生物生 産 にお け る時 間的 ・空 間的変動 を,環 境 要因 との関連 を見 なが ら明 らか にす
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る計 画 であ る。
⑥ 小 達 恒 夫 研 究 系 生 理 生 態 学 研 究 部 門 助 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 教 授(併 任),
水 産 学 博 士(北 海 道 大 学:1989年)
1.専 門 領 域:極 域 生 物 海 洋 学
2.研 究 課 題:極 域 海 洋 に お け る 一 次 生 産 過 程 及 び 関 連 す る 海 洋 現 象 の 解 明
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
極 域 海 洋 生 態 系 は,生 物 生 産 の 高 い こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の こ と は,・ 南 極 海 で は ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 生 物 量
の 高 さ,更 に は そ れ を 捕 食 す る ク ジ ラ 類 の 生 物 量 か ら も容 易 に 想 像 さ れ る 。 こ う し た 生 物 も 元 を た だ せ ば 植 物 プ ラ
ン ク ト ン に よ る 一 次 生 産 に 出 発 す る 食 物 連 鎖 上 に あ る こ と か ら,極 域 海 洋 生 態 系 で は 一 次 生 産 量 が 高 い も の と 推 測
さ れ る 。 し か し な が ら,ど の よ う な 要 因 に よ っ て 高 い 一 次 生 産 が 達 成 さ れ て い る か に つ い て は 不 明 な 点 が 多 い 。 一
方,一 般 的 に は 極 球 海 洋 で は 海 氷 が 融 解 す る 初 夏 に,植 物 プ ラ ン ク ト ンが 大 増 殖 す る と考 え ら れ て い る が,植 物 プ
ラ ン ク ト ン の 最 大 現 存 量 や 持 続 時 間 等 に は,そ の 海 域 の 地 形 や 海 流 等 に よ り地 域 性 が み ら れ る こ と も 事 実 で あ る 。
植 物 プ ラ ン ク ト ン の 分 布 に 関 す る,一 般 的 特 性 と ロ ー カ ル な 影 響 を 解 明 す る た め に,極 球 の 様 々 な 海 域 で フ ィ ー ル
ド ワ ー ク を 行 っ て い る 。 こ れ ま で に 研 究 を 実 施 し て き た 海 域 で は,植 物 プ ラ ン ク ト ン 量 が 高 く な る 時 期 ・場 所 に お
い て は,湧 昇 に よ る 栄 養 塩 供 給,表 層 水 温 の 上 昇 に 伴 う 成 層 化 が 見 ら れ る こ と を 指 摘 し て き た 。 特 に,北 極 海 域 で
は,生 物 生 産 が 高 い と さ れ る ポ リ ニ ア 域 の ケ ー ス ス タ デ ィ ー と し て パ フ ィ ン 湾 北 部 に 形 成 さ れ るNorth　 Water
Polynyaを 研 究 対 象 域 と し て 一 次 生 産 過 程 を 調 べ,従 来 考 え ら れ て き た 過 程 と は 異 な っ た 一 次 生 産 過 程 に お け る 同
海 域 の 特 異 性 を 指 摘 す る こ と が 出 来 た 。
4.研 究 活 動 歴
白 鳳 丸KH86-3航 海(北 部 北 太 平 洋,ベ ー リ ン グ 海,ア ラ ス カ 湾)参 加(1986)
第33次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1991-1992)
第38次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
International　 North　 Water　 Polynia　 Study　 1998参 加(1998)
International　 North　 Water　 Polynia　 Study　 1999参 加(1999)
Australian　 National　 Antarctic　 Research　 Expedition　 Voyage　 6参 加(2001)
第43次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(2002)
5.学 術 論 文
　 　 Odate　 T.　and　 S.　Saitoh　 (2001):　 Chlorophyll　 specific　 growth　 rate　and　 grazing　 mortality　 rate　of　phytoplankton　 in　the
shelf　water　 of　the　Bering　 Sea　in　su㎜er.　 Polar　 Bioscience,　 14,　122-128.
工 藤 栄 ・伊 倉 千 絵 ・高 橋 晃 周 ・西 川 淳 ・石 川 輝 ・鷲 山 直 樹 ・平 言睾 亨 ・ハ'幸 恒 ・渡 辺 研 太 郎 ・福 地 光 男
(2001):JARE-39,-40「し ら せ 」 航 路 に 沿 っ た 夏 季 南 大 洋 イ ン ド洋 区 に お け る 表 層 水 中 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン
現 存 量.南 極 資 料,45(3),279-296.
　 　 Fortier,　 L.,　Fortier,　 M.,　Fukuchi,　 M.,　Barber,　 D.,　Gratton,　 Y.,　Legendre,　 L.,　T.　Odate,　 and　 Hargrave,　 B.　(2001):　 The
　 　 　 International　 North　 Water　 Polynya　 Study　 (NOW):　 A　progress　 report.　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar
　 　 　 Research,　 Special　 Issue　 54,　343-348.
　 　 Odate　 T.,　T.　Hirawake,　 A.　Tanimura　 and　 M.　Fukuchi　 (2000):　 Spatial　 patterns　 in　nutrient　 and　 in　vivo　 fluorescence
　 　 　 distributions　 in　the　marginal　 ice　zone　 and　 the　seasonally　 open　 oceanic　 zone　 in　the　Indian　 Sector　 of　the　Antarctic
Ocean,　 in　austral　 su㎜er.　 Journal　 of　Oceanography,　 56,　185-196.
ハ'幸 恒 ・石 井 雅 男(1999):南 大 洋 イ ン ド洋 セ ク タ ー に お け る 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 分 布 と 一 次 生 産 過 程 .月 刊
海 洋,31(12),783-790.
　 　 Harrison,　 P.　J.,　Boyd,　 P.　W.,　 Varela,　 D.　E.,　Takeda,　 S.,　Shiomoto,　 A　 and　 Odate　 T.　(1999):　 Comparison　 of　factor
　 　 　 controlling　 phytoplankton　 productivity　 in　the　NE　 and　 NW　 Subarctic　 Pacific　 Gyres.　 Progress　 in　Oceanography,　 43,
205-234.
　 　 Odate　 T.,　N.　Shiga,　 S.　Saitoh,　 T.　Miyoi　 and　 S.　Takagi　 (1999):　 Distribution　 of　phytoplankton　 abundance　 and　 physical
properties　 in　the　southeastern　 shelf　of　the　Bering　 Sea　 in　su㎜er.　 Polar　 Bioscience,　 12,　1-14.
/・'幸栢,坂 岡 桂 一 郎,梶 原 善 之,今 井 圭 理,小 林 直 人,目 黒 敏 美,福 地 光 男(1999):高 緯 度 海 域 に お け る ノ
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ルパ ックネ ッ ト標準採 集 の特性 一その2 .荒 天下 に起 こる過剰曳網 とプラ ンク トン現 存量評 価.日 本 プラ ンク
トン学 会報,46(2),134-142.
ノ・}1'bEi(1998):南 大洋 イン ド洋 区 におけ る海洋構 造 と極微 小植物 プラ ンク トンの分布.,ll6(vol.20no.3),
163-168.
　 　 Odate　 T.　and　 K　 Furuya　 (1998):　 Well-developed　 subsurface　 chlorophyll　 maximum　 in　near　 Komahashi　 No.　 2
　 　 　 Seamount　 in　the　summer　 of　1991.　 Deep-Sea　 Research,　 45,　1595-1607.
/・'幸恒 ,今 井 圭 理,福 地 光 男(1998):高 緯 度 海 域 に お け る ノ ル パ ッ ク ネ ッ ト標 準 採 集 の 特 性 .日 本 プ ラ ン ク




　 　 　 　 Fisheries,　 Hokkaido　 University,　 45(1),　 18-23.
　 Iinum・,　 T・,　K・　Im・i,　 T・　Od・te　 and　 Y・　M・it・ 　(1998)・ 　Flu・tu・ti・n・ 　・f　nut・i・nt・ 　and　 p,im。,y　 p,。du,ti。n　 、t,u,t。,e
du「ingwint・ ・and・p・inginF皿k・B・y・M・m・irs・fth・Faculty・fFi・h・ ・i・,H・kk・id・University,45(1),30-35.
今井圭 理 ・ノ・達恒 ・簗 田 満 ・米 田義昭(1998):夏 季 噴火湾 海域 におけ る物 理 ・化学環境 の変化 に対 す る植物
プラ ンク トン群集 の応答 水 産 海洋研 究 ,62(2),89-96.
古谷 研 ・濱 健夫 ・神 田穣太 ・ノ・達恒(1998):東 シナ海 におけ る基礎 生産 .沿 岸海 洋研 究,36(1),19-28.
6.口 頭発 表
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
研 究基 盤研 究(B)「 植物 プラ ンク トン組 成 と溶 存 ガス成分 の生成 過程 に関す る研究」(研 究代 表 者)(平 成11～
13年)
特定 領域研 究(B)「 北極 域海洋 動態 と生態系変 動の研 究」(研 究分担 者)(平 成11～16年)
特別研 究促進 費 「南 極海 におけ る海洋環境 の 中長期 的変動 に関す る研 究」(研 究 分担者)(平 成ll～13年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社 会的活動
Plankton　 Biology　Ecology編 集 委員(2001.4.1-200 .331)
10.受 賞 など
日本海洋 学会 岡田賞(1992)
11.他 大学等 で の講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
InternationalArcticPol皿yaProgra㎜e,ScientificCoordinatingGroupメ ンバー(2000.4.1-),日 本 学術 会言義地球
環 境研究 連絡委 員会SOLAS小 委 員会委 員(2001.4.1-)
13.研 究活 動 の課 題 と展 望
植 物 プ ランク トンの光合成過程 は,炭 酸 ガスの 同化作 用で あ り,大 気 中の二酸 化炭 素 を吸収 す る効果 が ある。近
年 の研 究 で は,動 ・植物 プラ ンク トンの生産過程 の 中で,地 球 温暖化 に負の フ ィー ドバ ック効 果 を持 つ硫 化 ジ メチ
ルやポ ジテ ィブな効 果 を持 つ メ タン とい った物 質 も生 産 され てい るこ とが指摘 され てい る。 これ らの効 果が生態 系
の 中で複合 的 に働 くと きの影響 を解 明 する こ とが今後 の研 究課題 となる。 こう した研 究 のため には生物研 究者 と化
学研 究者 との連携 が必要 であ り,両 者が 緊密 な連携 をとる ことに より新 たな研 究分野 が拓 ける もの と期 待 され る。
⑦ 工藤 栄 北極圏環境研究セ ンター助教授,理 学博士(東 京大学:1991年)
1.専 門領域:水 圏生態学




での光合成生産 にとってキサ ントフィルサイクルを中心 とした光合成の強光制御機構の関与の実態を研究,論 文 と




.研 究 活 動 歴
北 大 お し ょ ろ 丸38次 北 洋 航 海 に 参 加(1991)
ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 に て 海 洋 生 態 系 研 究 の た め の 予 察 調 査(1991)
国 際 共 同 研 究(日 本 一カ ナ ダ)SARES(サ ロ マ ー レ ゾ リ ュ ー ト)プ ロ ジ ェ ク トに 参 加(1992)
ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 コ ン グ ス フ ィ ヨ ル ド に お け る 海 洋 生 態 学 的 野 外 調 査 に 参 加(1993-1995)
北 海 道 サ ロ マ 湖 に て 海 氷 生 態 系 の 研 究 を 継 続 実 施(1993-1998)
東 京 大 学 観 測 船 白 鳳 丸 南 大 洋 航 海(KH94-4)に 参 加(1994-1995)
ラ ン ス 号 航 海 に お い て バ レ ン ツ 海 極 前 線 域 の 生 態 系 研 究 を 実 施(1996)
カ ナ ダ コ ー ス ト ガ ー ド砕 氷 船 を 使 用 し た 国 際 共 同 研 究 　「International　 Northwater　 Polynya　 Project」 　に 参 加
(ユ997)
国 際 共 同 研 究 　「International　 Northwater　 Polynya　 Project」 観 貝1に参 加(1998)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊 参 加(1998-2000)
東 京 大 学 海 洋 研 究 所 白 鳳 丸 南 大 洋 航 海 参 加(2001-2002)
第43次 南 極 地 域 観 測 隊 専 用 観 測 船 隊 員(2001-2002)
.学 術 論 文
　 Ikeya,　 T.,　K.Kikuchi-Kawanobe　 and　 S.　Kudoh　 (2001).　 Floristic　 examination　 of　diatom　 assemblage　 in　the　 dim　 light-
　 　 enVironment　 of　water　 column　 and　 sea　ice,　Saroma　 Ko　lagoon,　 Hokkaido,　 Japan.　 Polar　 BioSci.,　 14,　33-34.
　 Tsuchiya,　 Y.,　Kudoh,　 S.,　K.　Sato.　 and　 M.　 Fukuchi　 (2001).　 Breeding　 season　 and　 early　 developmental　 stage　 ofa
　 　 urchin,　 Sterechinus　 neumayeri　 (Meisner),　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica.　 (ln　Japanese　 with　 English　 abstract).
Antact.Rec.,45(2),157-170inpress.
　 Kudoh.　 S.,　C.　Ikura,　 A.　Takahashi,　 J.　Nishikawa,　 A.　Ishikawa,　 N.　Washiyama,　 T.　Hirawake,　 T.　Odate,　 K.　Watanabe
　　 and　 M.　 Fukuchi　 (2001).　 Surface　 abundance　 of　net-zooplankton　 in　the　 Indian　 Sector　 of　the　 Sourthern　 Ocean
　　 during　 the　ice　breaker　 Shirase　 cruise　 of　JARE-39,　 40.　(In　Japanese　 with　 English　 abstract).　 Antarct.　 Rec.,　 45,　279-
296.
Ikeya,　 T.,　Y.　Kashino,　 S.　Kudoh,　 S.　Imura,　 KWatanabe　 and　 M.　Fukuchi　 (2000).　 Acclimation　 of　photosynthetic
　 　 properties　 in　psychrophilic　 diatom　 isolated　 under　 different　 light　intensities.　 Polar　 BioSci.,　 13,　43-54.
　 Kashino,　 Y.,　K.　Fujimoto,　 A.　Akamatsu,　 H.　Koike,　 K.　Satoh,　 T.　Ikeya,　 S.　Imura,　 K.　Watanabe　 and　 S.　Kudoh　 (1999).
　 　 Acclimation　 of　ice　algae　 to　higher　 irradiance.　 In　Photosynthesis:　 Mechanisms　 and　 Effects　 Vol.　 III　ed.　 By　 G.
　　 GARAB,　 Dordrecht,　 Kluwer,　 2237-2240.
　 Saito,　R.,　S.　Kudoh,　 T.　Sato,　 K.　Watanabe　 and　 M.　Fukuchi　 (1998).　 Composition　 of　sinking　 particles　 collected　 under
fast　ice　near　 Syowa　 Station,　 East　 Antarctica,　 in　early　 spring　 and　 early　 su㎜er,　 1994　 (ln　Japanese　 With　 English
　　 abstract).　 Antarctic　 Rec.,　42　(3),　252-268.
　 Kashino,　 Y.,　K　 Fujimoto,　 A.　Akamatsu,　 H.　Koike,　 K.　Satoh　 and　 S.　Kudoh　 (1998).　 Photosynthetic　 pigment
　 　 composition　 of　ice　algal　and　 phytoplankton　 assemblages　 in　early　 spring　 in　Saroma　 Ko　 lagoon,　 Hokkaido,　 Japan.
　 　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Biol.,　11,　22-32.
　 Kudoh.　 S.,　B.　Robineau,　 Y.　Suzuki.　 and　 M.　Takahashi　 (1997).　 Photosynthetic　 acclimation　 and　 the　 estimation　 of
　 　 temperate　 ice　algal　primary　 production　 in　Saroma　 Ko　lagoon,　 Japan.,　 J.　Mar.　 Syst.　 ll,　93-110.
　 Suzuki　 Y.,　S.　Kudoh　 and　 M.　Takahashi　 (1997).　 Photosynthetic　 and　 respiration　 characteristics　 of　the　Arctic　 ice　algal
　 　 comrnunity　 inhabiting　 under　 poor　 light　and　 low　temperature　 enVironments.,　 J.　Mar.　 Syst.　 ll,　111-122.
　 Robineau,　 B.,　L.　Legendre,　 M.　 Kishino　 and　 S.　Kudoh　 (1997).　 Spacial　 heterogeneity　 of　microalgal　 biomass　 in　the
　 　 first-year　 sea　ice　of　Saroma-Ko　 Iagoon　 (Hokkaido,　 Japan).,　 J.　Mar.　 Syst.　 11,　81-92.
　 Smith,　 R.　E.　H.,　M.　 Gosselin,　 S.　Kudoh,　 B.　Robineau　 and　 S.　Taguchi　 (1997).　 DOC　 and　 its　relationship　 to　algae　 in
bottom　 ice　co㎜unities.,J.Mar.Syst.,11,71-80.
　 Sasaki,　 H.,　H.　Suzuki,　 M.　Takayama,　 K.　Suzuki,　 H.　Handa,　 S.　Kudoh　 and　 M.　 Fukuchi　 (1997).　 Sporadic　 increase　 of
　 　 particle　 sedimentation　 at　the　ice　edge　 of　the　Antarctic　 ocean　 during　 the　austral　 summer　 1994-1995.　 Proc.　 NIPR
　 　 Symp.　 Polar　 Biol.,　10,　50-55
　 1to,　H.　and　 S.　Kudoh　 (1997).　 Characteristics　 of　water　 in　Kongsfjorden,　 Svalbard.,　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Meteorol.
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Glaciol.,11,211-232.
6.口 頭 発 表
エ 藤 送,菓 子 野 康 浩:極 球 藻 類 の 光 合 成 に み ら れ る 光 環 境 適 応,第48回 目 本 生 態 学 会(熊 本)(2001)
Kudoh　 S.,　Tsuchiya,　 Y.,　Sato,　 K.　and　 Fukuchi:　 M.　Autu㎜al　 ice　algal　bloom　 at　the　first-year　 ice　developed　 near
　　　 Syowa　 Station,　Antarctica.　 1.　-Studies　 on　the　growth　 environments　 and　photosynthesis-　 Gordon　 Research
　　　　Conference　 (Ventura,　 California,　U.S.A)　(2001)
7.科 学研 究費補助 金取得状 況
特 定領域研 究B　 「AO2北 極域 海洋動態 と生態系 変動の研 究」(研 究 分担 者)(平 成13年 ～15年)
特 別研究促 進費(A)「 南極 海 におけ る海洋 環境の 中長期 的変 動 に関す る研究」(研 究分担者)(平 成13年)
8.講 演 な ど
9.学 会お よび社 会的活動
10.受 賞 な ど
11.他 大学 の講義 な ど
12.諸 内外の 主要 な会議委員 な ど
13.研 究 活動 の課題 と展望
極域 海洋 の基礎生 産 を担 う微 細藻類 の光 合成過程 に関 して,受 容光 の調節 制御が きわめ て重要で ある とい う観 点
か ら,こ れ までの フ ィール ドワー クで得 た測定 結果 をま とめ,報 告 に向 け解 析 を進 め る。 また,第43次 南 極地 域
観測隊員 として南極海で複数観測船による研究プロジェク ト　(STAGEプ ロジェクト)を 担 うべ く,夏 季の海洋基
礎生産の季節変動性,光 合成過程 に関する研究 を進める。
⑧ 伊 村 智 研 究 系生理 生態 学研究 部 門助 手,総 合研 究大学 院大学 数物 科学研 究科極域 科学 専攻助 手(併 任),博
士(理 学)(広 島大学:1992年)
1.専 門領域:植 物 繁殖生態 学
2.研 究課題:極 域 陸上植物 の繁殖 生態学,南 極湖沼 の生態系 構造 の研 究
3.研 究活動 の概要 と成果
南極 の露岩 域 に点在 す る湖沼 中には,周 囲の陸 上 よ りも遙か に豊 か な生態 系が成 立 してい るこ とが明 らか になっ
て きた。 特 に藻 類 とコケ植 物 か らな る群 落 は,陸 上 植生 を しの ぐ大 きな生 物量 を持 つ可能性 が あ る。第42次 日本
南極地域 観測 隊夏隊 に参加 す るこ とで得 られたサ ンプル に基 づ き,湖 沼底 に生育す る水 生蘇類 の分類 と繁殖構 造 に
関す る遺 伝 的解 析 をすすめ た。 また,土 壌 ・湖沼 ・氷床 中の微 生物研 究 を進 め るための研 究 グル ープ を組織 す る と
ともに,実 際 の解析手 法の検討 を行 った。
4.研 究活 動歴
第36次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1994-1996)
イタ リア ・テ ラノバ基 地(交 換 科学者)参 加(1998-1999)
ア メ リカ ・カ リフ ォルニ ア大 学(在 外研 究員,短 期)(1999)
ノル ウェー ・ス ピ ッツベル ゲ ン島観測参 加(1999)
第42次 南 極 地域観測 隊(夏 隊)参 加(2000-2001)
5.学 術 論文
U・n・,T・,Imu・aS・ ・ndK・nd・,H・(2001)・C・1・nyf・ ・m・nd・h・ ・tm・・ph・1・gy・fS・ni・ni・un・in・t・(H・dw.)L・e・k。
　　　 growing　 in　different　water　conditions　in　the　high　arctic,　Spitsbergen,　 Svalbard.　 Bryological　Research　 8,　1-6.
鮎 川恵 理 ・SIN2El・ 神 田啓 史.(2001):南 極 ラングホ ブデ雪 鳥沢 にお け る群 類 の繁殖 体バ ンク.南 極 資料45,
320-328.
瀬戸 浩二 ・魍 ・板東 忠司 ・神 田啓 史.(2001):南 極湖 沼 に記録 され た完 新世 の古環境.月 刊地球24,31-36.
　 　Ikeya,　T.,　Kashino,　 Y.,　Kudoh,　 S.,　Imura　 S.,　Watanabe,　 K　and　Fukuchi,　 M.　(2000):　 Acclimation　 of　photosysthetic
　　　properties　in　psychrophilic　 diatom　isolates　under　different　light　intensities.　Polar　Bioscience　 13,43-54.
　　Imura　 S.,　Bando,　 T.,　Saito,　S.,　Seto,　K.　and　Kanda,　 H.　(1999):　 Benthic　 moss　 pillars　in　Antarctic　 lakes.　Polar
Biology22,137-140.
　 　 Wasano,　 N.,　Imura　 S.　and　 Ohba,　 M.　 (1999):　 Failure　 to　 recover　 Bacillus　 thuringiensis　 from　 the　 Lutzow-Holm　Bay
－99一
　　　region　of　Antarctica.　 Letters　in　Applied　 Microbiology　 28,　49-51.
鮎 川恵理 ・陛L智 ・神 田啓 史.(1998):南 極 雪鳥沢 の土壌環境 と植生 分布.蘇 苔類研究7,109-115.
6.口 頭発 表
齪,板 東忠 司,瀬 戸浩二,大 谷修 司,工 藤 栄,神 田啓 史:昭 和 基地 周辺 におけ る湖 沼底生 蘇類 の分布.日
本生態 学会 第49回 大会.2002.3.
魍,工 藤 栄,大 谷 修 司,板 東忠 司,神 田啓 史:南 極湖 沼 の多様 性 と生 物相.日 本植 物 学 会第64回 大 会.
2000.10.
魍,瀬 戸浩 二,板 東忠司,神 田啓史:南 極の湖沼(1),湖 沼 の多様性 と生物相.日 本 陸水学 会第65回 大 会.
2000.10.
囲 三智,神 田 啓 史:南 極 の コケ の正 体 と起 源 一 分子 情 報 か らの ア プ ロー チ ー.日 本 植 物 学 会 第63回 大 会.
1999ユ0.
　　Imura　 S.　and　H.　Kanda:　Moss　tussocks　at　the　bottom　 of　lakes　in　the　vicinity　of　Syowa　 Station,　Antarctica.　VII　SCAR
　　　International　 Biology　Symposium　 Christchurch.　 Sept.　1998.
7.科 学研 究費補 助金取 得状況
特定研 究(B)「 北極圏 の環境変動 」(研 究 分担 者)(平 成13年)
8.講 演 な ど
マ リ ンバ イオテ クノロ ジー学 会特別 講演会(2001.ll),北 海道 大学総 合†専物館 第2回 公 開セ ミナー 「日本 の南極
観測」 一探検 か ら科 学調査 の時代 一(2002.3)
9.学 会 及び社 会 的活動
日本蘇苔 類学会(副 編集 幹事),日 本 植物学 会,日 本 蘇苔類学 会,種 生物学会,国 際蘇苔 類学 会,日 本進 化学 会
10.受 賞 な ど
ll.　他 大学等 での講 義 な ど
12.所 内外 での主 要な会議 委員 な ど
広 報委 員会
13.研 究活動 の課題 と展望
陸上 と湖沼 中に共通 して生育 す る蘇 類 につ いて,遺 伝 子解析 を行 い,両 者の遺 伝的 多様 性の比 較 か ら,水 生 蘇類
の起源 を推 定す る。 また,湖 沼 中 に生息 す る微小 動物相 とその機 能の解 明 に向 けて,共 同研 究体制 を構築 す る。
⑨ 佐 藤 克文 研 究系 寒冷生物 学第 一研 究部 門助手,総 合研 究大学 院大学数 物科 学研 究科 極域科 学専攻助 手(併 任),
博士(農 学)(京 都 大学:1995年)
1.専 門領域:動 物行動 学 生 理生態学
2.研 究 課題:海 洋大型 動物 の比較行動 生理学 お よびバ イオメ カニ クス
3.研 究 活動 の概 要 と成果
これ まで得 て きた アザ ラシ類や ペ ンギ ン類 の潜水行 動 デー タを解析 し,前 者 は空気 を吐 き出 してか ら潜水 し,後
者 は空気 を吸 い込 んで潜水 してい る事 を発見 した。結果 的 に,ア ザ ラシは降下時 に鰭 の動 きを停止 し沈降 し,一 方,
ペ ンギ ンは浮上 時 に鰭 の動 きを停 止 し,浮 力 を用 いて受動 的 に浮上 して い るこ とが わか った。そ れぞ れの動物 が,
生理 的 ・物 理的制約 の元,エ ネルギー効率 を最適 化す る様式 で潜水 を行 ってい る と考 え られ る。他 には,小 型の画
像 デー タロ ガー を潜 水捕食 動物 に装 着 し,得 られ た画像 を元 に,動 物 周辺の餌 生物分布 状況 の推 定 を行 った。
4.研 究活動 歴
亜 南極 クロー ゼ諸 島 フラ ンス基 地 にお け るキ ングペ ンギ ン調査参加(1996)
南 極 デユモ ンデ ュルビル フラ ンス基地 にてアデ リーペ ンギ ン調査 参加(1996-1997)
第40次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1998-2000)
南 極 マ クマ ー ド アメ リカ基地(交 換科 学者)に て ウェ ッデ ルアザ ラシ調査(2000)
5.学 術論 文
　　 Yoda,　K.,　Naito,　Y.,　Sato　K.,　Takahashi,　 A.,　Nishikawa,　 J.,　Ropert-Coudert,　 Y.,　Kurita,　M.　and　Le　Maho,　 Y.　(2001):　A
　　　 new　technique　 for　monitoring　 the　behaviour　 of　free-ranging　Adelie　penguins.　 J.　Exp.　Biol.,　204,　685-690.
Charrassin,　 J-B,　Kato,　A.,　Handrich,　 Y.,　Sato　 K.,　Naito,　Y.,　Ancel,　A.,　Bost,　C.-A.,　Gauthier-Clerc,　 M.,　Ropert－
一100一
　 　 C・ud・ ・t,　Y・　・nd　L・　M・h・,　 Y・　(2001)・ 　Feeding　 b・havi… 　 ff・ee-ranging　 P・nguin・ 　(Apt・n・dyt・ ・　p。t。g。ni,u、)
　 　 　 determined　 by　oesophageal　 temperature.　 Proc.　 Roy.　 Soc.　 Lond.,　 268,　 151-157.
　 Ku・ag・y・,　H・　・nd　S・t・　K・　(2001)・ 　A　・afe　and　 p・actical　inh・1・ti・n　・nae・th・ ・i・　f・・　W・dd・ll　 ・eal・.　P・1・・　Bi。1.,　24,　549.
552.
R°P・ 「t-C・ud・ 「t,　y・,　S・t・ 　K・,　K・t・ ・　A・,　Charrass㎞,J・-B・,B・ ・t,C.-A.,L・M・h・,Y.・ndN・it・,Y.(2000)、P,elimin。ry
　 　 　 mvestigations　 of　prey　 pursuit　 and　 capture　 by　 king　 penguins　 at　sea.　 Polar　 Bioscience,　 13,　101-ll2.
Sat°K,M・t・uzaw・,Y・,T・n・k・,H・,B・nd・ ,T・,Min・mik・w・,S.,S・k・m・t・,W.・ndN・it・,Y.(1998)、Int。,n。、ting
　 　 interval・f・ ・1・99・ ・headturtl・ ・,C・ ・ettaca・ett・,・ndg・eentu・tl・,Ch 1・ i・myd ・,・・eaffect・dbyt,mp。,atu,e.
Can.J.Zool.,76,1651-1662.
6.口 頭 発 表
S・t・K・ndY・Mit・ni・M・C・m…n,D・Siniff ,Y・N・it・ ・Deepf・ ・agingdi… ㎞ ・el・ti・nt・theen。,gyd。m。nd、。f
　 　 　 Weddell　 seal　mothers　 during　 lactation:　 XXIV　 Symposium　 on　Polar　 Biology.　 National　 Institute　 of　Polar　 Research.
Dec6-7,2001.
Sat・K・ndY・N・it・ ・Bi・1・9ical・e・ea・ch・fm・ ・in・m・ ㎜ ・1・u・ingm・d・m・en・ing・nd・ec・ ・dingtechniqu,、 、70th
　 　 Anniversa・y・fth・J・p・n・ ・eS・ci・ty・fFi・h・ ・i・ S・i・nceInt・ ・n・ti・n・IC・mm・m・ ・ati・・Symp。 、ium.Pacifi,。
　 　 　 Convention　 Plaza　 Yokohama,　 Oct.　1　-　5,　2001.
　 Sat・ 　K・・　Bi・1・gical　・e・ea・ch　u・ing　 m・d・ ・n　・en・ing　・nd　・ec・・ding　techniqu… 　 T・1・m・try　 W。,k、h。P,　 21、t　Annu。l
　 　 　 Symposium　 on　Sea　 Turtle　 Biology　 and　 Conservation,　 Philadelphia,　 U.　S.　A.,　Feb　 23,　2001.
7.科 学研究費補助金取得状況
基盤研究(B)(2)「 高度生物情報収集システムを用いた極域中深層生態学の研究」(研 究分担者)(平 成11～13
年)
笹川科学研究助成 「ペ ンギン類 ・アザ ラシ類の遊泳様式の比較行動学研究」(研 究代表者)(平 成13年)
8.講 演など
第2回 北海道大学総合博物館公開セ ミナー 「日本の南極観測」 一探検か ら科学調査の時代へ一(2002.3.15)
9.学 会及び社会的活動





これまでは虫類 ・鳥類 ・ほ乳類 を対象とした行動学 ・生理生態学を進めて きた。極域から熱帯にまたがる対象動
物を幅広 く研究する過程で,動 物がそれぞれの生理的制約の中でうまく適応 しているということをより鮮明に把握
することが出来る。今後 も,海 洋大型動物を対象に幅広 く研究を進めてい く。
⑩ 加藤明子 研究系寒冷生物学第一研究部門助手,博 士(農 学)(北 海道大学:1998年)
1.専 門領域:行 動生態学
2.研 究課題:海 洋脊椎動物の行動お よび生態
3.研 究活動の概要 と成果
海を主な生活の場 とする動物の行動,生 態は直接観察が難 しいため未知の部分が多 く残 されている。ペンギ ン類,
ウ ミスズメ類などの海鳥の繁殖生態,採 餌戦略について,デ ータロガーなどの動物装着型の観測機器用い,環 境変
動に対する応答を研究 した。
4.研 究活動歴
オース トラリア南極観測隊(デ イビス基地 ・夏隊)参 加(1992-1993)
オース トラリア南極観測隊(マ ッコー リー基地 ・夏隊)参 加(1993-1994)
フランス南極観測隊(ク ローゼ基地 ・夏隊)参 加(1995-1996)
第38次 南極地域観測隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
5.学 術論文
一101一
　 _Kato　 A　,　Watanuki,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2001):　 Foraging　 and　 breeding　 perforrnance　 of　Japanese　 cormorants　 in　relation
　　　　to　prey　 t　ITI)e.　Ecological　 Research,　 16,　745-758.
Ropert-Coudert,　 Y.,　K墨,　 Baudat,　 J.,　Bost,　 C.-A.,　 Le　Maho,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2001):　 Feeding　 strategies　 of　free-
　 　 　 ranging　 Ad61ie　 penguins,　 Pygoscelis　 adeliae,　 analyzed　 by　mUltiple　 data　 recording.　 Polar　 Biology,　 24,　460-466.
　 　Ropert-Coudert,　 Y.,　_Kato　 A　,　Baudat,　 J.,　Bost,　 C.-A.,　Le　Maho,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2001):　 Time/depth　 usage　 of　Ad61ie
pengui皿s;　 an　apProach　 based　 on　dive　angles.　 Polar　 Biology,　 24,　467470.
Takahashi,　 A.,　Kuro㎞,　 M.,　Niizuma,　 Y.,　_Kato　 A　,　Saitoh,　 S.　and　 Watanuki,　 Y.　(2001)二 ㎞portance　 of　the　 Japanese
　 　 　 anchovy　 Engrauhs　 japonicus　 to　breeding　 rhinoceros　 auklets　 Cerorhinca　 monocerata　 on　 Teuri　 Island,　 Sea　 of
　　 　 Japan.　 Marine　 Biology,　 139,　361-371.
　　 Charrassin,　 J.-B.,　.K.==as..ato　A　,　Handrich,　 Y.,　Sato,　 K.,　Naito,　 Y.,　Ancel,　 A.,　Bost,　 C.-A.,　 Gauthier-Clerc,　 M,　 Ropert-
　 　 　 Coudert,　 Y.　and　 Le　Maho,　 Y.　(2001):　 Feeding　 behaviour　 of　free-ranging　 pengtns　 (Aptenodytes　 patagonicus)
detem血ed　 by　oesophageal　 temperature.　 Proc.　 Royal　 Society,　 1.ondon　 B,　268,　151-157.
　 .K.,.,..,.=.ato　A　, Watanuki,　 Y.,　Nishiumi,　 1.,　Kuroki,　 M.,　Shaughnessy,　 P.D.　 and　 Naito,　 Y.　(2000):　 Variation　 in　foraging　 and
　 　 　 parental　 behaVior　 of　king　cormorants　 at　Macquarie　 Island.　 Auk,　 ll7,　718-730.
Otar血,　S.,　Naito,　 Y.,　_Kato　 A　 and　 Kawamura,　 A.　(2000):　 Diving　 behaviour　 and　 swilnming　 speed　 of　a　free-ranging
harbour　 porpoise,　 Phocoena　 phocoena.　 Ma血eM㎜訓Science,16,811-814.
Ropert-Coudert,　 Y.,　Baudat,　 J.,　Kurita,　 M.,　Bost　 C.-A.,　 Ka吐,　 Le　Maho,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2000):　 Vahdation　 of
　 　 　 oesophagus　 temperature　 recording　 for　detection　 of　prey　 ingestion　 on　 captive　 Ad61ie　 penguins.　 Marine　 Biology,
137,1105-1110.
　 _Kato　 A　,　Watanuki,　 Y.,　Shaughnessy,　 P.　D.,　Le　Maho,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(1999):　 Intersexual　 differences　 in　the　diving
　 　 　 behaviour　 of　foraging　 subantarctic　 cormorant　 (Phalacrocorax　 albiventer):　 and　 Japanese　 cormorant　 (P.
　 　 　 filamentosus).　 Comptes　 Rendus　 de　l'　Academie　 des　 Sciences　 Paris,　322,　557-562.
　 　 Otani,　 S.,　Naito,　 Y.,　Kawamura,　 A.,　Kawasaki,　 M.,　 Nishiwaki,　 S.　and　 _Kato　 A　 (1998):　 Diving　 behaviour　 and
　 　 　 performance　 of　harbour　 porpoises,　 Phocoena　 phocoena,　 in　Funka　 Bay,　 Hokkaido,　 Japan.　 Marine　 Mammal
Science,14,209-220.
K魎,　 Watanuki,　 Y.　and　 Naito,　 Y..　(1998):　 Benthic　 and　 pelagic　 foraging　 of　two　 Japanese　 cormorants,　 detemmined
　 　 by　simultaneous　 recording　 of　location　 and　 diving　 activity.　J.　Yamashina　 Inst.　Omithol.,　 30,　101-108.
Watanuki,　 Y.,　]畔L,　 Naito,　 Y.,　Robertson,　 G.　and　 Robinson,　 S.　(1997):　 Divi㎎and　 foraging　 behaviour　 of　Ad61ie
pe㎎uins　 in　areas　 with　 and　 without　 fast　sea-ice.　 Polar　 Biology,　 17,　296-304.
6.口 頭 発 表
_KatoA:Food,飴raging　behavior　 and　 breeding　 success　 of　Ad61ie　 pe㎎uinsinrelationtotheamualcha㎎es　in
sea-ice　 conditions.　 Gordon　 Research　 Conference　 on　Polar　 Ma血e　 Science.　 Ventura,　 USA,　 March　 7-12,　1999
加 藤 盟 王 ・内 藤 靖 彦 ・佐 藤 克 文 ・綿 貫 豊:ア デ リ ー ペ ン ギ ン の 採 餌 お よ び 繁 殖 生 態 へ の 海 氷 変 動 の 影 響 。 海 洋
学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「南 極 海 と 地 球 環 境 」,東 京,1999.3.27
加 藤 理工£ ・黒 木 麻 希 ・高 橋 晃 周 ・出 口 智 広 ・綿 貫 豊:ウ トウ の 採 餌 行 動 と 海 水 温 度 の 関 係 。 日 本 鳥 学 会 大 会,
東 京,1999.10.
加 藤 明 王,林 英 子,綿 貫 豊:魚 資 源 変 動 に と も な う ウ ミ ウ の 採 餌 お よ び 繁 殖 行 動 の 年 変 化 。 第45回 目 本 生 態 学
会 大 会,京 都,1998.3.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 高 度 生 物 情 報 収 集 シ ス テ ム を 用 い た 南 極 中 ・深 層 生 態 学 の 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～13
年)












地球温暖化などの長期的な環境変動 と,季 節変動,年 変動 などの短期的な環境変動 に対する動物の個体群 レベル,
個体 レベルでの応答を明らかにする。
⑪ 平課 享 南 極環境 モニ タ リング研究 セ ン ター助 手,総 合研究大 学院大 学数物科 学研 究科 極域科学専 攻助 手(併
任),博 士(理 学)(名 古屋大学:2000年)
1.専 門領域:海 洋生物光 学
2.研 究課題:定 着 氷下 におけ る基礎 生産過程 の研究
3.研 究活動 の概 要 と成果
海 氷下 に生 息す る アイス アルジは非常 に大 きな現 存量 を持 ち,オ キ ア ミな どの食物 とな り,南 大洋 の生態系 に と
って大変重 要で ある。現在 まで にア イスアル ジの現存 量,基 礎 生産量 が計測 され,そ の季節変 化が明 らか になって
い る。 しか しなが ら,そ の季節 変動 を左右 してい るア イスアル ジの生理 学的特性 や光合 成 を行 うため に必 要不 可欠
な光 の吸収 ・利 用 につ いて は明 らか になって いな い。 平成13年4月 ～12月 の 間,南 極 昭和 基地 周辺 の定着 氷域 に
おい て,定 着氷 下の光 環境 とそ こに棲 息す るア イスアル ジ,植 物 プラ ンク トンの光吸収特性 お よび光合成 との 関係
につ いて研 究 を行 った。海氷 中の光 の透過や積 雪の違 いが,ア イス アルジの光吸収 と量子収 率 の変動の時期 的 な違
い に影響 してい るこ とが認め られ た。 また,ア イス アル ジは夏季 に急激 にその現存 量 を増加 し,細 胞同士 が重 な り
シ ェーデ ィ ング を起 こすため,細 胞 内へ の光吸収 能力が弱 くな り,更 には光合成活性 も小 さ くなる こ とが 明 らか と
な った。
4.研 究活動 歴
第42次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(2000-2002)
5.学 術 論文
'狂 言
,鈴 木光次,岸 野 元彰,古 谷 研,田 口 哲,齊 藤 誠一,才 野 敏郎,松 本和彦,播 本孝 史,佐 々木宏明,藤
木徹 一,古 原慎 一,柏 俊行(2001):QFT法 及び現場 型水 中分光吸 光度計 に よる植物 プラ ンク トンの光吸収 ス
ペ ク トル測 定 プロ トコル.海 の研究,10(6),471-484.
岸野元 彰,古 谷 研,田 口 哲,"≡ 古,鈴 木光次,田 中昭彦(2001):海 水 の光吸収 係数 の測 定 【総説 】.海 の研
究,10(6),537-560.
Hirawake.　 T.,　Satoh,旺,　 Ishimaru,　 T.　and　Yamaguchi,　Y.　(2000):　Photosynthetic　 characteristics　of　phytoplankton　 off
　 　　Adelie　Land,　Antarctica,　 during　the　austral　summer.　 Polar　Bioscience,　 13,　28-42.
　　Odate,　T.,　Hirawake.　 T..,　Tanimura,　 A.　and　Fukuchi,　 M.　(2000):　Spatial　patterns　in　nutrient　and　in　vivo　fluorescence
　 　　distributions　in　the　marginal　 ice　zone　and　the　seasonally　open　oceanic　zone　in　the　In(han　sector　of　the　Antarctic
Ocean,　in　Austral　su㎜er.J.Oceanogr.,56(2),185-192.
　 Hirawake.　 T.,　Satoh,　H.,　Ishirnaru,　T.,　Yamaguchi,　 Y.　and　Kishino,　M.　(2000):　Bio-optical　 relationship　 of　Case　I
　 　 waters:　The　difference　between　 the　low-　and　mid-latitude　 waters　and　the　Southern　 Ocean.　 J.　Oceanogr.,　 56(3),
245-260.
Chiba,　 S.,　Hirawake.　 T.,　Hor㎞oto,　 N.,　 Satoh,　 R.,　Nakajtma,　Y.,　Ushio,　 S.,　Ishimaru,　 T.　 and　 Yamaguc㎞,Y.(2000):An
　 　 　 overview　 of　biologica1/oceanographic　survey　 by　 the　 RTV　 Umitaka-Maru　 III　off　Adehe　 Land,　 Antarctica　 in　January-
February1996.Deep-SeaRes.II,47,2589-2613.
　 Hirawake.　 T.,　 Odate,　 T.,　 Kudoh,　 S.,　 Watanabe,　 K.,　 Fukuchi,　 M.,　 Ishikawa,　 A.　 and　 Washiyama,　 N.　 (1998):
　 　 　 Relationships　 between　 absorption　 coefficient　 and　 some　 oceanographic　paramet rs　 in　the　 southern　 ocean:
　 　 Results　 of　 measurement　with a　continuous　 surface　 seawater　 monitoring　 system　 on　 board　 Ocean,　 Ocean　 Optics
　 　 XIV,　 SPIE,　 Bellingham.(CD-ROM).
　 Hirawake.　 T.,　Tobita,　 K,　 Ishimaru,　 T.,　Satoh,　 H　 and　 Morinaga,　 T.　 (1998):　 Primary　 production　 in　the　 ROPME　 Sea
　 　 Area,　 Offshore　 EnVironment　 of　the　 ROPME　 Sea　 Area　 after　 the　 War　 -　related　 Oil　 Spill　 -　Results　 of　the　 1993-4
　 　 Umitaka-Maru　 cruises,　 pp.181-191,　 A.　Otsuki,　 M.Y.　 Abdulraheem　 and　 R.M.　 Reynolds　 [Eds.1,　 TERRA,　 Tokyo.
　 Hirawake.　 T.,　 Ishimaru,　 T.　 and　 Satoh,　 H.　 (1997):　 Primary　 productivity　 and　 photosynthetic　charac eristics　 of
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　 　 　 phytoplankton　 in　the　Arabian　 Sea　and　 the　Indian　 Ocean　 during　 the　NE　 monsoon　 season.　 La　mer,　 35(4),　 157-167.
　 　 Hirawake.　 T.,　Satoh,　 H.,　Morinaga,　 T.,　Ishimaru,　 T.　and　 Kishino,　 M.　 (1997):　 In-water　 algorithms　 for　estimation　 of
　 　 　 chlorophyll　 a　and　 primary　 production　 in　the　Arabian　 Sea　 and　 the　eastern　 Indian　 Ocean,　 Ocean　 Optics　 XIII,　S.G.
　 　 　 Ackleson　 and　 R.　Frouin　 【Eds.】,　Vol.　2963,　 pp.296-301,　 SPIE,　 Bellingham.
6.口 頭 発 表
'ノ言 古
,日 下 啓 作,佐 藤 博 雄,岸 野 元 彰,才 野 敏 郎:「 リ モ ー ト セ ン シ ン グ 反 射 率 に よ る 海 域 区 分 を 用 い た グ
ロ ー バ ル ク ロ ロ フ ィ ルa推 定 ア ル ゴ リ ズ ム 」,日 本 海 洋 学 会 春 季 大 会,2000.3.
　 　 Hirawake.　 T.:　 Oceanic　 chlorophyll　 a　algorithm　 for　several　 cases　 of　waters.　 International　 Symposium　 on　 Ocean
　 　 　 Color　 remote　 Sensing　 and　 Carbon　 Flux,　 1999.12.
　 　 Hirawake.　 T.,　Odate,　 T.,　Watanabe,　 K.　and　 Fukuchi,　 M:.　 Validation　 of　chlorophyll　 a　concentration　 from　 OCTS　 and
SeaWiFS　 data　 in　the　Southern　 Ocean.第22回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,1999.12.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日本 海 洋 学 会,日 仏 海 洋 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と展 望
定 着 氷 下 に お け る ア イ ス ア ル ジ,植 物 プ ラ ン ク ト ン の 光 合 成 の 特 性 に つ い て,水 温 ・塩 分 等 の 環 境 変 化 お よ び 光
環 境 に 伴 う 色 素 組 成 の 変 化 と の 関 係 に つ い て も 考 慮 し 解 析 を 進 め る 予 定 で あ る 。 こ れ ら の 結 果 か ら海 洋 に お け る 植
物 プ ラ ン ク ト ン の 適 応 方 法 と 能 力 を よ り把 握 す る こ と が で き る 。
(2)共 同研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極球生態系の環境応答に関する基礎研究
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
谷 村 篤 三重大学生物資源学部 ・助教授 極域海洋における低次生産構造 と長期モニ タリングのための基礎研究
佐々木 洋 石巻専修大学理工学部 ・教授 北極海ポリニア海域における生物起源粒子の沈降過程
奥 谷 喬 司 日本大学生物資源科学部 ・教授 南極海における魚類 ・底生生物の分類 ・分布及び生活
史に関する研究
田 口 哲 創価大学工学部 ・教授 海氷域における低次生産の動態に関する生態学的研究
上 田 宏 北海道大学大学院水産学研究科 ・助教授 サケ科魚類の環境選択と母川回帰行動の研究
斎 籐 誠 一
北海道大学大学院水 産科学研究
科 ・教授 衛星海色データによる極域海域の基礎生産過程の研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手 南極産陸生線虫類相とその生物地理学的研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
井 上 源 喜 大要女子大学社会情報学部 ・教授 極域の生物環境に関する地球化学的研究
長 沼 毅 広島大学生物生産学部 ・助教授 南極バ イオーム における化学合成独立栄養細菌の生
態 ・分類に関する研究
綿 貫 豊 北海道大学大学院農学研究科 ・助
教授 潜水性海鳥類の行動および生理学的研究






南極海域 におけるプランク トン相 と生物起源気体成分
に関する研究
菓子野 康 浩 姫路工業大学理学部 ・助手 極域藻類の光合成機構の解析
奥 山 英登志 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・助教授 極域微生物及び植物の生理学的 ・分子生物学的研究
長 島 秀 行 東京理科大学理学部 ・教授 極域に生育する微生物の生理特性 とその応用
葉 原 芳 昭 北海道大学大学院獣医学研究科 ・
教授 データロガーを用いた鰭脚類の行動生理学的研究
大 谷 修 司 島根大学教育学部 ・助教授 昭和基地周辺における土壌藻類及び土壌微生物を用い
た環境評価方法の確立
野 尻 幸 宏 (独)国立環境研究所 ・総合研究員 極域海洋における一次生産過程の動態解析
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈平成〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 北極域海洋動態と生態系変動の研究 13～14 小 達 恒 夫
伊 藤 一
工 藤 栄
牛 尾 収 輝
青 木 茂
渡 邉 研太郎
神 田 啓 史 ・教 授 北極域ツンドラ環境変動の研究 13～14 内 藤 靖 彦
大 山 佳 邦
森 脇 喜 一
伊 村 智
イ.特 別研究促進費
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈'賊〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 南極海 における海洋環境の中長期的変動 に関する 11～13 内 藤 靖 彦
研究 小 達 恒 夫
工 藤 栄






研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者
小 達 恒 夫 ・助教授 植物 プランク トン組成 と溶存ガス成分の生成過程
に関する研究
11～13 工 藤 栄
福 地 光 男 ・教 授 高度生物情報収集システムを用いた極域中 ・深層
生態学の研究
11～13 内 藤 靖 彦
佐 藤 克 文
神 田 啓 史 ・教 授 ツンドラ生態系の多様性と地球環境変化の相互作
用
11～13 伊 村 智
エ.基 盤研究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈平成〉 研究所教官の分担者
伊 村 智 ・助 手 南極陸上植物相の多様性と進化 12～15 神 田 啓 史
オ.特 別研究員奨励費
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度く平成〉 研究所教官の分担者







(1)一 般 研 究
研 究 目 的
極域の観測 ・調査活動は,設 営問題を除外 して実施することはできない。南極観測事業では機械 ・建築 ・燃料 ・通
信 ・装備 ・食糧 ・医療などの多岐にわたる設営的な諸問題に極地研究所が対処 している。その対応活動は,生 活全般
か ら観測手段 まで広範囲な事柄に関連 し,殆 どあ らゆる理工学分野や生活科学分野の技術力を必要 とする。当研究 グ
ループのスタッフ構成は,こ のような広範囲な事項 に万遍な く対応する体制にはないことか ら,客 員教官制度や一般
共同研究の制度 を利用 し,南 極観測事業でのスムーズな設営活動を目標 に,国 内外の既存技術 を極地仕様 に取 り込ん
での創意工夫,現 地施設に関する設営工学的な追跡データの取得による解析研究,さ らには極地特有の環境条件 に適
応する新 しい技術の開発 などをグループ研究の目的 とす る。
研 究 計 画 の 概 要
1昭 和基地のスノウ ドリフ トと防災
近年,昭 和基地管理棟後流域のス ノウ ドリフ ト,特 に倉庫棟,汚 水処理棟周辺のスノウ ドリフ ト処理が基地の安
全管理上,深 刻な問題 となっている。現在 は重機除雪によってスノウ ドリフ ト障害を防いでいるが,当 該地区の よ
うに建物が比較的に近接 している場合のスノウ ドリフ ト予測は,南 極の観測基地設計上の基本的な課題の1つ であ
る。本年度は,風 洞実験による建物群を対象としたスノウドリフ トの発生 と成長に関する定性的性状の把握 と昭和
基地でのスノウ ドリフ トの実測計画の検討 を行 う。
2南 極用風力発電機の最適設計 と運転制御に関する研究
極地研 の設営 グループと二井義則客員教官 との共同研究計画 として進めている。平成12年2月(第41次 隊)に
南極昭和基地に設置 した試験運用機 ・10kW風 力発電機は,強 風のために同年7月 に倒壊 した。その原因を究明 し,
併せて改良方法 を検討する。
3極 地風力発電 システムの有効性お よび技術課題 に関する検討
昭和基地の電力事情がひっ迫 していることか ら,② 項にも関連 し,昭 和基地に40kWお よび100kW級 の風力発電
機 を設置 した場合 に期待 される電力量を見積 もる。
研 究 成 果
1昭 和基地の建築物の密集 と立地地形 とスノウ ドリフ トの関連について,防 災面に視点をあてた設営工学的な研究
を推進する研究体制 を客員教官 と任期制教官制度 を活用 して整備 した。国内における風洞実験 と現地における基礎
データ取得による比較研究,客 観的な評価を可能 とするデータの取得,な どに基づいたスノウ ドリフ トの低減方法
の研究活動を開始 した。建物群 を対象 としたスノウ ドリフ トの発生 と成長に関する定性的性状 を風洞実験で調査す
るとともに,昭 和基地でのスノウ ドリフ ト実測計画を検討 し,そ の準備作業を行 った。国内の風洞実験では,建 物
周辺気流の性状 を把握するため,ミ ス トを媒体 としてLDV計 測装置を利用 した。次年度は国内模型実験の結果 を
考慮 しつつ昭和基地の観測隊 と連絡をとりなが ら実測データを蓄積する予定である。
2南 極用風力発電機の最適設計 と運転制御 に関する研究では,10kW南 極風力発電機の試験運用中に発生 した倒壊
事故に対する原因究明を行 った。平成13年10月 までに行 った原因調査の結果で,タ ワーの強度不足 と,振 動お よ
びヨー制御の不具合が明 らとなった。平成13年3月 に新たに制定 されたJIS1400-1風 力発電 システムの安全要件に
沿 って南極風車仕様の見直 しを行 った。また,10kW級 風力発電機の需要が国内では一般的ではないことから,既
に技術 開発が先行 している大型風力発電機の調査 と,そ の南極への輸送 ・建設手法 ・電力 システムの将来構想など
についても考究 した。 日本で建設中の外国製大型風力発電機の設備を実地調査 した。
3極 地風力発電システムの有効性お よび技術課題に関する検討を行 った結果,昭 和基地に40kWお よび100kW風 力
発電機 を設置 した場合の期待 される電力量 として以下が見積 もられた。設備利用率は ともに約30%で あ り,40kW
風車の場合,現 在の平均負荷170kWの7%,100kW風 車の場合,17%を 風力エ ネルギーでまかなえることがわかっ
た。また,現 地での建築工法およびディーゼルエンジンとの連系 システムについての検討 もはじめた。
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① 鮎 川 勝 研究 系極地設営 工学研 究部 門教授,博 士(理 学)(総 合研 究 大学院大学:1999年)
1.専 門領域:極 地 設営工 学
2.研 究課題:昭 和 基地 のス ノウ ドリフ トの低減法 に関す る研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果:
研 究課題 に対 して,国 内活動 と して風 洞実験,昭 和基 地 にお け る実測 デー タの取 得手法 の検討 な どを,客 員教 官
お よび派遣観測 隊員 と協 同で行 った。
4.研 究 活動歴
南極 昭和基 地越冬 隊(11次,14次,18次)
南極 あす か基地越冬 隊(28次 越冬副 隊長/あ すか基 地越冬 隊長)
夏 隊(41次 観測 隊長)
5.学 術 論文
　　 eWA　ka　a　M　,.　Hirasawa,　 T.　and　Makita,　K.　(1986).　On　the　Japanese　 unmanned　 automatic　 observatory　 in　Antarctica
　　　 and　some　results　obtained　at　the　observatory,　 J.　Geomag.　 Geoelectr.,　38,　201-220.
鮎⊥L勝 ・巻 田和 男(1996).南 極点 基地で見 られ る昼 間側 オー ロラの特性,南 極資 料,40,3,267-305.
　　 WWA　k　 a　M,　K.　Makita,H.　 Yamagishi,M.　 Ejiri　andT.　 Sakanoi　 (1996).　 Characteristics　 ofPolar　 Cap　Aurora,Journal
　　　 of　Atmospheric　 and　Terrestrial　Physics,　Vol.58,　No.16,　1885-1894,.
6.口 頭発 表
7.科 学研 究費補助 金取得 状況
8.講 演 な ど
山梨 県身延 町教育委 員会主催 特 別講演 会:対 象小 中学生342名(2002.2)
山梨 県身延 町生涯学 習 フェス ィバ ル特 別講演:対 象 一般 町民300名(2002.2)
9.学 会及 び社 会的活動
10.受 賞等
日本地球電 気磁気 学会 ・田中館賞(1980)
11.他 大学 での講義 な ど
12.内 外の 主要 な会議 委員 な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
昭和基 地の ス ノウ ドリフ トと防災 に関す る研究 を,緊 急 的 な研究 課題 とし,国 内 にお ける模型風 洞実験 お よび現
地 にお ける基礎 デ ー タ取 得 な どの具体 的 な研 究活 動 を開始 す る。極 地 にお ける 自然 エ ネル ギー の利用 に関 す る開
発 研究 につ いては,客 員教官等 との継続 的 な共 同研 究 として,極 地 実用機 の実現化 を目指 す。
② 高橋弘樹 研究系極地設営工学研究部門助手,工 学修士(日 本大学:1998年)
1.専 門領域:建 築構造学
2.研 究課題:南 極建築物の生産プロセスと設計の最適性 に関する研究
ア)建 築物 によるスノウ ドリフ トの形成過程 とその低減方法の研究
イ)昭 和基地建築物の耐久性 に関するデータ取得 と解析研究
3.研 究活動の概要 と成果:




謹,鉄 骨構造柱の塑性変形性能 とその改良に関す る数値解析的研究,日 本大学修士論文,1998.
6.口 頭発表
高醗,韓 剥,半 貫敏夫,岡 村武志,南 極昭和基地居住施設の耐久性 ・木質パネルの強度試験,日 本建築学
会大会学術講演,1999.










極地設営工学部門に任期制教官 として任用 されたことか ら,当 部門が緊急的な研究課題としている昭和基地のス
ノウ ドリフ トと防災に関す る研究に取 り組む。第43次 南極越冬隊に参加 して,建 築工学的な視点 を中心 として客
観的な評価 を可能 とする諸データを取得 し解析研究する。
(2)共 同研究
ア.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
柴 田 明 穂 岡山大学法学部 ・助教授 南極条約体制における国際法形成過程の研究
半 貫 敏 夫 日本大学理工学部 ・教授 昭和基地施設の防災計画
平 山 善 吉 日本大学理工学部 ・教授
基地建物の基礎構造部材 としてのアル ミナセメントコ
ンクリー ト梁の特性 について
その2昭 和基地からの持ち帰 り材料 よる強度比較
木 村 茂 雄 神奈川工科大学工学部 ・教授 物体への着氷現象の流体力学的研究
藤 井 石 根 明治大学理工学部 ・教授 寒冷地における配管保温の最適設計
研究計画の概要:
①昭和基地施設の防災計画(研 究代表者:半 貫敏夫)
昭和基地の防災に関する課題は防雪 と防火に大別される。本共同研究の主たる課題 は防火であったが,昭 和基地
のスノウ ドリフ ト処理が深刻な問題 となっているので,本 年度はスノウ ドリフ トに関する基礎的な調査を行 う
こととした。
②物体への着氷現象の流体力学的研究(研 究代表者:木 村茂雄)
イ)風 向風速機器への着氷雪現象の解析 ロ)着 氷現象の数値的解析
ハ)着 氷試験に関する基礎試験 を本年度の研究実施項 目とした。
③寒冷地における配管保温の最適設計(研 究代表者:藤 井石根)
昭和基地設備の各種配管系の保温 に関する基礎資料 を得ることを目的として熱漏洩に関する検討を行 う。
④基地建物の基礎構造部材 としてのアル ミナセメントコンクリー ト梁の特性について(研 究代表者:平 山善吉)
昭和基地建築物の基礎構造部材 として使用されているアル ミナセメン トコンクリー ト梁の強度特性 を調べ るこ
とを目的として・昭和基地で採取 した骨材および昭和基地でコンクリー ト生産に使っている融雪水 とアル ミナセ
メン トを,日 本 に持ち帰 り強度試験を行 う。
研究成果:
①昭和基地の防災に関する課題は,防 雪 と防火に大別 される。本共同研究の主たる課題は防火であったが,昭 和基
地のスノウ ドリフ ト処理が深刻な問題 となっていたので,本 年度はスノウ ドリフ トに関する基礎的な調査 に
焦点をあてた。昭和基地主要部の地形,建 物を含む縮尺模型を制作 し,煙 風洞および回流型風洞 を用いて建物
周囲の風環境を調査 した。昭和基地の現状 を規準 として,イ)建 物の移築,ロ)通 路の撤去,ハ)建 物形状の
工夫の可能性 を想定 して基本的に4つ のパ ター ンについて風向を変化 させた実験 を行 った。実験結果は整理中
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である。
② 「物体への着氷現象の流体力学的研究」では,イ)風 向風速機器への着氷雪現象の解析:カ ップ型風速計の性
能計算コー ドの改良のためLaser　Doppler　Velocimetryに よる先行 カップの後流の影響 と,風 速低減時の機械的
抵抗 を試験的に求めコー ドに組み込み計算精度の向上を図った。別途,着 雪風洞試験を実施 し,着 雪形状,計
測値に与える影響について調査 した。 ロ)着 氷現象の数値的解析:　Euler的 手法 に基づいた着氷数値モデルの
発展 として,振 動円柱　(Heaving　&　Pitching　Motion)　を対称 として,乾 き成長下での着氷形状の数値 シミュレ
イシ ョンを実施 した。ハ)着 氷試験 に関する基礎試験:着 氷試験時の重要 なパラメタである雲水量(LWC)
の計測手法である多円筒法に必要 となる水滴捕捉率算出にあたって,従 来検討 されておらなかった風洞内の乱
流強度の影響を試験的に調査 した。
③ 「寒冷地における配管保温の最適設計」の検討では,三 種類の管系を用いて配管系からの熱漏洩の定性的な実
験 を行った。 イ)管 外断熱処理をまった く施 さないもの,ロ)真 空断熱処理を施 したもの,ハ)真 空断熱処理
の他に凍結防止のための電気加熱系があるもの,等 の管系について実験 した。
その結果,真 空断熱処理の保温効果は認め られたが,凍 結防止のための加熱電力は,雰 囲気温度に左右され相
当量を要することが判明 した。
④ 「昭和基地建築物の基礎構造部材 としてのアル ミナセメントコンクリー ト梁の強度特性」では,昭 和基地から
の持ち帰 り材料を用いて,昭 和基地のコンフリー ト工事仕様書に従 って製作 した鉄筋コンクリー ト梁の構造実
験を行い,普 通ポル トランドセメントと川砂,川 砂利を用いた鉄筋 コンクリー ト梁 との性能比較を行 った。昭
和基地部材 について,コ ンクリー ト調合強度 を大幅に下回るものでないことが確認された。平成14年 度は越
冬 した古 いセメン トを用いて短期材令によるコンクリー トの強度試験 を行 い,そ の初期強度の確認試験 を行
う。
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2.科 学研究費補助金採択状況 (単位 百万円)
研 究 種 目 平成7年 度 平成8年 度 平成9年 度 平成10年 度平成11年 度平成12年 度平成13年 度
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
「
件数1金 額 件数 金額
1
件数1金 額
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一 般 研 究 (18)
















3.奨 学寄付金受 け入 れ状況
年 度 昭和62 63 平成元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13
件 数(件) 2 5 6 4 8 3 2 3 3 9 2 2 2 1 1
受入額(千円)2,0004,3005,4001 ,7009,7003,3002,5001,0001,2506,600930 1,9001,000400 400
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4.他 機関 との共同研 究の状況
1)他 機関との共同研究
共同研究機関 代表/分担 氏 名 ・職 研 究 課 題 備 考
北海道大学低温
科学研究所















山内 恭 ・教 授
平沢尚彦 ・助 手
分担 藤井理行 ・教 授 シベリアの氷河研究 研究代表者:
山田知充 ・北海道大学低温
科学研究所 ・助教授古川晶雄 ・助 手
代表 東久美子 ・助教授 ドームFコ ア中に含 まれる固体微
粒子の起源に関する研究分担 藤井理行 ・教 授
的場澄人 ・COE非
常勤研究員



















代表 山岸久雄 ・教 授 母子里短波 レーダーによる中緯度
電離圏イレギュラリテ ィの観測分担 佐藤夏雄 ・教 授
行松 彰 ・助 手
堤 雅樹 ・助 手
2)共 同研究員の受け入れ実績
年 度 採択件数
員 数/機 関 数
総 数 国立大学等 公私立大学 そ の 他
平成元年度 122 475/136 264/47 66/33 145/56
2 117 487/142 285/47 71/36 131/59
3 113 527/164 292/49 67/34 168/81
4 106 543/160 299/49 68/37 176/74
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年 度 採択件数
員 数/機 関 数
総 数 国立大学等 公私立大学 そ の 他
平成5年 度 104 516/168 272/48 74/41 170/79
6 101 498/156 273/46 74/40 151/70
7 104 522/158 290/46 81/42 151/70
8 107 589/149 342/48 85/42 162/59
9 102 510/138 313/49 78/42 ll9/47
10 108 542/157 336/64 89/51 117/42
11 104 509/146 325/63 89/51 95/32
12 110 540/151 351/65 96/54 93/32





地球上で唯一存在するオーロラ帯の 「昭和基地一アイスラン ド共役点対」の利点 を生かすために,国 立極地研究
所 とアイスラン ド大学 ・科学研究所間の国際共同研究 として,ア イスランド国内の3個 所 に観測拠点 を設置 し,
1983年 より継続的に通年観測を実施 してきている。この共同観測 を実行するにあたっては,両 研究所間で研究協
定を結んでいる。アイスランド大学では,20年 近い長期間に亘って継続 した国際共同観測はこの観測だけであ り,
学内外では高い評価 を得ている。
実際の観測は,上 記協定にもとついた,地 磁気変動観測,地 磁気脈動観測,自 然ELF/VLF帯 磁気波動観測,イ
メージング ・リオメータ観測 などの,「 オーロラ現象のモニタリング観測」 をア イスラン ド国内のフッサフェル,
チ ョルネス,ア エデ島の3観 測拠点で通年観測 を継続 している。 さらに,可 視 オーロラが昭和基地 とアイスラン ド
とで同時に観測することが可能な秋 ・春分期の9月 や3月 には,科 学研究費補助金などを用いて 日本人研究者や大
学院生 をアイスラン ドに派遣 し,国 内の3～4箇 所でオーロラTVカ メラなどを用いた観測 を実施 している。平成
13年 度の具体的な活動や成果は,科 学研究費報告の基盤B:学 術調査(課 題名:太 陽活動極大期 におけるオーロ
ラ微細構造の南北半球対称性 ・非対称性の研究)を 参照。
2中 国中山基地におけるカスプ域オーロラ現象の研究に関する国際共同研究
国立極地研究所 と中国極地研究所間の国際共同研究 として,平 成6年 度 より,南 極の中国中山基地におけるオー
ロラ現象の 日中共同観測計画が開始 され,平 成13年 度 も継続的に観測を実施 した。中山基地はカスプ/キ ャップ
域 に位置 し,そ の地磁気共役点はスピッツベルゲン付近に位置 している。 また,第38次 隊で昭和基地に設置 した
第2HFレ ーダー　(SENSU　 Syowa　East　HF　radar)　は中山基地上空をカバーす るため,地 上観測 とレー ダーとの同
時観測では特 に興味深い結果が得 られている。本共同観測計画では,観 測装置 として,日 本側がオーロラ全天TV
カメラ,多 色掃天フォ トメー タ,イ メージイングリオメータ,フ ラ ックスゲー ト磁力計,　CCDオ ーロラ画像撮像
装置等を設置 し,中 国側がデジタルアイオノゾンデの観測装置 を担当 している。オペ レーションは,日 本側の観測
装置 については日本人研究者が夏期の中国観測隊に参加 して設置を行ったが,越 冬期間中は中国側の隊員が観測を
行っている。
平成13年 度は,日 本からの中山基地への直接派遣はなかったが,日 本 と中国本土では,両 研究所間で研究者の
交流が活発 に行 われ,数 多 くの研 究成果が得 られた。特に,カ スプ域 オーロラの ダイナ ミックスや オーロラと
SuperDARNレ ーダーとの比較観測研究では興味深い多 くの研究成果が得 られ,国 内外の学会等や学術誌に発表 した。
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3　 SuperDARNレ ーダ ーによ る国際 共同研 究
太 陽風 と地球磁 気 圏 との相互作 用 に伴 うプラズマ の運 動 は,磁 力線 に沿 って地球 の極域電 離圏 に投 影 され るため,
極域 の電離 圏 は磁 気圏 全体 を監視 す る最 適 な窓 となって いる。 この極域 電離 圏の プ ラズマ運動 を,瞬 時 に,か つ,
連続 的 に地上 か ら観 測す る装 置 として,最 新の リモ ー トセ ンシ ング技術 を用 いた大型 短波(HF)レ ー ダーがあ る。
HFレ ー ダー は,遠 方 までの観測 が可 能であ る とい う大 きな利点 を有す る。 このHFレ ー ダー に よ り,反 射 領域 にお
ける反射電波 強度 や ドップラー速度 な どの物理 情報 を得 るこ とがで きる。観測 された ドップラー速度 か ら,反 射 領
域 の視線 方向 の運 動速 度,つ ま り,プ ラ ズマ対 流速 度 が 求め れ る。現 在 の レー ダー観 測 シス テ ム は180kmか ら
3,000km以 上 まで の範囲 を約50度 の扇形視 野で観測 す るこ とが可能 であ る。
大型短 波 レー ダー を南 北両極域 に多数 配備 し,グ ローバル な電 離圏 プ ラズマ対 流パ ター ンを直接 的 に観 測す る 目
的の,国 際HFレ ー ダー ・ネ ッ トワー ク観測　(SuperDARN:Super　 Dual　Auroral　 Radar　 Network)　 が1995年 よ り開始
され た。平成13年 度 時点 での主 要加盟 国 は,米 国,英 国,フ ラ ンス,イ タリア,カ ナ ダ,オ ース トラ リア,南 ア
フ リカ共和 国,そ して 日本 であ る。 この 国際 ネ ッ トワーク観測 に よ り,衛 星観測 では不可 能 な,広 い範 囲の プラズ
マ運 動 を同時 に観 測 で きる とい う大 きな特 徴 ・利点 を有 してい る。現在 このSuperDARNレ ー ダー ・ネ ッ トワー ク
観 測 は,北 極 域 で9基 の レー ダーが 稼働 し,南 極 域 で は,昭 和 基 地 の2基 を は じめ6基 が 稼働 中で あ る。 この
SuperDARNを 構 成 す る各 レー ダー は,基 本 的 には全 て共通 の仕様 で製造 され,共 通 の観測 制御 プログ ラムで稼働
してい る。 その為,各 レー ダーの デー タは完 全 に互換性 が とれ,デ ー タの相 互利用 や共 同研 究が極 め て容易 となっ
てい る。
1995年(第36次 隊)と1997年(第38次 隊)に 昭和基地に設置 した2基 の大型短波 レーダー　(SENSU)　 は,こ
の国際SuperDARNの 重要な一翼を担 っている。2基 の昭和基地 レーダーの特徴 として,　SENSU　 Syowa　South　HF
レー ダーは地磁気の南方向(極 方向)の 視野を持ち,そ の視野下に米国南極点基地がある。 また,英 国ハーレー基
地 と南 アフリカ共和 国のサナエ基地の レーダー視野 とも重複 し,プ ラズマ運動の2次 元運動を正確に観測で きる。
SENSU　 Syowa　East　HFレ ーダーは地磁気の東向に視野があ り,そ の視野下に日中共同観測 を始めた中国中山基地
やオース トラリアのモーソン基地,デ ービス基地,ケ ーシー基地がある。このSENSU　 Syowa　Eastレ ーダー視野 と
対(ペ ア)を 構成する仏国ケルゲー レン基地 レーダーが2000年2月 か ら運用 を開始 し,こ の レー ダーで観測 され
るデータの科学的価値がさらに高まった。 さらに,こ のSENSU　 Syowa　Eastレ ーダー と英国 レスター大学が運用 し
ているCUTLASSレ ー ダー(ア イスラン ドとフィンラン ドに設置 してある2基 のHFレ ーダー)の 観測視野は,地
磁気共役点ペアー(地 球の磁力線で結ばれた南北両半球の地点)の 位置関係にあ り,世 界に先駆けてのユニークな
南北共役点観測が実施できる。
SuperDARNレ ーダーは,前 述のように,北 極域及び南極域の大半を覆う広大な観測視野を持つため,人 工衛星
観測 に対する最 も強力な地上支援観測 として国際的に注 目を浴びてお り,多 くの人工衛星 との共同研究がなされ,
また計画 されている。さらに,　EISCATレ ーダーとの同時観測や極域の地上で展開されている多数の地磁気観測 ・
オーロラ観測な どとの同時観測 も精力的に行 われてお り,　HFレ ーダーで観測 された電離圏電場(プ ラズマ対流速
度)と オーロラ降下粒子や電離圏電流 との相互関係 などでも多 くの研究成果 を上げている。
国際SuperDARNワ ークショップは毎年開催 され,研 究成果発表だけでな く,観 測や解析の技術情報の交換 とと
もに,レ ーダーネッ トワークの運用,デ ータ利用 についての協議なども行 っている。平成13年 度はイタリアのベ
ニスで開催 された。 また,国 内では,国 立極地研究所にて毎年SuperDARNに 関する研究小集会を開催 し,　HFレ ー
ダー研究の推進に努めている。
なお,平 成13年 度の国際SuperDARNに 関係 した極地研 を含む国内研究者の具体的な活動や研究成果は,科 学研
究費報告の基盤A(課 題名:国 際SuperDARNレ ーダー網 による極域電磁圏擾乱の南北半球比較研究)と 日英科学
協力事業共同研究(課 題名:日 英大型短波 レー ダーによる極域電磁圏ダイナ ミックスの南北半球比較研究)を 参
照。
4　 EISCATレ ーダーによる極域電磁気圏ダイナミックスの研究
国立極地研究所は平成8年 度4月 より,日 本 を代表 してEISCATの 第7番 目の加盟期間となり,爾 来国際共同研
究 「ISレーダーによる太陽粒子エ ネルギー流入機構の観測」が10年 間計画の研究 として,国 内の大学共同利用研
究者により実施 されている。





共同研究は,名 古屋大学太陽地球環境(STE)研 究所およびその他の大学のEISCAT研 究者により,　EISCATレ
ーダーを用いて観測実験 を行 うSP　(特別 プログラム)と
,ア ーカイブされたCP　 (共通プログラム)を 用いたデー
タ解析研究が行われ,平 成13年 度は共同利用を担当するSTE研 に17件 のEISCAT研 究課題申請があり,内12件 が
SPで あった。この中では,　「EASTレ ーダーを用いた熱圏,電 離圏のエネルギー結合の研究」に関する44時 間の実
験をは じめ,計 約100時 間のレーダーのランが行 われた。
極地研究所の研究者が直接関わるEISCAT関 連研究課題 としては,　EISCATレ ーダーとこれに呼応 した北極 レー
ダー,地 上 光学観 測 に よる北極 域 中層 大気 ・熱 圏大気波動 の究 明,　ALIS地 上光 学,　EISCAT同 時観測,
SuperDARNとEISCATの 同時観測などがあ り,そ れぞれEISCAT長 期間観測データによる下部熱圏大気 ダイナ ミッ
クスや,　EISCATヒ ータとCUTLASSHFレ ーダー,衛 星の同時観測 による地磁気脈動の研究等が行われた。
さらに・　EISCATヒ ーテ ィングとレー ダーおよびALIS光 学観測 システムを用いたHF.励 起 人工 オーロラ実験 を
2001年10月 と2002年3月 の2度 にわたって日,英,ス ウェーデン,フ ィンランドお よびEISCATの 国際共同とし
て行い,ト モグラフィ解析 などにより,　HF帯 電波による電子加熱と酸素原子の励起 とその変動,モ デルとの比較
解析が行われた。
このほか,　EISCATと 連携 した観測 として,ロ ングイヤービンのオーロラスペク トログラにより検出 された酸素
イオンの732/733nmの 輝線 について,電 離層F領 域での発光光度のMLT分 布,オ ーロラ降下粒子による電離圏の
変化 との対応等がEISCATデ ータとの比較な どにより調べ られた。さらに,2001年3月 にロングイヤビンに新設 さ
れた流星 レーダーによる大気波動の連続観測がEISCATを 補完するもの として行われ,極 域中間圏界面付近の循環
の様相や,潮 汐波成分のクライマ トロジ ,ー飛 跡の拡散からの温度の推定,大 気の動的安定度解析な どが行われ,
EISCATやSSR　 (SOUSYレ ーダー)と 共同で,北 極域中層 ・超高層大気の力学的つなが りの解明を目的とする総合
観測のプラットフォームが形成 された。
2001年7月23日 か ら27日 の5日 間,極 地研究所を会場 とし,国 内か ら47名,国 外はイギ リス,フ ランス,ド イ
ツ,ス ウェーデン,ノ ルウェー,フ ィンラン ドのEISCAT科 学連合加盟国 と,ア メリカ,オ ランダ,カ ナダ,ペ ル
ー,ロ シアか ら55名,計102名 の参加を得 て,第10回 国際EISCATワ ークショップが開催 された。ワークショップ
では,オ ーロラと極域電離層,ス バルバールのデュアルアンテナなどによる最新の観測成果,中 間圏 ・熱圏探測,
HF電 波 による電離層加熱実験 レーダーの新 しいハー ドおよびソフ トウェア,宇 宙天気予報への貢献,将 来の
EISCAT応 用研究の8つ のセ ッションにおいて合わせて110件 の発表がなされ,数 多 くの研究成果や新たな観測の
提言等 について講演 ・討論が行 われた。成果の一端 としては,非 熱的プラズマによる散乱エ コースペク トルの解析,
相補的な中層大気 レーダー観測との連携による広汎な地球大気圏上下結合の研究,電 波 ・光学観測 と連携 したオー
ロラ ・極域電磁過程の解析,HF帯 電波による電離層 ヒーテ ィング実験 とそれにより励起 されるプラズマの乱れや夜
光励起等の理解の進歩,太 陽活動 と気候変動の係 わりについてのEISCAT観 測データ等に基づ く考究などが挙げら
れる。
また9月 には,「 南極大型 レーダー計画 一北極EISCATレ ーダーおよびグローバルレーダー網 との連携による極
域大気環境の総合観測 に関する研究小集会」が開催 されたほか,平 成14年3月 には 「わが国における北極域超高
層観測研究の展望に関する研究小集会」が開催 され,　EISCATを 中心 とした近未来における北極域の磁気圏 ・電離
圏 ・熱圏か ら中間圏にいたる超高層研究観測について共同利用研究者を交えた幅広い討論が行 われた。
5ア ムンゼ ン ・スコ ッ ト南極 点基地 にお ける全天 イメー ジャ観測
国立 極地研 究所 と米 国科学 財団 ・極地局(NSF/OPP　 :　National　Science　 Foundation,　Office　of　Polar　Programs)と
の 間で交 わ され た,ア ム ンゼ ン ・スコ ッ ト南極 点 におけ る全 天 オー ロラ イメージ ャに関す る合意書(1996-2003)
に基 づ き,1996年 南極 点 に設置 された全 天 オー ロラ イメー ジ ャに よ りオー ロラ と大 気光 の観測 を行 ってい る。特
に南極 点 は冬期 間一 日24時 間の連 続観 測が可 能 な事,昼 間側 カス プ ・クレフ ト領域 の オー ロ ラの観 測が 出来 る地
球 上 唯一 の場所 で あ る事,等 他 で は研 究観 測 で きない場 所 であ る。合 意書 で は,極 地研 が 観測 機材 を用 意 して運
用 ・維 持 しオペ レーシ ョンを行 い,現 地で の冬季 観測 にはNSF/OPPの テ クニ シ ャンが 当 り,尚 且 つ夏期 間 の 日本
か らの研 究者 に対 す る現 地(ニ ュージー ラ ン ド ・ク ライス トチ ャーチか らマ クマ ー ド経 由南 極点)で の ロジスチ ッ
クスの サポ ー トをNSF/OPPが 提 供す る こ とにな ってい る。毎年11月 期 に極地研 か ら研究 者 を南極 点基地 に派遣 し,
一115一
機器のメンテナンス,デ ータ回収,現 地技術者への訓練を行い,観 測 は日本の極地研か ら衛星経由のインターネッ
トによりオペレーシ ョンと観測データのチェ ックを行い,観 測されたオーロラ画像 と大気光イメージは,ホ ームペ
ージにより全世界の研究者の研究に資 している。研究者現地派遣については,科 学研究費補助金により遂行 されて
いる。
6南 極VLBIに 関 する国際 共同観測
極 地研 究所 はオース トラ リア望遠 鏡国立施 設　(ATNF:　 Australian　 Telescope　 National　Facility)　間で交 わ され た覚
え書 きに基づ いて共 同研 究 を行 ってい る。南 極 昭和 基地11　m　antennaの 運 用 に合 わせ,タ スマニ ア ・　Hobart　 llm
antennaを 測地VLBI実 験 のため に運用 す る ことを約 束 した ものであ る。南半 球 は もと もと適 当なVLBI施 設が少 な
い。 タスマニ ア ・　Hobart　 llm　antennaは 昭和基地 に対 して最適 な実験相手 局で あるが,昭 和 基地がK4　 systemを 用
いてい るの に対 してHobartはS2　 systemと い う固有 の装置 を用 いて受信 を行 い,デ ー タテー プを 日本 に供給 してい
る。デ ー タ処理 と解析 は 日本 で行 われ,39次 ～42次 の基線 長解 に よるプ レー ト運 動が 求め られて いる。39～41次
は48hr実 験x4回,42～44次は24hr実 験x4回,以 後1年 毎 の 自動延 長 とな って い る。 なお,観 測 スケ ジュール
の決定 な どは国際的 な組織　(IVS:　International　VLBI　SerVice　for　Geodesy/　 NASA　 GSFC)　 が調整 して お り,極 地研 も
国立天文 台,国 土 地理 院,通 信総研 と並 び参加機 関で ある。
一方 ,極 地研 究所 は上記 のATNF間 の覚 え書 き と同様 に,南 アフ リカ共和 国のハ ー テベ ステ ク天 文台(HartRAO:
Hartebeesthoek　 Radio　Astronomical　 Observatory)　 と南 極測地VLBI実 験 の ための アンテナ運用 を行 なってい る。 ア
ンテ ナ運 用 方法,実 験 回数,受 信 テ ー プの提 供,デ ー タ処 理 ・解 析 方法,ス ケ ジ ュ ール調 整 方 法等,す べ て,
ATNFと 同様 であ る。　Syowa-Hobart-HartRAOの3局ア ンテナ に よる実験 で,南 極 プ レー ト,ア フ リカ プ レー ト,
オ ース トラ リア プ レー ト間の相対 運動 が現 状 で+-1cm/year精 度 で把握 で き,ま た実験 期 間 を継 続す れ ば精度 も向
上す る。
7オ ース トラリア南極局 との海洋共同研究
オース トラリア南極局 と国立極地研究所 との間ではこれ まで長年にわた り数多 くの交流があった。南極条約 に基
づ く交換科学者のシステムによりお互いの南極観測隊に観測隊員を派遣 しあってきた。更にこれ らの観測成果をも
ちより解析をするために,極 地研の招聴研究員としてオース トラリア側の研究者が来所 し,ま た,日 本学術振興会
の 日豪プログラム等 によ り日本側研究者が オース トラリアを訪問 し共同研究を発展させてきた。このような20数
年以上にわたる観測隊員や研究者間の交流をベースにし,2000年 に南極局 と極地研 との間で研究協力に関す る協
定を結ぶにいたった。この協定はある特定の研究分野 を対象 としたものではなく,両 機関の間で極域科学の協力を
合意 したものである。 しかし,こ の合意のもとで実質的な共同研究の準備が着々と進め られて きた。それは南極海
インド洋区における総合的な海洋観測である。 日本南極観測隊においては昭和基地への往復航路上 において毎年海
洋観測を続けて きてお り,貴 重な成果をあげて きているが,基 地への迅速な輸送が中心 となるため海洋観測 を実施
で きる海域 と時期には大 きな制約がある。時系列的に連続 した観測 を実施することは,特 に海洋生物のプロセスを
明 らかにするには不可欠である。連続観測 を実施するには国内外の協力がベースとな り,同 じインド洋区に観測海
域 を展開 しているオース トラリアとは絶好 のパー トナーであ る。研究者間の交流 と協定をもとに,つ いに2001-
2002年 の南極夏期シーズンに日家国際共同海洋観測が実現 した。夏期,生 物生産が活発 になる時期 にオース トラ
リア南極観測隊のオーロラ ・オース トラリス号による観測が行われ,次 いで,東 京大学 ・海洋研究所の白鳳丸が続
き,そ の後に第43次 日本南極観測隊がチ ャー ター したニュージーランドの耐氷型観測船 タンガロア号が観測 を行
った。生物生産が終息にむかう時期に昭和基地か ら復路 となる第43次 日本南極観測隊の 「しらせ」が観測 を締め
くくった。 この間,複 数の研究者が複数の研究船に乗 り継いで観測 を行いました。その結果,世 界 に類 を見ない,
同 じ観測方法を異なった観測船で用いることによって,高 い精度を保 った観測データが取得 されました。2002-
2003年 のシーズンである第44次 観測隊で も同様の観測が継続 され,更 に日豪間の協力関係が強化 されている。 こ
れらの観測をとお して,よ り長期的な動物 プランク トンのモニタリング観測法がほぼ確立 され,日 豪双方の観測船




1990年 にスバールバル諸島のスピッツベルゲ ン島ニーオルスンに観測拠点 を設置 して以来,大 気科学分野では
一般地上気象観測の他
,二 酸化炭素,メ タン,地 上オゾンなどの観測,雲 水レーダ観測などを,雪 氷分野では雪氷
コア掘削観測や降雪化学観測,陸 上生態分野では氷河後退域におけるツンドラ植生の遷移観測や炭素循環観測等を
進めてきた。
スバールバル諸島での長期観測か ら二酸化炭素及び炭素同位体の年々変動,　ENSO期 間の特徴的な変動な どが明
らかとなった。ニーオルスン観測基地における二酸化炭素及び炭素同位体の変化は逆相関を示 し,陸 上生植物によ
る光合成の季節変化が二酸化炭素濃度の季節変化を支配 していることを示唆 している。また,ツ ン ドラ植生域での
炭素循環の詳細研究により,こ の地域でのツン ドラが炭素循環で二酸化炭素吸収域になっていることを示唆す る結
果が得 られつつある。
平成13年,大 気科学分野ではニーオルスン基地で温室効果気体の観測 を継続する他,ス バールバル諸島上空で
の ドイツとの航空機による大気観測に呼応 した地上観測 を実施 した。陸上生態分野では,ニ ーオルス ンの東ブレッ
ガー氷河後退域のツンドラ植生 ・土壌の炭素循環の研究観測を実施 した。特に,土 壌炭素及び窒素量,地 表面から
の二酸化炭素の放出(土 壌呼吸速度),土 壌微生物のバ イオマスの活性,根 のバ イオマスと呼吸活性,維 管束植物
(キ ョクチヤナギ)と 群類(カ ギハ イゴケ)の 一次生産量などの研究を行 った。
9ア ラスカ大学国際北極 センターとの北極環境 に関する国際共同研究
平成13年6月,ア ラスカ大学国際北極セ ンタ 　ー(IARC)　 と北極環境に関す る共同研究の合意書 を締結 した。 ま
た,地 球 物理研 究所,フ ェアバ ン クス郊外 のポ ーカー フラ ッ ト観測所,ポ イン トパ ローの北極 科学 コンソー シアム
とNOAAの 観測 施設 を訪問 し,北 極環境研 究 の状 況 を調 査 した。
2)国 際交流協定
(1)平 成13年 度継続分の覚書 ・合意書等一覧 平成14年7月20日














4 国立極地研究所 とオース トラリア
南極局 との間の研究協力 に関する
協定
オース トラリア南極 局長 2000年9月ll日 2005年9月10日
(5年 間)











ハ ーテベ ーステ ク電波天 文台長 2001年3月30日 2004年3月31日
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番号 件 名 相 手 機 関 締 結 日 有効期限
7 国立極地研究所 とアルフレッ ド・ アル フ レ ッ ド ・ウェー ゲ ナー極 2001年4月2日 2007年4月1日
ウェーゲナー極地海洋研究所 との 地海洋研究所長 (6年 間)
間の研究及び南極 ・北極における
設営の協力に関す る協定





9 日本国国立極地研究所と全米科学 全米科学財団極地局長 2001年5月25日 2003年3月31日
財 団極 地局 間の アム ンゼ ン ・ス コ
ット南極点基地 における全天 イメ
一ジや観測に関する合意書
10 国立極地研究所 とアラスカ大学国 アラスカ大学 国際北極研究セン 2001年7月1日 2007年6月30日
際北極研究セ ンター間の共同研究 ター所長 (6年 間)
に関する覚書
11 国立極地研究所 とアラスカ大学地 アラスカ大学地球物理研究所長 2001年7月1日 2006年6月30日
球物理研究所間の共同研究に関す (5年 間)
る覚書









(2)こ れまでの覚書 ・合意書等一覧(一 部継続分 を含む)









ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所
(The　 Geophysical　 Institute　 of　 the
UniversityofAlaska)
1978年11月6日
4 国立極地研究所 とソ連科学アカデ ミー地球物
理研究所間の覚書
ソ 連 科 学 ア カ デ ミ ー 地 球 物 理 研 究 所





ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所




番号 覚 書 ・合 意 書 等 の 名 称 相 手 先機 関名 締結年月日
6 国立極地研究所 とノルウェー王立科学工業院
宇宙局間の協力合意書
ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegian　 Collncil　 for











オ ス ロ 大 学 物 理 研 究 所





ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegian　 Council　 for






ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegian　 Council　 for





ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所







ス ウ ェ ー デ ン宇 宙 科 学 研 究 所





ト ロ ム ソ 大 学 数 物 科 学 研 究 所
(Institute　 of　Mathematical　 and　 Physical






ス ウ ェ ー デ ン 宇 宙 科 学 研 究 所
(Swedish　 Institute　 of　Space　 Physics)
1997年5月1日
15 日本国国立極地研究所 とオース トラリア国オ
ース トラリア地質調査機構の重力潮汐共同研
究に関する覚書




16 南極VLBI共 同研究 に関す る国立極地研 究所
(NIPR)　 とオー ス トラリア望遠鏡 国立施設
(ATFN)間 の研究協力合意書
オ ー ス ト ラ リ ア 望 遠 鏡 国 立 施 設
(Australian　 Telescope　 National　 Facility)
1997年12月4日
17 南極VLBI共 同研究に関する国立極地研究所
(NIPR)　 とハ ー テベ ー ステ ク電 波天文 台
(HartRAO)　 間の研究協力合意書

















ノ ル ウ ェ ー 地 図 局 測 地 部






ノ ル ウ ェ ー 地 図 局 測 地 部






ノ ル ウ ェ ー 国 極 地 研 究 所





ノ ル ウ ェ ー 国 極 地 研 究 所
(Norwegian　 Polar　 Research　 Institute)
1999年3月30日
23 国立極地研究所 とラバル大学 ・大学間海洋研
究機構1間の1999年 国際ノースウォーター共同
観測に関する合意書







中 国 極 地 研 究 所





中 国 極 地 研 究 所 超 高 層 物 理 部 門






全 米 科 学 財 団 極 地 局
(The　 office　 of　Polar　 Programs,　 National
Science　 Foundation,　 USA)
2000年3月31日
27 国立極地研究所 とアイスラン ド大学科学研究
所間のアイスランドー昭和基地共役点に関す
る共同観測合意書
ア イ ス ラ ン ド大 学 科 学 研 究 所





ア イ ス ラ ン ド大 学 科 学 研 究 所
(Science　 Institute,　 University　 of　Iceland)
2000年3月31日
6.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポジウム
第26回 南極陽石 シンポジウム
第26回 南極限石シンポジウムは,平 成13年6月12日(火)～14日(木)の3日 間にわたって国立極地研究所6階 講堂
にて開催 された。参加者 は海外からの14名 を含め102名 であった。口頭による発表が62件(う ち1件 はキャンセル),
ポスターが1件,ア ブス トラク トのみによる発表が3件 で,例 年並みの発表件数であった。種別に見ると,除 石探査
関連が2件,未 分化陽石(コ ン ドラ イト)の 研究が32件,エ コン ドライ ト・限鉄等の分化 した阻石の研究が16件,
宇宙塵に関する研究が9件,そ の他(原 始太陽系の蒸発実験 クレーター形成,テ クタイ トなど)7件 であった。
シンポジウムでは,今 春帰国 した第41次 南極地域観測隊越冬隊で実施 されたやまと山脈周辺域裸氷帯での阻石探
査および昭和基地近 くの沿岸部裸氷帯での宇宙塵採集について報告があった。その他,最 近 日本で同定 された狭山限
石 と十和田阻石 についての報告や,カ ナ ダの氷湖に最近落下 した新種の炭素質限石となるTagish　Lake阻 石について
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の発表 も数件 あ った。約2年 前 に兵 庫県神戸 市 に落 下 した 日本産 限石 と しては初 とな る炭 素質阻石 であ る神戸阻 石に
つ いて も多 くの発表 があ り研 究の進展 が伺 えた。
今 回の招待者 はNASA　 JSCの 地球 化学者 のL.E.Nyquist博 士 と ドイツ,マ ックスプラ ンク研究所 のL.Schultz教 授
の2名 であ った。Nyquist† 専士 は,こ れ までエ コン ドラ イ トや 月の岩 石 を中心 とした年代 学的研 究 に多大の実 績が あ
る方で,多 くの南 極 産エ コ ン ドライ トの生成 年代 を求め て きた方で もあ る。 当 シンポジ ウムでは,各 種 ユ ー クライ ト
の 生成 年代 に関 して の講演 であ った。特 にあす か限石 のユ ー クラ イ トであ るA-881394が た どったユ ニ ー クな歴 史 に
つ い て詳細 に講 演 を され た。 またSchultz教 授 は,ユ ニー クな コン ドラ イ トであ るルムル チ限石 に関 して講演 を され
た。 ル ムルチ限石 は,近 年新 たに分類 された コ ン ドラ イ トの一 つで,金 属 鉄が少 な く,大 部分 の鉄 が珪酸 塩や硫 化鉱
物 に入 って い る ことが そ の大 きな特徴 で あ る。 講演 で は,南 極 限石,砂 漠 限石 を含 め,こ れ まで に知 られ てい る25
個の希 ガス同位 対比 を用 いた宇宙線 照射年代 か ら求め た歴 史 をま とめ られ た。
第21回 南極地学シンポジウム
第21回 南極地学 シンポジウムは,平 成13年10月18日 ・19日 の2日 間,国 立極地研究所講堂にて開催 された。所
内外か らのべ100名 の参加があ り,口 頭発表32件,ポ ス ター発表28件 の講演がなされた。初 日にSEAL関 連,後 期原
生代関連,二 日目に第四紀関連,人 工地震 と測地観測 を主 とした地球物理学関連のセッションを行った。従来 に比べ
ポスター発表の比率が高 く,そ の分口頭発表の時間を長 く取ることができ,そ れぞれのセ ッションで活発 な議論が行
われた。
第V期 地学観測計画の中心をなすSEAL(StructureandEvolutionofEastAntarcticLithosphere)関連では,42次
隊で行われた地磁気探査の概要が報告 され,顕 著な地磁気異常の分布や磁鉄鉱層の産状 ・古地磁気調査の成果など,
興味深い発表が行われた。 また,こ れまでのSEALの 地質学的な成果に基づいた,ナ ピア岩体の成因に関す る講演 も
数多 くな された。 これ らの研究成果 を総括 し,今 後のSEAL計 画の発展にむけた議論 も行われた。
SEAL以 外にも,リ ュツォ ・ホルム岩体や南 アフリカなどにみられる原生代の岩体に関 して,同 位体年代測定に基
づ く議論や変成作用についての考察が発表 された。
二 日目には,リ ュツォ ・ホルム湾沿岸域などの堆積物を用いた研究 により古環境の推定を目指 した第四紀学に関す
る講演がなされた。
地震学関係のセ ッションでは,近 年の人工地震探査が話題の中心であった。人工地震探査はSEALの 重要な一部を
なし,現 在 も観測が継続中である。41次 隊の人工地震探査や過去の結果に基づ き,み ずほ高原地域 の地殻構造やモ
ホ面の構造を推定する研究発表が なされた。あわせて43次 隊での実施計画やそれに関わる機器開発過程の紹介など
が行われた。
測地学分野では,近 年の宇宙測地技術や地上精密観測による成果が数多 く発表 された。　GPS連 続観測のデータを用
いた南極プレー ト移動の実態に関する解析や,海 面高度計 を基礎 とする重力分布から大陸の移動過程 を推定する講演
などもあった。また衛星により重力場の時間変動把握 を目的とする観測の紹介 もあ り,氷 床変動や大気 ・海洋変動が
衛星重力観測で捉 えられる可能性が示唆 された。昭和基地およびその近傍で行われているVLBIやGPSに よる地殻変
動モニタリング,絶 対重力計や超伝導重力計 による精密重力観測の現状や成果 について も報告があった。衛星重力 ミ
ッションを展望する発表などと併せて,固 体地球 と流体圏変動 との関わ りを強 く意識 させ るものであった。
本シンポジウムで も,地 質構造 と人工地震探査,第 四紀学を含む気候変動の問題 と測地的手法 による解明など,学
際的な取 り組みがます ます強 まっていることが感 じられた。今後,こ うした研究のより一層の進展 に期待 したい。
第25回 極 域 にお ける電離圏磁 気圏総 合観測 シンポ ジウム
第25回 極域 にお ける電離 圏磁 気圏総 合観測 シンポジ ウム は,平 成13年7月30日 ・31日 の2日 間,国 立 極地研究 所
講 堂 にて 開催 され た。今 回は,　EISCAT国 際 ワー クシ ョップに引 き続 い た 日程 であ った ため(於:極 地研),外 国人
研究 者 の積 極 的 な参 加 に も恵 まれ,合 計105名 の 参加が あ り,講 演84件(口 頭発 表56件,ポ ス ター発表28件)の 発
表 があ っ た。ポ ス ターセ ッシ ョンを含め,8セ ッシ ョン構 成 とし,成 層圏 ・中間圏 ・熱 圏,EISCAT・SuperDARN
等 レー ダー観 測 の成果 と今 後 の展 望,電 離圏 ・磁 気圏,オ ー ロラ ダイナ ミクス,モ デ リ ング ・計算機 実験,将 来計 画
の 各セ ッシ ョンで,最 新 の成 果,将 来計 画 に関 して,活 発 な議 論が 展 開 され た。特 に,昭 和基 地41次 隊 宙空 系最新
観測 結果(ラ イ ダーに よる中 間圏温 度構 造の観 測等 々),　EISCAT,　 SuperDARN等 の レー ダー観測 と地 上光 学観 測,
人工衛 星観測 との同時観測 による極域 カス プ領域 や磁気 圏境 界面近 傍現象 に関連 した新 しい事実の発 見や新 しい観測
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手法の提案,　PPB,　 無人観測,　MSTレ ーダー観測等の将来計画についての議論等々,興 味深い発表 と活発な議論が繰
り広げられた。　SuperDARNやEISCAT,　 MFレ ーダー等の レーダー観測による研究成果の積み上げ,今 後の発展への
議論が充実 してお り印象 に残った。将来計画について も更に時間をかけたより深い議論への発展が予感 されるもので
あった。かな り広範囲にわたる分野の発表もなされたが,寧 ろ次回等は中心 となる研究テーマをより絞 り,そ の領域
の専門の方 も招いての,よ り深い議論の掘 り下げを行 う場 とするの も一案であろうと思われる。最後に本 シンポジウ
ム実施 に際 し支援戴いた管理部各位 に謝意を表する。
第24回 極域生物シンポジウム
第24回 極域生物 シンポジウムは,平 成13年12月6日 ・7日 の2日 間,国 立極地研究所講堂にて開催 された。参加
者はイン ド,オ ース トラリア,中 国,ド イツ,フ ランスか らを含め延べ約160名 あ り,初 日の海洋生物のセ ッシ ョン
で35件,二 日目の陸上生物のセ ッションで45件 の発表があった。口頭 によるものは15件,ポ スター展示では65件 と
なった。
初日には,我 が国の南極観測により蓄積された定常観測 データを用い,南 大洋 イン ド洋区の経年的な栄養塩の濃度
変化 と南極周極波 との関連 を示唆する発表があったほか,　HPLCに よる色素分析結果から南大洋における植物プラン
ク トンの群集構造解析の結果が報告 された。海洋生物が地球環境へ及ぼす多様な影響を精度良 く評価す る上で,海 洋
低次生産者の種組成に関する情報は極めて重要であるが,顕 微鏡観察による種の同定には時間と手間を要するために
結果がなかなか得 られない実情があった。短時間で結果の得 られる色素分析により構成種の情報 を得る方法は,こ の
問題 に対する一つの解決策としてこれからの発展が期待 された。また,マ イクロデータロガーを用いた海洋動物の行
動研究では,体 温 ・運動量データなどからエ ネルギー収支,潜 水生理 を論 じるなど潜水動物の行動解析 に多様 なデー
タをもたらしている現状がうかがえた。
極域の陸上生物研究では,生 物過程が環境条件 によりどう影響 を受けるかについて素過程の観測が 日本チームによ
り様々な現場で行われている。 これまでスバルバールやアラスカ,シ ベリアで実施 してきた研究の レビュー,最 新の
成果報告が行われた。 このほか,こ こ数年続けられた南極の湖沼生態系の調査 につ き水質,コ ケを主体 とした湖底の
植生の多様な調査,研 究の結果が報告 された。水生 コケ群集の生物地理的な研究は,湖 沼の氷床や海洋か らの分離な
ど地史的な問題からより長い時間スケールの大陸形成過程 とも関連 し,学 際的な広が りを持つ大きな研究テーマであ
ることを示唆 した。
第24回 極域気水圏シンポジウム
第24回 極域気水圏シンポジウムは,平 成13年11月20日 ・21日 の2日 間,国 立極地研究所講堂にて開催 された。
参加者は124名,発 表件数は口頭発表40件,ポ ス ター発表42件 の計82件 であった。気水圏シンポジウムは,雪 氷,
海洋,大 気の3つ の分野の発表が多いが,今 回,1回 目は 「雪氷コア」,「氷床モデル」,「ハ イドレー ト,氷 河,吹 雪」,
「海洋」の口頭発表 と雪氷分野関連のポスター発表が行われた。2日 目は 「CO2,南 極雲エアロゾル」,「衛星」,「大
気力学 ・循環」,「北極 ・寒冷域の観測」の口頭発表 と大気,海 洋分野関連のポスター発表が行われた。
雪氷分野では雪氷 コアの発表が もっとも多 く,南 極 ドームふ じコア,北 極スバールバル,グ リーンラン ドコアの化
学分析結果やそれらと気候の関連 などについて発表 された。 また極地研 に客員 として滞在中の コペ ンハーゲ ン大の
Clausen博 士 による両極 コア中の火山イベ ントの紹介がなされた。また日本の第41次 南極観測隊に参加 したPattyn博
士による氷河,氷 床の流動についての発表があった。
海洋分野では昭和基地近辺の観測,し らせ航路の観測,　Aurora　Australis　(オース トラリア)で の観測 などのデー
タ解析,ま たモデルによる海氷分布 に及ぼす影響の数値実験 南極周極波動 についての考察など,さ らにオホーツク
海の海氷観測など多岐 にわたる発表があった。
大気分野では,「 大気 ・物質循環観測」に基づ くこれまでの観測,南 極大陸上のNOAA衛 星データ,北 極スバール
バル,シ ベリア,カ ナダ,ア ラスカの観測から大気中のエアロゾル,ガ ス成分,雲 の特徴,そ れ らと放射 についての
関連についての報告がなされた。 またこれまでのデータを使 った,極 域大気の力学特性などについての発表がなされ
た。
今回は,第43次 観測隊が出発する前の慌ただしい期間の開催であったが,今 回出発する隊員の参加 もあった。今




平成13年7月23日 から27日 の5日 間,国 立極地研究所 を会場 として,イ ギリス,フ ランス,ド イツ,ス ウェーデ
ン,ノ ル ウェー,フ ィンラン ド,日 本のEISCAT科 学連合加盟の7カ 国 と,ア メリカ,カ ナダ,オ ランダ,ペ ルー,
ロシアの合わせて12カ 国の研究者が参加 し,国 際ワークショップが開催 された。
今回は,国 内か ら46名,一 方外国からは国内を上回る上記55名 の研究者の参加があ り,　EISCATレ ーダーによる
極域超高層研究への国際的な関心の高 さが窺われた。会合では,数 多 くの最新の研究成果や新たな観測の提言等計
110件 の発表があり,連 日熱心な討論が行 われた。特筆すべ き成果 として,太 陽活動 と気候変動の係わ りのEISCAT
観測データによる考究,非 熱的 プラズマによる散乱エ コースペ ク トルの解析,相 補的な中層大気 レーダー観測 との連
携による広汎 な地球大気圏上下結合の解明,他 の電波 ・光学観測 と連携 したオーロラ ・極域電磁過程の提唱,　HF帯
電波 による電離層 ヒーティング実験 とそれにより励起 されるプラズマの変動,夜 光励起等の理解の前進などが挙げら
れる。
2)研 究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
南極大型 レーダー計画 一北極EISCATレ ーダーおよびグローバルレーダ
ー網 との連携 による極域大気環境の総合観測に関する研究小集会 麻 生 武 彦 平成13年9月26日
SuperDARNに よる太陽風 一磁気圏 一電離圏相互作用に関する研究小集
会 佐 藤 夏 雄 平成14年1月24日
南極大陸における無人自動多点観測に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成14年3月27日
第VI期 ポー ラーパ トロールバ ルー ン(PPB)実 験計 画 に関す る研 究小 集
会 門 倉 昭
平 成13年7月13日
平 成13年11月29日
第2期 ドーム観測計画に関する研究小集会 東 久美子 平成14年1月17日
地上 ・航空機 による北極大気観測 に関する研究小集会 塩 原 匡 貴 平成13年5月22日
氷床 一気候系の変動機構の観測手法に関する研究小集会 古 川 晶 雄 平成14年3月15日
南極大気 ・物質循環観測 に関する研究小集会 平 沢 尚 彦 平成13年9月25日
東南極大陸の基礎地質研究に関する研究小集会 白 石 和 行 平成13年12月20日
南極域テク トニクスの地磁気 ・電磁気学的手法によるアプローチ に関
する研究小集会 野 木 義 史 平成14年2月22日
新生代の南極氷床変動と地球表層循環変動との相互作用に関する研究
小集会 三 浦 英 樹 平成13年6月15日
新 しい衛星 ミッシ ョンと地上観測による南極測地に関する研究小集会 土 井 浩一郎 平成13年12月19日 一12月畑
南極域海洋研究における複合領域研究立案に関する研究小集会 小 達 恒 夫 平成13年5月19日 一5月2旧
第44次 南極地域観測における南極海海洋観測 に関する研究小集会 小 達 恒 夫 平成14年1月11日
極域の湖沼生態 と環境モニタリングに関する研究小集会 伊 村 智 平成14年1月25日
南極における医学研究の将来展望に関する研究小集会 佐 藤 克 文 平成13年8月23日
データロガーを用いた海洋大型動物の行動生理学的研究 佐 藤 克 文 平成13年10月19日
北極振動とその周辺の科学に関する研究小集会 佐 藤 薫 平成13年8月29日
極域科学におけるモデリングに関する研究小集会 岡 田 雅 樹 平成13年9月28日
衛星 リモー トセ ンシングによる氷床 一海洋 一地殻圏変動のモニタリン
グに関する研究小集会 福 地 光 男 平成14年3月20日
イオンプローブを用いた惑星物質科学の新たなる展開 三 澤 啓 司 平成13年12月21日
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3)観 測研究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
第43次 南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会 西 尾 文 彦
平成13年7月25日
南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質の研究







年 月 日 発 表 者 所 属 題 目
2001年4月25日 渡 邉 研太郎 極地研 「JARE41越 冬報告」41次 越冬 に関 して,
研究から設営までの概況を報告する
2001年5月9日 船 木 實
伊 村 智
極地研 「JARE42夏 隊観測報告」
2001年5月16日 和 田 誠
塩 原 匡 貴
極地研 「JARE42夏 隊観測報告」航空機による大
気観測,42次 のエアロゾル観測
2001年5月23日 土 井 浩一郎




2001年5月30日 牛 尾 収 輝 極地研 「41次地学越冬報告」海洋海氷観測
特別 2001年6月20日 千 葉 早 苗 地球フロンテ ィア研究
システム
プランク トンは語 る:動 物 プランク トン
群集構造から南極海生態系変動 を知る
2001年6月27日 海老原 祐 輔 極地研 計算機で探る地球磁気圏





2001年12月26日 海 田 博 司 極地研 酸化物共晶体の微細組織構造
2002年1月23日 石 塚 英 男 高知大学 エ ンダビー ラン ド探査 計画:　 SEAL』
















1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南極観測および北極における観測によって収集された極域生物の標本資料は極域における生物多様性の研究のため
に利用される。 これらに用い られた資料は分類の証拠品として,あ るいは模式標本 として永久保存することが必要で
ある。南北周極域 より得 られた各種生物標本は研究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物
資料室 に収納 されている。本資料部門は現在 までに,世 界公共植物標本庫(WorldHerbariaNIPR)を 中心 に,資 料
の収集,管 理を行 ってお り、世界の標本庫 と交換,寄 贈 を通 して収集活動を行 っている。南極の ドロニング ・モー ド
ランド,エ ンダー ビーランド,及 びイン ド洋区,ブ リッツ海域の動植物のユニークな収集品は国際的に最 も充実 して
いる。一方,生 物標本の多面的研究 に向けて,こ れまでに極地植物の冷凍保存標本及び培養株を通 じて広 く利用され
てきた。生物系資料部門では極地の植物資料は冷凍保存や培養株による長期の維持管理が可能であるという特性 を利
用 して,生 態,細 胞遺伝学,地 球環境変動の生物への影響等の研究を行 う。 また,培 養株カルチャーの維持,設 備の
維持管理 を通 して,培 養株保存セ ンター,遺 伝子資源保存センターの構築を目指す。
平成13年 度は第40次 南極観測隊越冬隊,41次 夏隊が持ち帰った生物資料の初期処理,分 類を行 った。また,全 動
物標本資料の写真撮影を行 い,画 像データベース公開に向けて作業を行 った。 さらに,南 極から持ち帰 った生物スラ
イ ドを整理、デジタル化 し,近 い将来、生物 スライドのデータベース構築に備えた。
(1)植 物標本
極地 より得 られた植物標本,並 びに比較標本 としてその周辺域から収集された顕花植物,隠 花植物の乾燥標本,液
浸標本は約40,000点 であ り,生 物資料室に収蔵 されている。
(2)動 物 標 本
極地 より得 られた動物標本は利用 に供 される剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本 は,約1,500点 であ り,生 物資料室に
収蔵されている。
(3)デ ー タ ベ ー ス の 構 築
a.蘇 苔類標本データベース
極地及びその周辺域から得 られた標本は約30,000件,分 類別,地 域別で整理 され,検 索が可能である。
b.極 域地衣類標本データベース
極地及から得 られた標本は約5,000件,分 類別,地 域別で整理 され,検 索が可能である。
c.極 域生物標本データベース
極地及びその周辺域か ら得 られた展示標本及び動物は約50,000件,分 類別,地 域別で整理され,検 索が可能で
ある。
d.極 域冷凍標本データベース
極地及びその周辺域か ら得 られた植物(蘇 苔類,地 衣類,藻 類,藍 藻類等)は 約3,000件,分 類別,地 域別で
整理 され,検 索により,生 試料の利用が可能である。
e.動 物標本画像 データベース
南極か ら得 られた代表的な液浸標本,乾 燥標本が約500点,全 写真,記 載による画像データベースとして管理




(4)カ タ ロ グ ・デ ー タ レ ポ ー ト等 の 出 版
南極海 の海鳥類 ・鰭脚 類 ・鯨 類(1983)
南極生 物資料 カ タロ グ(1987)
昭和基 地周辺 にお け る蘇苔類 カタロ グ(1987)
　Catalog　of　Moss　Specimens　 from　Antarctic　and　Adjacent　 Regions　 (1987)
極域冷 凍植物 資料 カ タログ(1992)
　JARE　 DATA　 REPORTS　 (Marine　Biology　1-29,　1981-2000)
(5)イ ンターネ ット公開状況
　 World　 Bryophyte　 Database　 (World　 Herbaria-NIPR)
　 　 http://antmoss.nipr.ac.jpfbsdb.htm
昭 和 基 地 周 辺 蘇 苔 類 画 像 デ ー タ ベ ー ス　 (Antarctic　 mosses)
　 　 http://antmoss.nipr.ac.jp/ham/index」.html
極 域 動 物 標 本 画 像 デ ー タ ベ ー ス
　 　 http://antmoss.nipr.ac.jp/aspr/hyohon/index」.html
(6)生 物標本数
植 物 分 類 群 標 本 数
顕 花 植 物 3,000
羊 歯 植 物 500
蘇 苔 類 30,000
地 衣 類 5,000
藻 類 1,500
極域植 物標本 総数 40,000
動 物 分 類 群 標 本 数
哺 乳 類 100
鳥 類 50
魚 類 200
原 索 動 物 100
棘 皮 動 物 300
毛 顎 動 物 100
触 手 動 物 150
節 足 動 物 500















当部門が担 う業務は,オ ーロラに関する公開可能な資料の収集 とその統一的整理 ・保管,並 びに収集された資料 を
共同利用に供することである。さらに収集資料の至便な検索システムや解析システムの開発研究を行 うと共に国際学
術連合(ICSU)の 勧告に基づ くオーロラの世界資料センター　(WDCforAurora)の 運営業務 をも担 う。
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本 年度 は,国 内外の 関係 機関 との情報 交換 と平行 してデ ータ収 集作業 を実施 した他,以 下の ような作業 を行 った。
(1)昭 和 基地全 天 カメ ラフ ィルム デー タの ビデ オ化
(2)第41次 日本 南極 地域観測 隊(JARE-41)持 ち帰 りオ ーロラ ビデ オデー タの デ ジタル化
(3)JARE-41持 ち帰 り地磁 気 デー タの デー タベ ース化
(4)上 記,オ ーロ ラデジ タル デー タ,地 磁 気 デー タを用いたサ マ リープロ ッ ト作 成,及 び,ホ ームペ ージ を通 した
公 開
(5)JARE-41持 ち帰 り相 関記録 チ ャー トデー タの マ イクロ フ ィルム化
(6)ア イス ラン ド3観 測点(フ ッサ フェル,チ ョル ネス,ア エ デ)超 高層 モニ タ リングデー タの編 集,デ ー タベ ー
ス化,サ マ リープ ロ ッ ト作 成,及 び,ホ ームペ ージ を通 した公 開
(7)昭 和 基地K－ インデ ックス,絶 対 観測結 果の デー タベ ース化,及 び,ホ ームペ ージ を通 した公 開
(8)　NOAA衛 星粒 子 デー タ(2000年7月 ～2001年6月 分)購 入,及 び,デ ー タベ ース化
(9)PCに よるオ ーロ ラビデオ画 像処理 システムの開発
3)低 温資料部門
低温室の共同利用のため,低 温室及び貯蔵室の維持管理,低 温室内での実験 に必要とする基礎的な測器の管理を行
っている。低温実験室 は一60℃まで冷却す ることので きる超低温室と常時一20℃に保たれている低温室の二室及び資料
貯蔵庫に分かれてお り,南 極大陸で経験する気温に対する環境条件を満 し,低 温下での雪氷学,寒 地工学及び寒冷生
理等の研究 に利用されている。
低温資料 は,資 料貯蔵庫内の移動棚 に収納 されている他,収 納 しきれない分については実験室に分散 されている。
移動棚は,貯 蔵庫 中央の通路をはさんで両側 に配置 されてお り,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った低温資料
(雪氷,生 物,限 石,土 壌 など)が,ま た他方 には南極や北極の雪氷コアが コアケースのまま収納 されている。収納
能力は,中 型 ダンボール208箱 と氷床 コア930m長 相当である。
現在 これ らの両極地域で採取された氷資料の管理,共 同研究に供する低温資料の配布や基本的な解析の支援を行っ
ている。特 に平成7(1995)年 か ら平成9(1997)年 にかけて南極 ドームふ じ観測拠点で掘削 された長 さ2
,503mの
深層氷床 コアをは じめとする南極域で採取 された雪氷 コア及びグリーンランドやスバールバルなどの北極域で採取 さ
れた雪氷コアは,低 温実験室内での解析の他に,全 国の研究者に配布 されて解析 ・研究が進め られた。本年度は42
次南極地域観測隊持 ち帰 りの雪氷資料,限 石資料,蘇 類 ・地衣類資料などが搬入,整 理 された後,共 同利用研究資料
として共同研究者に配布 された。
低温室の内部には氷資料だけでな く生物資料,阻 石,底 質などの土壌資料 も保管されてお り,低 温室内が手狭にな
っているため一部の資料の保管を外部へ委託 しているのが現状である。
2.研 究施設 ・設備 の共同利用
1)北 極 圏環境研究センター
(1)活 動概要
北極圏環境研究センターは,北 極圏における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動等に関する観測や研究を実施 ・
推進するとともに,北 極研究 に関する情報の提供 ・助言 を行 っている。また,国 際北極科学委員会(IASC)な どの
国際会議 ・委員会に対応するとともに,国 際的な共同研究プロジェク トの立案などにも参画 している。さらに,北 極
研究に関する文献,資 料及び情報の収集を行い,広 く共同利用者の利用に供 している。
現在の主な研究課題は,北 極域対流圏 ・成層圏の変動 と気候影響,環 北極雪氷掘削コアによる比較環境変動研究,
北極域海洋動態 と生態系変動の研究,北 極域 ツン ドラ環境変動の研究,北 極域 における中層大気 ・熱圏の力学的結合
であ り,国 内外の大学 ・研究機関等の北極関連研究者 とともに研究を進めている。これらの研究を通 して,地 球規模
の気候 ・環境変動の実態 とそのメカニズムを,北 極の視点から解明することを目指 している。
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(2)国 際 対 応
セ ン ター関係 者が参 加 した主 な国際 会議 な どを以下 に示す。
IASC評 議 会(カ ナ ダ ・ヌナブー ト自治区,4/26)
IASC雪 氷 ワー クシ ョップ(オ ー ス トリア ・オーバ ー ガー グル,1/28-30)
ISIRA(ノ ルウ ェー ・オス ロ,10/12)
NySMAC　 (ノ ル ウェー ・ニー オルス ン,5/2-4;ド イツ ・ポ ツダム,9/20-21)
EISCAT評 議 会(フ ィンラ ン ド ・ヘ ル シンキ,5/15-16;ス ウ ェー デ ン ・クニ ビスタ,11/8-9)
同財 務委員 会(デ ンマ ー ク ・コペ ンハ ーゲ ン,4/18-19;ノ ル ウェー ・ロ ングイヤー ビーエ ン,10/9-10)
EISCAT国 際 ワー クシ ョ ップ(極 地研,7/23-27)
AOSB　 (カ ナ ダ ・ヌナ ブー ト自治区,4/23-24)
日本 ・カナ ダ北極 科学計画検 討 会議2002(カ ナ ダ ・ビク トリア,6/26-28)
Japanese　 University　Consortium　 Meeting　 (ア ラス カ ・フ ェアバ ンクス,3/13-14)
国際北 極 ブ イ計画 会議(横 須 賀,5/30-6/1)
(IAsc=国 際北極科 学委員 会,　IsIRA=ロ シ ア北極観 測 国際 イニシアチ ブ会合,　NySMAC=ニ ーオル
ス ン観測 調整 会議,　EISCAT=欧 州 非干渉散 乱 レー ダー科学協会,　AOSB　 =北 極 海洋科学 会議)
(3)北 極 観 測 基 地 の 運 営
北極圏環境研究センターは,1991年,ノ ル ウェー ・スバールバル諸島ス ピッツベルゲン島,ニ ーオルスンに観測
基地を設置 し,共 同研究 としての さまざまな現地観測 を開始するとともに,大 学等研究者の利用のため運営を行なっ
てきている。平成13年 度には延べ320名 の研究者がニーオルス ン観測基地 を訪れた。観測主題は,陸 上生物生態や大
気科学など多岐にわた り,基 地に設置 した機器による観測ばか りではな く,周 辺の野外調査 も行われた。基地運営の
ため,ニ ーオルスン基地運営委員会を11月1日 に開催 した。
また,ス バールバル諸島での観測の便宜 を図るため,ロ ングイヤービーエン空港 に隣接する宿舎をノルウェー極地
研究所か ら借用 している。 この空港宿舎の利用は,延 べ131人 目であった。
(4)情 報 発 信
セ ン ター では,北 極 に関す る情報 を関係研 究者 に伝 え るため,毎 年 「北 極 圏環境研 究 セ ンター ・ニュ ース レ ター」
を和 文 で2回,英 文 で1回 発行 してい る。 ニ ュース レ ター には多様 な情 報が含 まれてい るが,例 え ば,セ ン ターが収
集 した北極 研究 に関す る文献,資 料,情 報 はニュー ス レターに詳 しくまとめ られ ている。 また,我 が国の研 究者の北
極 圏 にお ける活動 を明 らか にす るため,「 北極 圏科 学観測 デ ィレク トリー」(日 本学術 会議 極地研 究連絡 委 員会編 集)
の刊 行 を2000年 か ら始め た。 また,ホ ー ムペー ジ　(http://www-arctc.niprac　 jp/)　を開設 した。
平成13年 度 に発行 した出版 物等 は,以 下 の通 りであ る。
北極 圏環境研 究 セ ンター ・ニ ュース レター(和 文)NO.14(8月 刊),No.15(2月 刊)
AERC　 News　 letter　(英文)No.6(6月)
北極 圏科学 観測 デ ィ レク トリー2001(11月)
2)情 報科学センター
(1)情 報 科 学 セ ン タ ー の 業 務 と 活 動 概 況
情報科学センターは,専 任の教官4名,技 官1名,事 務補佐員,各 グループの兼任教官から構成され,南 極 ・北極
域を中心 とする極域科学研究を推進するための情報基盤の開発,整 備,運 用,維 持 を基本的業務 として実施するとと
もに,こ れらの研究資源を最大限有効に利用 した各個研究を進めている。管理運用する主なシステムは,1)大 型計
算機 ・極域科学総合データライブラリシステム,2)所 内および昭和基地 ・ 「しらせ」船上ネットワークシステム,
ならびに3)昭 和基地多 目的衛星デー タ受信設備である。これらの情報通信基盤 により,大 量の観測データを迅速に
処理 し,国 内外の共同研究 を促進 している。
一128一
(2)シ ス テ ム の 管 理 と運 用
① 大型計算機 システムおよび極域科学総合データライブラリシステムの運用 ・維持
大型計算機システムは,平 成11年 度 に並列計算機である日立SR8000シ ステムを導入以後,順 調 な運用を続けて
いる。本年度の研究課題数61件 である。 システムの稼働実績 を表1に まとめた。ユーザ プログラムの並列化作業
が一年間の運用により進捗 していることがCPU利 用時間の上昇か ら窺える。SR8000シ ステムにはデータ可視化の
ためAVS社 製AVS　 5を 搭載 してお り,3次 元デー タの可視化や動画データの生成を行 うことがで きる。
平成13年9月28日 に 「極域科学デー タライブラリと大規模 シミュレーションによる極域科学のモデ リングに関
する研究小集会」を開催 した。大型計算機および極域科学総合データライブラリシステムの利用者講習会を兼ねて,
主なユーザ20名 前後が参加 して開催 した。研究小集会後半において大型計算機および極域科学総合データライブ











8　Node 16PE 8Node 16PE
2001年4月 8318.3 2.9 155.4 8476.6 50.6 0.4 624.2 675.2
5月 6122.7 6.6 27.2 6156.5 66.4 61.5 1015.7 1143.6
6月 5538.8 155.9 33.5 5728.2 81.8 71.6 879.6 1032.9
7月 25864.8 15.2 172 25897.2 1259 22.5 2970.1 3118.4
8月 8949.0 19.0 8.5 8976.5 877.2 525.1 1475.3 2877.6
9月 7746.2 19.3 4.0 7769.5 523 124.0 1008.4 1184.7
10月 18367.8 18.1 845.1 19231.0 207.9 7.3 2371.9 2587.2
11月 13691.6 19.3 4.3 13715.2 14.8 41.8 2860.5 2917.2
12月 27922.2
1
289 11.6 27962.7 2547 227.1 3657.6 4139.4
2002年 ユ月 15397.0 2.0 13.8 15412.8 ll.8 18.0 2462.0 2491.8
2月 4220.5 10.3 15.4 42462 2.7 0.7 3153.0 3156.4
3月 22212.2 168.1 13.8 22394.1 79.6 138.0 3611.9 3829.5
② ネ ッ トワー クシステ ムの整備 ・運 用
極 地研 と学術情 報 ネ ッ トワー ク　(SINET)を 繋 ぐ回線 の増速 を2001年12月25日 に行 った。 これ までの6Mbpsの
回線 速度 が44Mbpsに 増 速 され,イ ンター ネ ッ トへ の ア クセス速度 が大幅 に改善 され た。一方,ハ ッカー,ウ イル
ス等 の攻撃 に対処 す るため,ネ ッ トワー ク経 由でのユ ーザ に秘 匿性 の高 い接続方 式へ の移 行 を進 め た り,ウ イルス
対策 を行 う ようユ ーザへ の啓蒙活動 を一年 を通 して行 った。
第43次 観 測 隊 にお い て インマル サ ッ ト衛 星通信 装 置が 更新 され,高 速 デ ジ タル 回線(HSD)が 使 用可能 になっ
た ため,2002年2月1日 よ り昭和基 地一 極 地研 間のデ ー タ通信が 高速化(64kbps)さ れ た。 同時 に,こ のHSD回 線
を利 用す る ことに よ り昭和 基地 と国内 におい てTV電 話 を行 う ことが 可能 に なった。 また,　VDSL技 術 に よって し
らせ の艦 内電話網 を利 用 し,艦 内 の10部 屋 におい てネ ッ トワー クが使 える ように なった。 回線 速度 は,　10Mbpsで
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42次 隊の越冬期 間中(2001年2月 ～2002年1月)に 昭和基地の多目的衛星データ受信設備を用いて各衛星のパス
数 を受信 した。 オーロラ粒子加速域の解明を目的 とするEXOS-D衛 星は43パ スを受信 し,全 て宇宙科学研究所
の衛星データベースに登録された。ERS-2衛 星は109パ ス,米 国の気象衛星であるDMSPお よびNOAA衛 星は,
それぞれ5113パ ス,1670パ ス受信 した。　DMSPとNOAAデ ータについては,情 報科学セ ンター内で編集処理 した
後,共 同利用のため,本 年度新設 した 「極域科学総合デー タライブラリシステム」に登録保存 を行 った。この他,
VLBI観 測 として24時 間観測を9回 実施 している。
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センターでは大 きく大気圏環境変動,海 洋 ・地殻圏環境変動,及 び,生 物圏環境変動の3つ の分野 において,南 極
観測のモニタリング研究観測を円滑 に実施するため,国 内での観測準備や訓練,南 極現地での観測の実施 ・取得デー
タの国内での処理,に 関する一連の定常的な業務 を行 っている。同時にSCAR(南 極研究科学委員会)な どの国際
的な活動の中で,モ ニタリング観測データセンターとしての役割 を担 っている。これらの諸活動の実施状況について
は所内外の委員で構成 されている南極圏環境モニ タリング研究セ ンター運営委員会にて討議 している。
平成13年 度においてはこれらの定常的な業務を継続 し,第41次 南極観測越冬隊および第42次 夏隊によるモニタリ
ング研究観測のサ ンプルとデータが年度当初に持ち帰 られ,極 地研究所内外における資料処理 ・データ整理を実施 し
た。 また,観 測機器類の整備 ・校正などの保守点検 を整え,第43次 観測隊の出発に関する諸訓練 などを実施 した。
また,SCARとCOMNAPに よる南極 デー タ管理合同委員会(JCADM:JointCommitteeofAntarcticData
Management)へ の 日本か らの対応 を担った。第5回 のJCADM委 員会がノルウェーで6月 に開催 され,そ の後の
国内におけるメタ デー タ登録状況を取 りまとめた。 また,10月 にオース トラリア ・ホバー トで開催 された第20回 南
極海洋生物資源保存委員会における海洋生態系モニタリング計画への対応 を担った。
第4回 南極圏環境モニ タリング研究センター運営委員会を12月18日 に開催 し,平 成7年 に設置されて以降の南極
観測のモニタリング研究観測の実施状況 を総括的にまとめた。特に,デ ータアーカイブ状況,ま た,モ ニタリング観
測をベースとした南極での自然現象の中長期変動傾向に関する トピックスをまとめた。これらの情報は更に南極圏環
境モニタリング研究センターのホームページなどを通 して公開の準備を進めた。また,南 極観測事業の中で定常的な
観測業務 を担 っている関係機関 との連絡調整のための定常観測連絡会は,平 成13年5月28日 に第25回 を,及 び,平
成14年1月24日 に第26回 の連絡会を開催 した。モニタリング研究観測を実施する上で特 に密接 な調整が必要となる
宇宙開発事業団や気象庁 とは,夫 々,地 球観測人工衛星受信や大気観測について個別の定期的な協議会を開催 した。
(2)モ ニ タ リ ン グ 観 測 業 務
① 大気圏環境変動分野
第42次 越冬隊の昭和基地での超高層大気及び地磁気の観測デー タの処理 を行い,デ ータレポー トの とりまとめ
を実施 した。大気微量成分観測に関する持 ち帰 りサ ンプルは 国内外の共同研究グループへ配布 し,ま た,持 ち帰
り標準 ガスの検定 を行った。第43次 隊への訓練など実施 した。
② 海洋 ・地殻 圏環境変 動分野
第41次 越冬 隊 が取得 した340シ ー ンのERS-2SARデ ー タにつ いて処理 を行 なった。過去 のSARデ ー タにつ いて,
国内 共同研 究者 の要望 を取 りま とめ た上,　NASDA/EORCへ 処理 要求 を行 ない,　JERS/ERS　 54シ ー ンにつ いての レ
ベ ル0処 理 を実 施 成 果 をCD-ROMと して,共 同研 究 者 に配布 した。 また,第41次 隊 におい て取得 された地 震 モ
ニ タ リングデ ー タは ,デ ー タレポー トと して取 りまとめた。 昭和基 地で の第42次 越 冬隊 にお け るSAR衛 星受信 に
関 して,デ ー タ取得 要 求 を とりまとめ,　NASDA/EORCへ 要 求 を行 なった。
③ 生物 圏環境 変動分 野
第41次 越冬 隊が 昭和基 地で受信 し持 ち帰 ったSeaWiFSデ ー タ,第42次 夏隊が し らせ 船上 にお いて取得 した海 洋
観測 デ ー タ(表 面 海水 モニ タ リンデー タ,ク ロ ロフ ィルa濃 度,水 中分 光放射 デ ー タ,　NORPACネ ッ トサ ンプル,
海水 サ ンプ ル,お よびCPRサ ンプル)お よびSeaWiFSデ ー タを処理 した。　SeaWiFSデ ー タにつ い ては昭和 お よび
しらせ受 信 分共 に,　NASAと の契約 に基づ き,生 デー タか らLevelOお よびLevellデ ー タに変換 後,イ ン ター ネ ッ ト
を利用 してDAAC　 (GSFC/NASA)に 全 デー タを転送 した。　Level1以 上 の プロ ダク ト(Chl.aマ ップ,ク イ ックル ッ
クな ど)に つ いて は現在 処理 を進 めてい る。海洋観測 デ ー タにつ いては,各 デー タの変換 ・解析,検 証,お よびサ
ンプル処 理 を実 施 し,デ ー タベ ー ス化 を行 ってい る。 また,第43次 夏 隊お よび越冬 隊 のめの準 備 と して,観 測 機




モ ニ タ リ ン グ デ ー タ ベ ー ス の 取 り ま と め 状 況 は 以 下 の 通 り で あ る 。
・　SeaWiFS人 工 衛 星 観 測 デ ー タ:　 http://bluefin.gsfc.nasa.gov/cgiArtrpt_browse.plよ り検 索 可 能
・表 面 海 水 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ ,ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度,海 水 サ ン プ ル:プ ラ ン ク ト ン デ ー タ ベ ー ス と し てCD化
・分 光 放 射 デ ー タ:海 色 セ ン サ ーGLIに 利 用 す る た め の 南 大 洋 生 物 光 学 ア ル ゴ リ ズ ム 開 発 に 利 用(開 発 完 了 後,南
大 洋 の 標 準 ア ル ゴ リ ズ ム と し て 利 用 予 定)
・地 震 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ:デ ー タ レ ポ ー ト と し て,以 下 の よ う に 公 開 さ れ て い る 。
　 　 JARE　 Data　 Report　 No.261　 (Seismology　 36)　 Seismological　 Bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 2000,　 by　Noritsune
　 　 Seo　 and　 Masaki　 Kanao.　 51　p.　March　 2002.
4)南 極陽石研究センター
(1)平 成13年 度 の 事 業 と今 後 の 展 望
・第41次 南極地域観測隊が持 ち帰った約3500個 の陽石の解凍,命 名,重 量 とサ イズの計測,写 真撮影等の初期処理
とこれらの分類 を行っている。
・写真,サ ブサンプルファイル等を順次デジタル化 してゆ くとともに,こ れまで個別になっていた種類,重 量,サ イ
ズ,採 集位置,化 学分析等のデー タを総合 して南極陽石総合データベースの構築をはかっている。
・ジルコンのウラン 鉛ー年代測定 をおこなった(や まと,あ すかユークライ ト限石ジルコンおよびやまと,セ ルロン
ダーネ,ナ ピアの各岩体 とヒマラヤ産ジルコン)。
・ミネソタ州ダルース岩体 において,年 代標準 ジルコンを分離す るためのガブロ試料を約700キ ログラム採集 した
(平成13年10月)。
・今後 は,二 次 イオン質量分析計共同利用に向けて,1)標 準試料候補 ジルコン(ス リランカ産宝石 ジルコン0.7グ
ラム)を 評価 し,2)地 殻活動進化研究部門 と共同 して,年 代標準 ジルコン(ダ ルース産)の 分離作業 をおこなう
とともに,ジ ルコンのウラン 鉛ー年代測定 を継続 しておこなう。
・以下の手法の開発 に取 り組む。1)硫 黄同位体分析お よび消滅核種(ア ル ミニウム マーグネシウム系お よびマ ンガ
ン クーロム系)年 代測定法。2)微 量元素定量分析法。3)限 石中のアクセサ リー鉱物(リ ン酸塩鉱物,バ デレア
イト)の ウラン 鉛ー年代測定法。
(2)情 報 公 開 ・出 版
・NIPRジ ャーナル:　Antarctic　Meteorite　 Research　 No.　14を 平成13年5月 に発行 した。同誌 には7編 の論 文が掲 載 さ
れ た。
・南極 明石通信No .69を 平成13年5月31日 に発行 した。
・南極 限石通信No .70を 平成14年1月23日 に発行 した。
・　Meteorite　 Newsletter　 Vol.　10,　No.　1を 平成13年6月 に発行 した。 ここで,236個 のAsuka-87明 石 の詳 細分類 の結果
を公表 した。
・　Meteorite　 Newsletter　 Vol.　10,　No.　2を 平成13年12月 に発行 した。 ここで南 極で初 めて発 見 され たnakhliteと い う種
類 の火星 限石Yamato　 OOO593,　Yamato　 OOO749の 分類結 果 を公表 した。
(3)南 極 陽 石 の 配 分
・平成13年7月26日 に,第3回 南極限石配分分科会,第34回 南極阻石研究委員会を開催 し,申 請のあった28件 の研
究計画について審査 を行い,27件 の研究計画に対 して陽石の配分 を認めた。
・平成14年3月19日 に,第4回 南極限石配分分科会,第35回 南極陽石研究委員会 を開催 し,申 請のあった32件 の研
究計画について審査 を行い,32件 の研究計画に対 して限石の配分 を認めた。
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(4)サ ー ビス
1)展 示用 及び教育 用除石貸 し出 し状 況
日高少年 自然 の家(鉄 帽石1,エ コ ン ドライ ト1,コ ン ドライ ト1)
7月11日 ～ll月9日
結 晶成 長学会(鉄 損 石1,エ コ ン ドラ イ ト1,コ ン ドラ イ ト1)
7月30日 ～8月6目
しらせ(鉄 阻石1,コ ン ドラ イ ト1)
ドイツ結 晶博物館(月 限石1,火 星陽石1)
流 山市立 七林 中学校(鉄 明石1,コ ン ドライ ト1)
仙 台西高校(鉄 陽石1,コ ン ドラ イ ト2)
文 部科学省(鉄 帽石1,コ ン ドライ ト1)







茨城 大学理 学部(鉄 損石1,石 鉄 陽石1,コ ン ドラ イ ト1)
ll月22日 ～12月12日
佐賀 県立宇宙 科学館(月 限石2,火 星限石1,エ コ ン ドライ ト4,コ ン ドライ ト2)
2002年1月18日 ～2月22日
岩船 地区理 科教育 セ ンター(月 限石1,火 星 阻石1,鉄 帽石1,石 鉄 損石1,エ コン ドライ ト2,コ ン ドライ ト2)
2月15日 ～3月7日
東 急文 化村(月 限石1)3月8日 ～5月10日













3)そ の他 のサ ー ビス
(5)施 設 ・設備の利用状況
南極陽石研究センター主要設備
設 備 名 称 設置年度 規 格 用 途



















エ ネル ギ ー分 散 型X線 分析 装置(LINK
ISIS300)及 びカ ソー ドル ミネッセ ンス分




限石試料処理室 H10 ク リ ー ン ベ ンチ2台,他 。 限石配分作業
薄片技術室 HlO 二次切 断機,タ ー ンテ ーブル2台,他 。 薄片製作
ク リ ー ン ル ー ム H10
クラス10000,28平 米。 ク リー ンベ ンチ2




(6)集 会 ・研 究 会
・第26回 南極阻石 シンポジウムを6月12日 ～14日 の3日 間,当 研究所6階 講堂において開催 した。海外か らの14名
を含め102名 の参加があった。口頭による発表62件,ポ スター1件,ア ブス トラクトのみによる発表が3件 であっ
た。
・第3回 南極限石研究センター運営委員会を平成13年12月12日 に開催 した。
・研究小集会 「二次 イオン質量分析計 をもちいた惑星物質研究のあらたな展開II」 を開催 した(平 成13年12月21
日)。
5)そ の他 の研究施設 ・設備 の共同利用
(1)オ ー ロ ラ 世 界 資 料 セ ン タ ー
オーロラ世界資料センタ 　ー(WDC　 for　Aurora)は,資 料系オーロラ資料部 門が管理 ・運営 し,管 理 ・資料棟5階 に
床面積約84m2の 資料保管庫兼閲覧室を有 している。当センターに保管 される資料は,　WDCパ ネルが示す作業指針を
基本 とし,オ ーロラ物理学の進展に伴 う研究者の要望資料 をも経済的物理的事情 を勘案 した上で収集す る方針 として
いる。資料保管庫は冷暖房 ・除湿器 を備えているとともに,リ ーダプリンター利用による簡単な閲覧 と複写が可能 と
なっている。データ収納能力は,35㎜ マ イクロフィルム約28,000本/100ft巻,計 餓 用磁気テープ約1,900本,マ
イクロフィッシュカー ド数千枚である。　WDC　 for　Geomagnetism　 (京都大学理学部)と の共同によるAEデ ータブック
の出版 も行 っている。
本年度 までに収集 したデータの概数を次表に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35㎜ 全天カメラ編集済 フィルム 1970年 ～1998年 100ft,29年 分
16㎜ 全天 カメ ラフ ィルム 1966年 ～1969年 100ft,4年 分
35㎜ 全天 カ メラオ リジナ ルフ ィル ム 1970年 ～1994年 1,000ft,25年 分
昭 35㎜ 全天カメラ駅 保存フイルム 1970年 ～1978年 1,000ft,9年 分
和 地磁気3成 分オリジナルチ ャー ト記録 1959年 ～2001年 43年 分
基 地磁気3成 分3打 点チャー ト記録
1966年 ～2001年 36年 分
地磁気 減 分35㎜ マイクロフィルム 1972年 ～2001年 100ft,30年 分
地
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23フ ァイル
資 絶対測定記録書 1966年 ～2001年 3フ ァイル
料 超高層現象相関記録マイクロフィルム 1977年 ～2001年 100ft,25年 分
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61フ ァ イ ル
計算機取 り込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6フ ァイル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
あすか基地35㎜ 全天カメラ編集済フィ1レム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
同上 オ リジナ ルフ ィル ム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
そ DMSP衛 星 オーロ ラ画像 マ イクロ フィル ム 1972年 ～1988年 240巻/100ft
の
SouthPole基 地全天 カ メラフ ィルム 1976年 ～1996年 100ft,21年 分




Mawson基 地全天 カメラフ ィル ム 1976年 ～1977年 100ft,4年 分
資
1984年 ～1985年
料 Casey基 地全 天 カメラ フ ィルム 1976年 ～1978年 100ft,3年 分
Maquarie島 基地全天 カメラフ ィル ム 1976年 ～1977年 100ft,5年 分
1982年 ～1984年
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
Davis基 地 全天 カメ ラフ ィルム 1976年 ～1977年 100ft,4年 分
1984年 ～1985年
そ 地磁気 マ イクロ フ イルム(約55基 地) 1976年 ～ 約774巻/100ft
の 地磁気 マ イ クロ フ ィッシュ(約55基 地) 1979年 ～ 約1,370枚
他 IMP-J衛 星IMFマ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
の NOAA&TIROS衛 星 オーロ ラ粒 子 デー タ 1978年 ～2001年 CD-ROM,　 24年 分
主 DMSP衛 星 オー ロラ粒子 デ ータ 1979年 ～1996年 C且ROM,8㎜,18年 分
な DataBook等(閲 覧 用) 約370冊
資 アイス ラン ド超 高層モ ニ タリングデー タ 1984年 ～2001年 18年 分
料 日本学術会議 よりの管理換 えデータ
・地磁気 マ イクロフ ィルム 1957年 以降 6,200巻/100ft
・全天 カメラフ ィル ム 1957年 以 降 6,900巻/100ft
(2)生 物 資 料 室
(2-1)世 界公共植物標本庫(WorldHerbaria-NIPR)の 活動
ワシン トン条約や生物多様性条約に端を発 した絶滅危倶種の保護 ・保存 に関する国際的な動向に喚起 され,近 年,
自然史科学の重要性が益 々高まってきている。これらは極地に生息する生物 にも及び,南 極条約の勧告に基づ く南極
の動物相及び植物相の保存に関する法律,南 極条約環境保護議定書等,極 地の生物の保護 ・保存の問題に大 きく関わ
っている。国立極地研究所 では25年 間にわたって環境情報 を含む極地植物標本庫 を設置 し,運 営 してきた。本標本
庫は,1979年2月,世 界公共植物標本庫(World　 Public　Herbaria-NIPR)　 として登録 され,南 極大陸を中心 に,北 極
及びその周辺域か らの採集 ・交換によりツンドラ植物 を収集,保 管 し,カ タログ出版,デ ータ公開をしてきた。本生
物資料室では諸外 国の主要な公共標本庫 と標本及び環境情報の交換 を通 じ,さ らに充実 した国際 レベルの標本庫の構
築,国 際共同研究の推進等,生 物標本の研究,管 理 ・運営の国際的な対応を担 う事が必要である。 また,南 北両極域
の植物標本 を収集 ・保管 し,国 内では唯一の標本を含む学術標本として広 く,研 究されてきた。
(1)蘇 苔類 標本 デー タベー ス標 本件数(28,937件)


























上記植物標本の他,極 域における各調査により採集 された動物,プ ランク トン標本 を収蔵 ・管理 し,極 域生物の研
究等共同利用に供 してきた。南極地域観測などで採集 されたペンギン,ア ザラシ,魚,底 生生物 などの動物標本は約
500点 の登録があ り,公 共の展示などのために貸 し出 している。
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(3)岩 石 資 料 室
第1次 南極観測隊以来,ド ロンニングモー ドランド,エ ンダビーラン ド,ビ ク トリアランド,エ ルスワース山地な
ど,南 極大陸各地における地質調査によって採集 された岩石,鉱 物資料、約10000点 を保管 し,共 同研究や展示用に
貸出している。
外部への展示標本岩石の貸 し出 しは広報室 を通 じて受付ける。
共同研究用岩石試料は地殻活動進化研究部門で対応 している。
岩石試料解析用主要設備(地 殻活動進化研究部門)
設 備 名 称 設置年度 規 格 用 途
蛍光X線 分析装置 H5 理学電機製RIX3000 岩 石鉱物 粉末試 料の 定性 ・定量化学分析。
粉末X線 回折装置 S60 理学電機製RADIII 岩石鉱物粉末試料の定性分析。
試料処理室 H!O ボー ル ミル他。
粉 末試料 調整 。鉱物 分
離。




低温資料部門が管理す る共同利用施設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却 による実験
室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫か らなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数 は464人,延 べ利用件数 は266件 であった。主 な利用は,資 料の保管
に加えて,南 極雪氷 コアの処理作業 と解析作業,北 極グリーンラン ドコアの処理作業 と解析作業,雪 氷 コア自動層位
観測装置の試作実験,氷 床 コア中の二酸化炭素の抽 出実験,各 種観測機器の耐寒試験などで,他 に第43次 観測隊関
連の利用があった。













































部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 越 冬 隊 長 本 吉 洋 一 国立極地研究所研究系
定常観測 電 離 層 岸 田 浩 輝 郵政省関東電気通信監理局
気 象 田 口 雄 二 気象庁観測部
加 藤 裕 規 〃
犀 矢 朗 久 〃
坪 井 一 寛 〃
池 田 友紀子 t)
研究観測 宙 空 系 小 林 史 利 信州大学工学部
田 口 亘ノ 、 国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究セ ンター
五百旗頭 健吾 岡山大学工学部
藤 田 信 幸 京都大学大学院理学研究科
気 水 圏 系 久 保 栄 金沢大学工学部
本 山 秀 明 国立極地研究所研究系
中 島 裕 之 久留米工業高等専門学校生物応用化学科
小 林 拓 山梨大学工学部
青 木 猛 電気通信大学電気通信学部
地 学 系 伊 藤 喜 宏 東北大学大学院理学研究科
岩 野 祥 子 京都大学大学院理学研究科
生物 ・医学系 平 言睾 享 国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究セ ンター
設 営 機 械 金 子 誠 一 国立極地研究所事業部((株)大 原鉄工所)
周 藤 美津秋 国立極地研究所事業部(い す"自 動車(株))
笹 川 則 義 海上保安庁警備救難部
森 口 和 雄 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーディーゼル(株))
渡 辺 順 一 東京大学施設部
山 田 哲 宏 国立極地研究所事業部(麻)日 立エンジニアリングサービス)
通 信 阿 部 利 伸 郵政省関東電気通信監理局
千 葉 公 裕 海上保安庁警備救難部
調 理 與 芝 建 郎 国立極地研究所事業部((株)東 洋軒)
脇 本 浩 次 国立極地研究所事業部((㈱ 翠芳園)
医 療 原 稔 国立極地研究所事業部(福 岡徳州会病院)
白 井 拓 史 国立極地研究所事業部(千 葉大学医学部)
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部 門 氏 名 所 属
設 営 航 空 溝 部 和 宏 国立極地研究所事業部(中 日本航空(株))
澁 谷 靖 征 国立極地研究所事業部((株)ジ ャムコ)
代 田 幾 也 国立極地研究所事業部(東 邦航空(株))
環 境 保 全 高 熊 勝 国立極地研究所事業部(タ クマ ・エンジニアリング(株))
設 営 一 般 吉 田 朋 成 国立極地研究所事業部(㈱ 牧野工務店)
柳 澤 盛 雄 国立極地研究所事業部
田 中 敬 子 国立極地研究所事業部((株)共 映)
田 村 芳 隆 国立極地研究所事業部(日 本電気㈱)
山 川 良 典 名古屋大学医学部
(2)夏 隊
部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 夏 隊 長 加 藤 好 孝 国立極地研究所事業部
定常観測 海 洋 物 理 高 橋 渡 海上保安庁水路部
海 洋 化 学 小 嶋 哲 哉 海上保安庁水路部
測 地 木 村 勲 建設省国土地理院
研究観測 気 水 圏 系 塩 原 匡 貴 国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究センター
宇都 正太郎 運輸省船舶技術研究所
地 学 系 船 木 實 国立極地研究所研究系
松 田 高 明 国立極地研究所事業部(姫 路工業大学理学部)
山 崎 明 気象庁地磁気観測所
石 川 尚 人 京都大学大学院人間 ・環境学研究科
生物 ・医学系 沖 津 進 千葉大学園芸学部
伴 修 平 北海道大学水産学部
大 越 和 加 東北大学大学院農学研究科
伊 村 智 国立極地研究所研究系
設 営 設 営 一 般 齋 藤 哲 男 国立極地研究所事業部(シ ロキ工業(株))
祖 山 久 光 国立極地研究所事業部(飛 島建設(株))
関 岡 貢 士 国立極地研究所事業部((株)ス ギヤマ)
大 塚 英 明 国立極地研究所事業部
窪 田 公 二 国立極地研究所事業部((株)関 電工)
奈 良 恵 子 国立極地研究所管理部
○ 同行者
氏 名 所 属
田 中 準 環境庁自然保護局
藤 森 秀 彦 信濃毎日新聞社








部 門 名 観 測 項 目 担当機関
海 洋 物 理 ○海洋物理観測 海 上 保 安 庁
海 洋 化 学 ○海洋化学観測 海 上 保 安 庁
測 地 ○基準点観測 国 土 地 理 院
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入 と大気変質の研究 国立極地研究所
・地 上 リモー トセ ンシ ングに よる熱圏 ・中間圏への エ ネルギー流 入 と
大気変質の研究
気 水 圏 系 極域大気一雪氷一海洋圏における環境変動機構 に関する研究 国立極地研究所
・南極大気 ・物資循環観測
・南極季節海氷域の大気一海洋相互作用観測
地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 国立極地研究所
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究




部 門 名 観 測 項 目 担当機関
気 水 圏 系 地球環境変動に伴う大気 ・氷床 ・海洋のモニタリング 国立極地研究所
・大気微量成分モニタリング
・氷床氷縁監視と氷床表面質量収支のモニタリング
地 学 系 南極プレー トにおける地学現象のモニタリング 国立極地研究所
・昭和基 地及 び リュツ ォ ・ホルム湾域 にお け る地 震 ・地殻 変動 のモ ニ
タリング
・南大洋における船上地学モニタリング
生 物 ・医 学 系 海氷圏変動に伴 う極域生態系長期変動モニタリング 国立極地研究所
・海洋大型動物 モニ タリング





部 門 名 観 測 項 目 担当機関










潮 汐 ○潮汐観測 海 上 保 安 庁
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質の研究 国立極地研究所
・地 上 リモー トセ ンシ ングによる熱圏 ・中間圏への エ ネルギー流 入 と
大気変質の研究
・大気球 ・衛星観測による広域大気組成 ・電磁環境の研究




地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 国立極地研究所
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究
・総合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動現象の監視 と解明






部 門 名 観 測 項 目 担当機関









地 学 系 南極 プレー トにお ける地学現 象のモ ニ タリング
・昭和 基地 及び リュツ ォ ・ホル ム湾域 にお ける地震 ・地殻変動 のモ ニ
タリング
国立極地研究所





共 通 衛星データによる極域地球環境変動のモニ タリング 国立極地研究所
3)訓 練
(1)冬 期 総 合 訓 練




(2)夏 期 総 合 訓 練
〔目 的〕第42次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義 を行い,所 要の
知識や技術 を習得 させると共に,団 体生活を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。
〔期 間〕平成12年6月19日 ～6月23日
〔場 所〕文部省菅平高原体育研究場 を中心 とする菅平高原一帯
(3)部 門 別 訓 練
観測部門別訓練は,南 極地域において必要な機器の取扱いや保守訓練,オ ペ レーションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
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4)行 動概要及び観測概要
(1)夏 期 行 動 経 過 概 要
① 往路の行動 と船上観測
第42次 南極地域観測隊は,第V期5カ 年計画の5年 次,第33次 隊か ら開始 された基地整備10ケ 年計画の最終年度
にあたる。隊の構成は,越 冬隊40名,夏 隊20名 及び同行者5名(交 換科学者2名,環 境庁1名,報 道1名,大 学院
学生1名)の 総計65名 からなる。観測船 「しらせ」は,平 成12年11月14日 東京港を出港 し,途 中オース トラリアの
フリーマン トル港で物資の補給及びオース トラリア気象局か ら依頼 された気象観測用ブイ2基 を搭載 し,12月3日
に同港 を出発 した。海上重力 ・地磁気,大 気微量成分,海 洋物理 ・化学,生 物等の船上観測及び気象観測用ブイの投
入を実施 しつつ,12月8日 南極圏(南 緯55度)を 通過 した。南緯55度 以南では,第41次 隊設置の係留系を揚収 し,
新たな係留系 を設置 し,さ らに海洋 ・生物観測等 を実施 した。12月18日,21日 に,ア ム ンゼン湾 リーセル ・ラルセ
ン山に地学調査隊(同 行者 を含め5名)と 観測 ・設営物資(居 住棟資材等)約12tを 送 り込み,同 時に測地,地 震,
生物の観測を実施 した。その後,ア ムンゼン湾沖のビーム トロール観測 を12月22日 に実施 し往路の海洋 ・生物観測
を完結 した。
② 昭和基地
「しらせ」 は,大 利根水路の開水面 を順調 に航行 しリュツォ ・ホルム湾氷縁 に到着 した。その後,12月23日 昭和
基地への第1便,25日 夏期建設準備作業等の隊員(27名)と 物資 を送 り,ま た,26～28日 夏期内陸旅行隊員(42次
8名,41次1名)と 物資約64tを 見返 り台(Sl6)へ 空輸,さ らに,沿 岸調査隊員4名 をラングホブデに輸送 した。
「しらせ」は昭和基地に12月30日 接岸(昨 年 とほぼ同位置の見晴 らし岩か ら東北東,約1,200m,69°00'S,39°
40'E),た だちに,貨 油のパ イプ輸送(1月2日 完了)と 大型物資の氷上輸送(氷 状が悪いため,夜 間輸送 とした)
を開始 した。その後1月7日 から,本 格空輸 を行い,総 量約1,049tの 物資を昭和基地へ輸送 した。昭和基地への輸送
物資は,一 般観測 ・設営物資,燃 料 ドラム,食 糧 ・私物の順 に空輸 し1月18日 に完了 した。
夏期建設作業は,天 候にも恵まれて順調 に進行 した。環境保全関連 として,焼 却炉棟(焼 却炉 ・生 ゴミ処理機の更
新),廃 棄物集積所,燃 料 タンクの移設 ・新設及び送油ポ ンプ小屋(燃 料移送ポ ンプの更新)及 びその周辺の防油堤,
太陽熱温水器装置等の新築工事,基 地設備の基幹整備 として,造 水配管 メンテナ ンス坑(造 水配管の更新),西 部地
区分電盤小屋の新築及び西部地区幹線ケーブルの更新等,撤 去 ・補修工事 として,旧 食堂棟の撤去,倉 庫糠星根部補
強改修 ・防火区画A屋 根改修,多 目的アンテナ ・レドームの補修等を実施 した。また,観 測関連では,光 学観測棟の
新築,電 離層同軸ケーブル更新 ・ア ンテナ補修,宙 空HFア ンテナ補修等を夏作業 として実施 した。なお,2月15日
の最終便 をもって,夏 隊16名,同 行者4名,総 計20名 は 「しらせ」に帰艦 した。
③ 野外観測
昭和基地周辺での野外調査 としては,と っつ き岬,ラ ングホブデ,ス カルブスネス,ス カーレン等のリュツォ ・ホ
ルム湾沿岸において,陸 上 ・海洋生物,測 地,地 震,海 洋物理 ・化学,気 水圏,宙 空等の観測並びにS16で の観測装
置の引き継 ぎを実施 した。
ドームふ じ観測拠点への夏期内陸旅行では,S16に おいて第41次 隊から車輌,設 備等の引 き継 ぎを受け,12月30
日S16を 出発 し,ル ー ト沿いにおいて積雪観測,　GPS観 測,気 象観測等を実施 しつつ,1月17日 ドームふ じ観測拠
点に到着 した。 ドームふ じ観測拠点での燃料 ・液封液 ドラム等の物資のデポを行い,1月21日 に ドームふ じ観測拠
点 を出発,途 中中継拠点で浅層掘削等を実施 しつつ,2月8日Sl6に 帰投 した。
④ 復路の行動 と船上観測
「しらせ」は,2月15日 に観測 ・設営支援のため残留 していた第41次 越冬隊員及び第42次 夏隊員 を収容 し,昭 和
基地を離れ,ア ムンゼン湾 に回航 した。2月18日 往路に派遣 した地学調査 隊(5名)の 収容 とリーセル ・ラルセン
山キャンプ地施設(往 路,建 設 した居住棟を含む)の 撤収,20日 トナー島に残置 されている発電棟及び同設備並び
に居住棟ベース等を撤収 し,ア ム ンゼン湾のキャンプ地施設の全撤収 を完了 した。その後,ア ムンゼン湾沖での海底
電磁気観測,ビ ーム トロール,プ リンスオラフ海岸沖での海底地形測量などの海洋観測を継続 しなが ら東航 し,プ リ
ッッ湾でのビーム トロールを実施 した後,3月4日 往路に設置 した係留系 を揚収 した。その後,南 緯64度 線 に沿っ
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て の停 船観 測(CTD)・ 航 走観測(XCTD)を 実施 しつつ,東 経140度 に至 った点 で新 たに係 留系 を設置(St.18)す
る とともに東経150度(St.19)の 停船観 測終了後,北 上 を開始 し,経 度線 に沿 った海洋観 測(XCTD)を 実 施 しつ つ,
3月16日 南 極圏(南 緯55度)を 通過 して シ ドニ ー港へ3月21日 に入港 した。
別表 に夏期 オペ レー シ ョン主 要項 目を示 す。
別表 第42次 隊夏期オペ レーション主要項 目(下 線部は実施 しなかった計画)




海洋物理 ・化学 表面観測 ・汚染調査 用試料採水,　CTD各 層観測(停 船),　XCTD,
XBエ,海 流,海 底測量(プ リンスオラフ海岸沖)
航行中の観則
気水圏 大気 ・海洋間CO、 分圧差,地 上 オゾン濃度,エ アロゾル,天 空散乱
光の分光観測,南 大洋中層循環観測,海 氷観測
地学 船上重力,地 磁気3成 分(8の 字航行)
生物 ・医学
表面連 続採水,係 留系(セ ジ メン トトラ ップ),光 合成パ ラ メー ター,
底生 生物 の定 性 ・定量 及 び生物学 的特 性調査,海 洋 構造 観測,人 工





岩石磁気学 ・年代学的調査,海 底電磁気,地 電流 ・地磁気,露 岩域
変動測量
生物 ・医学 リー セル ・ラル セ ン山土壌 ・齪 調査





湖沼植生サ ンプリング,水 質調査,係 留系設置,湖 沼底堆積物採取,
土壌特性調査,植 生調査,デ ータロガー設置,土 壌バ クテ リア相分
析




気水圏 リュツ ォ ・ホルム湾海洋 ・海氷観 測
生物 ・医学 氷上観測(光 合成活性測定,光 学観測,　CTD,　 プランク トン,底 生
生物)
海洋物理 ・化学 氷上観測(可 搬式ADCP・CTD),潮 汐観測(水 準測量,可 搬式潮位
計 ・副標設置)
測地 重力 ・絶対重力測量,　GPS連 続観測
越冬準備
気象 観測機器点検,気 象資料通報装置(DCP装 置)・ 気象衛星受画装置
更新
電離層 50MHzの ア ンテナ ケー ブル張 り替 え
地学 超伝導重 力 ・　VLBI観 測引 き継 ぎ,ア ンテナRFケ ーブルの更新




、 日"双 書 ・太 陽熱 温水器 設 置,電 力 ケ ーブル ・造水 配管 ・夏 宿排
水 管更 新,燃 料 タン ク新設(100々2・2誠 の ・移設(20麗 ×3),ガ
ス圧式消 火装 置設置
建築 ・土木
新規建設 ・設置(光 学観測棟,廃 棄物集積場,焼 却炉棟,西 部地区
分電盤小屋,軽 油移送ポンプ小屋,基 地側防滴堤,作 業工作棟 ソー
ラーウォール),撤 去(旧 食堂棟),倉 庫棟屋根補強補修,防 火区画
A屋 根補修
通信 引 き継 ぎ業務,　JGX送 信出力変更作業
航空 セスナ機 ・ピラタス機引き継 ぎ,氷 上滑走路整備
医療 医療設備引 き継 ぎ,医 療品搬入
調理 食料品搬入
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大分類 細分類 部 門 調査 ・作業項 目
昭和基地 設 営
環境保全 焼却炉 ・生ゴミ処理機更新,廃 棄物処理
大型アンテナ アンテナ点検保守,引 き継 ぎ業務,レ ドーム補修
LAN 設備点検 ・引 き継 ぎ業務,メ ールサーバ ー更新
映像 ・記録 夏期間及び越冬期間中の観測 ・設営活動の映像記録
内 陸
ドーム旅行 気水圏 浅層掘削,ル ー ト雪尺,表 面積雪採取,気 象観測,無 人気象観測装置保守,GPS測 量
S16
気象 ロボ ット気象計引き継 ぎ






SM100雪 上車2台,SM30S雪 上 車1台,SM40雪 上車1台,基 地作業
用車輌3台,中 型 ソリ5台,燃 料 タンク(100舷,25鯉),建 築資材,
太陽光発 電装置,太 陽熱温 水器装 置,焼 却炉,生 ゴミ処理機




帰路:観 測機 材 ・試料,撤 収物 資(ト ナー 島及 び リーセ ル ・ラル セ
ン山キ ャンプ施 設,ク ロー ラキ ャリア(ス リング))
沿岸 観測器材
Sl6 観測器材,南 極軽油 ドラム,液 封液 ドラム
昭和基地 観測器材,設 営資材,食 料,南 極軽油 ドラム
(2)越 冬 経 過 概 要
第42次 日本南極地域観測隊越冬隊は,隊 長本吉洋一以下40名 で構成 され,全 員が昭和基地を拠点 として越冬 した。
今次隊では南極地域観測第V期5カ 年計画お よび昭和基地整備計画10カ 年計画のそれぞれ最終年次 を担い,定 常観
測,プ ロジェク ト研究観測,モ ニタリング研究観測 を継続 ・実施するとともに,越 冬開始の準備 として廃棄物集積場,
焼却炉棟,西 部地区分電盤小屋,メ ンテナンス抗,太 陽光発電装置補強工事,太 陽熱温水器の新設工事,多 目的大型
アンテナお よび倉庫棟の補修工事,旧 食堂棟の撤去作業等,夏 期間だけで も多 くの設営 プロジェク トをこなした。観
測系のプロジェク トは,そ れぞれの年次計画に沿った形で進められたが,い くつかの新 しい観測 も付加 された。宙空
系では新たに導入したオーロラ ドップラーイメージャーを用いた観測,気 水圏系では内陸での浅層掘削,フ ィル ンエ
アサンプリング,地 学系では,超 伝導重力計観測,み ずほルー トでの重力観測,生 物 ・医学系では,無 人カメラによ
るペンギンコロニーモニタリング予備調査等がそれぞれ実施 された。
平成13年2月1日,第41次 隊 より実質的な昭和基地の運営 を引 き継 ぎ,2月20日 には正式に越冬成立 となった。
平成14年2月1日 に第43次 越冬隊へ引き継 ぐまでの一年間,基 地および野外での観測,基 地設備の維持 ・管理など
を実施 した。43次 隊への越冬交代以降も,約100人 ・日程度の引き継 ぎ ・作業支援を行 い,2月12日 に全員が 「し
らせ」 に乗艦 した。帰路は,「 しらせ」乗員 に病人が発生 したため海洋観測の一部を取 り止めてフリーマ ントルに急
行 して患者を降ろし,そ の後海洋観測に復帰 して予定どお り3月21日 シ ドニーに入港,3月28日 越冬隊は全員空路
帰国した。
越冬期 間中,安 全を第一優先 に考えつつ,各 観測 ・設営項 目を実施 した。 また,観 測 ・設営計画 を事前 に周知 して
輻較 を避けるともに,人 員の融通に配慮 した。
以下,天 候,海 氷,基 地観測,野 外行動,設 営 に分けて越冬 中の概要を記す。
① 天 候
2月 は月初めか ら極冠高気圧の影響で好天が続 き,気 温 も平均気温が0℃ を上回る日が数 日あったが,中 盤から雪
の 日が多 く,ま た風 も強 まった。 とくに,最 終便前後には 日平均風速が15m/秒 を越える日が続いたが,ブ リザー ド
基準には達 しなかった。
3月 は曇 りまたは雪の 日が多 く,気 温 も後半は南 よりの風が吹 き込み,ま た放射冷却 も加わ り,最 低気温が一20℃
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を下 回 る 日 もあ っ た。29日 に越 冬 開始後 は じめ てのC級 ブ リザ ー ドを記録 し,瞬 間最 大風 速 は35.6m/秒 に達 した。
積 雪が少 な く,荒 金 ダムの水位 が刻 々低下 した ため,第 一 ダムお よび全員作 業での 荒金 ダムへの氷 入れ作業 で しの ぎ,
下旬か ら風 呂 ・洗濯 日を週4日 とした。
4月 は全般 的 に天 候不順 で,南 緯60度 以 南 を進 んだ低 気圧 が次 々 と昭和 基地付 近 を通 過 し,B級4回,C級1回,
合計 日数12日 の ブ リザー ドに見舞 われ た。6日 には瞬 間最大風 速38.5m/秒 を記録 したが,と くに被害 は出 なか った。
建物 の風 下側 にはか な りの ドリフ トがつ き,お か げで水不足 は解消 され た。
5月 は月初 め に瞬 間最大風 速39.Om/秒 に達 す るB級 ブ リザー ドが 来襲 し外 出禁止 令が 出 されたが,そ れ以後大 きな
天候 の崩 れ は な く,と くに中旬か ら下旬 にか けて は好天 に恵 まれ,短 い 日照 時 間なが らも野外 活動 が 多 く行 われ た。
31日 には,最 後 の太 陽 を見送 って極夜 に突 入 した。
6月 は8日 と18日 にC級 ブ リザ ー ドとな ったが,そ れ以 外 は概 ね穏や か な天候 に恵 まれ,風 も比 較 的弱 か った 。
気温 は4日 に越冬 開始以 来最 低 の一34.2℃ を記録 したが,28日 には昭和 基地 の北 を通過 す る低 気圧 の影響 で風 が強 ま
る とと もに最高気 温一4ユ℃ を記録 した。
7月 は ブ リザ ー ドが3回 来襲 したが,雪 日数,月 平均気 温 は と もに平 年並 であ った。22～23日 の ブ リザ ー ドでは
瞬 間最 大風速42.1m/秒 を記 録 した。 ブ リザ ー ドに よって建物 の風 下側 にはか な りの ドリフ トがつ いたが,こ まめ な除
雪 に よって障害 は出て いない。天 候の関係 で2日 ほ ど待 た されたが,15日 には1カ 月半 ぶ りに太陽が顔 を出 した。
8月 は天候不 順 が続 き,月 を通 して雪 を観測 した 日が 多か った。 またブ リザ ー ドも2回 来襲 した。8日 には今次 越
冬 の最低 気温一35.6℃ を記録 した。
9月 は全般 的 に雪の 日が 多 く,降 雪 を記録 した 日数 は23日 で あ った。18日 か ら20日 にかけて,越 冬 開始以 来始 め
てのA級 ブ リザー ドが記録 され,瞬 間最大風 速 は46.8m/秒 に達 し,ア ンテナケー ブルや野外 デ ポに一部被 害が 出た。
10月 も全般 的 に曇 りまた は雪の 日が 多 く,ダ イヤモ ン ドダス ト(細 氷)を 含 め た雪 日数 は26日 に及 んだ。 中旬 に
ブ リザ ー ドが2回 来襲 した。 また,中 旬の平均 気温 は一18.1℃ と,平 年 の一14.6℃ を大 き く下回 った。
11月 は ブ リザー ドの来襲 は なか った ものの,風 の強 い 日が 多 く,月 平均 風速 は8.3m/秒 と歴代2位 の記録 となった。
気 温 は19日 正午 過 ぎに最高気 温が0℃ を上 回 った。21日 か ら白夜 に入 った。
12月 は極 冠高 気 圧の張 り出 しが 弱 く,低 気圧 の接近 に よ り風 の強 い 日が多 く,天 候 も不 順 だ った。 月平均 現地 気
圧(987.1hPa)は,月 平均 海面気圧(980.7hPa)と ともに12月 の最低 記録 を更新 した。
1月 は全般 的 に穏 や か な天気 が続 い たが,未 明 か ら朝 にか け て霧 の発 生 した 日が6日 ほ どあ った。 月平 均 気 温
(-1.8℃)は,平 年 値(-0.7℃)と 比べ 低 めであ った。
② 海 氷
年間を通 じて昭和基地付近の海氷は概ね安定 しており,開 水面が拡がることもなかった。結果的に,海 氷上を走行
しての沿岸旅行 に支障が出るケースはなかった。
昭和基地に到着 した当初は,海 氷状況は決 して良好 とはいえず,と くに基地から岩島方面お よび見晴 らし岩方面に
は至るところにパ ドルが発生 していた。そのため,氷 上輸送を夜間に切 り替え,ま たヘ リコプターに搭載可能な もの
は空輸に切 り替 えるなどして対処 したが,越 冬交代直後の2月7日,岩 島沖氷上滑走路から昭和基地駐機場に向けて
牽引されていた ピラタス機の右脚がパ ドルを踏み抜 き動けなくなった。また,ピ ラタス機を牽引 していた ミニブル,
現場状況の確認 に向ったSM301浮 上型雪上車 もパ ドルを踏み抜 き,や がて水没 した。この事故を教訓 として,と く
に,こ まめに氷厚測定 を行 うこと,不 安要素があれば躊躇な く引 き返すことなど,越 冬中の海氷上の行動 には慎重に
も慎重を期す ことを全員で申し合わせた。結果 として,沿 岸露岩域およびSl6周 辺での野外行動におけるレスキュー
の発動は1回 もなかった。これは,車 輌の整備を完全 に行った機械隊員 と,天 候やメンバーの体調 を十分 に見極めた
各旅行隊 リーダーの努力の賜物であったといえる。
航空機観測の際には,で きるだけ海氷状況 も偵察するように配慮 したが,年 間を通 じて基地周辺の海氷には大 きな
変化 は見 られず,比 較的安定 していたといえる。また,沿 岸旅行にでかける際には,氷 厚測定 を励行 したが,秋 から
冬に向かって氷厚は順調 に成長 しつづけ,ど のルー トもlmを 下回ることはなかった。以後,基 地で受信 している衛
星画像 による観察 によっても,大 きな変化は認められなかった。
ll月 に入ると日射が強 まり,各 ルー トの海岸沿いにはタイ ドクラックに沿って海氷が湧 きだしてくる状態が見 ら
れるようになった。また,積 雪のない海氷部分は,劣 化が顕著になってきた。一方,積 雪部分の劣化は少なく,ス ノ
ープレーンで整地 した部分 も同様であった。12月 以降は,各 所にパ ドルが発生 したが,ス ノープレーンで整地 した
一145一
場所は,昨 年に比べ てパ ドルの発生が多少 なりとも抑制 されるのではないか という印象 をもった。これは,ス ノープ
レーンで削った氷が細かい破片 となって海氷の表面 を覆い,積 雪同様 に反射率を高めた結果ではないか と思われる。
③ 基地観測
年間を通 じて基地観測は概ね順調に経過 したが,越 冬交代後のピラタス機の事故によりセスナ1機 態勢 となったた
め,飛 行範囲な らびに飛行時間の縮小で,航 空機観測 に多少の影響が出た。41次 隊か らの引 き継 ぎを終え,2月1
日から本格的な観測 に入った。基地観測は,3日 の計画停電による欠測はあったものの,ほ ぼ順調にデー タ取得 を開
始 した。宙空部門で新規に持 ち込 んだオーロラ ドップラー イメージャーは,光 学観測棟の完成に伴い,電 源,配 線,
機器調整等の立上げ作業 を行い,3月 か らの観測 を目指 して,ほ ぼ準備が整った。気水圏部門ではエアロゾル観測,
地衣類の遺伝学的解析,大 気サンプリング等の準備 ・立上げを行 った。ERS-2お よびNOAA衛 星受信 も開始 された。
また,内 陸 ドーム旅行隊は,12月26日 に出発 して以来,気 象 ・雪尺 ・　GPS観 測,降 雪 ・大気サンプリング,中 継拠
点での80m浅 層掘削等を実施 し,2月10日 に昭和基地入 りした。地学部門では,7日 にVLBI実 験を行い,記 録テー
プは15日 の最終便で 「しらせ」 に持 ち帰 られた。生物 ・医学部門では,海 氷状態が不安定なため氷上観測は見合わ
せたが,湖 沼生態系調査,人 工衛星によるクロロフィル観測,陸 上生態系モニタリング等が実施された。内陸旅行隊
員に対する生理学的研究 も予定 どお り実施された。こうして,2月 の段階で定常観測,モ ニタリング研究観測,プ ロ
ジェク ト研究観測各項目の観測態勢がほぼ整った。以下,各 月毎の主だった点について述べる。
3月 は,気 象部門 と気水圏部門 との共同でエアロゾルゾンデを18日 に飛揚 した。新 しい観測 として,宙 空部門で
はレーダーによる干渉計観測の予備実験,高 感度磁場変化連続観測,オ ーロラ光学観測,気 水圏部門ではエアロゾル
の調査,地 衣類の同定 ・遺伝学的解析,地 学部門ではGPS基 準点の設置,海 面変動計測の準備,生 物 ・医学部門で
は,　SeaWiFs,　 NOAAの 受信等が開始 された。
4月,気 象部門が海氷上に雪尺を設置 し,観 測を開始 した。宙空部門の西 オングル観測施設のバ ッテ リー充電,地
学部門の24時 間VLBI観 測,生 物 ・医学部門のアイスアルジー観測などが始 まった。
5月,気 象部門ではS16気 象ロボ ットメンテナ ンス,気 水圏部門の航空機観測,地 学部門の海面変動観測,西 の浦
でのCTD観 測,生 物 ・医学部門のアザラシ調査 などが実施 された。
6～7月,概 ねこれまでの観測を継続 した。この時期,気 水圏部門を中心 として,設 営部門の協力を得 なが ら,内
陸旅行の準備が本格化 した。なお,観 測 とは直接関係はないが,各 観測棟 ・施設での電力使用量を調査 した。
8～9月,太 陽光 によるオゾン全量測定 を再 開した。42次 では,9月 下旬 に全 オゾン量が極小 になった。 また,
オゾンホールの面積は,過 去第3位 の記録であった。　DMSP衛 星受信装置 に低温障害が発生 し,9月 まで観測に支障
が出た。この時期,野 外観測が活発に行 われた(④ 野外行動 参照)。
10月,オ ーロラ光学観測(全 天単色 イメージャ観測,オ ーロラ ドップラーイメージャー観測)は,暗 夜期がな く
なってきたため,今 次隊での観測を終了 した。
11～12月,概 ねこれまでの観測を継続 した。 また,持 ち帰 り物品の準備,引 き継 ぎ準備等,43次 隊の到着に備え
ての各種作業 も行われた。43次 隊到着後,S16気 象ロボッ トメンテナンス等,各 部門での引き継 ぎが,夏 作業の合間
をぬって行われた。航空機観測は,「 しらせ」からの第一便前にすべて終了 した。
1月,43次 との合同で野外観測が実施 され,西 オングルテ レメ トリ観測施設 も43次 隊 に引 き継がれた。地学部門
では最終便直前 までVLBI観 測 を行い,記 録テープは,12日 の最終便で 「しらせ」に運ばれた。
④ 野外行動
海氷ルー ト工作は,2,3月 は海氷が不安定であったために見合わせた。4月 に入 り,氷 厚は最 も薄い場所で も先
月20目 測定時に比べ15cm以 上増 してお り,概 ね60cmに 達 していた。そのため,4月 中旬より,西 オングル島ルー
ト,と っつ き岬～Sl6,オ ングル海峡への本格的ルー ト工作 を開始 した。また,航 空部 門では,昭 和基地駐機場か ら
岩島滑走路へ向けての氷厚測定お よびルー ト工作,岩 島沖滑走路のスノープレーンを使 っての整地作業 を行った。 ま
た,野 外装備品の説明,野 外用通信機の操作訓練,レ スキュー訓練,非 常装備 ・食料 ・野外用医薬品の準備,雪 上車
お よびスノーモービルの取 り扱い ・運転訓練 など,来 るべ き野外行動に向けての諸準備 も着々と進んだ。
5月 に入 り,初 島,オ ングルカルベ ンへのルー ト工作を行 うとともに,5日 間をか けて,S16で のSM50お よび
SM100型 雪上車の立上げ,ソ リの掘出 し ・移動が行 われ,SM50雪 上車5台 とソリ32台 を昭和基地 に回収 した。また,
SM100雪 上車4台 をとっつ き岬 に移動 し,そ の後3回 にわけてSM100雪 上車の整備を実施 した。このほか,西 の浦
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での海面変動観測(地 学),オ ングル海峡での氷上観測(生 物 ・医学)が 他部門の支援 を受けてそれぞれ数回実施 さ
れた。
6月 か ら7月 にかけては,西 の浦でのGPS観 測(地 学),オ ングル海峡,北 の瀬戸,西 の浦での氷上観測(生 物 ・
医学)が 実施 された以外,大 きな動 きはなかった。内陸旅行の準備 として,SM100型 雪上車の点検整備 ・架装 ・無線
設備設置,燃 料 ドラムソリ積み,レ ーション作成,旅 行用装備点検整備などが行われた。
8月 は,冬 明けとともに野外行動が一気に活発化 した。 まず,13日 に内陸旅行隊9名 が ドーム中継拠点を目指 し
て昭和基地を出発 した。生物 ・医学系では,オ ングル海峡での係留系回収 と設置作業,西 オングル島～ルンバ方面の
ルー ト工作,地 学部門と共同でラングホブデ,ス カルブスネス方面のルー ト工作を実施 した。航空も5日 に飛行作業
を開始 し,試 験飛行,慣 熟飛行,ル ー ト偵察,エ アロゾル採集など9フ ライトを実施 した。
9月 は,24日 に中継拠点旅行隊が,低 温やブリザー ドのために当初予定 より若干お くれたが,全 員無事帰投 した。
沿岸では,地 学系のスカルブスネスでの地震系メンテナ ンス,　GPS観 測,生 物 ・医学系の北の瀬戸での水中分光放射
測定,ル ッカリーの航空偵察,オ ングル海峡 ・北の瀬戸 ・西の浦での氷上観測,ル ンバ～イッ トレポブデポルメン方
面のルー ト工作が行 われた。
10月 は,越 冬交代後の再会を期 して25日 に ドームふ じ ・やまと旅行隊6名 が昭和基地を出発 した。地学系のラン
グホブデ,ス カルブスネス,ス カーレンでの地震系 メンテナンス,重 力測定,　GPS観 測,生 物 ・医学系のオングル
海峡 ・北の瀬戸 ・西の浦 ・とっつき岬での氷上観測,雪 鳥沢での気象計調査,弁 天島～ネッケルポルマネまでのルー
ト工作等が予定 どお り実施 された。
11月 は,生 物 ・医学系のオングル海峡 ・北の瀬戸 ・西の浦での氷上観測,係 留系の回収,ア イスアルジ調査,ペ
ンギン成長数調査の他に,12月 に予定されている ドームふ じ観測拠点への試験飛行の準備 として,S17お よび内陸旅
行隊によるMS244お よび ドームふ じ観測拠点での滑走路整備 と燃料 デポ作業が実施 された。 ドームふ じ ・やまと旅
行隊は,14日 に ドームふ じ観測拠点に到着,浅 層掘削を開始 した。
12月 に入 り,海 氷上 にはパ ドルが 目立ち始め,ま たクラックの拡大,海 水の滲みだ し等,状 況悪化が顕著になっ
てきたため,初 旬のラングホブデ方面でのペンギン繁殖巣数調査,オ ングル海峡での係留系回収 を最後 に,海 氷を通
過する沿岸調査 は打 ち切 った。11日 にポーラーロジスティックス社のDC-3型 機が,ノ ボラザレフスカや基地から ド
ームふ じ観測拠点に飛来 した。旅行隊は,23日 に ドームふ じ観測拠点を出発 し,や まと山脈 に向け移動 を開始 した。
以後,第43次 隊の到着 とともに,「 しらせ」ヘ リコプターを利用 しての43次 夏期沿岸調査の一環 として,地 学,生
物 ・医学,気 象,宙 空,撮 影等のオペ レーションが越冬交代後まで続けられた。なお,ド ームふ じ ・やまと旅行隊は,
2月6日 に16よ り 「しらせ」 にピックアップされた。
⑤ 設 営
電力,造 水,燃 料,通 信,食 料,医 療 といった基地 ライフラインの維持管理に加え,車 輌 ・通信機器 ・各種機械の
整備,野 外観測支援,建 築,航 空機お よび滑走路のメンテナンス,廃 棄物処理,　LAN監 視 など,年 間を通 して多 く
の作業が次か ら次へ と行われた。これらの作業は,設 営系隊員のみならず,観 測系隊員 も随時協力 しなが ら実施 され
た。
昭和基地での夏作業は2月 中旬 まで続けられ,観 測 ・設営部門の引 き継 ぎも含め,第41次 隊か らは最大26名 の支
援 を受けた。 また 「しらせ」乗員 による支援 はll日 まで続 けられた。光学観測棟,焼 却炉棟,廃 棄物集積場,西 部
地区分電盤小屋,配 管メンテナンス抗,太 陽熱温水器,倉 庫棟屋根改修,防 火区画A屋 根改修,汚 水放流管,電 力ケ
ーブルラック,南 極地域観測用携帯局変更等の工事が完了 した。 また,旧 食堂棟 については41次 隊員を中心 に解体
作業が行 われ,旧 娯楽棟のみを残 して部材はすべて撤去 され,現 地はコンクリー トの基礎柱を残す以外は更地 となっ
た。最終便以降,見 晴 らし岩金属 タンクから基地側金属 タンクへの送油,第1・ 第2夏 期隊員宿舎の閉鎖,電 源切替
え,航 空機の陸上駐機場への移動,各 現場の足場材の片付け,作 業工作棟へのソーラーウォールの取付け,車 輌整備,
各観測棟への燃料配付,外 灯 ・スピーカーの取付け,夏 期間にたまった廃棄物処理等が行 われ,越 冬へ向けた最終準
備が着 々と進行 した。20日 にインマルサッ トB-1シ ステムがダウンしたが,関 係各位 の努力により23日 に復旧 し
た。
3月 は,本 格的な冬の到来に備え,装 輪車のオーニ ング,持 ち帰 り廃棄物の集積,見 晴らし岩金属 タンクからのW
軽油 ・JP-5の 送油が完了 した。31日 には発電機1号 機か ら2号 機への電源切替えを行 った。また,夏 オペの残作
業の太陽光発電装置補強工事,ガ ス圧式消火装置の設置,西 部地区分電盤小屋ラック支線張 り等がすべて完了 した。
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新焼却炉棟が機能 し始めたため,旧 焼却炉棟か ら焼却炉,生 ゴミ処理機 を搬出 し,木 工場への改装がほぼ完了 した。
水質検査,バ イオ トイレの調整等,環 境保全関係の作業 も進んだ。中旬 に全員の採血 を行い,結 果は個人宛 に通知 し
た。
4月 に入 り,ル ー ト工作が本格化 した。また,野 外行動に向けて雪上車 ・ソリの整備,車 載無線機の点検 ・整備等
が開始 された(④ 野外行動で既述)。 このほか,1号 発電機1000時 間点検,木 工所の電気工事,西 部地区分電盤小
屋 ・燃料ポンプ小屋の換気 口遮蔽,車 輌 オーニング,建 物の修理 ・不具合対応,ブ リザー ド後の除雪等が行われた。
5月 は,日 照時間の短い中でのルー ト工作 に加 え,電 源切替え(1号 →2号),発 電機500時 間点検,管 理棟受水
槽ボールタップ交換,排 ガスボイラー点検,木 材粉砕機油圧 ライン補修,居 住棟等各機械室点検,見 晴 らし岩からの
送油,汚 水放流管の修理等,多 くの作業が行われた。 また野外関係ではS16か らの雪上車 ・ソリの回収,と っつ き岬
でのSMIOO雪 上車4台 の整備が完了 した。 これらに合 わせ,車 載無線機の点検整備,雪 上車の内装調査,撮 影およ
び支援作業が行われた。西オングル居住カブースの扉の修理が完了した。航空は,短 い 日照時間を利用 して慣熟 ・観
測 ・撮影飛行(合 計5回;飛 行時間11時 間50分)を 行 い,16日 の飛行 を最後 にミッ ドウ ィンター前の飛行作業 をす
べて終了した。　EXOS-D,　 ERS衛 星受信 も順調であった。
6月 は,全 停電にともなう復旧作業,温 調弁固着交換,定 流量弁交換,電 源切替 え作業,ま た小火災 に伴 うトラン
ス交換,煙 感知器の取付等が行われた。そのほか,厨 房冷凍庫の点検 ・整備,電 源切替え,見 晴 らし岩か らの燃料送
油,汚 水処理棟水質検査,健 康診断,　ERS　 ・　EXOS-Dの 受信,大 型アンテナレドームのパネル劣化チェックおよび1
カ月メンテナンス,建 築関係の不具合対応,撮 影などが行われた。飛行作業は休止中であったが,駐 機中の航空機の
点検作業,防 錆運転,駐 機場の整備等が行われた。今月はとくに ミッドウインター祭の支援作業,ま た内陸旅行 に向
けての各種準備作業 も並行 して行われた。 さらに,43次 隊への調達参考意見の取 りまとめ,20日 の水素 ガス発生器
室小火災を受けて,基 地内設備の総点検 も実施 した。
7月 は,電 源切替 えお よびそれに伴う発電機500時 間点検,燃 料 タンク切替え ・送油,防 火扉 ・火災感知 ・報知器
点検,居 住棟機械室点検 ・床暖房調査,上 水道の水質検査,健 康診断,棚 ・箱等の備品作成,　ERS受 信,　VLBI観 測
対応,撮 影,各 種機器の メンテナンス,不 具合対応 など,多 くの作業 を行 った。 中継拠点内陸旅行準備 として,
SM100型 雪上車の点検整備 ・架装 ・無線設備設置,燃 料 ドラムそ り積み,レ ーション作成,旅 行用装備点検準備など
が行われた。航空は,セ スナ機の100時 間点検を行 うとともに,下 旬以降の運行再開に向けて駐機場および滑走路 ・
牽引ルー トの整備等を行 ったが,天 候 に恵まれず7月 中の飛行 はなかった。なお,43次 隊への設営部門第1回 調達
参考意見を送付 した。
8月 は,電 源切替えに伴 う諸作業,燃 料 タンク切替 え ・送油のほか,Sl6へ の燃料 ソリデポ,SM104,105と ソリ
6台 の昭和基地への回送な ど内陸旅行準備,沿 岸ルー ト工作支援,上 水道の水質検査,ま た汚水放流管の修理,バ ク
テリア注入ポンプ交換,S16か ら回送 したSM104と105の 無線設備の撤去 と設置,　Air-VHF無 線機の性能調査,旅 行
用食料およびレーションの準備,ソ リ ・カブースの修理,旅 行装備の準備などを行 った。航空は,5日 に飛行作業を
再開 し,試 験飛行,慣 熟訓練(み ずほ方面を含む),ル ー ト偵察,エ アロゾル採集など合計9回 の飛行 を実施 した。
9月 は,電 源切替 えに伴 う諸作業,燃 料 タンク切替え ・送油のほか,内 陸旅行用の燃料 ソリ積み,SM50の 整備,
SM105のSl6へ の回送,沿 岸ルー ト工作支援,昭 和基地 に蓄積 されていた通称 ション ドラの処理,上 水道の水質検査,
旅行用の無線設備点検,可 搬型インマルサ ットA伝 送試験,沿 岸旅行用食料お よびレーシ ョンの準備,基 地内各施設
の補修,ラ ングボブデ雪鳥沢小舎の トイレ扉補修,中 継拠点旅行で撮影 したフィルム ・ビデオテープの整理,旅 行装
備の準備,大 型アンテナ6カ 月メンテナンスなど多 くの作業を行 った。航空は,海 氷調査,大 気観測など合計5回 の
飛行を実施 した。
10月 は,電 源切替えに伴 う諸作業,燃 料 タンク切替え ・送油のほか,内 陸旅行用の燃料 ソリ積み,43次 人工地震
物 品準備,第 一夏宿配管 ・ボイラー修理,各 種車輌の整備,SM50雪 上車4台 のSl6へ の回送,持 帰 り廃棄物のスチ
コン回収,内 陸旅行用および43次 人工地震用の無線設備設置 ・配備,沿 岸旅行用食料お よびレーシ ョンの準備,隊
員の健康診断,基 地内各施設の補修 ・雪漏れ修理,各 観測 ・設営作業風景,内 陸旅行関連 ・沿岸露岩域の空撮,内 陸
旅行装備品の引き渡 し,43次 人工地震関連装備品の準備 などを行った。航空は,氷 縁監視,大 気観測,　HFレ ーダー
アンテナパターン測定,海 氷ルー ト偵察など合計15回 の飛行を実施 した。
11月 は,各 種禁輸車 ・雪上車の整備,除 雪 ・砂 まき作業,Bヘ リエコバ ッグ処理,持 帰 り廃棄物のスチコン回収,
アンテナ島および蜂の巣山の送受信アンテナの点検整備,各 食糧保管庫の整理持帰 り装備品の準備などの作業を行 っ
た。航空は,大 気観測,　HFレ ーダーアンテナパターン測定,海 氷ルー ト偵察など合計10回 の飛行 を実施するととも
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に,ラ ングホブデ東方青氷帯滑走路の調査 を行 なった。これら以外に,12月 に予定 されている ドームふ じ観測拠点
への試験飛行の準備 として,S17,MD244お よび ドームふ じ観測拠点での滑走路整備 と燃料デポ作業を行 なった。
12月 は,夏 期隊員宿舎の立上げ ・引き継 ぎ,持 帰 り廃棄物の準備,第1夏 期隊員宿舎及び11倉 庫の無線設備立上
げ,不 要食糧品の廃棄 ・整理,依 託食糧品の搬入,持 帰 り装備品の準備,43次 隊人工地震への支援など多 くの作業
を行 った。航空は,大 気観測,空 撮 など合計9回 の飛行 を実施 した。なお,17日 の空撮 をもって42次 隊 としてのす
べての飛行作業を終了 した。43次 隊の到着 とともに,各 設備の引き継 ぎも並行 して行われた。
1月 は,2号 発電機 オーバーホール支援,43次 隊計画全停電作業支援,1001eeお よび1301ee水 槽清掃,管 理棟内ス
プ リンクラーヘ ッドの交換,43次 隊への引 き継 ぎ業務の完了,不 要食糧品の廃棄 ・整理,厨 房 ・備品の清掃,し ら
せ衛生士による歯科診療,医 務室の整理,「 しらせ」 に積みつけられた航空コンテナのラッシング作業,廃 棄物集積
場雨漏 り補修,一 九広場看板支柱交換,レ スキュー棚の整理,持 帰 り装備品の搬 出,43次 隊人工地震への支援 など,
43次 隊への引 き継 ぎも含む多 くの作業を行 った。
5)南 極地域活動計画確認申請
「南極地域の環境の保護 に関する法律」の規定に従い,第43次 南極観測隊活動 として,観 測船 「しらせ」 による
輸送,各 省庁が行 う定常観測,国 立極地研究所が担当する研究観測,設 営計画等について68項 目の申請を南極地域
観測統合推進本部長である文部科学大臣か ら環境大臣に対 して行い,環 境大臣の確認を受け,観 測隊員,同 行者及び
「しらせ」乗員の全員が 「南極地域活動行為者証」の交付を受けた。
この内3件 「南極氷床 ドームふ じ観測拠点における深層掘削活動(第2期 ドーム計画)」,「 リュツォ ・ホルム岩体
のみずほ高原におけるダイナマイ ト震源を用いた人工地震による地殻構造探査(東 南極 リソスフェアの構造 と進化の
研究H)」 及び第2廃 棄物保管庫の建設等夏期の建築作業については,初 期の環境影響評価書(IEE)を 添付 した。
また,専 用海洋観測船 に乗船 した隊員3名 の活動については,船 上 における海洋観測が主で南緯60° 以南の地域
での,大 陸,島,外 国の基地等への上陸 ・観測計画がなかったため,環 境省 と協議 した結果,確 認申請を実施 しなか
った。
6)大 型南極地域観測用物品の再利用
当研究所では,毎 年4月 に南極観測船 「しらせ」により,南 極地域観測事業で不要となった多数の廃棄物品を持ち
帰 っている。
これ らの廃棄物品の有効利用と南極地域観測事業の普及のため,全 国の科学博物館等を対象に展示等 を目的 とした
譲与,並 びに無償貸与を行 っている。
毎年2月 下旬 までに国立科学博物館 を始めとす る全国科学博物館協議会に加盟 している約260の 博物館等 に当該の
物品の展示希望等 について照会し,希 望のあった物品に関 して,所 内の南極地域観測廃棄物品再利用検討委員会に諮
った上で,雪 上車 ・建物等 について譲渡,並 びに貸与を実施 している。
昭和57年 か ら平成13年4月 までに譲渡,並 びに貸与を実施 した機関は,別 表の とお りである。
廃棄物の再利用状況
















機 関 名 物 品 名 貸与又は譲与日
貸与,譲 与の別
貸与 譲与
稚内市青少年科学館 小 型雪 上車SM25-1
























紋別市立流氷科学センター ス ノ ー モ ー ビ ル 平成10年4月13日 ○
石川県立航空プラザ ピラタスポー ター1号 機 平成5年9月1日 ～ ○
いす"自 動車 65KVA発 電機 平成10年4月13日 ○
ミサ ワホー ム 第10居 住棟パネル1枚 平成10年 ○
福山自動車時計博物館 小型雪 上車SM25-3
発電機(45KVA)2台









白旗南極探検隊記念館 大型雪上車KD60-5 平成12年4月13日 ○
ヤ ンマ ーデ ィーゼル(株) 発電機(200KVA) 平成9年3月 ○






















流星バース ト通信 を利用 した中山基地 ・昭和基地間の通信路の観測 とデータ転送の予備実験。
(5)観 測項目
1)中 山基地から トーン信号を46MHzの 搬送波 に乗せて送信 し,昭 和基地で流星エコーを観測する。
2)中 山基地 に流星バース ト通信用データ収集端末を設置 し,昭 和基地のマスタ局によって中山基地の気温,気
圧他のデータの収集を実験的に行 う。
(6)研 究成果
43次 隊では,南 極域における流星バース ト通信路の特徴及び統計的性質 を調査するため,中 山基地 一昭和基地
(約1,430km)間 で次の2つ の観測実験を行 っている。今回の交換科学者の派遣は中山基地に実験装置 を設置 し運
転 を開始することが 目的であった。2月 末に両基地の実験装置の設置を完了 し,現 在順調に実験を行 っている。
これ までに得 られた特 に興味深い実験結果 として,日 変動がほとんどない,数 分間程度連続 して通信可能 とな

















ケー プタ ウン着,調 査準備,打 ち合わせ
ケー プタウ ン発,ノ ボ ラザ レフスカや基地(ロ シア)着
ノボ ラザ レフス カや基地発 ,ト ロール基地(ノ ルウ ェー,72°3'S,2°30'E)着
INTAARI　 S.A.社 が運航 す る航 空機(イ リュー シン76と バ ス ラー ターボBT67)を 利用
車両等 準備,野 外訓練 のの ち,調 査旅行 に出発
トロール基地 到着
南 アフ リカの サナエ基 地か らヘ リコプ ターが飛 来,サ ンプル とAWIの 装 備 を引 き上 げ
トロール基地発,ノ ボ ラザ レフス カや 基地着
ノボ ラザ レフス カや基地発,ケ ー プタウ ン着
東 京(成 田)着
(3)派 遣 者
大和 田正明(山 口大学理学部 ・助教授)
馬場壮太郎(日 本学術振興会 ・特別研究員(国 立極地研究所))





調査地域のターゲ ットであるFilchner山 地では,1週 間の調査 を行い,山 地のほぼ全域を調査 した。同山地で
は,未 解明の変成 ・変形作用の解析やそれ らの形成年代に関する研究 を今回の調査の目的とした。同山地は主に
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グラニュライ ト相 に達する変成岩類か ら構成 され,西 部では閃長岩がそれ らに貫入する。変成岩類は,① 優白質
ザ クロ石片麻岩,② 褐色斜方輝石片麻岩および③多色片麻岩,の3岩 相に区分 される。これらは,全 体に層状構
造が よく発達 してお り,み かけの下位から① ～③ の順 に累重する。構造 は主に東西走向で,東 西に伸 びる背斜軸
がほぼ平行 に2本 発達 している。両背斜軸の間には,東 西走向を持ち低角度で南に傾斜する衝上断層が存在する。
今回の調査 によって,　Filchner地 域か ら各種岩石を約100試 料,採 集 した。これらを用いて,変 成作用の温度一座
カ ー時間経路の解析を行 う。
Filchner山 地以外では,各 キャンプ地の周辺をそれぞれ3～5日 間調査 した。中央 ドローニングモー ドラン ド
は,マ グマの活動が活発で,調 査地域の多 くの露岩では火成岩が分布する。　Filchner山 地を除 くと変成岩の分布
は,　Hoggstabenに 比較的まとまった分布が見 られるが,そ の他の地域では局所的に産するにす ぎない。火成岩類
は閃長岩 と花嵐岩が大部分を占めるほか,少 量のランプロファイアーも産する。今回,調 査地域全体をとお して,
火成岩約100試 料 を採集 した。今後,こ れらの試料 を用いて火成作用 と活動年代の解析を行 い,す ぐにJAREに よ
って調査 され,本 地域の東に位置す るセールロンダーネ山地 に分布する火成岩 との比較研究を行 う。
また,ノ ボラザ レフスカや基地に滞在中,シ ューマ ッハーヒルズの地質を調査 した。ここには角閃岩相～グラ
ニュライ ト相の変成岩類が分布する。 また,か つて超高温変成作用の指標鉱物であるサフィリンの産出が報告 さ





昭和基地は東南極 リュツォ ・ホルム湾東岸の大陸氷縁か ら西に4　km離 れた東 オングル島上 にあ り,天 測点は
69°OO'22"S,39°35'24"Eで 標高は29ユ8mで ある。
② 建築物
建物49棟 の総床面積は約6,100.5㎡ で発電棟2,作 業棟2,居 住棟2,観 測 ・研究棟12,ロ ケット関係棟4,多
目的衛生データ受信 システム,倉 庫4,燃 却炉棟,廃 棄物集積場等が,東 オングル島の岩盤の上に建て られている。
他 に,見 晴 らし岩西側 に燃料貯蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺には各種観測用のアンテナ群及びセンサー類が
あ り,基 地北側のアンテナ島に送信棟及び送信アンテナ群がある。
(3)電 力
発電棟に300kVA(240kW)2基 の発電機が配備 されている。通常は300kVA発 電機1基 の運転で基地全体の電力
を賄 っている。また,非 常用 として,基 地主要部から離れた夏期隊員宿舎の非常発電棟 に200kVA発 電機2基 を設
置 している。
(4)車 両,航 空機
夏期の建設作業 には,ク レーン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があ り,冬 期作業用 としてブル ドーザー,パ ワー
ショベル,小 型雪上車,内 陸や沿岸域な どの野外調査用 として大型雪上車,中 型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上
車,ス ノーモービル等が設置 されている。
〔5)通 信
昭和基地 と国内 との通信連絡は,イ ンマルサ ット衛星を利用 して行 われてお り,電 話,フ ァックス,テ レックス
などが利用で きる。 また,極 地研究所 との間では,こ の衛星を利用 した静止画像伝送(SSTV)の 運用 も行われて
いる。電報は,昭 和基地 とNTT東 京電報サービスセ ンター間をインマルサ ッ トのファックス通信で結 び,送 受信
される。短波通信は,内 陸基地や旅行隊 との連絡 に用い られているが,共 同FAXニ ュースの受信 も行 われる。ま
た,1997年2月 からは電子 メールが利用で きるようになった。
(6)医 療




















































































建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途










地 磁 気 変 化 計 室
1966(7)
12
木製パ ネル,特 殊 コネクター使用
地磁気絶対測定
旧 送 信 棟
1966(7)
29
















第2夏 期 隊 員宿 舎
1999,2000(40,41)
257.5
高床,木 製パネル(旧9.13居 住棟移設,機 械室増設)
レ ー ダ ー テ レ メ ー タ ー 室
1969(10)
86
高床,鉄 骨,木 製 パ ネル
ロケ ッ トレー ダー,テ レメー ター
コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)
22
高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で移設
夏期:し らせヘ リコプ ター管制
発 射 台 1970(11)135
高床,鉄 骨,タ ー ンテー ブル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発射





















































48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂,便 所







鉄骨2階,鋼 板パ ネル,木 製パ ネル
300kVA発 電 機1基,200kVA発 電機2基,冷 凍 ・冷蔵食糧庫,暗 室,
風 呂,便 所,洗 面,理 髪室
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建 物 名 建設年(隊 次) 構二 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
仮 作 業 棟 1985(26)112
パイプ,断 熱シー ト
航空 ・建築物品庫,土 木作業
作 業 工 作 棟 1986(27)289
鉄骨,鋼 板パネル,木 製パネル
車両整備,機 械物品庫
衛 星 受 信 棟 1988(29)117
高床,木 製パネル
衛星受信設備











1階 鉄骨。2・3階 集成材,鋼 板 ・木製パ ネル
隊長 室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯楽室,図 書室,通 信室,倉 庫



















第2HFレ ー ダー小屋 1996(37)23
高床,冷 凍庫パネル改造
HFレ ーダー観測
倉 庫 棟 1996(37)454
鉄骨2階,鋼 板パネル,木 製パネル
冷凍室,冷 蔵室,設 営倉庫,設 営事務室
地 震 計 室 1996(37)42
木製パネル
地震観測




第1居 住 棟 1997(38)284
高床,木 製パネル
個室21
汚 水 処 理 棟 1997(38)109
鉄骨平屋,鋼 板パネル
汚水浄化






汚 水 処 理 棟 通 路 1999(40)20.4
高床,鉄 骨,鋼 板
汚水処理棟～発電棟通路
MF　 レ ー ダ ー 小 屋 1999(40)16.2
高床,冷 凍庫パネル改造
MFレ ーダー観測小屋
第1廃 棄 物 保 管庫 2000(41)136
パ イプ,断 熱シー ト
廃棄物保管倉庫
焼 却 炉 棟 2001(42)56.3
鉄骨平屋,鋼 板パネル
焼却炉,生 ゴミ炭化装置
廃 棄 物 集 積 場 2001(42)30.4
鋼板パネル(冷 凍庫パネル改造)
廃棄物集積
光 学 観 測 棟 2001(42)509
鋼板パネル(冷 凍庫パ ネル改造)
光学観測
第2廃 棄物 保 管庫 2002(43)170




昭和 基 地 の南東 約270kmの 内陸 氷床 上(70°41153"S,44°19'54"E,標高約2,200m)に あ る この 基地 は 第11次 隊
(昭 和45年)に コルゲー ト棟 を設置 して以 来年 々拡 充 されたが,第27次 隊で 閉鎖 された。現在 は,ド ー ムふ じ観測拠
点へ の中継 点 となって いるが,基 地周辺 は ドリフ トに よ り小高 い丘 とな り建物 はすべ て雪面 下 に埋 没 し,内 部 の雪 洞
は雪 の圧力 によ り変形 してい るので,内 部へ の立 ち入 りは原則 と して禁止 してい る。
(1)建 設物
雪面 下 に コルゲ ー ト棟,観 測棟,居 住 棟,ポ ー レックス棟,超 高 層観測 室,医 療棟 の計6棟,延 床面積106㎡ の
建物 の他,ト レンチ を利用 した発電 機室,ボ ー リング場,雪 洞 に よる実験 室が あ る。 また地 上 には,通 信 用ア ンテ
ナ,30mの 気 象 タ ワー な どが設置 され てい る。
② 電 力等
16kVA(12.8kW)発 電機 を有 し,居 住 棟,観 測 棟等へ の暖房 は,発 電 機エ ンジ ンの冷却水 熱 を利 用 してで きる よ
うに なってい るが,基 地 内部へ の立 ち入 りが制 限 され てい る ことか ら整備 されてい ない。
みずほ基地平面図





6.ポ ー レ ックス棟
7.雪 氷 倉庫
8.雪 氷 実験室







ブ ラ イ ド湾 か ら約140kmの 内陸 氷床 上 に入 った氷 床上(71°31,34「,S,24°08'17"E,標 高 約930m)に ある この観 測
拠点 は,第26次 隊 か ら建設 が始 ま り,第28次 隊か ら32次 隊 までの5年 間越冬 観測 を行 った。そ の後,観 測 は中断 さ























































建物配置を図に示す。建物総面積は約433.6㎡ で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通路兼倉庫 ・冷凍庫 ・飯場棟から
なる。
あすか観測拠点配置

















































建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途





14.6 1986年(27次)で 移設 。倉庫
主 屋 棟
1984(26)木製パネル
100.0 厨房 ・食堂 ・通信 ・寝 室
発 電 棟
1985(27)木製パネル
95.0 発電機室 ・風呂 ・便所
観 測 棟
1986(28)木製パネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1986(28)鉄 パ イプ ラチ ス ・木製パ ネル,一 部分不 燃パ ネル
93ユ 倉庫兼用
② 電 力
常用電源として30kVA(24kW)発 電機2機 が発電棟 に設置 されている。




昭和 基地 の約1,000km南 の 氷床上 の頂 部 に位置 す る観 測拠 点 で,氷 床 ボー リ ングのため に1995年2月 よ り越冬
を開始 した。現在 は無 人であ る。位 置 は,77°19「01"S,39°42112"Eで,標 高 は3810mで あ る。
(2)建 設物
建物9棟 の総床 面積 は298㎡ で,発 電棟 ・食 堂棟 ・居 住棟 ・観測 棟 な どの地上 施設 の他,雪 面下 の ドリル作業室
と掘 削制御 室か らな る。避 難施設 を除 く地上建物 は通路 でつ ながれ食糧保 存庫等 に使用 している。
ドームふ じ観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 床面積(㎡) 構 造
発 電 棟 1995(35) 44.6 冷凍室パ ネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍室パネル改造
居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
観 測 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
医 療居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
避 難 施 設 1994(34) 45.9 パ イプ トラス,断 熱帆布
ドリル作業室 1995(35) 32.4 木軸,断 熱鋼板パネル
掘 削 制御 室 1995(35) 9.7 冷凍室パネル改造
通路 物 品庫 1995(35) 107.8 冷凍室パネル改造
大 気 観 測 棟 1997(38) 20.3 冷凍室パネル改造
(3)電 力等
常用電源 として28kVA(22.5kW)2基 が発電棟 に設置 されている。 このほかに ドリル作業室 に掘削用 として
28kVA発 電機1基 がある。生活用発電機は,常 時1基 で運転 しているが,掘 削用は必要な時 に運転する。生活区画
の暖房はエ ンジンの余熱 とボイラーで行い,造 水 は雪ブロックを融か して行 う。
(4)車 両










































































平成13年 度の南極地域観測に係 る資料整理は,以 下の資料等について実施された。
これ らの資料整理は順調 に進み,研 究発表は,学 会等 における口頭発表の他Memoirs,　 南極資料,JARE　 Data
Reports及 び関係学会誌 において行われている。
観測データー覧
定常観測 ・電離層部門 担当者 岸 田 浩 輝
観測項目 データ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関



























































定常観測 ・気象 担当者 田 口 雄 二








観測 野 帳,観 測原 簿,3.5イ ンチMO 1年分 気象庁
高層気象観測 高 度 約30kmま で の 気
圧,気 温,風 向 風 速,
-40℃ まで の 湿度
2001/2/1-
200211/31
観 測 記録,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
特殊ゾンデ観測 オゾン分圧の鉛直分布 2001/2-
2002/1





観 測 記 録3.5イ ンチMO 8回 分 気象庁
オゾン観測 オゾン全量 2001/2/1-
2002/1/31
観 測 記 録3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
オゾン反転 2001/2-
2002/1
観 測 記 録,3.5イ ンチMO 59回 分 気象庁
地上オゾン観測 オゾン濃度 2001/2/1-
2002/1/31
観気媒体 1年 分 気象庁
一162一
定常観測 ・気象 担当者 田 口 雄 二
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関




波長別紫外域日射量 2001/2/1一 観測 記 録,3.5イ ンチMO 1年分 気象庁
2002/1/31




上向き放射量(可 視領 2001/2/1一 磁気媒体 1年 分 気象庁
域放射量,紫 外域日射 2002/1/31
量,長 波長放射量)
その他の観測 ロボット気象計による 2001/2/1一 観 測 記録,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
S16の 気温,風 向風速2002/1/31
海氷上の積雪 2001/4一 観 測記 録,3.5イ ンチMO 9ケ 月分 気象庁
2001/12
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 五百旗頭 健 吾
観測項目 データ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
大 型 短波 レー ダー エ コ ー デ ー タ 2001/2/1一 CD-R・650MB 58枚 国立極地研究所
2002/1/31
エ コ ー デ ー タ 2001/2/1一 3.5イ ン チMO・1.3GB 30枚 国立極地研究所
2002/1/31
エ コ ー デ ー タ 2001/2/1一 Exabyteテ ー プ 47巻 国立極地研究所
2002/1/12
エ コ ー デ ー タ 2002/1/5一 DDS3テ ー プ 7巻 国立極地研究所
2002/2/6
管理 デ ー タ 2001/2/1一 3.5イ ンチMO・640MB 4枚 国立極地研究所
2002/1/31
管理データ 2001/2/1一 3.5イ ンチMO・230MB 2枚 国立極地研究所
2001/9/16
MFレ ー ダー 水平風速 ・電子密度デ 2001/2/10一 3.5イ ンチMO・640MB 9枚 国立極地研究所
一 タ 2002/1/31
レー ダ ーエ コ ー生 デ ー 2001/6/1一 DDS4テ ー プ 16巻 国立極地研究所
タ 2002/1/20
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 小 林 史 利
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
ナ トリウム温度ラ ナ トリウム層散乱強度 2001/2/10一 3.5イ ンチMO・640MB 1枚 国立極地研究所
イダ ー デ ー タ 2002/12/27 信州大学
成層圏散乱強度データ 2001/3/1一 3.5イ ンチMO・640MB 1枚 国立極地研究所
2001/10/17 信州大学
一163一
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 藤 田 信 幸
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
ULF/ELF電 磁波
動観測
波 形 デ ー タ 2001/2/1-
2002/1/31
DVD-RAM　 ・　5.2GB 37枚 東北大学
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 田 口 真
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関




DVD-RAN　 ・　52GB 19枚 国立極地研究所
オ ー ロ ラ ドップ ラ
ー イメ ー ジ ヤー
干渉フリンジ画像 2001/3131-
2001/10/16
DVD-RAN　 ・　5.2GB 24枚 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 小 林 史 利 ・田 口 真 ・五百旗頭 健 吾 ・藤 田 信 幸
観測項目 データ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関





プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 小 林 史 利
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
DMSP衛 星受信 SSJ/4デ ー タ 2001/2/1-
2002/1/31
4　mmDAT 236巻 国立極地研究所





モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 藤 田 信 幸
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関














感熱式チャー ト記録 13巻 国立極地研究所




5イ ンチMO・230MB 12枚 国立極地研究所









3.5イ ンチMO・640MB 10枚 京都大学
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 田 口 真
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
オーロラ光学観測 ATV全 天ビデオ画像 2001/316-
2001/10116
S-VHSビ デ オ テ ー プ ・180分 232巻 国立極地研究所
ASC全 天画像 2001/3/6-
2001/10/16
DVD-RAM　 ・　5.2GB 17枚 国立極地研究所




3.5イ ンチMO・640MB 6枚 国立極地研究所
一164一
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 五百旗頭 健 吾
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
イ メー ジ ング リオ
メー タ




3.5イ ンチMO・640MB 19枚 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 小 林 拓
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関






3.5イ ンチMO・230MB 1枚 国立極地研究所
マ イ ク ロパ ル ス ラ
イ ダー




3.5イ ンチMO・230MB 3枚 国立極地研究所
航空機による大気
観測
気 圧,気 温,湿 度,露









航海期間 3.5イ ンチMO・230MB 1枚 国立極地研究所




微粒子の粒径分布 航海期間 CD-R 1枚 国立極地研究所
山梨大学
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 本 山 秀 明
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
GPS精 密測位 夏 ドーム旅行 2000/12-
2001/1
CD-R 1枚 国立極地研究所





無人気象観測 夏 ドーム旅行 2001/1 CD.R 1枚 国立極地研究所
















モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 中 鴬 裕 之







チ ャ ー ト紙 12冊
メ タ ン(CH、)濃 度
連 続 観 測
GCカ ウ ン ト 3.5"FD 24枚
プリンタ用紙 1冊
チ ャー ト紙 12冊
地上オゾン(O,)
濃度連続観測
オ ゾ ン計 出 力(1007) 3.5"FD 24枚
プリンタ用紙 13冊
チ ャー ト紙 12冊
オゾン計出力(1007) 3.5"FD 24枚
プリンタ用紙 14冊
チ ャー ト紙 12冊
一酸化炭素(CO)
濃度連続観測
GCカ ウ ン ト 3.5"FD 24枚
プリンタ用紙 13冊
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 小 林 拓





3.5イ ンチMO・230MB 1枚 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 本 山 秀 明
観測項目 データ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関










CD R 1枚 国立極地研究所
氷床氷縁空撮 氷床氷縁空撮 2001/10/9,
10/20,10/21
フ イル ム 30本 国立極地研究所
一166一
プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 岩 野 祥 子
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
超伝導重力計連続 超伝導重力計信号,ラ 200112/1 3.5イ ンチMO・640MB 3枚 国立天文台 ・水
観測 コス ト重 力計信 号, 2002/1/31 沢
ラコス ト重力計に
よる地球潮汐の観
GEP-2制 御 信 号,気 圧,
室 温,各1秒 サ ンプ リ
測
ン グデ ー タ
超伝導重力計TIDE, 2001/2/1一 チ ャ ー ト紙H25-1Z/理 化 電機 12冊 国立天文台 ・水
MODEラ コ ス ト重 力 計2002/1/31 6ペ ン式 レ コー ダ ー 沢
TIDE,　 MODE気 圧,
室温
超伝導重力計傾斜信号 2001/2/1一 チ ャ ー ト紙B9501AH/横 川2ペ ン式 レコ ー ダ12冊 国立天文台 ・水
アナ ログ モ ニ ター 記 録 2002/1/31 一 沢


















観測ログ 2001/2/7一 FD 2枚 国立極地研究所
2002/1/17
プロジェク ト研究観測 ・地学部門 担当者 伊 藤 喜 宏
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関





モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 伊 藤 喜 宏
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
短周期 ・広帯域地 HES地 震計アナログ記2001/2/1一 感熱紙記録8D23 24冊 国立極地研究所
震計連続観測 録 2002/1/31
STS地 震計アナログ記2001/2/1一 感熱紙記録8D23 12冊 国立極地研究所
録 2002/1131
STS地 震計アナログ記2001/2/1一 チ ャ ー ト紙R66 12冊 国立極地研究所
録 2002/1/31
STS地 震計POS出 力ア2001/2/1一 チ ャ ー ト紙RD2212 12冊 国立極地研究所
ナログ記録 2002/1/31




HES　 ・　STS地 震 計 デ ジ2001/2/1一 DATカ セ ッ トテ ー プ 5巻 国立極地研究所
タ ルデ ー タ記 録 2002/1/31
沿岸露岩域におけ 地震計デジタル記録 2001/2/1一 MO・640MB 15枚 国立極地研究所
る広帯域地震計連 2002/1/31
続記録




モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 岩 野 祥 子
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
GPS連 続観測 GPSデ ー タ 2001/2/1-
2002/1/31
3.5イ ンチMO・640MB 1枚 国土地理院
露岩域GPS観 測 GPSデ ー タ 2000/12/27-
2002/2/5
3.5イ ンチMO・640MB 1枚 国立極地研究所
露岩域重力測定 重 力 デ ー タ 2000/12/21-
2002/1/28
重力野帳 5冊 京都大学
海氷GPS観 測 GPSデ ー タ,デ ジ タ ル




3.5イ ンチMO・640MB 1枚 京都大学
ビデオ画像 2001/5/11-
2001/11/24
MiniDVテ ー プ ・80分 5巻 京都大学
潮 位 デ ー タ 2001/2/1
2002/1/31




チ ャ ー ト紙mR-180 12冊 海上保安庁水路
部
一168一
プロジェクト研究観測 ・生物 ・医学部門 担当者 平 言睾 享,白 井 拓 史
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
海洋観測 海洋観測データ 2001/3/5一 MO 2枚 国立極地研究所
2001/12/11
南極地域における 血液生化学データ 2000/11一 MO 1枚 千葉大学医学部
寒冷ストレスのホ 2002/3
ルモ ン,免 疫 機能
への影響に関する
研究
南極地域における 睡 眠 デ ー タ 2001/2一 MO 1枚 千葉大学医学部
寒冷ス トレスの自 2002/1
律神経系,睡 眠へ
の影響に関する研 血 液 ガス デ ー タ 2001/2一 MO 1枚 千葉大学医学部
究 2002/1
モニタリング研究観測 ・生物 ・医学部門 担当者 平 言睾 享
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
SeaWiFS,　 NOAA衛星 デ ー タ 2001/2/1 DDS3　 DAT 72巻 国立極地研究所
受信 2002/1/31
SSSIモ ニ タ リ ン画像 2002/2/4一 35mmカ ラー フ ィル ム 4本 国立極地研究所
グ 2002/2/5
土壌細菌 ・藻類モ 画像 2002/1/12,35mmカ ラー フ ィルム 4本 国立極地研究所
ニ タリ ン グ 1/24,1/27
モニタリング研究観測 ・共通 担当者 小 林 拓
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
NOAA衛 星受信 AVHRRデ ー タ 2001/2/1一 DATテ ー プ 118巻 国立極地研究所
2002/1/31
モニタリング研究観測 ・共通 担当者 小 林 拓
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関


















30 一 国際 地 球 観 測 年(IGY)の 一 環 と して の 南 極 観測
へ の 参 加 に つ い て 閣議 決定(30.11.4)
一 一 　 一 一
31 1
第1次 隊 「宗 谷」 で 出 発,海 鷹 丸随 伴,東 オ ング
ル島 に 「昭 和 基 地」 開設(32.1.29),帰 路 「宗 谷 」





32 2 氷状悪化のため 「宗谷」接岸できず,越 冬断念 (0)
50


























永田 武 ○ 村山 雅美
34 4







立見 辰雄 ○ 鳥居 鉄也
35 5







○ 村山 雅美 守田康太郎




36.10.30 37.4.17 吉川 虎雄 原田 美道
37 一 残務整理 一 一 一 一 一
38 一 南極地域観測再開を閣議決定(38.8.20),再 開準
備費及び新船建造費計上
一 一 一 一 一
39 　 自衛隊法改正,輸 送は防衛庁が担当 一 一 一 一
一
















○ 鳥居 鉄也 楠 宏
42 9
極 点 に至 る往 復 調 査 旅 行 〔5.182km,9.28～2.15















○ 楠 宏 村越 望
44 11
ロ ケ ッ ト(S-160)2機 試 射 に成 功,み ず ほ 観 測







○ 松田 達郎 川口 貞男
45 12
ロ ケ ッ トに よ る オー ロ ラ観 測 開 始(S-160,S-210
計7機 打 上),み ず ほ観 測拠 点 で 越 冬 観測,「 ふ じ」
右 推 進 翼1枚 切 損,(46.1.10),「 ふ じ」 推 進 装 置









ロ ケ ッ トに よる オ ー ロラ観 測(7機 打 上),「 ふ じ」














楠 宏 ○ 平澤 威男
48 15
地学系,環 境科学系観測重点(2-1),や まと限
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地 学 系,環 境 化 学 系 観 測 重 点(2-2),コ ウ テ イ






○ 星合 孝男 吉田 栄夫
国際磁気圏観測計画(IMS)の 初年度ロケット
50 17
(S-2106機,S-3101機)打上,人 工 衛 星 テ レ





(52.3.22)○ 芳野 赴夫 平澤 威男
「南極地域観測事業の将来計画基本方針」策定
51 18





(53.3.20)○ 楠 宏 國分 征
IMS第3年 次,ロ ケ ッ ト(S-2102機,S-3104
52 19
機)打 上,南 極輸送問題調査会議設置,「 みずほ





(54.3.20)○ 平澤 威男 大瀬 正美
(53.3.22)
地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重 点(3-1),や ま と限 石





(55.3.21)吉田 栄夫 ○ 山崎 道夫
54 21
地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重 点(3-2),新 観 測 船 建


















系 ・生 物 資 源 に 関 す る 国 際 共 同 観 測(5-1),東
ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地学 研 究(7-1)








系 ・生 物 資 源 に関 す る 国 際 共 同観 測(5-2),東





(59.3.20)○ 前 晋爾 大山 佳邦
2),新 船 建 造 第最 終 年 次(57.11.12完 成)
中層 大 気 国 際協 同 観 測(4-3),ロ ケ ッ ト(S-310
3機)打 上,南 極海洋生態系 ・生物資源に関する
58 25 国 際 共 同 観 測(5-3),東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ド




(60.3.25)○ 平澤 威男 内藤 靖彦
就 航(58.11.14)
中層 大 気 国際 協 同観 測(4-4),ロ ケ ッ ト(S-310
3機)打 上,南 極海洋生態系 ・生物資源に関する
59 26 国 際 共 同 観 測(5-4),東 ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド









測(5-5),東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・



















東 ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
61 28 (7-6),気 候 変 動 に関 す る総 合 研 究(5-1),陸 上






星合 孝男 ○ 大山 佳邦
※ 鮎川 勝
冬 観 測 開 始(62.12.16)
東 ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
62 29 (7-7),気 候 変 動 に関 す る総 合 研 究(5-2),陸 上










第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
63 30 研 究(8-1),気 候 変 動 に 関す る総 合研 究(5-3),









第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
元 31 研 究(8-2),気 候 変 動 に 関す る 総 合研 究(5-4),









第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
2 32 研 究(8-3),気 候 変 動 に 関 す る 総 合研 究(5-5),






國分 征 ○ 藤井 理行※ 巻田 和男
気球による超高層大気の観測(3-1)
第H期 東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
3 33
研 究(8-4),南 大 洋 の 地 学研 究(5-5),ポ ー ラ ー





○ 福地 光男 佐野 雅史
氷 床 ドー ム深 層 掘 削 観 測 計 画(5-1),海 氷 圏 生
物 の 総 合研 究(5-1)
第n期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地域 雪 氷 ・地 学
4 34 研 究(8-5),ポ ー ラ ー パ トロ ー ル気 球 に よ る超






○ 佐藤 夏雄 成瀬 康二
測 計 画(5-2),海 氷 圏生 物 の 総 合研 究(5-2)
5 35
第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学





渡邉 興亜 ○ 横山宏太郎
海氷圏生物の総合研究(5-3)
6 36
第 口期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学









第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学


















○ 山内 恭 ☆ 金戸 進
山岸 久雄
大 陸 の進 化 ・変 動 の研 究(5-1),南 極 環 境 と生
物の適応に関する研究(5-1)
一172一
年 隊 隊員数/人 備 考
度 次










変 質 の研 究(5-2),極 域 大 気 一 雪 氷 一 海 洋 圏 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る研 究(5-2),南 極









10 40 おける環境変動機構に関する研究(5-3),南 極





(12.3.27)白石 和行 ○ 宮岡 宏
物 の 適 応 に 関 す る研 究(5-3),豪 州 観 測 船 「オ




変 質 の 研 究(5-4),極 域 大 気一 雪 氷 一 海 洋 圏 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る研 究(5-4),南 極








変 質 の研 究(5-5),極 域 大 気 一 雪 氷 一 海 洋 圏 に
お け る環 境 変 動 機 構 に関 す る研 究(5-5),南 極
















◇小達 恒夫南極域から探る地球史(5-1) (15.3下 旬)
(予 定)




地球規模の気候 ・環境変動は,気 候の温暖化,オ ゾン層の破壊,降 水の酸性化などの諸現象に代表されるように生
態系のみならず人類生存 にもかかわる最重要の問題になっている。北極域は,地 球規模の気候 ・環境変動が最 も顕著
に現れる地域であるとともに,当 該地での環境変化が地球規模変動の引 き金になると考えられている。 さらに,フ ィ
ー ドバ ック機構 により北極域の環境の変化が一段 と増幅 されるとも考えられている。地球規模の気候 ・環境変動 を正
確 に予測する上で,北 極域における気候 ・環境変動の実態 を克明に把握 し,変 動メカニズムを解明することは,早 急
に取 り組 まねばならぬ緊急の課題である。
このため,平 成11年 度か ら 「北極 における気候 ・環境変動 に関す る研究」 を,大 気科学,雪 氷,海 洋,陸 域生態,
超高層大気の分野で,国 内外の共同研究 として進めている。
平成13年 度に実施 した観測の概要を分野別に示す。
A.北 極域対流圏 ・成層圏物質の変動 と気候影響
北極域大気の対流圏,成 層圏における温室効果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動 を明 らかにし,そ の原因 と
なる輸送や生成 ・消滅過程の解明 をはか り,南 極域 と対比 しつつ,放 射効果などを通 じた気候への影響 を評価する
ことを目的 としている。13年 度は以下の計画を進めた。
(1)温 室効果気体については,ス バールバル,ニ ーオルスン基地地上での観測 を継続 し,精 度の高い観測結果を蓄
積 した。CO、中の炭素同位体比の分析か ら,季 節変化に対する陸上生物圏の影響が卓越することが示 された。 ま
た,ア ラスカ ・パローやカナダ ・アラー トでの観測結果 との比較解析が行 なわれ,広 域分布,輸 送機構や変動 メ
カニズムの情報 を得た(カ ナダMSCと の共同)。
一方,大 気一海洋間二酸化炭素交換 については,イ ギ リスを中心 としたEU計 画である"CONVECTION"に 参加
し,船 上観測 を4月 にグリーンランド海で実施 した。
(2)エ アロゾルと雲 ・降水については,ニ ーオルスン基地にて地上観測,マ イクロパルスライダーやレー ダ,マ イ
クロ波放射計による リモー トセ ンシング観測 を実施 し,時 間高度分布が得 られつつある。 さらに,10月 以降,
ペアーアイラン ドでの レーダ観測(北 大理学研究科中心)と 同期 した観測を行い,擾 乱の移動に伴 う雲,降 水の
盛衰を把握することができた。成層圏 オゾンに関連す る極成層圏雲のライダーお よびエアロゾルゾンデ観測を冬
期実施 し,ま た新 しい水蒸気ゾンデ(Snow　 White)の 観測 も試みた(名 大環境学研究科共同)。
(3)平 成11/12年 度春期 に実施 した北極対流圏エアロゾルと放射効果についての 日本 ・ドイツ共同航空機地上同
期観測(ASTAR2000)結 果の高次の解析を進めた。採取試料の電子顕微鏡分析等を進めた他,観 測結果の解釈
のため,気 象客観解析 データによる大気循環場や トラジェク トリーの解析を行 ったと共に,観 測結果 を北極領域
気候モデル　(HIRHAM)　 に組み込み,放 射強制力,気 候影響評価に取 り組んだ(AWIと の共同)。
(4)13年 度末,3月 上旬 に北極海横断航空機観測　(AAMP　 O2)　を実施 した。中型ジェット機 によ り,日 本からの
長距離飛行で,ア ラスカか らスバールバルまで北極海横断の成層圏飛行観測 を行 うと共に,ア ラスカ域およびス
バールバル域にてローカル飛行観測を行 った。この飛行観測では,温 室効果気体やエアロゾルの動態,エ アロゾ
ル光学特性 と放射影響(特 に新 しくサ ンフォトメータ観測),雲 ・擾乱の構二造の解明を目的 とし,広 域大気の鉛
直構造,水 蒸気分布等 を調べ るために ドロップゾンデ観測 も実施 した。特に,大 気中物質の長距離輸送,成 層
圏一対流圏交換,ポ ーラーロー(極 低気圧)の 盛衰等を中心的課題 とした。地上では,ニ ーオルスン基地等 にて
航空機 と同期 した集中観測 を実施 した。本観測 も,平 成11,12年 度の航空機観測 に引 き続 き,ド イツAWIと の
共同観測 と位置づけた。
B.環 北極雪氷掘削コアによる比較環境変動研究
気候 ・環境変動の地域性の大 きい北極域 において,そ の変動のメカニズムを解明するためには,北 極域の様 々な地
域で過去に生じた気候 ・環境変動 を解明すること,ま た現在の北極雪氷圏の水 ・物質循環特性 を明 らかにすることが
重要である。このため本研究では北極域の多点で雪氷 コアの掘削 ・解析お よび広域積雪調査 を実施 している。平成
13年 度はグリーンランド,ロ シア,カ ナダを中心に以下の ような研究 を実施 した。
(1)グ リーンランド:「 北グリー ンラン ド深層 コア掘削解析研究計画　(NGRIP)　」
一174一
NGRIP計 画は,北 グリー ンランドのNGRIPで 採取 された深層 コアの解析から,過 去数十万年の環境変動を解
明することを目的 としてお り,デ ンマークを中心 とする欧米諸国と日本の国際共同研究 として実施 している。平
成13年 度は 日本か ら4名 が参加 し,3001mま で深層 コアを掘削 した。 また,78mま での浅層 コア掘削 と掘削孔
を利用 した空気のサ ンプリングを実施 した。
深層 コアにおいては氷期にクラウデ ィーバン ドと呼ばれる白濁層と透明層の縞模様が観測 されるが,縞 模様の
間隔を光学画像か ら観測 しノイズ処理を した結果,周 期変動が観測 された。調 期は約36㎜ で,年 層の厚 さに
相当することが確認 された。
(2)ロ シア:「 シベリア積雪調査」お よび 「アルタイ山脈 における雪氷 コア掘削」
シベ リア高気圧圏における気候 ・環境変動の実態 を明 らかにするため,ロ シアとの共同研究 としてシベリア東
部で広域積雪調査 を実施 してきたが,本 年度は採取 した積雪試料の重金属分析 を行 った。 また,ア ル タイ山脈の
ソフィスキー氷河 においてロシアと共同でピット観測 と表層雪氷コア掘削を実施 した。
シベ リアの積雪調査ルー トにおける金属沈着量は多 くの元素について,ヤ クーツクか らイルクーツクに近づ く
につれ,ま た,ヤ クーツクか らブラゴベシェンスクに近づ くにつれ大 きくなる傾向があった。一方ヤクーツクか
らマガダンにかけては比較的沈着量が少なかった。
ソフ ィスキー氷河の ピッ トから採取 した雪氷試料について,ダ ス ト,花 粉,藻 類の分析を実施 したところ,春
か ら夏にかけて濃度がピークになる花粉,藻 類の濃度 ピークとほぼ同じ深 さにダス ト濃度の ピークが観測 され,
夏に融雪がかなり生 じる同氷河においてもダス ト濃度の季節変動が保存 されていることが明らかになった。そこ
で,ダ ス ト濃度プロファイルを用いて25m深 の雪氷 コアの年層境界を推定 し,最 深層は約13年 前 に相当す るこ
とが分かった。
(3)カ ナダ:「 マウン トローガンにおける氷河観測」
北太平洋域における過去の気候 ・環境変動 を研究するため,カ ナダのマウントローガンで雪氷コア掘削 と氷河
観測が計画 されている。平成13年 度はカナダと共同でマウン トローガンの標高の異 なる多点 においてピット観
測 を実施 した。その結果,積 雪量が標高4200mを 越えると急激 に減少することが分かった。 また,積 雪表面付
近に4月 末に飛来 したゴビ砂漠のダス ト層が 目視観測 された。
C.北 極域海洋動態 と生態系変動の研 究
これまでにノースウォータポリニア海域における国際共同研究であるNOW　 Studyの 研究結果に関する多 くの発表
が行 われて きたが,最 終的な研究結果のまとめとしてDeep-Sea　 Researchの 特集号が とりまとめられた。さらに後継
プロジェク トであるCanadian　Arctic　Shelf　Exchange　Study　(CASES)　 の現場観測 を目指 し,最 終的なサイエ ンスプラ
ンのとりまとめ及び予算要求の手続 きが準備 された。以下にこれまでに行われた研究結果の一部を記す。
(1)ア イスアルジーの光合成の光制御機構
従来,ア イスアルジーは海氷や積雪などの影響 を受け,極 めて弱い光の下で光合成生産活動を営むゆえ,限 ら
れた光 を効率 よく吸収利用すると考えられて きた。 しか しなが ら近年の研究では低温環境では しばしば光合成能
力以上に光エネルギーが過剰 とな り,不 可逆的阻害を受ける場合が多いことを指摘 している。サロマ湖の季節海
氷下で大増殖 していたアイスアルジーは,微 量なが ら過剰光防御作用をもつキサ ントフィル回路色素を保持 し,
過剰 な光の照射 に対 して低温 にもかかわらず秒から分オーダーの反応を見せること,そ の含有量が環境 中の光強
度の日周期と呼応する変動を見せ,さ らに光合成の量子収率 も含有量変動 と鏡像関係で変動 していたことが判明
した。 これによってアイスアルジーは,環 境中の光は微弱ではあるものの,日 周期的に現れる光の強弱 に対 して
も光合成 に流れる光の量を制御 しながら光合成反応 を営む姿が描 き出された。 この制御機構の介在は光エネルギ
ーの利用効率を低めるものであ り,こ の観点か ら,ア イスアルジー群集は必ず しも光利用効率ばか りを向上 させ
ている群集ではな く,必 要に応 じ光合成系への入射エネルギーの調節を行 う能力 を保持する群集である,と 考え
られた。
(2)ノ ースウォータ　(NOW)ポ リニア海域における有機物粒子の沈降過程
NOWポ リニア海域では,春 か ら夏にかけて基礎生産量,動 物プランク トンの摂餌量やそれに伴 う糞粒排 出量
及び粒状有機炭素(TPOC)フ ラックスは他の北極圏海氷海域 と比較 して高いことがNOW共 同研究の結果か ら
明 らかになってきた。 しか し,約200m層 で観察 されたTPOCフ ラックスのピークと基礎生産量,動 物プランク
トン摂餌量の ピー クの出現 に時間的な不一致が見 られた。その原因を明らかにするためNOWポ リニア海域 にお
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ける6月 か ら7月 にかけての粒子の沈降過程 を定量的に推定 した。その結果6月 においては,排 出された糞粒の
わずか に8%が200m層 に到達 した。 また,実 際に200mに おいて観察 されたTPOCフ ラ ックスはMartinら
(1987)に よ り提唱された経験式から推定されたフラックスの6分 の1で あった。つま り6月 には粒子の効率的
な沈降 を妨げる滞留過程が働いていた と考えられる。一方7月 には,排 出された糞粒の94%が200m層 に到達 し
た。実際に200mに おいて観察 されたTPOCフ ラックスは推定TPOCフ ラックスの3分 の2程 度であ り,大 きな
差 は見 られなかった。7月 には6月 と比較 して沈降粒子の滞留過程は弱 まり,効 率的な粒子の沈降が起 こってい
た と考えられる。このことか ら,　NOWポ リニア海域における粒子の沈降を左右する要因の一つとして糞粒の破
壊活動 を含んだ粒子の滞留過程の重要性が確認 された。 これ らは基礎生産有機物の効率的な再利用過程の存在 を
示唆 している。
D.北 極域 ツン ドラ環境変動の研究
(1)ス バールバルでの研究観測
スピッツベルゲン,ニ ーオルスン地域の氷河後退域 においては北極域陸域生態系の炭素循環に対す る温暖化の
影響 を予測する一環 として,高 緯度北極域の植物群落 における生態系純生産量(NEP)の 測定 を行い,　NEPの
変動 に与える要因を検討 した。2001年7月 中旬か ら8月 中旬 にかけて,調 査区付近の優占種であるキ ョクチヤ
ナギSalix　polalisと カギハ イゴケSanionia　uncinataの 混成群落 におけるNEPを 携帯用光合成蒸散測定装置(Li-
cor6400)を 用いて野外環境条件下で測定 した。　NEPに 影響 を与える環境要因 として,土 壌温度,群 類群落の温
度,ヤ ナギの葉面温度,光 合成有効波長域の光量子束密度(PPFD),群 類お よび土壌の含水率を調査期間を通 じ
て測定 した。調査期間中のNEPの 値は一44～171(平 均43)　mgCOrC　 m・2　h・'となり変動はかな り大 きかった。
NEPが 負(系 からのCO、の放出)の 値 を示 したのはヤナギの開業期 間であ り,ヤ ナギの葉の成長 とフェノロジー
はNEPの 値 に大 きな違いを示 した。降雨後の コケの含水比が高い ときにはNEPの 値 も大 きくな り,コ ケの含水
比が小 さいときの2倍 近 くに達す ることもあった。 コケの乾湿 に関わらず,光 が400μmolm・2s・1に 達するまで
は光の増加 とともにNEPは 増加 し,400～800μmolm・2s・1で 光飽和に達 した。一方,群 落全体の呼吸速度は温
度の上昇 とともに増加 した。以上から,　NEPを 制限 している要因には生物的要因と非生物的要因があ り,生 物
的要因 としてはヤナギの成長にともなう同化器官のバイオマスの変化やヤナギ,コ ケおよび土壌微生物のバ イオ
マス,そ して非生物的要因 としては光,水(降 水)お よび温度などであると推察 された。今後は本調査結果 と現
在までに得 られた植物および土壌微生物の生理生態的データ等を統合 して本生態系における炭素循環モデルを構
築 し,高 緯度北極の陸域生態系 に与える温暖化の影響 を予測する予定である。
(2)北 極カナダにおける研究観測
一方,カ ナダ北極において,7月,氷 河周辺域の予備調査を行 った。これまで実施 して きたスバールバルでの
氷河末端域の生態系の変動 との比較研究 を目的としたものである。北極 カナダでは最近後退 したと考えられる氷
河末端域における植生学的,生 理生態学的基礎研究が今後,本 格調査 を予定 してお り,本 年度に選定 したエルズ
ミア島のオーブロヤー湾,ク リーガー山脈氷河群において調査を行 う予定である。予察の段階であるが、本年度
はCassiope　tetragonaの 群落調査 を行った。調査地は北緯80° 以北に位置 しているため,高 等植物はほとんど存
在 してないが,氷 河の近 くの窪地や雪田の斜面には小面積の植物群落が見 られる。調査 を行 ったCasiope群 落は
雪 田の下方に位置す る斜面で上部はすでに乾燥 していて,下 部は湿潤の条件であった。密度の高いCasiopeの 群
落は幅5～6mで 上方か ら下方へ50mほ ど連続 していた。地表部分の水分量 に対す るカシオペの形態学的変化
を見るために,一 年間で生長 した茎の長 さと1シ ーズンにつけた花の数 を本年度 と昨年度に分けて測定 した。ま
た,形 態学的な違いを明らかにするため葉の全体の構造,表 面構造,内 部構造についてパラフ ィン切片法を用い
て顕鋭 した。その結果,水 分条件によって茎の併出の仕方,葉 の内部構造に違いが見 られた。また,年 間の伸長
生長量 には大 きな差異があった。
E.北 極域における中層大気 ・熱圏の力学的結合
研究課題 「北極域における中層大気 ・熱圏の力学的結合」 は下層の中性大気から上層 プラズマ大気 に至る広い地球
大気 で生起する力学的現象の解明 を通 じての地球大気の繋が りと気候変動の波及の理解 を目的 としている。平成13
年度 は以下の様 に研究が進められた。
(1)流 星レーダーによる極域中間圏 ・下部熱圏大気ダイナ ミックス観測
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平成13年3月 にロングイヤ ビンに新設 された流星レーダーにより,極 域大気波動の連続観測が行われている。
同年10月 以降,シ ステムのアップグレー ドが図られ,1日7000-8000個 の高いエコー率が実現 されている。観測
開始以来1年 有余経過 し,極 域中間圏界面付近の循環の様相が得 られ,ま た,極 冠域大気潮汐波のクライマ トロ
ジーの一端 としては,一 日周期成分が,春 から秋にかけてエバネッセン トモー ドが卓越 して位相が観測高度範囲
で比較的安定 な構造であったものが,冬 季にいたって鉛直波長が短 く,振 幅 も変動的で平均的には小 さくな り,
冬季のin-situ励 起成分の消失 またはモデリングで示 された ノンマ イグレーティング成分の冬季の高緯度帯への伝
播 に符合す る結果を得た。一方半 日周期成分は,夏 季 を中心 に振幅が変動性 を呈 しつつ大 きく,冬 季 も間欠的に
大 きくなるなどその様相はさらに複雑であることが示唆された。さらに8時 間成分は,中 高緯度で一般に言われ
ている冬季 に比べ夏季が変動的であるという傾向は明白でない。また,飛 跡の拡散からの温度の推定,大 気の動
的安定度などの解析が行われた。
(2)　EISCATレ ーダーによる極域電離圏 ・熱圏大気 ダイナ ミックス観測
2001年2月5日 か ら23日 までのISレ ーダーでは初めての長期連続観測データを中心 に,極 域中間圏 ・下部熱
圏大気 ダイナ ミックスの解析 を進めた。
(3)HFレ ーダーによる極域電磁気圏 ・熱圏 ダイナミックスの観測
HFレ ー ダーによる熱圏 ・電離圏ダイナ ミックスの観測 とデータ解析が行 われた。また,　HFレ ーダーを利用 し
た流星飛跡か らのエ コーを利用する観測スキームの開発がなされた。また,北 極域よ り弱い とされている南極域
PMSEのHFレ ・一ダーによる検出について検討 された。
(4)オ ーロラ夜光スペクロ トグラフによる極冠域オーロラ ・夜光の観測
ロングイヤ ビンの オーロラ夜光スペク トログラフは10月 か ら3月 の冬の期間連続観測 を行っている。図2に
示すように,オ ーロラの557.7nmや630nmの ラインに加えて検出された酸素 イオンの732/733nmの 輝線か ら,こ
れが電離層F領 域で発光 していることや光度の頻度分布,イ オン対流などにつ き知見を得ている。　EISCATレ ー
ダー同時観測データの比較は,酸 素 イオン発光高度からの イオン流出が,低 エネルギー降下電子 との対応を示 し
ている。
(5)　ALISに よるオーロラ ・大気光 トモグラフィ
ALISとEISCATヒ ーテ ィングを用いた大気光の励起 とその トモグラフィ解析が進められ,　HF帯 電波 による酸
素原子の励起の時空構造 とその変動,電 子励起モデルとの比較などが行われた。630nmと557.7nmの 励起大気光
強度比が0.3-0.4で あることか ら励起が30,000～60,000Kの 非難的電子に由来するものであることが見出された。
(6)数 値モデリングと総合解析
得 られたデー タと大気波動数値モデリングの比較検討が,一 日,半 日周期および8時 間周期の大気潮汐につい
てなされた。図4に 示すように8時 間潮汐が流星高度においては,基 本の(3,3)モ ー ドでなく,非 対称(3,4)
モー ドが卓越 し,鉛 直伝播がすでにGCM等 で指摘 されている大気の静的安定度 と関わるなどの知見をポイント
として観測 との対比が進められている。また,中 層大気中の5日 波の年々変動について観測 ・数値計算を基 に調




総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院(学 校教育法第68条 の規定に基づ き学部を持 たず大学院
だけを置 く大学)と して,昭 和63(1988)年10月 に設置 された国立大学である。
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割をはた している大学共同利用機関のうち14研 究機関(高 エ
ネルギー加速器研究機構(素 粒子原子核研究所,物 質構造科学研究所,加 速器研究施設),国 立極地研究所,国 立遺
伝学研究所,統 計数理研究所,国 際 日本文化研究センター,国 立天文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構
(分子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所),国 立民族学博物館及び国立歴史民俗博物館)と の緊密な連
携 ・協力の下に,そ れ らの優れた人材 と研究環境 を基盤 として博士後期課程の教育研究 を行 うことを特色 としている。
こうした特色を生か して教育研究活動 を活発 に進め,新 しい学問分野を開拓するとともに,そ れぞれの専門分野 にお
いて学術研究の新 しい流れに対応することのできる優れた研究者を養成することを目的 としている。
2.総 合研究大学院大学への参画
国立極地研究所 は,平 成5(1993)年 度から総合研究大学院大学 に参画 し,そ の基盤機関 として同大学数物科学研
究科に設置された極域科学専攻(博 士後期課程)の 教育研究指導を行 うこととなり,13名 の学生が在籍 している。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が一つの大 きな自然系を構二
成 している。極域科学は,こ の自然系に係 る幅広い研究分野の基礎の上 に立ち,地 球の自然を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程 とその相互作用を地球規模のシステム科学 として究明することを目的としている。本専攻 において
は,南 北両極域の自然現象を中心に全地球的環境 をも視野 に入れた教育 ・研究 を行い,高 度の研究能力を具備 し,か
つ,幅 広い地球科学研究に従事で きる優れた研究者 を養成する。
極域科学専攻教官 定員 現員
(平成13年4月 現在)
区 分 講 座 定 員 現 員 (現員)一(定 員)
教 授
極 域 気 圏 科 学 4 6 2
極 域 水 陸 圏 科 学 5 7 2
計 9 13 4
助教授
極 域 気 圏 科 学 4 2 △2
極 域 水 陸 圏科 学 5 3 △2
計 9 5 △4
助 手
極 域 気 圏 科 学 8 8
極 域 水 陸 圏 科 学 10 10
計 18 18
合 計
極 域 気 圏 科 学 16 16





学生数/学 位取得者数 一覧(数 物科学研究科
学位取得者数
極域科学専攻)
1年 次 2年 次 3年 次 合計 学 位
取得月 課程博士 論文博士 小 計 合 計
平成5年 度 5 / / 5 9月3月
平成6年 度 2 5 / 7 9月3月
平成7年 度 5 2 5 12 9月 33月 3 0 3
平成8年 度 6 5 4 15 9月 2 0 2 2
3月 0 0 0
平成9年 度 3 6 7 16 9月 1 0 1 2
3月 1 0 1
平成10年 度 5 3 9 17 9月 1 0 1 63月 4 1 5
平成11年 度 5 4 7 16 9月 2 1 3 6
3月 2 1 3
平成12年 度 3 5 6 14 9月 0 2 2 63月 4 0 4
平成13年 度 4 3 6 13 9月 0 0 0 23月 1 1 2
※学生数は,各 年度 とも4月1日 現在の人数
授業内容一覧
平成5年 度～7年 度
大講座 教育研究指導分野 概 要 授 業 科 目
極 域 電 磁 圏 極域電磁圏 ・磁気圏は,太 陽からのエネルギーの流れ 地球電磁エネルギー論
の中で,地 球への力学的及び電磁的エネルギーの流入路 電磁圏物理学特論







圏 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 大気物理学特論
科




学 教育 と研究を行 う。
極域 気圏 共通 極域気圏環境科学特論
極域気圏観測法
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大講座 教育研究指導分野 概 要
授 業 科 目
極 域 水 圏 極域水圏 を構成す る海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ 雪氷圏構造 ・変動論
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動 に関する教育 海洋学特論




陸 極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成からパンゲアの発展 と
分裂,氷 床発達 に至 る変動史,並 びに,現 在の変動現象
固体惑星 ・地殻進化論
固体地球物理特論
圏 に関する教育 と研究 を行 う。 また,氷 床 ・氷河変動にと 寒冷地形論







大講座 教育研究指導分野 概 要
授 業 科 目









気 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 極域大気圏科学特論1
圏 と物 質循 環,気 候 ・環境 変動 メカニ ズム,そ して グロー 極球大気圏科学特論H
バルな環境の中での極域大気圏の応答及び役割 に関する 極域大気圏科学特論m
科 教育 と研究を行 う。 極域大気圏科学演習1
学 極球大気圏科学演習H
極域 気圏 共通 極域気圏環境科学特論
極域気圏科学特別研究
極域気圏観測法
極 域 水 圏 極域水圏を構成す る海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ 極域水圏科学特論1
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動に関する教育 極域水圏科学特論H
と研 究を行 う。また,そ こに生息す る生物の環境適応 と 極球水圏生物特論1
生物生産及び生物生産が環境変動に及ぼす影響に関する 極域水圏生物特論H




極 球 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成か らパ ンゲアの発展 と 極域地圏科学特論1
陸 分裂,氷 床発達に至る変動史,並 びに,現 在 の変動現象極域地圏科学特論H
圏 に関する教育 と研究を行 う。また,氷 床 ・氷河変動に と 極域地圏科学特論m
もなう陸圏環境変化が生物の適応 と維持にどのような影 極域陸圏生物特設冊









指導分野 概 要 授 業 科 目
極 域 電 磁 圏 極域電磁圏 ・磁気圏は,太 陽か らのエネルギーの流れ 極域電磁圏科学特論1
の中で,地 球への力学的及び電磁的エネルギーの流入路 極域電磁圏科学特論H








気 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 極域大気圏科学特論1










極 域 水 圏 極域水圏を構成する海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ 極域水圏科学特論1
ネルギー収支と物質循環及びその長期変動に関する教育 極域水圏科学特論H
と研究 を行 う。 また,そ こに生息す る生物の環境適応 と 極域水圏生物特論1
生物生産及び生物生産が環境変動に及ぼす影響に関する 極域水圏生物特論H





極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成か らパンゲアの発展 と
分裂,氷 床発達 に至 る変動史,並 びに,現 在の変動現象
極域地圏科学特論1
極域地圏科学特論H
圏 に関す る教育 と研究 を行 う。 また,氷 床 ・氷河変動 にと 極域地圏科学特論m
科













13年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
上 野 健 極 域 陸 圏
鮎 川 恵 理 極 域 水 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
2年 次
門 崎 学 極 域 大 気 圏
北 村 圭 吾 極 域 陸 圏
三 谷 曜 子 極 域 水 圏
1年 次
新 海 雄 一 極 域 電 磁 圏
高 橋 邦 夫 極 域 水 圏
松 岡 東 香 極 域 陸 圏
山 下 幹 也 極 域 陸 圏
12年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 球 電 磁 圏
上 野 健 極 域 陸 圏
山 本 麻 希 極 域 水 圏
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
Ropert-coudert
Yan　 Michel
極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏 (平成10年10月 入学)
2年 次
鮎 川 恵 理 極 域 水 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
1年 次
門 崎 学 極 域 大 気 圏
北 村 圭 吾 極 域 陸 圏
三 谷 曜 子 極 球 水 圏
11年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 球 水 圏 (平成11年9月 修了)
外 田 智 千 極 球 陸 圏 (平成11年9月 修了)
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
山 本 麻 希 極 域 水 圏
2年 次
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
Ropert-coudert
Yan　 Michel
極 球 水 圏
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
2年 次 荒 井 頼 子 極 域 水 圏 (平成10年10月 入学)
1年 次
鮎 川 恵 理 極 域 水 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
10年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏 (平成10年9月 修了)
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏
外 田 智 千 極 域 陸 圏
2年 次
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 域 水 圏
1年 次
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
福 原 哲 哉 極 域 陸 圏
Ropert-coudert
Yan　 Mlchel
極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏 (平成10年10月 入学)
9年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
市 川 収 極 域 陸 圏 (平成9年9月 修了)
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
2年 次
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
2年 次
高 田 守 昌 極 域 水 圏
外 田 智 千 極 域 陸 圏
1年 次
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 域 陸 圏
8年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
岡 田 格 極 域 大 気 圏 (平成8年9月 修了)
木 部 剛 極 域 陸 圏 (平成8年9月 修了)
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
2年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
1年 次
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 陸 圏
外 田 智 千 極 域 水 圏
7年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
2年 次
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
1年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏




学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
2年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
1年 次
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
1年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
3)学 位取得者一覧
平成14年3月22日 現在
氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
五十嵐 誠 スバールバ ル諸島亜極地型氷河における堆積 博士(理 学) 平成8年3月21日
環境示標シグナルの特性に関する研究
安 田 道 恵 極域海洋におけるバ クテ リア群集の増殖 博士(理 学) 平成8年3月21日一研究方法の確立 と海氷域の応用一
中 井 睦 美 磁気履歴特性の異方性についての岩石磁気学 博士(理 学) 平成8年3月21日
的研究
岡 田 格 南半球海氷域における大気の熱収支の季節変 博士(理 学) 平成8年9月30日
動
木 部 剛 富士山高山帯に出現するコタヌキラン(Carex博士(理 学) 平成8年9月30日
doenitzii)個 体群 の種 子繁殖 過程の研 究
市 川 収 Petrology　 of　the　CR　 chondntes 博士(理 学) 平成8年9月30日
的 場 澄 人 氷 コア中の微量金属元素の定量法の開発 と金 博士(理 学) 平成10年3月24日
属元素から見たスバールバルの環境変動
藤 田 裕 一 イメー ジ ング リオ メー タを用 い た オー ロ ラ関 博士(理 学) 平成10年9月30日
連現象の共役性の研究
田 中 秀 二 母 川 回 帰 中 の サ ケ(Oncorhynchusketa)の遊 泳 博士(理 学) 平成11年3月24日
行動に関する研究
一 谷 修 也 北海道東部内陸域 における降水及びエアロゾ 博士(理 学) 平成11年3月24日
ルに含まれる各種金属元素の挙動
海老原 祐 輔 Numerical　 simulations　 on　 the　 dynamics　 of博士(理 学) 平成11年3月24日
charged　 particles　 in　the　 inner　 magnetosphere
associated　 with　 a　magnetic　 storm
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氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
大 谷 誠 司 ネズ ミイルカの連続潜水行動に関する行動 ・ 博士(理 学) 平成11年3月24日
生理学的研究
一 井 太 郎 夏季のサウスシェ トラン ド諸島海域 における 博士(理 学) 平成11年3月24日 論文博士
海洋 環境,餌 生物(ナ ンキ ョクオキ ア ミ ・ハ
ダカイワシ類)お よび高次補食者の時空間分
布パ ターンに関する研究
高 田 守 昌 レーザ ー トモグラフによる極域雪氷 コアの微 博士(理学) 平成11年9月30日
細堆積構造の解析
外 田 智 千 Thermal　 evolution　 of　the　 ultrahightemperature博士(理 学) 平成11年9月30日
metamorphic　 rocks　 in　the　 Archaean　 Napier
Complex,　 East　 Antarctica
鮎 川 勝 極域昼 間側に見 られるオーロラの動形態 と粒 博士(理 学) 平成11年9月30日 論文博士
子源に関する研究
鈴 木 里 子 Geochemistry　 and　 geochronology　 of　ultra-high博士(理 学) 平成12年3月24日
temperature　 metamorphic　ocks from　 the　 Mt.
Riise卜Larsen　area　 in　 the　 Archaean　 Napier
Complex,　 East　 Antarctica
小 澤 拓 衛星干渉合成開口レー ダ法の南極氷床域への 博士(理 学) 平成12年3月24日
適用
青 木 輝 夫 A　 study　 of　 snow　 optical　 properties　 with　 a博士(理 学) 平成12年3月24日 論文博士
multiple　 scattering　 ra(五ative　 transfer　 model　 for
the　 atmosphere-snow　system　 and　 spectral
albedo　 observations
佐 藤 和 秀 南極氷床における積雪特性からみた雪氷環境 博士(理 学) 平成12年9月29日 論文博士
とその変動
佐 藤 忠 弘 On　 the　 observation　 of　tidal　 gravity　 variations　 at博士(理 学) 平成12年9月29日 論文博士
Syowa　 Station,　 Antarctica,　 and　 the　 effects　 of　sea
surface　 height　 variations
山 本 麻 希 カワウの循環機能調節 における自律神経系の 博士(理 学) 平成13年3月23日
役割に関する研究
飯 塚 芳 徳 東南極宗谷流域の氷床底面状態に関する研究 博士(理 学) 平成13年3月23日
高 橋 晃 周 定着氷域 におけるアデ リーペ ンギンの採餌 ・ 博士(理 学) 平成13年3月23日
繁殖生態に関する研究
Ropert-CoudertFine-scale　 analysis　 of　the　 foragtng　 strategies　 of博士(理 学) 平成13年3月23日
Yan　 Michel free-rang㎞9Penguins
上 野 健 北極 ツン ドラにおけるコケ植物 の乾燥ス トレ 博士(理 学) 平成14年3月22日
ス応答に関する生理生態学的研究







番 号 氏 名 講 座 名 備 考
専攻長 渡 邉 興 亜 極域水陸圏科学講座
1 江 尻 全 機 極域気圏科学講座
2 佐 藤 夏 雄 〃
3 麻 生 武 彦 〃
4 山 岸 久 雄 〃
5 藤 井 理 行 〃
6 山 内 恭 〃
7 白 石 和 行 極域水陸圏科学講座
8 澁 谷 和 雄 〃
9 森 脇 喜 一 り
10 小 島 秀 康 〃
11 内 藤 靖 彦 〃
12 福 地 光 男 〃
13 神 田 啓 史 〃
番 号 氏 名 講 座 名 備 考
1 宮 岡 宏 極域気圏科学講座
2 和 田 誠 〃 新 規
3 船 木 實 極域水陸圏科学講座 新 規
4 三 澤 啓 司 1}
5 小 達 恒 夫 〃
番 号 氏 名 講 座 名 備 考
1 門 倉 昭 極域気圏科学講座
2 行 松 彰 〃
3 岡 田 雅 樹 〃
4 菊 池 雅 行 〃
5 堤 雅 基 〃
6 平 沢 尚 彦 〃
7 森 本 真 司 ,,
8 橋 田 元 t■
9 牛 尾 収 輝 極域水陸圏科学講座 新 規
10 古 川 晶 雄 tl
11 金 尾 政 紀 〃
12 三 浦 英 樹 〃
13 青 木 茂 〃
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番 号 氏 名 講 座 名 備 考
14 土 井 浩一郎 極域水陸圏科学講座 新 規
15 山 口 亮 〃
16 工 藤 栄 〃
17 伊 村 智 〃
18 佐 藤 克 文 〃
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VII.　大学院教育に対する協力
大学共同利用機関は,国 立学校設置法第9条 の規定に基づき,大 学の要請に応 じて大学院学生 を受け入れることが
で きることになっている。これに基づ き,国 立極地研究所では,昭 和56(1981)年 度から極地科学及びこれに関連
する分野の大学院学生(特 別共同利用研究員)を 毎年受 け入れている。
平成9年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
市 川 正 裕 東海大学大学院工学研究科
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
丸 山 奈緒美 東北大学大学院理学研究科
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
青 木 真 一 東海大学大学院工学研究科
気象 ・雪氷学
河 野 美 香 岡山大学大学院自然科学研究科
極地雪氷学
竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科
内 藤 望 名古屋大学大学院理学研究科
飯 塚 芳 徳 北海道大学大学院地球環境科学研究科
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極地気象学
地 学
白 坂 瑞 樹 横浜国立大学大学院教育学研究科
極地地形学 ・地質学
斉 藤 紀 子 横浜国立大学大学院教育学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
古 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
酒 井 聡 愛媛大学大学院理工学研究科
濱 本 拓 志 新潟大学大学院自然科学研究科
井 川 崇 千葉大学大学院自然科学研究科
南極固体地球物理学白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
福 原 哲 哉 信州大学大学院理学研究科
南極陽石の岩石 ・鉱物学海 田 博 司 東京大学大学院理学系研究科
生 物 学
南 川 真 吾 京都大学大学院理学研究科
極域海洋生態学
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
平 言睾 享 東京水産大学大学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
平成10年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
極域超高層物理学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
浦 島 智 京都大学大学院工学研究科
村 田 洋 三 山形大学大学院理学研究科
北 川 英 嗣 電気通信大学大学院電気通信学研究科
横 田 稔 東海大学大学院工学研究科
気象 ・雪氷学 竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科 極地雪氷学齋 藤 冬 樹 東京大学大学院理学系研究科
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研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極地気象学
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極地海洋学
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極地地形学 ・地質学
古 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科
白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
南極固体地球物理学山 内 哲 文 信州大学大学院理学研究科
井 川 秀 雄 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
極域海洋生態学
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
大 濱 妙 子 東京水産大学大学院水産学研究科
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
平成11年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
極域超高層物理学坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科
極地気象学金 田 真 一 千葉大学大学院自然科学研究科
門 崎 学 高知大学大学院理学研究科
越 中 洋 金沢大学大学院自然科学研究科
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極地地形学 ・地質学亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科
澤 田 忍 神戸大学大学院自然科学研究科 南極阻石の岩石 ・鉱物学
生 物 学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
極域海洋生態学
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
畑 瀬 英 男 京都大学大学院農学研究科
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
早 坂 祥 彦 信州大学大学院工学系研究科 極球陸上生態学
橋 本 泰 助 静岡大学大学院理工学研究科
平成12年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
川 野 圭 子 九州大学大学院理学研究科
細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科
松 井 靖 宏 東海大学大学院工学研究科
土 井 寛 子 東海大学大学院工学研究科
坂野井 和 代 東北大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学 山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
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研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
気象 ・雪氷学
戸 山 陽 子 北海道教育大学大学院教育学研究科
極地雪氷学中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科
福 井 幸太郎 東京都立大学大学院理学研究科
金 田 真 一 千葉大学大学院自然科学研究科
極地気象学
吉 識 宗 佳 京都大学大学院理学研究科
冨 川 喜 弘 東京大学大学院理学系研究科
矢 吹 正 教 千葉大学大学院自然科学研究科
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
地 学
房 孜 神戸大学大学院自然科学研究科
極地地形学 ・地質学板 東 昌 利 東北大学大学院工学研究科
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
石 原 吉 明 金沢大学大学院自然科学研究科
南極固体地球物理学湯 山 高 士 金沢大学大学院自然科学研究科
吉 井 弘 治 京都大学大学院理学研究科
生 物 学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
極域海洋生態学
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
畑 瀬 英 男 京都大学大学院農学研究科
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
橋 本 泰 助 静岡大学大学院理工学研究科
極域陸上生態学美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科
平成13年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科
土 井 寛 子 東海大学大学院工学研究科
坂野井 和 代 東北大学大学院理学研究科
泉 谷 恭 明 東北大学大学院理学研究科
小 泉 尚 子 東北大学大学院理学研究科
片 岡 龍 峰 東北大学大学院理学研究科
児 玉 理 東北大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
吉 識 宗 佳 京都大学大学院理学研究科 極地気象学
中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科 極地雪氷学
冨 川 喜 弘 東京大学大学院理学系研究科
極地気象学矢 吹 正 教 千葉大学大学院自然科学研究科
福 井 幸太郎 東京都立大学大学院理学研究科
極地雪氷学戸 山 陽 子 千葉大学大学院自然科学研究科
田 上 美 枝 横浜国立大学大学院環境情報学府
大 谷 さやか 国際基督教大学大学院理学研究科 極地気象学
地 学
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
極地地形学 ・地質学関 根 孝太郎 東北大学大学院工学研究科
臼 井 佑 介 金沢大学大学院自然科学研究科 南極固体地球物理学
鈴 木 美穂子 千葉大学大学院自然科学研究科
極地地形学 ・地質学森 田 秀 彦 千葉大学大学院自然科学研究科
中 山 佳 典 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
極域海洋生態学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産科学研究科
河 野 孝 史 北海道大学大学院水産科学研究科
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科 極域陸上生態学
高 橋 裕 子 東北大学大学院農学研究科 極域海洋生態学
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当図書室は,大 学共同利用機関として,極 域科学の学術情報センターの機能を果たすために,極 域研究に関する多
数の探検報告,学 術雑誌,図 書 ・資料 を収集 ・整理 し,こ れらの所蔵資料を開架方式で研究者の利用に供 している。
また,研 究 ・教育機関の図書室 として,極 地 に関する自然科学全般,た とえば,超 高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,
地学,海 洋,生 物,医 学,寒 地設営工学,限 石,情 報科学などの分野 に関する文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつ
とめてい る。昭和基地の図書 についても,図 書室 で収集,管 理 を している。ホームページ国立極地研究所図書室
(http://www.nipr.ac.jpAibrary)　を開設 し,新 着図書案内等最新情報 を公開している。2)に 過去7年 間の年度別蔵書
数及び増加冊数を,3)に 年度別所蔵雑誌 タイ トル数を示す。
平成8年11月 か ら学術情報センター(現 国立情報学研究所)に 接続 し,図 書お よび雑誌の所蔵情報 を提供 してい
る。平成14年3月31日 現在の登録所蔵レコー ド数は,図 書(和 洋共)14,637件,雑 誌(和 洋共)2,816件 で,ロ シア
語の図書 を除 き遡及入力がほとんど完了 している。 また平成12年 度より図書館 システムが整備 され,所 内LAN接 続
の端末か ら書誌情報の目録検索(OPAC)が 可能 となる。
また,　CD-ROMに よる98万 件にお よぶ極球関係文献検索 も所内LAN接 続の端末から書誌情報の 目録検索が可能 と
なる。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数
















































































































































































当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回 定 期 刊 行 物),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,
Series　 A,　B,　C,　D,　E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期)が あ る 。 さ ら に 平 成9年 度 か ら はAntarctic　 Meteorite　 Research
(Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteoriteの 継 続 後 誌)(年1回),平成10年 度 か ら はPolar
M・t・ …　 1・gy　・nd　 Glaci・1・gy,　 P・1・・　G…　 ci・nce,　 P・1・・　Bi・ ・ci・nce　 (P・ ・ceeding・ 　・f　th・　NIPR　 Symp。 、ium　 。n　P。1。,
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　Polar　 Biologyの 継 続 後 誌)(各 年1回),平 成ll年 度 か ら は
Ad・ance・inP・1・ ・UpP・ ・Atm・ ・ph・・eR・ ・ea・ch(P・ ・ceeding・ ・fth・NIPRSymp・ ・ium・nUpP・ ・Atm・ ・ph,,ePhy,i,、 の
継 続 後 誌)(年1回)とProceedingsoftheNIPRSymposiumと し て 出 版 さ れ て い た 欧 文5誌 の 誌 名 が す べ て 変 更 さ れ
た 。 こ の5誌 の 通 称 名 を 極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル(JournalofNIPR)とした 。JAREDataReports(不定 期
,10カ テ ゴ
リ ー の う ち 年 約10回),　 NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (不 定 期),　Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map
Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　Catalog　 (不 定 期)が あ る 。 平 成12年 度 よ り新 し い ジ ャ ン ル
と し て 極 地 選 書 を 出 版 す る(不 定 期)。 こ れ ら の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る。2)に 平 成13年 度 の 研 究 所
成 果 刊 行 物 を,3)に 過 去7年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 お よ び 頁 数 を 示 す 。
2)研 究所成果刊行物
2.1)南 極 資 料(3冊)
Vol.45,No.2(July2001,p.157-278)
土屋 泰孝 ・工 藤 栄 ・佐 藤 克文 ・福 地 光男:南 極 昭 和 基 地 沿岸 にお け る ウニSteTechz?ZZi.s　neumαyeri(Meisner)の 繁殖 期 と初 期 発 生,
157-170(研 究 論 文)。
神 山孝 吉 ・飯 塚 芳 徳 ・BernhardStauffer:雪 氷 コア の処 理 方 法 の 改 良,171-184(研 究 ノー ト)。
渋谷 和 雄:第39次 南極 地 域 観 測 隊 越 冬経 過 報 告1998-1999,185-228(報 告)。
鮎 川 勝:第41次 南 極 地域 観 測 隊 夏 期 行 動報 告1999-2000,229-256(報 告)。
和 田 誠 ・猪 原 哲 ・芝 治 也:第41次 南 極 地 域 観測 隊航 空 機 大 気 観測 報 告2000-2001,257-278(報 告)。
VoL45,No.3(November2001,p.279-370)
工 藤 栄 ・伊 倉千 絵 ・高 橋 晃 周 ・西 川 淳 ・石 川 輝 ・鷲 山 直樹 ・平 言睾 享 ・小 達 恒 夫 ・渡辺 研 太 郎 ・福 地 光男:JARE-39,-40「 しら
せ」 航 路 に沿 った 夏季 南 大 洋 イ ン ド洋 区 にお け る表 層 水 中 の動 物 プ ラ ン ク トン現 存 量 ,279-296(研 究論 文)。
　　 Luc611a　Donatti　 and　Edlth　 Fanta　 :　Ultrastructure　 of　photo-sensory　 cells　and　pigment　 epithelium　 in　the　retina　of　the　Antarctic　 fish
NototheniαnegLeotαNybelin　 (Nototheniidae),　 297-310　 (sclentific　paper)。
大 野 義 一朗 ・宮 田敬 博 ・吉 田和 隆 ・大 谷 眞二 ・草 谷 洋 光 ・山本 啓 之:南 極 昭 和基 地 にお ける循 環 式 風 呂の 微 生物 調査 一 レジ オ ネ ラ菌
と一 般 細 菌 に つ い て 一,311-319(研 究 ノー ト)。
鮎 川 恵理 ・伊 村 智 ・神 田啓 史:南 極 ラ ン グホ ブ デ雪 鳥 沢 にお け る 蘇類 の繁 殖 体 バ ン ク,320-328(研 究 ノー ト)。
山 内 恭:環 北極 気 候 比 較 にお け る スバ ー ルバ ル の気 候 特 性,329-352(レ ビュ ー)。
久慈 誠 ・菊 地信 行:昭 和 基 地受 信NOAA衛 星HRPTデ ー タの読 み 出 しツー ルの 開発,353-361(報 告)。
小 達恒 夫 ・工 藤 栄 ・福 地 光 男:「 南 極 域 海 洋研 究 に お け る複 合 領域 研 究 立 案 に 関 す る研 究 小 集 会 」報 告,362-370(シ ンポ ジ ウム/
会 合 報 告)。
Vol.46,No.1(March2002,p.1-156)
山 岸 久 雄 ・菊 池 雅 行 ・佐 藤 夏 雄 ・長 野 勇 ・　Th.　Saemundsson　 :昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド地 磁 気 共 役 点 長 期 観 測 か ら得 ら れ た
ELF/VLF放 射 の 太 陽 活 動 度依 存 性,季 節 変 化,日 変 化 及 び週 末 効 果,1-14(研 究 ノー ト)。
瀬 野 公 美 子 ・石 塚 英 男 ・本 吉 洋 一 ・白 石和 行:蛍 光X線 分 析 装 置 に よ る岩 石 の定 量 化 学 分 析:(3)希 土 類 元 素,15-33(研 究 ノー
ト)。
大 谷 眞 二 ・草 谷 洋 光:第40次 南 極 地 域 観 測 隊越 冬 隊 員 の 健康 状 況,34-39(研 究 ノー ト)。
平沢 尚彦 ・改 井 洋 樹 ・山 内 恭:昭 和 基 地 で 再 開 され たNOAA衛 星 受 信 の 概 要 と初 期 的 成 果,40-55(報 告)。
森 本武 利 ・佐 藤 克 文 ・大野 秀 樹 ・福 地 光男:日 本 南 極 地域 観 測 隊 にお け る 医学 研 究 の 経緯 と将 来 展 望,56-66(報 告)。
小 達恒 夫 ・福 地 光 男:「 第43次 南 極 地域 観測 にお け る研 究 観 測 に 関 す る観 測 研 究 小 集 会 一専 用観 測 船 に よ る南 極 海 海 洋観 測 」 報 告,
67-78(シ ン ポ ジ ウム/会 合報 告)。





2.2)　 Memoirs　 of　National　 lnstitute　 of　Polar　 Research,　 special　 lssue
　 　 No.　55:　Evolution　 of　the　Namaqua,　 Natal　 and　Maud　 Metamorphic　 Belts:　Japan-South　 Africa　 Joint　Research,　 ed.　by　K.　Shiraishi.　 178p.　 July
2001.
　 　 No.　 56:　Ice　drilling　 technology　 2000:　 Proceedings　 of　the　 Fifth　 International　 Workshop　 on　 Ice　Drilling　 Technology,　 30　0ctober-
1　November,　 2000,　 Nagaoka　 University　 of　Tec㎞ology,　 Nagaoka,　 ed.　by　N.　Azuma　 and　Y.　Fujii.　329p.　 March　 2002.
2.3)極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル 　(Journal　 of　 NIPR)
　 　 Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research
　 　　 　 No.15,　 203p.　 September　 2001　 (7　scientific　 papers,　 4　research　 notes,　 2　reviews,　 2　repors)
　 　　Polar　Meteorology　 and　 Glaciology
　 　　 　 No.15,　 149p.　 November　 2001　 (8　scientific　 papers,　 3　scientific　 notes,　 2　reports)
　　　 Polar　 Geoscience
　　　　 No.14,　 265p.　 October　 2001　 (17　scientific　 papers)
　 　　Antarctic　 Meteorite　 Research
　 　　 　 No.15,　 184p.　 March　 2002　 (11　scientific　 papers)
　　　 Polar　 Bioscience
　　　　 No.15,　 131p.　 February　 2002　 (8　scientific　 papers,　 4　scientific　 notes)
2.4)　 JARE　 Data　 Reports
　 　 No.　258　 (Oceanography　 23):　Oceanographic　 data　 of　the　39th　 Japanese　 Antarctic　 Researach　 Expedition　 from　 November　 1997　 to　March
　 　 　 　 1998,　by　Miwako　 Yoritaka　 and　 Akihiro　 Masuyama.　 59p.　With　 modified　 Table　 3　0f　JARE　 Data　 Reports　 No.246.　 October　 2001.
No.　259　 (Marine　 Biology　 30):　Biological　 and　 oceanographical　 data　 under　 fast　ice　in　LUtzow-Ho㎞Bay　 dudng　 winter　 1999　 0bserved　 by　the
　 　 　 　 40th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 (JARE-40),　 by　Sakae　 Kudoh,　 Yasutaka　 Tsuchiya,　 Katsufumi　 Sato　 and　 Mitsuo　 Fukuchi.
　 　 　 　 30p.　November　 2001.
　 　 No.　260　 (Upper　 Atmosphere　 Physics　 20):　 Upper　 atmosphere　 physics　 data　 obtained　 at　Syowa　 Station　 in　2000,　 by　Yasuo　 Kato,　 Nobuaki
　 　 　 　 Shigeno,　 Mitsuteru　 Sato,　Tsukasa　 Kitahara,　 Atsushi　 Abe,　 Masayuki　 Kikuchi,　 Akira　 Kadokura　 and　 Makoto　 Taguchi.　 202p.　 November
2001.
　 　 No.　261　 (Seismology　 36):　 Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 2000,　 by　 Noritsune　 Seo　 and　 Masaki　 Kanao.　 51p.　 March
2002.
　 　　No.　 262　 (lonosphere　 69):　 Radio　 observation　 data　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 during　 2000,　 by　Atsushi　 Abe　 and　 Kenro　 Nozaki.　 183p.
March2002.
　 　 No.　263　 (Ionosphere　 70):　HF　 field　strength　 data　 measured　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 from　 January　 to　December,　 1998,　 by　Ken-ichiro
　 　　 　 Kusano　 and　Kenro　 Noza1(i.　 17p.　March　 2002.
2.5)　 NtPR　 Arctic　 Data　 Reports
む
　 　 No.　 5:　Meteorological　 data　 at　Japanese　 Ny-Alesund　 Observatory,　 Svalbard　 in　1999　 and　 2000,　 by　 Shinji　 Morimoto,　 Shuji　 Aoki,　 Yuji
　 　 　 Nakanishi,　 Makoto　 Wada　 and　 Takashi　 Yamanouchi.　 204p.　 March　 2002.
2.6)　 Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research
No.　4b:　Bathymetric　 chart　 of　LUtzow-Holmbukta　 (LUtzow-Holm　 Bay),　 reVised　 edition.　 March　 2002　 (リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 海 底 地 形 図,
　 　 　 　 1:250000,　 1990),　 comp.　 by　Kiichi　 Moriwaki　 and　Yoshio　 Yoshida.
2.7)極 地 選書2
「南極大陸の氷を掘る!ド ームふじ深層掘削計画の立案から実施までの全記録」
編者:渡 邉興亜,上 田 豊,藤 井理行,横 山宏太郎,高 橋修平,庄 子 仁,古 川晶雄248頁 。
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3)年 度別出版冊数及び頁数














南極資料 3(375) 3(690) 3(441) 3(420) 3(444) 3(376) 3(304)
Mem.　 NIPR1 2(641) 1(32) 2(483) 1(520) 1(520) 2(507)
Proc.2 5(1,174)4(709) 4(809) 1(180)
APUAR3 1(199) 1(243) 1(203)
PMG4 1(177) 1(165) 1(118) 1(149)
PG5 1(277) 1(274) 1(204) 1(265)
AMR6 2(704) 1(249) 1(349) 1(114) 1(184)
PB7 1(116) 1(154) 1(131) 1(131)
JARE　 DR8 12(1,699)8(724) 6(574) 10(864) 7(675) 7(703) 6(542)
NIPR　 ADR9 2(288) 1(46) 1(254) 1(204)
AGMSl° 1(36) 1地 図のみ 1(42)







1　Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research
,　Special　 Issue
2　Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium
3　Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research





g　NIPR　 Arctic　 Data　 Reports
l°　Antarctic　 Geological　 Map　 Series
ll　Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Pola
r　Research









第14期 評議員名簿 (任 期11.9.29～13.9.28)
秋 本 俊 一 東京大学名誉教授 清 水 良 一 統計数理研究所長
今 井 通 子 医師,登 山家 平 啓 介 東京大学海洋研究所長
尾 池 和 夫 京都大学大学院理学研究科教授 田 中 正 之 東北工業大学教授
大 門 隆 (財)学校福祉協会常務理事 中 村 洗 慶鷹義塾大学名誉教授
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 西 田 篤 弘 日本学術振興会監事
久 城 育 夫 東京大学名誉教授 蓮 實 重 彦 東京大学長
小 泉 千 秋 東京水産大学名誉教授 樋 口 敬 二 名古屋市科学館長
國 分 征 名古屋大学名誉教授 日 高 敏 隆 滋賀県立大学長
小 平 桂 _一 前国立天文台長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授








第15期 評議員名簿 (任 期13.9.29～159.28)
荒 木 徹 京都大学大学院理学研究科教授 鈴 木 昭 憲 秋田県立大学長
池 淵 周 一 京都大学防災研究所附属水資源研究センター長 隆 島 史 夫 東京水産大学長
今 井 通 子 医師,登 山家 田 中 浩 名古屋大学大学院環境学研究所科教授
尾 池 和 夫 京都大学副学長 中 村 洗 慶雁義塾大学名誉教授
大 門 隆 (財)学 校福祉協会常務理事 西 田 篤 弘 日本学術振興会監事
久 城 育 夫 東京大学名誉教授 林 田 英 樹 独立行政法人国立科学博物館長
小 池 勲 夫 東京大学海洋研究所長 日 高 敏 隆 総合地球環境学研究所長
小 平 桂 一 総合研究大学院大学長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授
佐々木 毅 東京大学長 松 尾 弘 毅 宇宙科学研究所長
清 水 良 一 統計数理研究所長 若 土 正 曉 北海道大学低温科学研究所長






第14期 運営協議員名簿 (任 期11.9.29～13.9.28)
上 田 豊 名古屋大学大学院環境学研究科教授 島 村 英 紀 北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センター 長
岩 坂 泰 信 名古屋大学大学院環境学研究科教授 谷 口 旭 東北大学大学院農学研究科教授
岩 田 修 二 東京都立大学大学院理学研究科教授 寺 崎 誠 東京大学海洋研究所附属海洋科学国際共同研究センター長
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 平 山 善 吉 日本大学理工学部教授
斎 藤 孝 基 明星大学情報科学研究センター長 廣 井 美 邦 千葉大学理学部教授
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丸 橋 克 彦 独立行政法人通信総合研究所上席研究員 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
江 尻 全 機 国立極地研究所教授 福 地 光 男 国立極地研究所教授
神 田 啓 史 国立極地研究所教授 白 石 和 之 国立極地研究所教授
山 内 恭 国立極地研究所教授 澁 谷 和 雄 国立極地研究所教授
第99回 運営 協議員会 平 成13年6月13日(水)
議 題
1.名 誉教授の称号授与について
2.第43次 南極地域観測実施計画(案)及 び平成13年 度外国共同観測計画(案)に ついて
3.第43次 南極地域観測隊副隊長候補者について
4.第43次 南極地域観測隊の編成について
5.第44次 南極観測計画(案)及 び平成14年 度外国共同観測(案)に ついて
6.南 極地命名規則改正(案)に ついて
7.国 立極地研究所の将来構想(案)に ついて
8.平 成14年 度概算要求(案)に ついて
9.そ の他









上 田 豊 名古屋大学大学院環境学研究科教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
岩 坂 泰 信 名古屋大学大学院環境学研究科教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
岩 田 修 二 東京都立大学大学院理学研究科教授 神 田 啓 史 国立極地研究所教授
斎 藤 孝 基 明星大学情報科学研究センター長 山 内 恭 国立極地研究所教授
島 村 英 紀 北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センタ 長ー 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
谷 口 旭 東北大学大学院農学研究科教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
寺 崎 誠 東京大学海洋研究所附属海洋科学国際共同研究センター長 福 地 光 男 国立極地研究所教授
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科附属大気海洋変動観測研究センター 長 白 石 和 之 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本大学理工学部教授 澁 谷 和 雄 国立極地研究所教授
松 本 紘 京都大学宙空電波科学研究センター教授 麻 生 武 彦 国立極地研究所教授
森 岡 昭 東北大学大学院理学研究科附属惑星プラズマ ・大気研究センター 長




















(1)南 極 鉱 物 資 源 特 別 委 員 会
所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。






所長の諮問に応 じ,南 極陽石の研究計画 に関す る事項その他南極陽石 に関する事項について調査審議する。
6)氷 床コア研究委員会




研究所が作成す る南極の地名の原案について,所 長に助言す る。
9)専 門委員会







六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地 において極地観測及びこれに付随す る業務に従事す る者,及 びその候補者等の健康に関す
る事項 について調査審議す る。
11)極 地観測記録映画作成委員会





































日 時 内 容 場 所 参加人数
平 成13年11月21日 ISS-SCS宇 宙 講座 国立極地研究所講堂 板橋区民約77名
2)見 学受け入れ状況









日 時 内 容 場 所 参加人数
平成13年8月2日 国と移転機関と地域との交流講演会 東京都立川市女性総合センター 120名
平成13年9月23日 講演 と映画の会 山口県宇部市文化会館文化ホール 約400名




三 浦 英 樹 助 手
13.4.2～13.4.16
橋 田 元 助 手
13.4.6～13.4.26
安 部 昌 友 会 計 課 長,
逸 見 一 葉
13.4.15～13.4.21
佐 藤 薫 助 教 授
13.4.16～13.4.26
福 地 光 男 教 授
13.4.20～13.4.23
牛 尾 収 輝 助 手
13.422～13.4.25
小 達 恒 夫 助 教 授
13.4.22～13.4.28
岡 田 雅 樹 助 手
13.4.22～13.4.29
渡 邉 興 亜 所 長
13.4.23～13.5.1
伊 藤 一 助 教 授
13.4.26～13.5.7
東 久 美 子 助 教 授
13.5.8～13.7.7
麻 生 武 彦 教 授
13.5.13～13.5.22
行 松 彰 助 手
13.5.18～13.5.28
佐 藤 夏 雄 教 授,
山 岸 久 雄 教 授
13.5.19～13.5.28
船 木 實 助 教 授
13.5.27～13.5.31
藤 井 理 行 教 授,
山 内 恭 教 授
13.6.7～13.6.12
麻 生 武 彦 教 授
13.6.7～13.6.12
福 地 光 男 教 授
13.6.16～13.6.26











連 合 王 国
フ ラ ン ス共和 国
ノル ウ ェー王 国
北 極 海域
フ ラ ンス 共和 国
デ ンマ ー ク王 国
ドイ ッ連 邦 共 和 国
カ ナ ダ
ァ メ リカ 合衆 国
ニ ユー ジ ー ラ ン ド
ニ ユー ジ ー ラ ン ド
オ ラ ン ダ王 国
カ ナ ダ
ノル ウ ェー 王 国
カ ナ ダ
ブ イ ンラ ン ド
イ タ リア共 和 国
イ タ リア共 和 国
大 韓 民 国
ア メ リ カ合衆 国
ア メ リ カ合 衆 国
ノ ル ウ ェー 王 国
フ ラ ンス 共和 国
ロ シ ア連邦
ノ ル ウ ェー 王 国
ドイ ツ連邦 共和 国
ア メ リ カ合衆 国






















CED　 AR/SCOSTEP　 Workshop出 席 及 び研 究打 ち合 わ せ
氷 河観 測 打 ち合 わせ
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牛 尾 収 輝 助 教 授
13.6.25～13.6.29
三 浦 英 樹 助 手
13.7.1～14.7.14
佐 藤 夏 雄 教 授,
山 岸 久 雄 教 授
13.7.1～13.7.8
神 田 啓 史 教 授,
大 山 佳 邦 教 授
13.7.4～13.7.24
森 本 真 司 助 手
13.7.7～.13.729
渡 邉 興 亜 所 長
13.7.7～13.7.25
山 内 恭 教 授
13.7.7～13.7.22
塩 原 匡 貴 助 教 授
13.7.9～13.7.23
野 木 義 史 助 教 授
13.722～13.727
福 地 光 男 教 授
13.8.6～13.8.12
東 久 美 子 助 教 授,
藤 井 理 行 教 授
13.8.16～13.8.26
佐 藤 夏 雄 教 授
13.8.18～.13.8.25
白 石 和 行 教 授
13.8ユ8～13.8.26
渡 邉 興 亜 所 長
13.8.20～13.8.27
伊 村 智 助 手
13.8.24～13.9.4
佐 藤 克 文 助 手
13.8.25～13.9.3
内 藤 靖 彦 教 授
13.8.25～139.4
福 地 光 男 教 授
13.8.26～.13.8.30
和 田 誠 助 教 授,
森 本 真 司 助 手
13.8.26～.139.6
海 老 原 祐 輔 助 手
139.2～13.9.9
佐 藤 夏 雄 教 授
13.9.6～13.9.30
小 島 秀 康 教 授
13.9.8～13.9.16
山 口 亮 助 手,
三 澤 啓 司 助 教 授
13.8.8～13.8ユ7
カ ナ ダ
ア メ リ カ合 衆 国
イ タリ ア共 和 国
ニ ュ ー ジー ラ ン ド




ノ ル ウ ェー 王 国
ロ シア
ドイ ツ連 邦 共 和 国
オ ー ス トリ ア
ドイツ連 邦 共 和 国










































第64回 国際阻石学会出席,玄 武岩質唄石の成因に関する研究打 ち合わせ
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今 榮 直 也 助 手
13.8.8～13.8.17
小 達 恒 夫 助 教 授
13.9.9～139.16
渡 邉 興 亜 所 長
13.9.12～13.9.15
東 久 美 子 助 教 授
139.12～139.15
藤 井 理 行 教 授
13.9.12～13.9.17
古 川 晶 雄 助 手
13.9.12～13.9.15
伊 藤 一 助 教 授
13.9.18～13.9.23
麻 生 武 彦 教 授,
堤 雅 樹 助 手
13.10.3～13.10.14
三 澤 啓 司 助 教 授
13.10.5～13.10.19
牛 尾 収 輝 助 手
13.10.6～13.10.18
安 部 晶 友 会 計 課 長
13.10.7～13.10.13
斉 藤 輝 年
13.10.7～13.10.13
佐 藤 薫 助 教 授
13.10.7～13.10.13
伊 藤 一 助 教 授
13.10.10～13.10.14
白 石 和 行 教 授
13.10.11～13.10.17
山 口 亮 助 手
13.10.11～13.10.18
福 地 光 男 教 授
13.10.20～13.11.1
海 老 原 祐 輔 助 手
13.10.27～13.11.17
山 内 恭 教 授
13.10.28～13.11.2
山 岸 久 雄 教 授
13.11.2～13.12.10
麻 生 武 彦 教 授
13.11.7～13.11ユ1
渡 邉 興 亜 所 長
13.11.21～13.11.26
佐 藤 克 文 助 手
13.11.27～13.12.5
内 藤 靖 彦 教 授
13.12.4～13.12.9
佐 藤 夏 雄 教 授
13.12.6～13.12.20
山 内 恭 教 授
13.12.6～13.12.11









ノ ル ウ ェー 王 国
ア メ リ カ合 衆 国
イタ リ ア共 和 国
ノル ウ ェー 王 国
用 度 第 一係 長
ノル ウ ェ ー王 国
ノル ウ ェ ー王 国
ノル ウ ェ ー王 国
アメ リカ合 衆 国
アメ リカ 合衆 国
オー ス トラ リ ア













































小 達 恒夫 助 教 授
13.12.12～13.12.25オ ー ス トラ リア
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
青 木 茂 助 手
13.12.16～13.12.25ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
工 藤 栄 助 教授
13.12.30～14.1.26南 極 海 域
野 木義 史 助 教授
13.12.30～14.2.15南 極 海 域
橋 田 元 助 手
13.12.30～14.1.26南 極 海 域
伊 藤 宗 太 郎 事 業 部長,
大塚 英 明 業 務係 長,
白石 和 行 教 授
14.1.23～14.2.6南ア フ リ カ共和 国
南 極 大 陸
東 久美 子 助 教授
14.1.26～14.2.2オー ス トリア
福 地 光 男 教 授
14.1.30～14.2.8オー ス トラ リア
青 木 茂 助 手
14.2.2～14.3.15南極 海域
オー ス トラ リア
牛 尾 収 輝 助 手
14.2.2～14.2.7オ ー ス トラ リア
大 山 佳 邦 教 授
14.2.2～14.2.8オ ー ス トラ リア
堤 雅樹 助 手
14.2.2～14.2.12オー ス トラ リア
海 老 原 祐輔 助 手
14.2.3～14.2.12ブル ガ リア
金 城 孝 夫 事 業 課 長,
久 下 谷清 美 経 理 係 長
14.2.3～142.10オ ー ス トラ リ ア
内 藤靖 彦 教 授
14.2.11～14.2.16アメ リカ合 衆 国
カナ ダ
塩 原 匡貴 助 教 授
14.2.24～14.3.17ノル ウ ェ ー王 国
佐 野雅 史 室 長
14.2.24～14.3.4ノル ウ ェ ー王 国
三 澤啓 司 助 教授
14.3.2～14.3.30アメ リカ合 衆 国
山 内 恭 教 授
14.3.3～14.3.15ノル ウ ェ ー王 国
和 田 誠 助 教授
14.3.4～14.3.15ノル ウ ェ ー王 国
森 本真 司 助 手
14.3.4～14.3.16ノル ウ ェ ー王 国
福 地 光男 教 授
14.3.5～14.3.9オ ー ス トラ リア
今 榮直 也 助 手
14.3.9～14.3.17アメ リカ合 衆 国
渡 邉興 亜 所 長
14.3.12～14.3.16ノル ウ ェ ー王 国
山 岸 久雄 教 授





























野 元 堀 隆 事 業 係 長
14.3.19～14.3.25
加 藤 好 孝 室 長
14.3.19～14.3.25
門 倉 昭 助 手
14.3.24～14.4.5
オ ー ス トラ リア
オ ー ス トラ リア





























山 岸 久 雄 教 授
13.8.19～13.8.30
船 木 實 助 教 授
13.10.25～13.1121
海 田 博 司
14.3.9～14.3.17
ベ トナ ム
エ ジ プ ト
ア メ リカ合 衆 国
国際地球電磁気学 ・超高層物理学協会総会出席
岩石試料採取,研 究打合せ























ク ラ ウゼ ン ヘ ン リ ック ブ リ ン ク　(Clausen　Henrik　Brink)
コペ ンハ ーゲ ン大学 ・地 球物 理 学 部 ・準 教授
平 成13年9月17日 ～平 成13年12月16日
北極 雪 氷 コ アに よ る気 候 ・環 境 変 動








サ バ チ ュー ジ ェ ン レ フ　 M　 (SavatyuglnLevM)
ロ シ ア北 極 南極 研 究所 ・極 地 地 理 学研 究 部 門 ・部 長
平 成13年12月17日 ～平 成14年3月16日
北 極 域 に お け る気 候 及 び環 境 変 化








ア ビゾ フ サ ビ ト　(Abyzov　 Sabit)
ロ シ ア科 学 アカ デ ミー ・微 生物 研 究 所 ・主任 研 究 官
平 成14年1月11日 ～平 成14年4月10日
南 極 氷 床 に お け る微 生物 学 的研 究





























ブ キ ャナ ン ポ ー ル クラ レンス(BUCHANANPaulClarence)
ウ イ ッ トウ ォー ター ス ラ ン ド大 学 ・研 究 員
平 成14年3月28日 ～平 成16年3月27日
分 化 した明 石 の 岩 石鉱 物 学,同 位 体 年 代 学研 究




















Erhalt　 Raschke　 (ド イ ツ国 立GKSS研 究所 ・大 気物 理 部 門部 長)
Sukyung　 Kang　 (釜 山大 学 ・博 士 課 程 学 生)
Syoun　 Kang　 (釜 山 大学 韓 国 海 洋研 究 所 ・博 士 課程 学 生,研 究 員)
Kyung-Mi　 Jung　 (釜 山大 学 ・修 士 課 程 学 生,釜 山水 族館)
Domiha　 Son　 (釜 山 大 学 韓 国海 洋研 究所 ・博 士 課 程学 生)
Sung　 Kim　 (釜 山 大学 ・教 授)
Yao　Mingwu　 (西 安電 子 科 技 大 学 ・博 士 課 程 学生)
金 力 軍(西 安 電 子 科 技 大学 ・教授)
Huigen　 Yang　 (中 国極 地研 究所 ・助 教授)
Yao　Mingwu　 (西安 電 子 科 技 大学 ・博 士 課程 学 生)
金 力 軍(西 安 電 子 科技 大 学 ・教授)
Victor　Hoffm㎜(ツ ー ビンゲ ン大学 地 質研 究 室 ・助 教授)
Graham　 Hosie　 (オ ー ス トラ リア南極 局 ・主任研 究 員)
Peter　 Dolinslcy　 (ス ロバ キ ア科 学 ア カ デ ミー地 球物 理 研 究 所 ・研 究 員)
Peter　 Dolinsicy　 (ス ロバ キ ア科 学 ア カ デ ミー 地球 物 理 研 究所 ・研 究 員)
Ahmed　 Saleh　 (エ ジプ ト天 体 地球 物 理 研 究 所 ・講師)
一205一
12月1日 ～3月31日 　 Peter　Dolinsicy　 (ス ロ バ キ ア科学 ア カデ ミー地 球 物 理研 究 所 ・研 究 員)





玉 芝 劉(中 国 科 学 院大 気 物 理研 究 所 ・研 究 生)
廣 玉 石(中 国 科 学 院大 気 物 理研 究 所 ・教授)

































































理博 渡 邉 興 亜
農博 内 藤 靖 彦











理博 岡 野 章 一
工博 村 山 泰 啓
理博 青 木 周 司
学術博 鈴 木 啓 助
理博 本 山 秀 明








理博 白 石 和 行
理博 廣 井 美 邦
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理博 土 井 浩一郎
理博 橋 田 元












































明 省 三(富 山医科薬科大学総務部長)
郷 科 男(国 立科学博物館総務部施設課建築係長)
賢 二(筑 波大学研究協力部研究協力課専門職員)
本 好 司(お 茶の水女子大学会計課用度係用度主任)
村 裕次郎(東 京大学工学系研究科等経理課契約掛主任)
本 隆(海 上保安庁仙台航空基地)
田 博 司(東 北大学金属材料研究所助手)




















































大 島 貞 男(管 理部長)
川久保 守(管 理部会計課課長補佐)
平 井 睦 浩(管 理部会計課専門職員)
星 義 彦(管 理部庶務課研究協力係長)
新 藤 正 夫(管 理部会計課用度第二係長)
宮 城 寿 之(事 業部観測協力室設営第二係主任)
竹 下 良 久(管 理部会計課用度第二係)
松 田 高 明(事 業部)
山 本 日出夫(総 合地球環境学研究所(仮 称)創 設調査室
主幹)
川 口 泰 史(総 合地球環境学研究所(仮 称)創 設調査室
創設調査係長)
早 坂 忠 裕(総 合地球環境学研究所(仮 称)創 設調査室
教授)








的 場 澄 人
堤 雅 基(研 究系助手)
Bjorn　 Gustavsson
伊 藤 宗太郎(文 部科学省科学技術 ・学術政策局原子力安
全課防災環境対策室長)


















塚 本 勝(事 業部長)








本 吉 洋 一(研 究系助教授)















謀 教 授 助教授 計
昭和48 1 1 2
49 2 2 4
50 3 5 8
51 2 4 6
52 0 4 4
53 5 3 8
54 5 5 10
55 4 5 9
56 5 4 9
57 5 4 9
58 5 5 10
59 7 5 12
60 6 6 12
61 6 6 12
62 6 6 12
63 5 7 12
平成元 5 7 12
2 6 6 12
3 6 6 12
4 6 6 12
5 5 7 12
6 5 7 12
7 5 7 12
8 6 6 12
9 6 6 12
10 6 6 12
11 6 6 12
12 6 6 12
13 5 7 12
(3)外 国人客員研究部門












平成元 1 2 3
2 1 1 2
3 1 4 5
4 1 4 5
5 1 3 4
6 1 2 3
7 2 1 3
8 2 1 3
9 1 2 3
10 2 2 4
11 3 2 5
12 1 3 4




年 度 退職者等の数 官 職(人 数)
補 充 方 法




51 1 助教授(1) 1
52
53
54 1 助 手(1) 1
55
56 1 教 授(1) 1
57
58
59 2 所 長 教 授(1) 2
60 1 教 授(1) 1
61 1 助教授(1) 1
62
63 1 所 長 1
平成元
2 1 助教授(1) 1
3
4 4 教 授(1)助 手(3) 3 1
5 3 教 授(1)助 手(2) 3
6 2 所 長 助教授(1) 1 1
7 2 助教授(1)助 手(1) 1 1
8 2 教 授(1)助 手(1) 1 1
9
10
11 2 教 授(1)助 手(1) 1
12 1 所 長 教 授(1) 2



























































































































































総研大 ・第36回 教育研究委員会(蔵 前工業会館)
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